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〔
府

令
〕

〇
食
品
表
示
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣

府
令
（
内
閣
府
八
九
）

〇
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
及
び
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
内
閣
府
令
（
同
九
〇
）

〇
母
体
保
護
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
内
閣
府
令
（
同
九
一
）

〔
省

令
〕

〇
電
波
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
（
総
務
一
一
五
）

〇
大
正
五
年
勅
令
第
二
百
五
十
六
号
第
六
条

第
一
項
に
よ
る
証
券
の
納
付
に
関
す
る
制

限
を
定
め
る
省
令
及
び
証
券
を
も
つ
て
す

る
歳
入
納
付
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
財
務
六
三
）

〇
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
文
部
科
学
三
二
）

〇
船
員
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
（
国
土
交
通
八
二
）

〇
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
及
び
国

土
交
通
省
の
所
管
す
る
法
令
に
係
る
民
間

事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け

る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
同
八
三
）

〔
規

則
〕

〇
人
事
院
規
則
九
―
一
七
（
俸
給
の
特
別
調

整
額
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

（
人
事
院
九

一
七

一
七
九
）

〇
人
事
院
規
則
九
―
一
二
三
（
本
府
省
業
務

調
整
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院

規
則
（
同
九

一
二
三

四
八
）

〇
人
事
院
規
則
九
―
三
〇（
特
殊
勤
務
手
当
）

の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

（
同
九

三
〇

一
一
六
）

〇
人
事
院
規
則
一
六
―
〇
（
職
員
の
災
害
補

償
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

（
同
一
六

〇

八
二
）

〇
人
事
院
規
則
二
一
―
〇
（
国
と
民
間
企
業

と
の
間
の
人
事
交
流
）
の
一
部
を
改
正
す

る
人
事
院
規
則
（
同
二
一

〇

一
二
）

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
つ
い

て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
行
政
機
関
等
編
）

の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
個
人
情
報
保
護
委
一
〇
）

〇
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
第
八
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並

び
に
第
四
十
四
条
第
三
項
並
び
に
行
政
手

続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
二

十
九
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
に
基
づ

く
特
定
個
人
情
報
の
漏
え
い
等
に
関
す
る

報
告
等
に
関
す
る
規
則
第
三
条
第
三
項
に

規
定
す
る
個
人
情
報
保
護
委
員
会
が
別
に

定
め
る
場
合
及
び
そ
の
方
法
を
定
め
る
件

の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
（
同
一
一
）

〇
シ
ン
グ
ル
キ
ャ
リ
ア
周
波
数
分
割
多
元
接

続
方
式
携
帯
移
動
衛
星
通
信
を
行
う
携
帯

移
動
地
球
局
等
の
審
査
に
適
用
す
る
受
信

設
備
の
特
性
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件
（
総
務
三
五
九
）

〇
関
門
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
が
運
用
す

る
門
司
船
舶
通
航
信
号
所
及
び
同
セ
ン

タ
ー
が
行
う
情
報
の
提
供
等
の
方
法
に
関

す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
同
三
三
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件

（
総
務
三
六
四
）

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た

の
で
公
表
す
る
件
（
同
三
六
五
）

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
解
散
等
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表

す
る
件
（
同
三
六
六
）

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管

理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る

件
（
同
三
六
七
）

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管

理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
（
同
三
六
八
）

〇
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
使
用
を
許
さ
れ
る
施

設
及
び
区
域
に
つ
い
て
、
共
同
使
用
、
追

加
提
供
及
び
新
規
提
供
が
決
定
さ
れ
た
件

（
防
衛
二
四
七
）

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

人
事
院
規
則
一
六
―
三
（
災
害
を
受
け
た
職

員
の
福
祉
事
業
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
昭
和
五
十
六
年
人
事
院
公
示
第
九

号
の
一
部
改
正
に
関
し
、
決
定
し
た
件

（
人
事
院
公
示
二
七
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会

令
和
七
事
業
年
度
財
務
諸
表
、
国
立
研
究

開
発
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
令
和

七
事
業
年
度
財
務
諸
表
、
企
業
年
金
基
金

変
更
関
係

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
・
取
上
げ
処
分
、

行
旅
死
亡
人
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

〇
外
国
の
無
線
局
等
の
無
線
設
備
が
電
波
法

第
三
章
に
定
め
る
技
術
基
準
に
相
当
す
る

技
術
基
準
に
適
合
す
る
事
実
を
定
め
る
件

の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
三
六
〇
）

〇
無
線
局
免
許
申
請
書
等
に
添
付
す
る
無
線

局
事
項
書
等
の
各
欄
の
記
載
に
用
い
る

コ
ー
ド
（
無
線
局
の
目
的
コ
ー
ド
及
び
通

信
事
項
コ
ー
ド
を
除
く
。）を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
三
六
一
）

〇
シ
ン
グ
ル
キ
ャ
リ
ア
周
波
数
分
割
多
元
接

続
方
式
携
帯
移
動
衛
星
通
信
を
行
う
携
帯

移
動
地
球
局
の
無
線
設
備
等
の
不
要
発
射

の
強
度
の
許
容
値
そ
の
他
の
条
件
を
定
め

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件（
同
三
六
二
）

〇
周
波
数
割
当
計
画
の
一
部
を
変
更
す
る
件

（
同
三
六
三
）

〇
船
舶
と
港
長
と
の
間
の
無
線
通
信
に
よ
る

連
絡
に
関
す
る
告
示
及
び
港
則
法
施
行
規

則
第
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
指
示
の
方

法
等
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る

告
示
（
海
上
保
安
庁
三
二
）

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管

理
団
体
の
指
定
の
取
消
及
び
資
金
管
理
団

体
で
な
く
な
っ
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
公
表
す
る
件
（
同
三
六
九
）

〇
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る

法
律
第
五
条
の
二
の
組
織
を
指
定
す
る
告

示
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
文
部
科
学
一
一
五
）

〇
航
空
交
通
管
制
部
組
織
規
則
第
一
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
く
管
轄
区
域
を
指
定
す

る
件
（
国
土
交
通
一
一
八
七
）

〇
大
館
能
代
空
港
の
施
設
に
つ
い
て
告
示
し

た
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
件

（
同
一
一
八
八
）





府

令

食
品
表
示
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

改

正

後

改

正

前

別
表
第
四
（
第
三
条
関
係
）

別
表
第
四
（
第
三
条
関
係
）

食
品

表
示
事
項

表
示
の
方
法

食
品

表
示
事
項

表
示
の
方
法

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

ド
レ
ッ
シ
ン

グ
及
び
ド

レ
ッ
シ
ン
グ

タ
イ
プ
調
味

料

名
称

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
に
あ
っ
て
は
「
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
」
と
、
サ
ラ
ダ
ク
リ
ー
ミ
ー
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
に
あ
っ
て
は
「
サ
ラ
ダ
ク
リ
ー
ミ
ー
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
又
は

「
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
と
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
及
び
サ
ラ
ダ
ク
リ
ー
ミ
ー
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
以
外
の
半
固
体
状
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
あ
っ
て
は
「
半
固
体
状
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
」
又
は
「
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
と
、
乳
化
液
状
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

に
あ
っ
て
は
「
乳
化
液
状
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
又
は
「
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」と
、

分
離
液
状
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
あ
っ
て
は
「
分
離
液
状
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
又

は
「
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
と
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
タ
イ
プ
調
味
料
に
あ
っ
て
は

「
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
タ
イ
プ
調
味
料
」
と
、
ノ
ン
オ
イ
ル
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に

あ
っ
て
は
「
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
タ
イ
プ
調
味
料
」又
は「
ノ
ン
オ
イ
ル
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
」
と
表
示
す
る
。

ド
レ
ッ
シ
ン

グ
及
び
ド

レ
ッ
シ
ン
グ

タ
イ
プ
調
味

料

名
称

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
に
あ
っ
て
は
「
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
」
と
、
サ
ラ
ダ
ク
リ
ー
ミ
ー
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
に
あ
っ
て
は
「
サ
ラ
ダ
ク
リ
ー
ミ
ー
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
又
は

「
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
と
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
及
び
サ
ラ
ダ
ク
リ
ー
ミ
ー
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
以
外
の
半
固
体
状
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
あ
っ
て
は
「
半
固
体
状
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
」
又
は
「
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
と
、
乳
化
液
状
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

に
あ
っ
て
は
「
乳
化
液
状
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
又
は
「
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」と
、

分
離
液
状
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
あ
っ
て
は
「
分
離
液
状
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
又

は
「
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
タ
イ
プ
調
味
料
に
あ
っ
て
は

「
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
タ
イ
プ
調
味
料
」
と
、
ノ
ン
オ
イ
ル
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に

あ
っ
て
は
「
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
タ
イ
プ
調
味
料
」又
は「
ノ
ン
オ
イ
ル
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
」
と
表
示
す
る
。

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

食
品
表
示
基
準
（
平
成
二
十
七
年
内
閣
府
令
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
十
一
（
第
二
条
、
第
七
条
、
第
九
条
、
第
二
十
三
条
関
係
）

別
表
第
十
一
（
第
二
条
、
第
七
条
、
第
九
条
、
第
二
十
三
条
関
係
）

栄
養
成
分

下
限
値

栄
養
成
分
の
機
能

上
限
値

摂
取
を
す
る
上
で
の
注
意
事
項

栄
養
成
分

下
限
値

栄
養
成
分
の
機
能

上
限
値

摂
取
を
す
る
上
で
の
注
意
事
項

ｎ

３
系

脂
肪
酸

﹇
略
﹈

ｎ

３
系
脂
肪
酸
は
、
皮
膚
の

健
康
維
持
を
助
け
る
栄
養
素
の

ひ
と
つ
で
す
。

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

ｎ

３
系

脂
肪
酸

﹇
同
上
﹈

ｎ

３
系
脂
肪
酸
は
、
皮
膚
の

健
康
維
持
を
助
け
る
栄
養
素
で

す
。

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
内
閣
府
令
第
八
十
九
号

食
品
表
示
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
七
十
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
食
品
表
示
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗





亜
鉛

二
・
五
五

ミ
リ
グ
ラ

ム

亜
鉛
は
、
味
覚
を
正
常
に
保
つ

の
を
助
け
る
栄
養
素
で
す
。

十
七
ミ
リ

グ
ラ
ム

﹇
略
﹈

亜
鉛

二
・
六
四

ミ
リ
グ
ラ

ム

亜
鉛
は
、
味
覚
を
正
常
に
保
つ

の
に
必
要
な
栄
養
素
で
す
。

十
五
ミ
リ

グ
ラ
ム

﹇
同
上
﹈

亜
鉛
は
、
皮
膚
や
粘
膜
の
健
康

維
持
を
助
け
る
栄
養
素
の
ひ
と

つ
で
す
。

亜
鉛
は
、
皮
膚
や
粘
膜
の
健
康

維
持
を
助
け
る
栄
養
素
で
す
。

亜
鉛
は
、
た
ん
ぱ
く
質
・
核
酸

の
代
謝
に
関
与
し
て
、
健
康
の

維
持
に
役
立
つ
栄
養
素
で
す
。

カ
リ
ウ
ム

﹇
略
﹈

カ
リ
ウ
ム
は
、
血
圧
を
正
常
に

保
つ
の
を
助
け
る
栄
養
素
で

す
。

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

カ
リ
ウ
ム

﹇
同
上
﹈

カ
リ
ウ
ム
は
、
正
常
な
血
圧
を

保
つ
の
に
必
要
な
栄
養
素
で

す
。

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

カ
ル
シ
ウ

ム

二
百
十
ミ

リ
グ
ラ
ム

カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
骨
や
歯
を
作

る
の
に
必
要
な
栄
養
素
の
ひ
と

つ
で
す
。

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

カ
ル
シ
ウ

ム

二
百
四
ミ

リ
グ
ラ
ム

カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
骨
や
歯
の
形

成
に
必
要
な
栄
養
素
で
す
。

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

鉄

一
・
九
五

ミ
リ
グ
ラ

ム

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

鉄

二
・
〇
四

ミ
リ
グ
ラ

ム

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

銅

〇
・
二
四

ミ
リ
グ
ラ

ム

銅
は
、
赤
血
球
を
作
る
の
を
助

け
る
栄
養
素
の
ひ
と
つ
で
す
。

四
・
六
ミ

リ
グ
ラ
ム

﹇
略
﹈

銅

〇
・
二
七

ミ
リ
グ
ラ

ム

銅
は
、
赤
血
球
の
形
成
を
助
け

る
栄
養
素
で
す
。

六
・
〇
ミ

リ
グ
ラ
ム

﹇
同
上
﹈

銅
は
、
多
く
の
体
内
酵
素
の
正

常
な
働
き
と
骨
の
形
成
を
助
け

る
栄
養
素
で
す
。

マ
グ
ネ
シ

ウ
ム

﹇
略
﹈

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
、
骨
や
歯
を

作
る
の
に
必
要
な
栄
養
素
の
ひ

と
つ
で
す
。

三
百
二
十

ミ
リ
グ
ラ

ム

本
品
は
、
多
量
摂
取
に
よ
り
疾

病
が
治
癒
し
た
り
、
よ
り
健
康

が
増
進
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
多
量

に
摂
取
す
る
と
軟
便
（
下
痢
）

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一

日
の
摂
取
目
安
量
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。
乳
幼
児
・
小
児
は
本

品
の
摂
取
を
避
け
て
く
だ
さ

い
。

マ
グ
ネ
シ

ウ
ム

﹇
同
上
﹈

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
、
骨
や
歯
の

形
成
に
必
要
な
栄
養
素
で
す
。

三
百
ミ
リ

グ
ラ
ム

本
品
は
、
多
量
摂
取
に
よ
り
疾

病
が
治
癒
し
た
り
、
よ
り
健
康

が
増
進
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
多
量
に
摂
取
す
る
と
軟

便
（
下
痢
）
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
一
日
の
摂
取
目
安
量

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
乳
幼

児
・
小
児
は
本
品
の
摂
取
を
避

け
て
く
だ
さ
い
。

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
作
る
の
を
助
け
る
栄
養

素
の
ひ
と
つ
で
す
。

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
、
多
く
の
体

内
酵
素
の
正
常
な
働
き
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
産
生
を
助
け
る
と
と
も

に
、
血
液
循
環
を
正
常
に
保
つ

の
に
必
要
な
栄
養
素
で
す
。

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
、
血
液
循
環

を
正
常
に
保
つ
の
を
助
け
る
栄

養
素
の
ひ
と
つ
で
す
。

ナ
イ
ア
シ

ン

﹇
略
﹈

ナ
イ
ア
シ
ン
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
作
る
の
を
助
け
る
栄
養
素
の

ひ
と
つ
で
す
。

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

ナ
イ
ア
シ

ン

﹇
同
上
﹈

ナ
イ
ア
シ
ン
は
、
皮
膚
や
粘
膜

の
健
康
維
持
を
助
け
る
栄
養
素

で
す
。

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

ナ
イ
ア
シ
ン
は
、
皮
膚
や
粘
膜

の
健
康
維
持
を
助
け
る
栄
養
素

の
ひ
と
つ
で
す
。
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パ
ン
ト
テ

ン
酸

一
・
六
五

ミ
リ
グ
ラ

ム

パ
ン
ト
テ
ン
酸
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
作
る
の
を
助
け
る
栄
養

素
の
ひ
と
つ
で
す
。

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

パ
ン
ト
テ

ン
酸

一
・
四
四

ミ
リ
グ
ラ

ム

パ
ン
ト
テ
ン
酸
は
、
皮
膚
や
粘

膜
の
健
康
維
持
を
助
け
る
栄
養

素
で
す
。

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

ビ
オ
チ
ン

﹇
略
﹈

ビ
オ
チ
ン
は
、
皮
膚
や
粘
膜
の

健
康
維
持
を
助
け
る
栄
養
素
の

ひ
と
つ
で
す
。

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

ビ
オ
チ
ン

﹇
同
上
﹈

ビ
オ
チ
ン
は
、
皮
膚
や
粘
膜
の

健
康
維
持
を
助
け
る
栄
養
素
で

す
。

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

ビ
タ
ミ
ン

Ａ

﹇
略
﹈

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
、
暗
所
で
の
視

力
を
正
常
に
保
つ
の
を
助
け
る

栄
養
素
で
す
。

﹇
略
﹈

本
品
は
、
多
量
摂
取
に
よ
り
疾

病
が
治
癒
し
た
り
、
よ
り
健
康

が
増
進
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
日
の
摂
取
目
安
量
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

ビ
タ
ミ
ン

Ａ

﹇
同
上
﹈

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
、
夜
間
の
視
力

の
維
持
を
助
け
る
栄
養
素
で

す
。

﹇
同
上
﹈

本
品
は
、
多
量
摂
取
に
よ
り
疾

病
が
治
癒
し
た
り
、
よ
り
健
康

が
増
進
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
日
の
摂
取
目
安
量
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
、
皮
膚
や
粘
膜

の
健
康
維
持
を
助
け
る
栄
養
素

の
ひ
と
つ
で
す
。

妊
娠
三
か
月
以
内
又
は
妊
娠
を

希
望
す
る
女
性
は
、
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
の
過
剰
摂
取
に
な
ら
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
、
皮
膚
や
粘
膜

の
健
康
維
持
を
助
け
る
栄
養
素

で
す
。

妊
娠
三
か
月
以
内
又
は
妊
娠
を

希
望
す
る
女
性
は
過
剰
摂
取
に

な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

ビ
タ
ミ
ン

Ｂ１

〇
・
三
〇

ミ
リ
グ
ラ

ム

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ１

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
作
る
の
を
助
け
る
栄
養
素
の

ひ
と
つ
で
す
。

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

ビ
タ
ミ
ン

Ｂ１

〇
・
三
六

ミ
リ
グ
ラ

ム

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ１

は
、
炭
水
化
物
か

ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
生
と
皮
膚

や
粘
膜
の
健
康
維
持
を
助
け
る

栄
養
素
で
す
。

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

ビ
タ
ミ
ン

Ｂ２

﹇
略
﹈

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ２

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
作
る
の
を
助
け
る
栄
養
素
の

ひ
と
つ
で
す
。

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

ビ
タ
ミ
ン

Ｂ２

﹇
同
上
﹈

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ２

は
、
皮
膚
や
粘
膜

の
健
康
維
持
を
助
け
る
栄
養
素

で
す
。

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ２

は
、
皮
膚
や
粘
膜

の
健
康
維
持
を
助
け
る
栄
養
素

の
ひ
と
つ
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン

Ｂ６

﹇
略
﹈

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ６

は
、
た
ん
ぱ
く
質

か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
る
の
を

助
け
る
栄
養
素
で
す
。

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

ビ
タ
ミ
ン

Ｂ６

﹇
同
上
﹈

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ６

は
、
た
ん
ぱ
く
質

か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
産
生
と

皮
膚
や
粘
膜
の
健
康
維
持
を
助

け
る
栄
養
素
で
す
。

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ６

は
、
皮
膚
や
粘
膜

の
健
康
維
持
を
助
け
る
栄
養
素

の
ひ
と
つ
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン

Ｂ12

一
・
二
〇

マ
イ
ク
ロ

グ
ラ
ム

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ12

は
、
赤
血
球
を
作

る
の
を
助
け
る
栄
養
素
の
ひ
と

つ
で
す
。

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

ビ
タ
ミ
ン

Ｂ12

〇
・
七
二

マ
イ
ク
ロ

グ
ラ
ム

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ12

は
、
赤
血
球
の
形

成
を
助
け
る
栄
養
素
で
す
。

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈
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ビ
タ
ミ
ン

Ｃ

﹇
略
﹈

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、
抗
酸
化
作
用

に
よ
り
細
胞
を
保
護
す
る
の
を

助
け
る
栄
養
素
の
ひ
と
つ
で

す
。

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

ビ
タ
ミ
ン

Ｃ

﹇
同
上
﹈

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、
皮
膚
や
粘
膜

の
健
康
維
持
を
助
け
る
と
と
も

に
、
抗
酸
化
作
用
を
持
つ
栄
養

素
で
す
。

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、皮
膚
や
粘
膜
、

骨
、
血
管
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
合
成

を
助
け
る
栄
養
素
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、
鉄
の
吸
収
を

助
け
る
栄
養
素
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン

Ｄ

二
・
七
〇

マ
イ
ク
ロ

グ
ラ
ム

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム

の
吸
収
を
助
け
る
栄
養
素
で

す
。

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

ビ
タ
ミ
ン

Ｄ

一
・
六
五

マ
イ
ク
ロ

グ
ラ
ム

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、
腸
管
で
の
カ

ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
促
進
し
、

骨
の
形
成
を
助
け
る
栄
養
素
で

す
。

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、
骨
を
作
る
の

を
助
け
る
栄
養
素
の
ひ
と
つ
で

す
。

ビ
タ
ミ
ン

Ｅ

一
・
九
五

ミ
リ
グ
ラ

ム

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は
、
抗
酸
化
作
用

に
よ
り
細
胞
を
保
護
す
る
の
を

助
け
る
栄
養
素
の
ひ
と
つ
で

す
。

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

ビ
タ
ミ
ン

Ｅ

一
・
八
九

ミ
リ
グ
ラ

ム

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は
、
抗
酸
化
作
用

に
よ
り
、
体
内
の
脂
質
を
酸
化

か
ら
守
り
、
細
胞
の
健
康
維
持

を
助
け
る
栄
養
素
で
す
。

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

ビ
タ
ミ
ン

Ｋ

﹇
略
﹈

ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
は
、
骨
を
作
る
の

を
助
け
る
栄
養
素
の
ひ
と
つ
で

す
。

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

ビ
タ
ミ
ン

Ｋ

﹇
同
上
﹈

ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
は
、
正
常
な
血
液

凝
固
能
を
維
持
す
る
栄
養
素
で

す
。

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
は
、
正
常
な
血
液

凝
固
を
助
け
る
栄
養
素
で
す
。

葉
酸

﹇
略
﹈

葉
酸
は
、
赤
血
球
を
作
る
の
を

助
け
る
栄
養
素
の
ひ
と
つ
で

す
。

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

葉
酸

﹇
同
上
﹈

葉
酸
は
、
赤
血
球
の
形
成
を
助

け
る
栄
養
素
で
す
。

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

葉
酸
は
、
胎
児
の
正
常
な
発
育

を
助
け
る
栄
養
素
で
す
。

葉
酸
は
、
胎
児
の
正
常
な
発
育

に
寄
与
す
る
栄
養
素
で
す
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。
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則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

令
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
製
造
さ
れ
、
加
工
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ
る
加
工
食
品
（
業
務
用
加
工
食
品
を
除
く
。）及
び
同
日
ま
で
に
販
売
さ
れ
る
生
鮮
食
品
（
業
務
用
生
鮮
食
品
を
除
く
。）の
表
示
に
つ
い
て
は
、
こ
の
府

令
に
よ
る
改
正
後
の
食
品
表
示
基
準
別
表
第
十
一
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。





児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
及
び
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

（
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
一
条

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
号
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
職
員
）

（
職
員
）

第
三
十
八
条

﹇
略
﹈

第
三
十
八
条

﹇
同
上
﹈

２

児
童
の
遊
び
を
指
導
す
る
者
は
、
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

児
童
の
遊
び
を
指
導
す
る
者
は
、
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

﹇
一
〜
三

略
﹈

﹇
一
〜
三

同
上
﹈

三
の
二

こ
ど
も
家
庭
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

資
格
を
有
す
る
者

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

四

﹇
略
﹈

四

﹇
同
上
﹈

四
の
二

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
つ

て
、
一
年
以
上
児
童
福
祉
事
業
に
従
事
し
た
も

の

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

イ

学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
を
卒
業

し
た
者
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
専
門
職
大
学

の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者
を
含
む
。）

ロ

学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
に
お
い

て
、
優
秀
な
成
績
で
単
位
を
修
得
し
た
こ
と

に
よ
り
、
同
法
第
百
二
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
大
学
院
へ
の
入
学
が
認
め
ら
れ
た
者

ハ

学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
院
を
卒

業
し
た
者

ニ

外
国
の
大
学
を
卒
業
し
た
者

﹇
五
・
六

略
﹈

﹇
五
・
六

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
二
条

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
号
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
職
員
）

（
職
員
）

第
十
条

﹇
略
﹈

第
十
条

﹇
同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

３

放
課
後
児
童
支
援
員
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
、
都
道
府
県
知
事
又

は
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七

号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都

市
若
し
く
は
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第

一
項
の
中
核
市
の
長
が
行
う
研
修
を
修
了
し
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

放
課
後
児
童
支
援
員
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
、
都
道
府
県
知
事
又

は
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七

号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都

市
若
し
く
は
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第

一
項
の
中
核
市
の
長
が
行
う
研
修
を
修
了
し
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

二
の
二

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三

年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
第
五
条
の
二
の
八
第

一
項
に
規
定
す
る
こ
ど
も
家
庭
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
資
格
を
有
す
る
者

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

三

﹇
略
﹈

三

﹇
同
上
﹈

三
の
二

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ

て
、
一
年
以
上
児
童
福
祉
事
業
に
従
事
し
た
も

の

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

イ

学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
を
卒
業

し
た
者
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
専
門
職
大
学

の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者
を
含
む
。）

ロ

学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
に
お
い

て
、
優
秀
な
成
績
で
単
位
を
修
得
し
た
こ
と

に
よ
り
、
同
法
第
百
二
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
大
学
院
へ
の
入
学
が
認
め
ら
れ
た
者

ハ

学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
院
を
卒

業
し
た
者

ニ

外
国
の
大
学
を
卒
業
し
た
者

﹇
四
〜
十

略
﹈

﹇
四
〜
十

同
上
﹈

﹇
４
・
５

略
﹈

﹇
４
・
５

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
府
令
は
、
令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
条
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定
は
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

（
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
二
条

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
二
中
「
第
五
条
の
二
の
八
」
を
「
第
五
条
の
二
の
八
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
三
項
中
「
除
く
」
の
下
に
「
。
第
九
十
八
条
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
る
。

（
一
時
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
三
条

一
時
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
令
和
六
年
内
閣
府
令
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
二
中
「
第
五
条
の
二
の
八
」
を
「
第
五
条
の
二
の
八
第
一
項
」
に
改
め
る
。

〇
内
閣
府
令
第
九
十
号

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
三
十
四
条
の
八
の
二
第
二
項
及
び
第
四
十
五
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
及
び
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗





母
体
保
護
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

母
体
保
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
厚
生
省
令
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
名
簿
の
記
載
事
項
）

（
名
簿
の
記
載
事
項
）

第
十
一
条

令
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
名
簿
に
記

載
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
十
一
条

令
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
名
簿
に
記

載
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

本
籍
（
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
国
籍
等
（
住

民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十

一
号
）
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍

等
を
い
う
。）。
以
下
同
じ
。）及
び
住
所

二

本
籍
及
び
住
所

﹇
三
〜
七

略
﹈

﹇
三
〜
七

同
上
﹈

（
指
定
証
の
訂
正
）

（
指
定
証
の
訂
正
）

第
十
二
条

被
指
定
者
は
、
本
籍
又
は
氏
名
を
変
更

し
た
と
き
は
、
指
定
証
及
び
戸
籍
抄
本
（
出
入
国

管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第

三
百
十
九
号
）
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
中
長

期
在
留
者
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き

日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に

関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）

に
定
め
る
特
別
永
住
者
に
あ
つ
て
は
住
民
票
の
写

し
（
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規

定
す
る
国
籍
等
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。）と

し
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の

三
各
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
旅
券
そ
の
他
の

身
分
を
証
す
る
書
類
の
写
し
と
す
る
。）を
添
え
、

三
十
日
以
内
に
住
所
地
の
都
道
府
県
知
事
に
指
定

証
の
訂
正
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条

被
指
定
者
は
、
本
籍
又
は
氏
名
を
変
更

し
た
と
き
は
、
指
定
証
及
び
戸
籍
抄
本
を
添
え
、

三
十
日
以
内
に
住
所
地
の
都
道
府
県
知
事
に
指
定

証
の
訂
正
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

備
考

表
中
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

別
記
様
式
第
十
二
号
（
二
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
府
令
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て「
旧
様
式
」と
い
う
。）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
内
閣
府
令
第
九
十
一
号

母
体
保
護
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
十
六
号
）
第
二
条
及
び
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
母
体
保

護
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
二
十
五
条
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
母
体
保
護
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗





省

令

電
波
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
電
波
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

電
波
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線

を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ

て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。改

正

後

改

正

前

（
特
定
無
線
局
の
無
線
設
備
の
規
格
）

（
特
定
無
線
局
の
無
線
設
備
の
規
格
）

第
十
五
条
の
三

法
第
二
十
七
条
の
二
の
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
設
備
の
規
格
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
無
線

局
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
の
三

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
四

略
﹈

﹇
一
〜
四

同
上
﹈

五

電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
携
帯
移
動
地
球
局

五

﹇
同
上
﹈

﹇

〜

略
﹈

﹇

〜

同
上
﹈

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七
に
規
定
す
る
技
術
基
準

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七
第
一
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

﹇
新
設
﹈

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七
第
一
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

﹇
新
設
﹈

〜

﹇
略
﹈

〜

﹇
同
上
﹈

﹇
六
〜
十
二

略
﹈

﹇
六
〜
十
二

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

改

正

後

改

正

前

（
空
中
線
電
力
の
許
容
偏
差
）

（
空
中
線
電
力
の
許
容
偏
差
）

第
十
四
条

空
中
線
電
力
の
許
容
偏
差
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
送
信
設
備
の
区
別
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

第
十
四
条

﹇
同
上
﹈

送

信

設

備

許

容

偏

差

送

信

設

備

許

容

偏

差

上
限
（
パ
ー

セ
ン
ト
）

下
限
（
パ
ー

セ
ン
ト
）

上
限
（
パ
ー

セ
ン
ト
）

下
限
（
パ
ー

セ
ン
ト
）

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

（
無
線
設
備
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

無
線
設
備
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
（
下
線
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の

よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
（
二
重
下
線
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
当
該
対
象
規
定

を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

〇
総
務
省
令
第
百
十
五
号

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
十
七
条
の
二
、
第
二
十
七
条
の
四
第
三
号
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
八
条
及
び
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
電
波
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之





二
十

シ
ン
グ
ル
キ
ャ
リ
ア
周

波
数
分
割
多
元
接
続
方
式
携

帯
移
動
衛
星
通
信
を
行
う
無

線
局
の
送
信
設
備

第
四
十
九
条
の
二

十
三
の
七
に
お
い

て
無
線
設
備
の
条

件
が
定
め
ら
れ
て

い
る
携
帯
移
動
地

球
局
の
送
信
設
備

占
有
周
波
数
帯
幅

の
許
容
値
が
二
〇

〇
kHz
の
場
合

八
七

四
七

二
十

シ
ン
グ
ル
キ
ャ
リ
ア
周

波
数
分
割
多
元
接
続
方
式
携

帯
移
動
衛
星
通
信
を
行
う
無

線
局
の
送
信
設
備

第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七
に
お
い
て

無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る

携
帯
移
動
地
球
局
の
送
信
設
備

八
七

七
九

占
有
周
波
数
帯
幅

の
許
容
値
が
一
・

四
MHz
の
場
合

八
七

五
三

そ
の
他
の
場
合

八
七

七
九

第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
八
に
お
い
て

無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る

携
帯
移
動
地
球
局
又
は
地
球
局
の
送
信

設
備
で
あ
つ
て
、
人
工
衛
星
局
と
通
信

を
行
う
も
の

八
七

七
四

第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
八
に
お
い
て

無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る

携
帯
移
動
地
球
局
又
は
地
球
局
の
送
信

設
備
で
あ
つ
て
、
人
工
衛
星
局
と
通
信

を
行
う
も
の

八
七

七
四

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
八
に
お
い
て

無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る

携
帯
移
動
地
球
局
又
は
地
球
局
の
送
信

設
備
で
あ
つ
て
、携
帯
移
動
地
球
局（
携

帯
移
動
衛
星
通
信
の
中
継
を
行
う
携
帯

移
動
地
球
局
を
除
く
。）と
通
信
を
行
う

も
の

第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
八
に
お
い
て

無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る

携
帯
移
動
地
球
局
又
は
地
球
局
の
送
信

設
備
で
あ
つ
て
、携
帯
移
動
地
球
局（
携

帯
移
動
衛
星
通
信
の
中
継
を
行
う
携
帯

移
動
地
球
局
を
除
く
。）と
通
信
を
行
う

も
の

八
七

六
二

八
七

六
二

第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七

シ
ン
グ
ル
キ
ャ
リ
ア
周
波
数
分
割
多
元
接
続
方
式
携
帯
移
動
衛
星
通
信
を
行
う
携

帯
移
動
地
球
局
の
無
線
設
備
で
あ
つ
て
、
七
一
五
MHz
を
超
え
七
一
八
MHz
以
下
又
は
一
、
九
二
〇
MHz
を
超
え
一
、

九
八
〇
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
送
信
し
、
七
七
〇
MHz
を
超
え
七
七
三
MHz
以
下
又
は
二
、
一
一
〇
MHz
を
超
え

二
、
一
七
〇
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
受
信
す
る
も
の
（
次
条
に
規
定
す
る
無
線
設
備
を
除
く
。）は
、
次
に

掲
げ
る
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七

シ
ン
グ
ル
キ
ャ
リ
ア
周
波
数
分
割
多
元
接
続
方
式
携
帯
移
動
衛
星
通
信
を
行
う
携

帯
移
動
地
球
局
の
無
線
設
備
で
あ
つ
て
、
一
、
九
二
〇
MHz
を
超
え
一
、
九
八
〇
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
送

信
し
、
二
、
一
一
〇
MHz
を
超
え
二
、
一
七
〇
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
受
信
す
る
も
の
（
次
条
に
規
定
す
る

無
線
設
備
を
除
く
。）は
、
次
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

一
般
的
条
件

一

一
般
的
条
件

イ

通
信
方
式
は
、
携
帯
移
動
地
球
局
か
ら
人
工
衛
星
局
へ
送
信
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
シ
ン
グ
ル
キ
ャ
リ

ア
周
波
数
分
割
多
元
接
続
方
式
を
使
用
す
る
複
信
方
式
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
占
有
周
波
数
帯
幅
の
許

容
値
が
二
〇
〇
kHz
の
も
の
に
あ
つ
て
は
半
複
信
方
式
と
す
る
こ
と
と
し
、
占
有
周
波
数
帯
幅
の
許
容
値
が

一
・
四
MHz
の
も
の
に
あ
つ
て
は
半
複
信
方
式
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ

通
信
方
式
は
、
携
帯
移
動
地
球
局
か
ら
人
工
衛
星
局
へ
送
信
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
シ
ン
グ
ル
キ
ャ
リ

ア
周
波
数
分
割
多
元
接
続
方
式
を
使
用
す
る
複
信
方
式
で
あ
る
こ
と
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



﹇
ロ
〜
ニ

略
﹈

﹇
ロ
〜
ニ

同
上
﹈

ホ

チ
ャ
ネ
ル
間
隔
は
、
七
一
五
MHz
を
超
え
七
一
八
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
送
信
す
る
場
合
は
、
一
八

〇
kHz
、
一
・
〇
八
MHz
又
は
三
MHz
と
し
、
一
、
九
二
〇
MHz
を
超
え
一
、
九
八
〇
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を

送
信
す
る
場
合
は
、
五
MHz
と
す
る
こ
と
。

ホ

チ
ャ
ネ
ル
間
隔
は
、
五
MHz
と
す
る
こ
と
。

﹇
二

略
﹈

﹇
二

同
上
﹈

２

前
項
の
携
帯
移
動
地
球
局
の
無
線
設
備
（
同
項
及
び
次
項
に
規
定
す
る
携
帯
移
動
地
球
局
の
無
線
設
備
並
び

に
前
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
携
帯
移
動
地
球
局
の
無
線
設
備
を
除
く
。）は
、
前
項
に
規
定
す
る
条
件
の
ほ

か
、
次
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
携
帯
移
動
地
球
局
の
無
線
設
備
は
、
同
項
に
規
定
す
る
条
件
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

三

搬
送
波
を
送
信
し
て
い
な
い
と
き
の
漏
え
い
電
力
は
、
送
信
帯
域
の
周
波
数
帯
で
、
空
中
線
端
子
に
お
い

て
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

三

搬
送
波
を
送
信
し
て
い
な
い
と
き
の
漏
え
い
電
力
は
、
送
信
帯
域
の
周
波
数
帯
で
、
空
中
線
端
子
に
お
い

て
、
任
意
の
四
・
五
MHz
幅
で
（
－
）
四
八
・
五
デ
シ
ベ
ル
（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）以
下

で
あ
る
こ
と
。

イ

チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
三
MHz
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
任
意
の
二
・
七
MHz
幅
で
（
－
）
四
八
・
五
デ
シ
ベ
ル

（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）以
下
で
あ
る
こ
と
。

﹇
新
設
﹈

ロ

チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
五
MHz
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
任
意
の
四
・
五
MHz
幅
で
（
－
）
四
八
・
五
デ
シ
ベ
ル

以
下
で
あ
る
こ
と
。

﹇
新
設
﹈

﹇
四
・
五

略
﹈

﹇
四
・
五

同
上
﹈

３

第
一
項
の
携
帯
移
動
地
球
局
の
無
線
設
備
で
あ
つ
て
、
占
有
周
波
数
帯
幅
の
許
容
値
が
二
〇
〇
kHz
の
も
の

は
、
同
項
に
規
定
す
る
条
件
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
新
設
﹈

一

送
信
す
る
電
波
の
周
波
数
は
、通
信
の
相
手
方
で
あ
る
人
工
衛
星
局
の
電
波
を
受
信
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
周
波
数
の
範
囲
内
か
ら
自
動
的
に
選
択
さ
れ
る
こ
と
。

二

人
工
衛
星
局
か
ら
の
電
波
の
受
信
電
力
の
測
定
又
は
通
信
の
相
手
方
で
あ
る
人
工
衛
星
局
か
ら
の
制
御
情

報
に
基
づ
き
、
空
中
線
電
力
が
必
要
最
小
限
と
な
る
よ
う
自
動
的
に
制
御
す
る
機
能
を
有
す
る
こ
と
。

三

搬
送
波
を
送
信
し
て
い
な
い
と
き
の
漏
え
い
電
力
は
、
送
信
帯
域
の
周
波
数
帯
で
、
空
中
線
端
子
に
お
い

て
、
任
意
の
一
八
〇
kHz
幅
で
（
－
）
四
八
・
五
デ
シ
ベ
ル
（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）以
下

で
あ
る
こ
と
。

四

空
中
線
電
力
は
、
二
〇
〇
ミ
リ
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。

五

送
信
空
中
線
の
絶
対
利
得
は
、
三
デ
シ
ベ
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



４ 第 一 項 の 携 帯 移 動 地 球 局 の 無 線 設 備 で あ つ て 、 占 有 周 波 数 帯 幅 の 許 容 値 が 一 ・ 四
M
H
z

の も の

は 、 同 項 に 規 定 す る 条 件 の ほ か 、 次 に 掲 げ る 条 件 に 適 合 す る も の で な け れ ば な ら な い 。

﹇ 新 設 ﹈

一 送 信 す る 電 波 の 周 波 数 は 、 通 信 の 相 手 方 で あ る 人 工 衛 星 局 の 電 波 を 受 信 す る こ と に よ つ て

自 動 的 に 選 択 さ れ る こ と 。

二 人 工 衛 星 局 か ら の 電 波 の 受 信 電 力 の 測 定 又 は 通 信 の 相 手 方 で あ る 人 工 衛 星 局 か ら の 制 御 情

報 に 基 づ き 、 空 中 線 電 力 が 必 要 最 小 限 と な る よ う 自 動 的 に 制 御 す る 機 能 を 有 す る こ と 。

三 搬 送 波 を 送 信 し て い な い と き の 漏 え い 電 力 は 、 送 信 帯 域 の 周 波 数 帯 で 、 空 中 線 端 子 に お い

て 、 任 意 の 二 ・ 七
M
H
z

幅 で （ － ） 四 八 ・ 五 デ シ ベ ル （ 一 ミ リ ワ ッ ト を 〇 デ シ ベ ル と す る 。 ） 以 下

で あ る こ と 。

四 空 中 線 電 力 は 、 二 〇 〇 ミ リ ワ ッ ト 以 下 で あ る こ と 。

五 送 信 空 中 線 の 絶 対 利 得 は 、 三 デ シ ベ ル 以 下 で あ る こ と 。

別表第一号（第５条関係） 別表第一号（第５条関係）
周波数許容偏差の表 周波数許容偏差の表
［表略］ ［表同左］
［注１～57 略］ ［注１～57 同左］
58 次に掲げる携帯移動地球局及び地球局の送信設備に使用する電波の周波数の許容偏差は、
この表に規定する値にかかわらず、次のとおりとする。

58 ［同左］



第49条の23の７に規定する携帯移動地球局




第49条の23の７に規定する携帯移動地球局

次の式により求められる値を許容偏差とする（fは、送信周波数（単位Hz）とする。）。


次の式により求められる値を許容偏差とする（fは、送信周波数（単位Hz）とする。）。
ア

第49条の23の７第１項及び第３項に規定する携帯移動地球局の無線設備又は同条第１

項及び第４項に規定する携帯移動地球局の無線設備のうち半複信方式のものであつて連

続送信時間が64ミリ秒を超えるもの


（01×f×10－６＋15）Hz

（02×f×10－６＋15）Hz


イ

アに掲げる以外の無線設備

（01×f×10－６＋15）Hz


［ 略］ ［ 同左］
［59 略］ ［59 同左］
別表第二号（第６条関係） 別表第二号（第６条関係）
［第１～第79 略］ ［第１～第79 同左］
第80 第49条の23の７及び第49条の23の８に規定する無線設備の占有周波数帯幅の許容値は、
第１から第４までの規定にかかわらず、次のとおりとする。この規定の適用を受ける周波数


を指定する場合には、占有周波数帯幅の許容値を電波の型式に冠して表示する。


第80 第49条の23の７及び第49条の23の８に規定する無線設備の占有周波数帯幅の許容値は、
第１から第４までの規定にかかわらず、５MHzとする。



１

チャネル間隔が３MHzのもの


３MHz


［新設］
２

チャネル間隔が５MHzのもの


５MHz


［新設］

令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






３
携
帯
移
動
地
球
局
（
中
継
を
行
う
も
の
を
除
く
。）の

無
線
設
備
で
あ
つ
て
、
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
180










































k
H
z の
も
の








200k
H
z






［
新
設
］

４
携
帯
移
動
地
球
局
（
中
継
を
行
う
も
の
を
除
く
。）の

無
線
設
備
で
あ
つ
て
、
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
108










































M
H
z の
も
の








14M
H
z






［
新
設
］

［
第
81～
第
85
略
］

［
第
81～
第
85
同
左
］

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

（
特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
郵
政
省
令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
特
定
無
線
設
備
等
）

（
特
定
無
線
設
備
等
）

第
二
条

法
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
特
定
無
線
設
備
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
十
一
の
十
八

略
﹈

﹇
一
〜
十
一
の
十
八

同
上
﹈

十
一
の
十
九

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定

め
ら
れ
て
い
る
陸
上
移
動
局
に
使
用
す
る
た
め
の
無
線
設
備
（
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七
第
一

項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
携
帯
移
動
地
球
局
の
無
線
設
備
を
含

む
。）

十
一
の
十
九

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定

め
ら
れ
て
い
る
陸
上
移
動
局
に
使
用
す
る
た
め
の
無
線
設
備
（
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七
に
お

い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
携
帯
移
動
地
球
局
の
無
線
設
備
を
含
む
。）

十
一
の
十
九
の
二

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件

が
定
め
ら
れ
て
い
る
陸
上
移
動
局
に
使
用
す
る
た
め
の
無
線
設
備
（
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七

第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
携
帯
移
動
地
球
局
の
無
線
設
備

を
含
む
。）

十
一
の
十
九
の
二

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件

が
定
め
ら
れ
て
い
る
陸
上
移
動
局
に
使
用
す
る
た
め
の
無
線
設
備

十
一
の
十
九
の
三

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件

が
定
め
ら
れ
て
い
る
陸
上
移
動
局
に
使
用
す
る
た
め
の
無
線
設
備
（
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七

第
一
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
携
帯
移
動
地
球
局
の
無
線
設
備

を
含
む
。）

十
一
の
十
九
の
三

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件

が
定
め
ら
れ
て
い
る
陸
上
移
動
局
に
使
用
す
る
た
め
の
無
線
設
備

﹇
十
一
の
二
十
〜
八
十
七

略
﹈

﹇
十
一
の
二
十
〜
八
十
七

同
上
﹈

﹇
２

略
﹈

﹇
２

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
特
定
無
線
局
の
開
設
の
根
本
的
基
準
の
一
部
改
正
）

第
四
条

特
定
無
線
局
の
開
設
の
根
本
的
基
準
（
平
成
九
年
郵
政
省
令
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定

と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
電
気
通
信
業
務
を
行
う
特
定
無
線
局
）

（
電
気
通
信
業
務
を
行
う
特
定
無
線
局
）

第
二
条

包
括
免
許
に
係
る
二
以
上
の
特
定
無
線
局
で
あ
っ
て
、
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

設
す
る
も
の
は
、
次
の
各
号
の
条
件
を
満
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
五

略
﹈

﹇
一
〜
五

同
上
﹈

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



六

そ
れ
ら
の
局
が
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て

い
る
携
帯
移
動
地
球
局
で
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
局
の
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
電
気
通
信
役
務

の
提
供
の
用
に
供
す
る
た
め
に
当
該
無
線
局
と
同
一
の
周
波
数
の
電
波
を
送
信
す
る
設
備
規
則
第
四
十
九
条

の
六
の
九
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
陸
上
移
動
局
を
現
に
開
設
し
、
運
用
す
る

者
で
あ
る
こ
と
。

﹇
新
設
﹈

七

そ
れ
ら
の
局
が
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
八
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て

い
る
携
帯
移
動
地
球
局
又
は
地
球
局
で
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
局
の
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
電

気
通
信
役
務
の
提
供
の
用
に
供
す
る
た
め
に
当
該
無
線
局
と
同
一
の
周
波
数
の
電
波
を
送
信
す
る
設
備
規
則

第
四
十
九
条
の
六
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
陸
上
移
動
局
又
は
陸
上
移
動
中
継

局
を
現
に
開
設
し
、
運
用
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

﹇
新
設
﹈

八

﹇
略
﹈

六

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

一

占
有
周
波
数
帯
幅
の
許
容
値

二

周
波
数

三

無
線
設
備

四

周
波
数

五

技
術
基
準

三
MHz

七
一
五
MHz
を
超
え
七
一
八

MHz
以
下

無
線
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
及

び
第
二
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定

め
ら
れ
て
い
る
陸
上
移
動
局
の
無
線
設
備

無
線
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
及

び
第
二
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定

め
ら
れ
て
い
る
陸
上
移
動
局
の
無
線
設
備
と
し
て

技
術
基
準
適
合
証
明
等
を
受
け
て
い
る
周
波
数

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
無
線
設
備
規
則

（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
新
設
備
規
則
」
と
い

う
。）第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七
第
一
項
及
び
第

二
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

二
〇
〇
kHz

七
一
五
MHz
を
超
え
七
一
八

MHz
以
下

無
線
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
及

び
第
五
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定

め
ら
れ
て
い
る
陸
上
移
動
局
の
無
線
設
備

無
線
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
及

び
第
五
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定

め
ら
れ
て
い
る
陸
上
移
動
局
の
無
線
設
備
と
し
て

技
術
基
準
適
合
証
明
等
を
受
け
て
い
る
周
波
数

新
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七
第
一
項

及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

一
・
四
MHz

七
一
五
MHz
を
超
え
七
一
八

MHz
以
下

無
線
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
及

び
第
六
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定

め
ら
れ
て
い
る
陸
上
移
動
局
の
無
線
設
備

無
線
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
及

び
第
六
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定

め
ら
れ
て
い
る
陸
上
移
動
局
の
無
線
設
備
と
し
て

技
術
基
準
適
合
証
明
等
を
受
け
て
い
る
周
波
数

新
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七
第
一
項

及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
受
け
て
い
る
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
無
線
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七
に
規
定
す
る
無
線
局
の
無
線
設
備
に
係
る
電
波
法
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
適

合
証
明
又
は
同
法
第
三
十
八
条
の
二
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
工
事
設
計
認
証
（
以
下
「
技
術
基
準
適
合
証
明
等
」
と
い
う
。）は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
お
い
て
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
技
術
基
準
適
合
証
明
等
を
受
け
た
無
線
設
備
（
技
術
基
準
適
合
証
明
等
を
受
け
た
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。）で
あ
っ
て
、
次
の
表
の
一
の
欄
に
掲
げ
る
占
有
周
波
数
帯
幅
の
許
容
値
を
満
た
す
同
表

の
二
の
欄
に
掲
げ
る
周
波
数
を
使
用
す
る
同
表
の
三
の
欄
に
掲
げ
る
無
線
設
備
は
、
当
該
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
係
る
工
事
設
計
に
変
更
が
な
い
限
り
に
お
い
て
、
同
表
の
一
の
欄
に
掲
げ
る
占
有
周
波
数
帯
幅
の
許
容
値
を
満
た
す
同
表

の
四
の
欄
に
掲
げ
る
周
波
数
の
電
波
を
送
信
す
る
無
線
設
備
で
あ
っ
て
、
同
表
の
五
の
欄
に
掲
げ
る
技
術
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
、
技
術
基
準
適
合
証
明
等
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
の
十
九
の
無
線
設
備
、
同
項
第
十
一
号
の
十
九
の
二
の
無
線
設
備
及

び
同
項
第
十
一
号
の
十
九
の
三
の
無
線
設
備
に
係
る
技
術
基
準
適
合
証
明
等
の
求
め
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
の
十
九

の
無
線
設
備
、
同
項
第
十
一
号
の
十
九
の
二
の
無
線
設
備
及
び
同
項
第
十
一
号
の
十
九
の
三
の
無
線
設
備
に
係
る
技
術
基
準
適
合
証
明
等
の
求
め
と
み
な
す
。





大
正
五
年
勅
令
第
二
百
五
十
六
号
第
六
条
第
一
項
に
よ
る
証
券
の
納
付
に
関
す
る
制
限
を
定
め
る
省
令
及
び
証

券
を
も
つ
て
す
る
歳
入
納
付
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
大
正
五
年
勅
令
第
二
百
五
十
六
号
第
六
条
第
一
項
に
よ
る
証
券
の
納
付
に
関
す
る
制
限
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改

正
）

第
一
条

大
正
五
年
勅
令
第
二
百
五
十
六
号
第
六
条
第
一
項
に
よ
る
証
券
の
納
付
に
関
す
る
制
限
を
定
め
る
省
令
（
大

正
五
年
大
蔵
省
令
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
項
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

第
一
条

﹇
略
﹈

第
一
条

﹇
同
上
﹈

﹇

略
﹈

﹇

同
上
﹈

﹇

﹈

日
本
銀
行
本
店
、
支
店
又
ハ
代
理
店
若
ハ

歳
入
代
理
店
ガ
受
領
ス
ル
小
切
手
ハ
其
ノ
支
払
場

所
ガ
当
該
小
切
手
ヲ
受
領
ス
ル
日
本
銀
行
本
店
、

支
店
又
ハ
代
理
店
若
ハ
歳
入
代
理
店
ト
同
一
デ
ア

ル
コ
ト
ヲ
要
ス

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
証
券
を
も
つ
て
す
る
歳
入
納
付
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

証
券
を
も
つ
て
す
る
歳
入
納
付
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
大
正
五
年
大
蔵
省
令
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

改

正

後

改

正

前

第
三
条

﹇
略
﹈

第
三
条

﹇
同
上
﹈

一

証
券
ノ
支
払
場
所
ガ
払
込
又
ハ
送
付
サ
ル
ル

日
本
銀
行
本
店
、
支
店
又
ハ
代
理
店
若
ハ
歳
入

代
理
店
（
郵
便
貯
金
銀
行
ノ
営
業
所
及
ビ
郵
便

局
ヲ
除
ク
）
ト
同
一
デ
ア
ル
モ
ノ

一

証
券
ノ
支
払
場
所
カ
日
本
銀
行
本
店
、
支
店

又
ハ
代
理
店
若
ハ
歳
入
代
理
店
（
郵
便
貯
金
銀

行
ノ
営
業
所
及
ビ
郵
便
局
ヲ
除
ク
）
所
在
地
ニ

在
ル
モ
ノ

二

﹇
略
﹈

二

﹇
同
上
﹈

﹇

略
﹈

﹇

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
財
務
省
令
第
六
十
三
号

歳
入
納
付
に
使
用
す
る
証
券
に
関
す
る
件
（
大
正
五
年
勅
令
第
二
百
五
十
六
号
）
第
四
条
及
び
第
六
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
大
正
五
年
勅
令
第
二
百
五
十
六
号
第
六
条
第
一
項
に
よ
る
証
券
の
納
付
に
関
す
る
制
限
を
定
め
る
省
令

及
び
証
券
を
も
つ
て
す
る
歳
入
納
付
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

〇
文
部
科
学
省
令
第
三
十
二
号

ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、ス
ポ
ー

ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
年
文
部
省
令
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

文
部
科
学
大
臣

関

芳
弘

ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
年
文
部
省
令
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
二
百
五
十
回
」
を
「
三
百
五
十
回
」
に
改
め
る
。
　

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
八
十
二
号

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
船
員
法
を
実
施
す
る
た
め
、
船
員
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

船
員
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
船
員
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

船
員
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
運
輸
省
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
九
条
第
二
項
中
「
、
国
籍
」
を
「
、
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
に
、「
当
該
国
」
を
「
当
該
国
又
は
地
域
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
二
条
第
五
号
ロ

に
規
定
す
る
地
域
を
い
う
。
第
四
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
及
び
第
六
項
中
「
当
該
国
」
の
下
に
「
又
は
地
域
」
を
加
え
る
。

第
三
十
三
条
第
四
項
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
改
め
る
。

第
一
号
書
式
第
四
表
記
載
心
得
１
及
び
第
二
号
書
式
第
六
表
か
ら
第
八
表
ま
で
中
「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に
改
め
る
。

第
十
一
号
の
二
書
式
中
「N

a
tio
n
a
lity

」
を
「N

a
tio
n
a
lity ／

R
eg
io
n

」
に
改
め
、
同
書
式
記
載
心
得
１
中
「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に
改
め
、
同
書
式H

o
w
to
en
ter

１
中
「n

a
tio
n
a
lity

」
を
「n

a
tio
n
a
lity
o
r
reg
io
n

」
に
改

め
る
。

第
十
二
号
書
式
記
載
心
得
２
及
び
第
十
四
号
書
式
記
載
心
得
２
中
「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に
改
め
る
。

第
十
六
号
書
式
第
三
表
中
「N

a
tio
n
a
lity

」
を
「N

a
tio
n
a
lity ／

R
eg
io
n

」
に
改
め
、
同
書
式
の
船
員
手
帳
受
有
者
の
心
得
３
中
「国

籍
」
を
「国

籍
等

」
に
改
め
、
同
書
式
のN

o
tice
to
th
e
h
o
ld
er
o
f
th
is
p
o
ck
et
led
g
er

３
中

「n
a
tio
n
a
lity

」
を
「n

a
tio
n
a
lity ／

reg
io
n

」
に
改
め
る
。

第
十
六
号
の
二
書
式
第
二
表
中
記
載
心
得
７
を
記
載
心
得
８
と
し
、
記
載
心
得
２
か
ら
記
載
心
得
６
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
下
げ
、
記
載
心
得
１
の
次
に
次
の
記
載
心
得
を
加
え
る
。

２
外
国
人
に
あ
つ
て
は
、
本
籍
に
代
え
て
そ
の
国
籍
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

第
二
十
二
号
書
式
、
第
二
十
二
号
の
二
の
三
書
式
、
第
二
十
二
号
の
三
書
式
、
第
二
十
二
号
の
四
の
三
書
式
か
ら
第
二
十
二
号
の
六
書
式
ま
で
、
第
二
十
二
号
の
七
の
三
書
式
及
び
第
二
十
二
号
の
八
書
式
中
「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に

改
め
る
。





（
通
訳
案
内
士
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

通
訳
案
内
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
運
輸
省
令
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
及
び
別
記
第
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



別
記
第
四
号
様
式
及
び
別
記
第
十
号
様
式
中
「そ

の
国
籍

」
を
「そ

の
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
42年
法
律
第
81号
）
第
30条
の
45に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。）

」
に
改
め
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



（
建
設
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

建
設
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
建
設
省
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
の
十
八
第
一
項
第
四
号
中
「
そ
の
者
の
有
す
る
国
籍
」
を
「
そ
の
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。）」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
二
十
五
号
の
四
記
載
要
領
７
、
別
記
様
式
第
二
十
五
号
の
六
記
載
要
領
７
及
び
別
記
様
式
第
二
十
五
号
の
七
記
載
要
領
６
中
「そ
の
者
の
有
す
る
国
籍

」
を
「そ

の
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
42年
法
律
第
81号
）

第
30条
の
45に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。）

」
に
改
め
る
。

（
水
先
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

水
先
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
運

輸

省

令

経
済
安
定
本
部
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
号
様
式
及
び
第
九
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



第 十 号 様 式 （ そ の 二 ） 中 「国籍 」 を 「国籍等 」 に 改 め 、 備 考 を 次 の よ う に 改 め る 。

備考１ 日本船舶及び外国船舶のそれぞれについて水先をした日を追って記載すること。
２ 国籍等の欄には、住民基本台帳法（昭和42年法律第81号）第30条の45に規定する国籍等を記載すること。

令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

（
海
上
運
送
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

海
上
運
送
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
運
輸
省
令
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
第
四
号
ロ
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
十
第
一
項
第
二
号
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
の
国
の
国
籍
」
を
「
の
国
若
し
く
は
地
域
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
二
条
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
地
域
を
い
う
。
第
三
十
八
条
に
お
い
て
同
じ
。）に

属
す
る
国
籍
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
中
「
の
国
の
国
籍
」
を
「
の
国
若
し
く
は
地
域
に
属
す
る
国
籍
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
の
七
の
十
第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
十
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
改
め
る
。

第
十
号
様
式
の
二
及
び
第
十
号
様
式
の
三
中
「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に
改
め
る
。

（
建
築
基
準
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

建
築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
九
第
二
号
中
「
そ
の
者
の
有
す
る
国
籍
名
」
を
「
そ
の
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。）」
に
改
め
る
。

（
船
舶
運
航
事
業
者
等
の
提
出
す
る
定
期
報
告
書
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

船
舶
運
航
事
業
者
等
の
提
出
す
る
定
期
報
告
書
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
号
様
式
及
び
第
二
号
様
式
の
二
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
改
め
、

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。


１
各
欄
の
記
載
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
14年

法
律
第
151号

）
第
６
条
第
１
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
提

出
す
る
こ
と
に
よ
り
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
国
籍
等
の
欄
に
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
42年
法
律
第
81号
）
第
30条
の
45に
規
定
す
る
国
籍
等
を
記
入
す
る
こ
と
。

第
六
号
様
式
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
改
め
、

４
を

５
と
し
、

３
を

４
と
し
、

２
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
国
籍
等
の
欄
に
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
42年
法
律
第
81号
）
第
30条
の
45に
規
定
す
る
国
籍
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

（
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
三
号
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
二
項
及
び
第
六
十
六
条
第
四
号
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
改
め
る
。

第
三
号
様
式
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
、「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
改
め
る
。

第
四
号
様
式
中
「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に
、「N

a
tio
n
a
lity

」
を
「N

a
tio
n
a
lity ／

R
eg
io
n

」
に
改
め
る
。

第
五
号
様
式
、
第
六
号
様
式
、
第
八
号
様
式
、
第
十
号
様
式
、
第
十
八
号
様
式
、
第
十
九
号
様
式
及
び
第
二
十
一
号
様
式
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
、「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
号
様
式
及
び
第
二
十
四
号
様
式
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
、「国

籍
は

」
を
「国

籍
等
は

」
に
、「国

籍
に

」
を
「国

籍
等
に

」
に
、「外

国
籍
の

」
を
「日

本
の
国
籍
を
有
し
な
い

」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
号
様
式
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
、「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に
、「国

名

」
を
「国

名
又
は
地
域
名

」
に
改
め
る
。

（
航
空
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

航
空
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
二
条
第
四
項
、
第
五
十
七
条
第
二
項
及
び
第
六
十
四
条
第
二
項
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
に
改
め

る
。第

二
百
二
十
二
条
第
二
項
第
三
号
中
「
国
籍
を
有
す
る
外
国
」
を
「
そ
の
国
籍
の
属
す
る
国
又
は
地
域
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
二
条
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
地
域
を
い
う
。
第
二
百

三
十
二
条
、
第
十
九
号
様
式
及
び
第
十
九
号
の
二
様
式
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
改
め
る
。

第
二
百
三
十
条
第
一
号
及
び
第
六
号
、
第
二
百
三
十
条
の
二
第
一
号
、
第
二
百
三
十
一
条
第
一
号
並
び
に
第
二
百
三
十
一
条
の
三
第
一
号
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
改
め
る
。

第
二
百
三
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
、「
国
、」を
「
国
若
し
く
は
地
域
、」に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
国
籍
を
有
す
る
外
国
」
を
「
そ

の
国
籍
の
属
す
る
国
又
は
地
域
」
に
改
め
る
。

第
二
百
三
十
三
条
第
一
号
及
び
第
二
百
三
十
三
条
の
二
第
一
号
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
改
め
る
。

第
二
百
三
十
三
条
の
三
第
二
項
中
「
氏
名
」
を
「
氏
名
又
は
名
称
」
に
、「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
改
め
る
。

第
二
百
三
十
四
条
第
一
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
二
百
三
十
四
条
の
二
第
一
号
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
改
め
る
。

第
二
百
三
十
六
条
の
三
第
二
項
第
一
号
イ
中「（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）」を
削
る
。





第
十
九
号
様
式
及
び
第
十
九
号
の
二
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
二
十
号
様
式
中
「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
号
様
式
中
「国

籍

」
を
「、

国
籍
等

」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
号
様
式
中
「あ

つ
て
は
、
国
籍

」
を
「あ

っ
て
は
、
国
籍
等

」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
号
様
式
中
「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
号
様
式
中
「国

籍

」
を
「、

国
籍
等

」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
号
様
式
中
「本

籍

」
を
「国

籍
等
・
本
籍

」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
号
様
式
中
「あ

つ
て
は
、
国
籍

」
を
「あ

っ
て
は
、
国
籍
等

」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
号
様
式
中
「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に
改
め
る
。

（
動
力
車
操
縦
者
運
転
免
許
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

動
力
車
操
縦
者
運
転
免
許
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
一
年
運
輸
省
令
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。
次
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
改
め
、同
条
第
二
項
第
一
号
中「
国

籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
、「
す
る
。」を
「
す
る
。
第
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。」に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
二
項
中「（
外
国
人
に
あ
つ
て
は
、
国
籍
、
氏
名
及
び
生
年
月
日
を
証
す
る
本
国
領
事
官
の
証
明
書
。
た
だ
し
、
本
国
領
事
官
の
証
明
書
を
提
出
で
き
な
い
者
に
あ
つ
て
は
、
権
限
あ
る
機
関
が
発
行
す
る
こ
れ
ら
の
事
項
を
証

明
す
る
書
類
と
す
る
。）」
を
削
る
。

（
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
建
設
省
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
の
二
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
そ
の
者
の
有
す
る
国
籍
」
を
「
そ
の
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。
第
十
四
条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
五
第
一
項
第
一
号
中
「
そ
の
者
の
有
す
る
国
籍
」
を
「
そ
の
国
籍
等
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
五
号
の
備
考
、
別
記
様
式
第
六
号
の
二
の
備
考
及
び
別
記
様
式
第
七
号
の
備
考
中
「外

国
籍
の
場
合

」
を
「日

本
の
国
籍
を
有
し
な
い
場
合

」
に
改
め
る
。

（
船
舶
に
乗
り
組
む
医
師
及
び
衛
生
管
理
者
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

船
舶
に
乗
り
組
む
医
師
及
び
衛
生
管
理
者
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
七
年
運
輸
省
令
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
様
式
及
び
第
三
号
様
式
中
「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に
改
め
る
。

（
救
命
艇
手
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

救
命
艇
手
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
運
輸
省
令
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
様
式
か
ら
第
四
号
様
式
ま
で
、
第
七
号
様
式
及
び
第
八
号
様
式
中
「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に
改
め
る
。

（
不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
建
設
省
令
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号
中
「
そ
の
者
の
有
す
る
国
籍
」
を
「
そ
の
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。）」
に
改
め
る
。

（
積
立
式
宅
地
建
物
販
売
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

積
立
式
宅
地
建
物
販
売
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
建
設
省
令
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
二
の
（
記
載
上
の
注
意
）
１
中
「外

国
国
籍
を
有
す
る
個
人

」
を
「日

本
の
国
籍
を
有
し
な
い
個
人

」
に
改
め
る
。

（
船
内
に
お
け
る
食
料
の
支
給
を
行
う
者
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

船
内
に
お
け
る
食
料
の
支
給
を
行
う
者
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
年
運
輸
省
令
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
あ
つ
て
は
、」の
下
に
「
国
籍
等
（
」
を
、「
国
籍
等
」
の
下
に
「
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
国
籍
及
び
」
を
「
国
籍
等
及
び
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
及
び
第
三
号
様
式
中
「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に
改
め
る
。

（
浄
化
槽
設
備
士
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

浄
化
槽
設
備
士
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
九
年
建
設
省
令
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
そ
の
者
の
有
す
る
国
籍
」
を
「
そ
の
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。）」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
一
号
備
考
２
及
び
別
記
様
式
第
四
号
備
考
３
中
「そ

の
者
の
有
す
る
国
籍

」
を
「そ

の
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
42年
法
律
第
81号
）
第
30条
の
45に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。）

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
五
号
備
考
２
中
「そ

の
者
の
有
す
る
国
籍

」
を
「そ

の
国
籍
等

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
六
号
備
考
２
中
「そ

の
者
の
有
す
る
国
籍

」
を
「そ

の
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
42年
法
律
第
81号
）
第
30条
の
45に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。）

」
に
改
め
る
。
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令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

（
貨
物
利
用
運
送
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

貨
物
利
用
運
送
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成
二
年
運
輸
省
令
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」に
、

「
国
、」を
「
国
若
し
く
は
地
域
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
二
条
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
地
域
を
い
う
。
第
十
八
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
十
九
条
第
一
項
第
五
号
ロ

を
除
き
、
以
下

同
じ
。）、」に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
中
「
所
属
国
」
を
「
所
属
国
又
は
所
属
地
域
」
に
、「
そ
の
者
が
国
籍
を
有
す
る
国
」
を
「
そ
の
国
籍
等
」
に
、「
が
国
籍
を
有
す
る
国
又
は
」
を
「
の
国
籍
等
又
は
」
に
改
め
、「
所
在
す
る
国
」
の
下
に
「
若
し
く
は
地
域
」を
、

「
当
該
国
」
の
下
に
「
又
は
地
域
」
を
加
え
る
。

第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
、「
国
、」を
「
国
若
し
く
は
地
域
、」に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
中
「
所
属
国
」
の
下
に
「
又
は
所
属
地
域
」
を
、「
当
該
国
」
の
下
に
「
又
は
地
域
」
を
加
え
る
。

第
四
十
九
条
第
一
項
第
四
号
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
及
び
第
三
号
様
式
中
「所

属
国

」
を
「所

属
国
又
は
所
属
地
域

」
に
、「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に
、「国

、

」を
「国

若
し
く
は
地
域
、

」に
、「、

私
人

」
を
「又

は
私
人

」
に
改
め
る
。

（
航
空
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

航
空
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
を
定
め
る
省
令
（
平
成
六
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
様
式
中
「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に
改
め
、
同
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

備
考
国
籍
等
に
つ
い
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
42年
法
律
第
81号
）
第
30条
の
45に
規
定
す
る
国
籍
等
を
記
入
す
る
こ
と
。

第
二
号
様
式
中
「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に
、「国

名
」
を
「国

名
又
は
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
26年
政
令
第
319号

）
第
２
条
第
５
号
ロ
に
規
定
す
る
地
域
名

」
に
改
め
、
同
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

備
考
国
籍
等
に
つ
い
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
42年
法
律
第
81号
）
第
30条
の
45に
規
定
す
る
国
籍
等
を
記
入
す
る
こ
と
。

（
航
空
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

航
空
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
九
年
運
輸
省
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
中
「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に
改
め
、
備
考
２
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
国
籍
等
に
つ
い
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
42年
法
律
第
81号
）
第
30条
の
45に
規
定
す
る
国
籍
等
を
記
入
す
る
こ
と
。

（
航
空
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

航
空
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
二
年
運
輸
省
令
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
様
式
中
「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に
改
め
、
同
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

備
考
国
籍
等
に
つ
い
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
42年
法
律
第
81号
）
第
30条
の
45に
規
定
す
る
国
籍
等
を
記
入
す
る
こ
と
。

第
二
号
様
式
中
「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に
、「国

名

」
を
「国

名
又
は
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
26年
政
令
第
319号

）
第
２
条
第
５
号
ロ
に
規
定
す
る
地
域
名

」
に
改
め
、
同
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

備
考
国
籍
等
に
つ
い
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
42年
法
律
第
81号
）
第
30条
の
45に
規
定
す
る
国
籍
等
を
記
入
す
る
こ
と
。

（
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
百
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
中
「
そ
の
者
の
有
す
る
国
籍
」
を
「
そ
の
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。
第
七
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
そ
の
者
の
有
す
る
国
籍
」
を
「
そ
の
国
籍
等
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
三
号
中
「そ

の
者
の
有
す
る
国
籍

」
を
「そ

の
国
籍
等

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
七
号
の
備
考
中
「外

国
籍
の
場
合

」
を
「日

本
の
国
籍
を
有
し
な
い
場
合

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
二
十
四
号
の
備
考
中
「平

成

」
を
「令

和

」
に
、「外

国
籍
の
場
合

」
を
「日

本
の
国
籍
を
有
し
な
い
場
合

」
に
改
め
る
。

（
国
際
航
海
船
舶
及
び
国
際
港
湾
施
設
の
保
安
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

国
際
航
海
船
舶
及
び
国
際
港
湾
施
設
の
保
安
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
国
土
交
通
省
令
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
五
条
第
二
十
四
号
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
五
号
中
「
国
籍
」

を
「
国
籍
等
」
に
改
め
る
。





（
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
及
び
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
及
び
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
八
年
国
土
交
通
省
令
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
の
う
ち
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
十
六
条
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
登
録
簿
の
登
載
事
項
）

（
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
登
録
簿
の
登
載
事
項
）

第
二
十
六
条

法
第
三
十
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
六
条

法
第
三
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

性
別

二

本
籍
（
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十

五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。
第
七
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。））
及
び
性
別

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
一
条
の
う
ち
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
六
十
七
条
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
管
理
業
務
主
任
者
登
録
簿
の
登
載
事
項
）

（
管
理
業
務
主
任
者
登
録
簿
の
登
載
事
項
）

第
七
十
二
条

法
第
五
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

第
七
十
二
条

法
第
五
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

本
籍
（
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十

五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。））
及
び
性
別

二

本
籍
（
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
国
籍
等
）
及
び
性
別

三
〜
七

（
略
）

三
〜
七

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

（
海
洋
構
築
物
等
に
係
る
安
全
水
域
の
設
定
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
条

海
洋
構
築
物
等
に
係
る
安
全
水
域
の
設
定
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
国
土
交
通
省
令
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
様
式
及
び
第
二
号
様
式
中
「、

国
籍

」
を
「、

国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
42年
法
律
第
81号
）
第
30条
の
45に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。）

」
に
改
め
る
。

（
海
上
運
送
法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
日
本
船
舶
・
船
員
確
保
計
画
の
認
定
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
五
条

海
上
運
送
法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
日
本
船
舶
・
船
員
確
保
計
画
の
認
定
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
国
土
交
通
省
令
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。）」
に
改
め
る
。

（
海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
六
条

海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
国
土
交
通
省
令
第
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。）」
に
改
め
る
。

第
四
号
様
式
中
「国

籍
」
を
「国

籍
等

」
に
改
め
、
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
備
考
）

１
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

２
国
籍
等
の
欄
に
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
42年
法
律
第
81号
）
第
30条
の
45に
規
定
す
る
国
籍
等
を
記
載
す
る
こ
と
。





第
一
条
の
う
ち
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
別
記
様
式
第
三
号
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

別
記
様
式
第
三
号
（
第
二
十
五
条
関
係
）

別
記
様
式
第
三
号
（
第
二
十
五
条
関
係
）

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
及
び
国
土
交
通
省
の
所
管
す
る
法
令
に
係
る
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
運
輸
省
令
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線

を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ

て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

第
七
条
の
三

一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
は
、
ハ
イ
ヤ
ー
旅
客
運
送
（
タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措

置
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
ハ
イ
ヤ
ー
で
あ
つ
て
、
法
第
八
十
六

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
運
送
す
る
旅
客
の
範
囲
を
限
定
す
る
条
件
が
付
さ
れ
て
い
な
い
事
業
用
自
動
車
を
使

用
し
て
行
う
運
送
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
引
き
受
け
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
ハ
イ
ヤ
ー
旅
客
運
送

の
申
込
者
に
対
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
運
送
引
受
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

事
業
者
の
名
称

二

運
送
契
約
の
申
込
み
の
方
法

三

運
行
の
開
始
及
び
終
了
の
地
点
及
び
日
時

四

運
賃
及
び
料
金
の
額

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
事
項

２

前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
ハ
イ
ヤ
ー
旅
客
運
送
を
行
う
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
八
条
の
三

一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
は
、
ハ
イ
ヤ
ー
旅
客
運
送
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、

そ
の
運
行
ご
と
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
運
行
指
示
書
を
作
成
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
よ
り
事
業

用
自
動
車
の
運
転
者
等
に
対
し
適
切
な
指
示
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
を
当
該
運
転
者
等
に
携
行
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

運
行
の
開
始
及
び
終
了
の
地
点
及
び
日
時

二

運
転
者
等
の
氏
名

三

事
業
用
自
動
車
の
自
動
車
登
録
番
号

四

運
送
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
連
絡
先

五

そ
の
他
運
行
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

２

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
ハ
イ
ヤ
ー
旅
客
運
送
を
行
う
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
に
つ
い
て
準
用

す
る
。

（
地
図
の
備
付
け
）

（
地
図
の
備
付
け
）

第
二
十
九
条

（
略
）

第
二
十
九
条

（
略
）

２

一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
は
、
タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
第
二
条
第
五
項
の
指
定
地
域

内
の
営
業
所
に
配
置
す
る
事
業
用
自
動
車
（
運
送
の
引
受
け
が
営
業
所
の
み
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
を
除

く
。）に
あ
つ
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
機
能
を
有
す
る
機
器
を
備
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
は
、
タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七

十
五
号
）
第
二
条
第
五
項
の
指
定
地
域
内
の
営
業
所
に
配
置
す
る
事
業
用
自
動
車
（
運
送
の
引
受
け
が
営
業
所

の
み
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。）に
あ
つ
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
機
能
を
有
す
る
機
器
を
備
え
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

（
運
行
管
理
者
の
業
務
）

（
運
行
管
理
者
の
業
務
）

第
四
十
八
条

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
運
行
管
理
者
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
八
条

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
運
行
管
理
者
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
十
二
の
二

（
略
）

一
〜
十
二
の
二

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
令
第
八
十
三
号

道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
二
十
三
条
第
二
項
並
び
に
第
二
十
七
条
第
三
項
及
び
第
五
項
並
び
に
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法

律
第
百
四
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
並
び
に
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
及
び
国
土
交
通
省
の
所
管
す
る
法
令
に
係
る
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信

の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲





十
二
の
三

ハ
イ
ヤ
ー
旅
客
運
送
を
行
う
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
運
行
管
理
者
に
あ
つ
て
は
、
第

二
十
八
条
の
三
の
運
行
指
示
書
を
作
成
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
よ
り
事
業
用
自
動
車
の
運
転
者
等
に
対
し
適
切

な
指
示
を
行
い
、
事
業
用
自
動
車
の
運
転
者
等
に
携
行
さ
せ
、
及
び
そ
の
保
存
を
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

十
三
〜
二
十
一

（
略
）

十
三
〜
二
十
一

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
運
転
者
）

（
運
転
者
）

第
五
十
条

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
の
事
業
用
自
動
車
の
運
転
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
五
十
条

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
の
事
業
用
自
動
車
の
運
転
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
〜
十

（
略
）

一
〜
十

（
略
）

２
〜
８

（
略
）

２
〜
８

（
略
）

９

ハ
イ
ヤ
ー
旅
客
運
送
を
行
う
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
の
運
転
者
は
、
乗
務
中
第
二
十
八
条
の
三

の
運
行
指
示
書
を
携
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

10
〜
12

（
略
）

９
〜
11

（
略
）

（
国
土
交
通
省
の
所
管
す
る
法
令
に
係
る
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

国
土
交
通
省
の
所
管
す
る
法
令
に
係
る
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
国
土
交
通
省
令
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

別
表
第
一
（
第
三
条
及
び
第
四
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
三
条
及
び
第
四
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
（
昭
和
三
十
一

年
運
輸
省
令
第
四
十
四
号
）

第
七
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定

を
第
七
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）、
第
二
十
八
条
の
二
第
二
項
（
第
二
十
八
条

の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並

び
に
第
三
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
（
昭
和
三
十
一

年
運
輸
省
令
第
四
十
四
号
）

第
七
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
二
十
八
条
の

二
第
二
項
並
び
に
第
三
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

別
表
第
二
（
第
五
条
及
び
第
六
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
五
条
及
び
第
六
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則

第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
三
第
一

項
並
び
に
第
三
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則

第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
並
び
に
第
三
十
七
条
第
一

項
及
び
第
二
項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

別
表
第
四
（
第
十
条
及
び
第
十
一
条
関
係
）

別
表
第
四
（
第
十
条
及
び
第
十
一
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則

第
七
条
の
二
第
一
項
及
び
第
七
条
の
三
第
一
項

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則

第
七
条
の
二
第
一
項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
申
込
み
が
さ
れ
た
ハ
イ
ヤ
ー
旅
客
運
送
（
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
第
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
ハ
イ
ヤ
ー
旅
客
運
送
を
い
う
。）の
引
受
け
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。





規

則

改

正

後

改

正

前

別
表
第
一
（
第
一
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
一
条
関
係
）

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

内
閣
府

四

内
閣
府

組

織

官

職

区

分

組

織

官

職

区

分

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

国
際
平
和
協
力
本
部

事
務
局

事
務
局
次
長

参
事
官

一
種

国
際
平
和
協
力
本
部

事
務
局

事
務
局
次
長

参
事
官

一
種

調
査
官
（
人
事
院
の
定
め
る
も
の
に
限
る
。）

二
種

調
査
官
（
人
事
院
の
定
め
る
も
の
に
限
る
。）

二
種

日
本
学
術
会
議
事
務

局

次
長

課
長

一
種

（
略
）

（
略
）

（
略
）

五
〜
四
十
五

（
略
）

五
〜
四
十
五

（
略
）

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

改

正

後

改

正

前

（
給
与
法
第
十
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
業
務
）

（
給
与
法
第
十
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
業
務
）

第
四
条

給
与
法
第
十
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
業
務
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
と
す
る
。

第
四
条

給
与
法
第
十
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
業
務
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

次
に
掲
げ
る
組
織
の
業
務

二

次
に
掲
げ
る
組
織
の
業
務

イ
〜
カ

（
略
）

イ
〜
カ

（
略
）

（
削
る
）

ヨ

日
本
学
術
会
議
事
務
局

ヨ
〜
エ

（
略
）

タ
〜
テ

（
略
）

三

（
略
）

三

（
略
）

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九

一
七
（
俸
給
の
特
別
調
整
額
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

人
事
院
総
裁

川
本

裕
子

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九

一
二
三
（
本
府
省
業
務
調
整
手
当
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

人
事
院
総
裁

川
本

裕
子

人
事
院
規
則
九

一
二
三

四
八

人
事
院
規
則
九

一
二
三
（
本
府
省
業
務
調
整
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九

一
二
三
（
本
府
省
業
務
調
整
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
（
以
下
「
傍
線
部
分
」
と
い
う
。）で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分

で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

人
事
院
規
則
九

一
七

一
七
九

人
事
院
規
則
九

一
七
（
俸
給
の
特
別
調
整
額
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九

一
七
（
俸
給
の
特
別
調
整
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。





改

正

後

改

正

前

（
航
空
管
制
手
当
）

（
航
空
管
制
手
当
）

第
二
十
三
条

航
空
管
制
手
当
は
、
国
土
交
通
省
航

空
局
、
地
方
航
空
局
の
空
港
事
務
所
、
空
港
出
張

所
若
し
く
は
空
港
・
航
空
路
監
視
レ
ー
ダ
ー
事
務

所
又
は
航
空
交
通
管
制
部
に
所
属
す
る
職
員
の
う

ち
、
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
航

空
交
通
管
制
技
能
証
明
書
、
航
空
交
通
管
制
通
信

技
能
証
明
書
、
航
空
管
制
運
行
情
報
技
能
証
明
書

又
は
航
空
交
通
管
制
技
術
業
務
技
能
証
明
書
を
交

付
さ
れ
た
職
員
が
、
次
に
掲
げ
る
業
務
に
従
事
し

た
と
き
に
支
給
す
る
。

第
二
十
三
条

航
空
管
制
手
当
は
、
国
土
交
通
省
航

空
局
、
地
方
航
空
局
の
空
港
事
務
所
、
空
港
出
張

所
若
し
く
は
空
港
・
航
空
路
監
視
レ
ー
ダ
ー
事
務

所
又
は
航
空
交
通
管
制
部
に
所
属
す
る
職
員
の
う

ち
、
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
航

空
交
通
管
制
技
能
証
明
書
、
航
空
交
通
管
制
通
信

技
能
証
明
書
、
航
空
管
制
運
行
情
報
技
能
証
明
書

又
は
航
空
交
通
管
制
技
術
業
務
技
能
証
明
書
を
交

付
さ
れ
た
職
員
が
、
次
に
掲
げ
る
業
務
に
従
事
し

た
と
き
に
支
給
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

新
千
歳
空
港
事
務
所
、
仙
台
空
港
事
務
所
、

東
京
空
港
事
務
所
、
新
潟
空
港
事
務
所
、
中
部

空
港
事
務
所
、
関
西
空
港
事
務
所
、
広
島
空
港

事
務
所
、
福
岡
空
港
事
務
所
、
鹿
児
島
空
港
事

務
所
又
は
那
覇
空
港
事
務
所
に
お
け
る
進
入
管

制
業
務
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
レ
ー
ダ
ー
管
制
業
務

又
は
着
陸
誘
導
管
制
業
務
（
そ
れ
ぞ
れ
管
制
指

示
を
主
と
し
て
行
う
も
の
に
限
る
。）

二

新
千
歳
空
港
事
務
所
、
仙
台
空
港
事
務
所
、

東
京
空
港
事
務
所
、
新
潟
空
港
事
務
所
、
中
部

空
港
事
務
所
、
関
西
空
港
事
務
所
、
広
島
空
港

事
務
所
、
福
岡
空
港
事
務
所
、
大
分
空
港
事
務

所
、
鹿
児
島
空
港
事
務
所
又
は
那
覇
空
港
事
務

所
に
お
け
る
進
入
管
制
業
務
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
・

レ
ー
ダ
ー
管
制
業
務
又
は
着
陸
誘
導
管
制
業
務

（
そ
れ
ぞ
れ
管
制
指
示
を
主
と
し
て
行
う
も
の

に
限
る
。）

三

前
号
の
空
港
事
務
所
（
新
千
歳
空
港
事
務
所

を
除
く
。）、
函
館
空
港
事
務
所
、
釧
路
空
港
事

務
所
、
成
田
空
港
事
務
所
、大
阪
空
港
事
務
所
、

八
尾
空
港
事
務
所
、
高
松
空
港
事
務
所
、
松
山

空
港
事
務
所
、
高
知
空
港
事
務
所
、
北
九
州
空

港
事
務
所
、
長
崎
空
港
事
務
所
、
熊
本
空
港
事

務
所
、
大
分
空
港
事
務
所
若
し
く
は
宮
崎
空
港

事
務
所
又
は
人
事
院
の
定
め
る
空
港
出
張
所
若

し
く
は
空
港
・
航
空
路
監
視
レ
ー
ダ
ー
事
務
所

に
お
け
る
飛
行
場
管
制
業
務
（
管
制
指
示
を
主

と
し
て
行
う
も
の
に
限
る
。）

三

前
号
の
空
港
事
務
所
（
新
千
歳
空
港
事
務
所

を
除
く
。）、
函
館
空
港
事
務
所
、
釧
路
空
港
事

務
所
、
成
田
空
港
事
務
所
、大
阪
空
港
事
務
所
、

八
尾
空
港
事
務
所
、
高
松
空
港
事
務
所
、
松
山

空
港
事
務
所
、
高
知
空
港
事
務
所
、
北
九
州
空

港
事
務
所
、
長
崎
空
港
事
務
所
、
熊
本
空
港
事

務
所
若
し
く
は
宮
崎
空
港
事
務
所
又
は
人
事
院

の
定
め
る
空
港
出
張
所
若
し
く
は
空
港
・
航
空

路
監
視
レ
ー
ダ
ー
事
務
所
に
お
け
る
飛
行
場
管

制
業
務
（
管
制
指
示
を
主
と
し
て
行
う
も
の
に

限
る
。）

四
〜
九

（
略
）

四
〜
九

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

改

正

後

改

正

前

（
通
勤
手
当
）

（
通
勤
手
当
）

第
八
条
の
二

職
員
が
、
補
償
法
第
四
条
第
一
項
に

規
定
す
る
期
間
の
各
月
に
お
け
る
通
勤
に
つ
い

て
、
当
該
各
月
に
普
通
交
通
機
関
等
（
規
則
九

二
四
（
通
勤
手
当
）
第
六
条
に
規
定
す
る
普
通
交

通
機
関
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。）、
自
動
車
等
、
新
幹
線
鉄
道
等
若
し
く
は
駐

車
場
等
に
係
る
通
勤
手
当
の
支
給
を
受
け
た
場
合

（
同
規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号
の
改
定
前

の
当
該
通
勤
手
当
（
同
規
則
第
十
九
条
第
二
項
第

二
号
又
は
第
二
十
一
条
第
二
項
第
一
号
イ

に
掲

げ
る
場
合
に
該
当
し
て
職
員
に
同
項
に
定
め
る
額

を
返
納
さ
せ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
返
納
に
係
る

も
の
に
限
る
。）の
支
給
を
受
け
た
と
き
を
除
く
。）

又
は
当
該
各
月
に
当
該
通
勤
手
当
の
支
給
日
（
同

規
則
第
十
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
支
給
日
を
い

う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
な
い
場
合

で
当
該
各
月
前
の
直
近
の
当
該
通
勤
手
当
の
支
給

日
が
あ
る
月
に
当
該
通
勤
手
当
の
支
給
を
受
け
た

と
き
（
当
該
通
勤
手
当
に
つ
い
て
当
該
各
月
の
前

月
ま
で
に
事
由
発
生
月
（
同
規
則
第
二
十
一
条
第

二
項
第
一
号
イ

に
規
定
す
る
事
由
発
生
月
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）（
同
号
イ

に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

同
号
イ

に
規
定
す
る
事
由
が
生
じ
た
日
の
属
す

る
月
）
が
あ
る
と
き
を
除
く
。）は
、
当
該
各
月
又

第
八
条
の
二

職
員
が
、
補
償
法
第
四
条
第
一
項
に

規
定
す
る
期
間
の
各
月
に
お
け
る
通
勤
に
つ
い

て
、
当
該
各
月
に
普
通
交
通
機
関
等
（
規
則
九

二
四
（
通
勤
手
当
）
第
六
条
に
規
定
す
る
普
通
交

通
機
関
等
を
い
う
。）、
自
動
車
等
、
新
幹
線
鉄
道

等
若
し
く
は
駐
車
場
等
に
係
る
通
勤
手
当
の
支
給

を
受
け
た
場
合
又
は
当
該
各
月
に
当
該
通
勤
手
当

の
支
給
日
（
同
規
則
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す

る
支
給
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。）が
な
い
場
合
で
当
該
各
月
前
の
直
近
の
当
該

通
勤
手
当
の
支
給
日
が
あ
る
月
に
当
該
通
勤
手
当

の
支
給
を
受
け
た
と
き
（
当
該
通
勤
手
当
に
つ
い

て
当
該
各
月
の
前
月
ま
で
に
事
由
発
生
月
（
同
規

則
第
二
十
一
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
事

由
発
生
月
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。）が
あ
る
と
き
を
除
く
。）は
、
当
該
各
月
又
は

当
該
支
給
日
が
あ
る
月
に
支
給
を
受
け
た
当
該
通

勤
手
当
の
額
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
通
勤
手
当
に
係
る

支
給
単
位
期
間
等
（
同
規
則
第
十
九
条
第
一
項
に

規
定
す
る
支
給
単
位
期
間
等
を
い
う
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。）の
月
数
で
除
し
て
得
た
額

（
事
故
発
生
日
（
負
傷
若
し
く
は
死
亡
の
原
因
で

あ
る
事
故
の
発
生
の
日
又
は
診
断
に
よ
つ
て
疾
病

の
発
生
が
確
定
し
た
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の

属
す
る
月
の
前
月
ま
で
に
当
該
通
勤
手
当
に
係
る

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
院
規

則
九

三
〇
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

人
事
院
総
裁

川
本

裕
子

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
六

〇
（
職
員
の
災
害
補
償
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

人
事
院
総
裁

川
本

裕
子

人
事
院
規
則
九

三
〇

一
一
六

人
事
院
規
則
九

三
〇
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九

三
〇
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

人
事
院
規
則
一
六

〇

八
二

人
事
院
規
則
一
六

〇
（
職
員
の
災
害
補
償
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
六

〇
（
職
員
の
災
害
補
償
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
（
以
下
「
傍
線
部
分
」
と
い
う
。）で
こ
れ
に
対

応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄

に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加

え
る
。





は
当
該
支
給
日
が
あ
る
月
に
支
給
を
受
け
た
当
該

通
勤
手
当
の
額
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
通
勤
手
当
に
係

る
支
給
単
位
期
間
等
（
同
規
則
第
十
九
条
第
五
項

に
規
定
す
る
支
給
単
位
期
間
等
を
い
う
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
月
数
で
除
し
て
得
た
額

（
事
故
発
生
日
（
負
傷
若
し
く
は
死
亡
の
原
因
で

あ
る
事
故
の
発
生
の
日
又
は
診
断
に
よ
つ
て
疾
病

の
発
生
が
確
定
し
た
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の

属
す
る
月
の
前
月
ま
で
に
当
該
通
勤
手
当
に
係
る

事
由
発
生
月
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
通
勤
手
当
の

額
か
ら
当
該
通
勤
手
当
に
係
る
同
規
則
第
二
十
一

条
第
二
項
に
定
め
る
額
を
減
じ
た
額
を
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
通
勤
手
当
に
係
る
支
給
単
位
期
間
等
に
係

る
最
初
の
月
か
ら
当
該
事
由
発
生
月
ま
で
の
月
数

で
除
し
て
得
た
額
）
の
当
該
各
月
ご
と
の
合
計
額

の
補
償
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
に
お

け
る
総
額
を
、
同
項
に
規
定
す
る
給
与
の
総
額
の

算
出
の
基
礎
と
な
る
通
勤
手
当
の
額
と
す
る
。

事
由
発
生
月
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
通
勤
手
当
の

額
か
ら
当
該
通
勤
手
当
に
係
る
同
規
則
第
二
十
一

条
第
二
項
に
定
め
る
額
を
減
じ
た
額
を
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
通
勤
手
当
に
係
る
支
給
単
位
期
間
等
に
係

る
最
初
の
月
か
ら
当
該
事
由
発
生
月
ま
で
の
月
数

で
除
し
て
得
た
額
）
の
当
該
各
月
ご
と
の
合
計
額

の
補
償
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
に
お

け
る
総
額
を
、
同
項
に
規
定
す
る
給
与
の
総
額
の

算
出
の
基
礎
と
な
る
通
勤
手
当
の
額
と
す
る
。

２

給
与
法
第
十
二
条
第
七
項
又
は
規
則
九

二
四

第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
職
員
が
、
前

項
の
各
月
に
お
け
る
通
勤
に
つ
い
て
、
当
該
各
月

（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

そ
の
翌
月
を
含
む
。）ま
で
に
普
通
交
通
機
関
等
、

自
動
車
等
、
新
幹
線
鉄
道
等
又
は
駐
車
場
等
に
係

る
通
勤
手
当
の
支
給
日
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

当
該
支
給
日
が
あ
る
月
（
そ
の
月
が
当
該
各
月
の

翌
月
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
各
月
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。）の
翌
月
以
降
に
当
該
通
勤
手
当

の
支
給
を
受
け
た
と
き
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
員
は
、
当
該
支
給
日

が
あ
る
月
に
当
該
通
勤
手
当
の
支
給
を
受
け
た
も

の
と
み
な
す
。

（
新
設
）

３

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
規
則
九

二
四

第
十
九
条
第
五
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、

職
員
が
、
第
一
項
の
各
月
に
お
け
る
通
勤
に
つ
い

て
、
普
通
交
通
機
関
等
、
自
動
車
等
、
新
幹
線
鉄

道
等
又
は
駐
車
場
等
に
係
る
通
勤
手
当
の
支
給
を

受
け
た
場
合
（
当
該
各
月
に
当
該
通
勤
手
当
の
支

（
新
設
）

給
を
受
け
た
場
合
を
除
く
。）に
お
け
る
同
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す

る
離
職
若
し
く
は
死
亡
又
は
同
条
第
六
項
に
規
定

す
る
俸
給
の
支
給
義
務
者
を
異
に
す
る
異
動
が
な

い
も
の
と
し
た
場
合
の
当
該
通
勤
手
当
の
支
給
日

（
給
与
法
第
十
二
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
当
該

支
給
日
が
当
該
通
勤
手
当
に
係
る
支
給
単
位
期
間

等
に
係
る
最
初
の
月
の
翌
月
に
属
す
る
日
と
な
る

と
き
は
、
そ
の
前
月
の
俸
給
の
支
給
定
日
（
そ
の

月
が
俸
給
の
月
額
の
半
額
ず
つ
を
月
二
回
に
支
給

す
る
月
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
先
の
俸
給
の

支
給
定
日
））は
当
該
通
勤
手
当
の
支
給
日
と
、
当

該
職
員
は
当
該
支
給
日
が
あ
る
月
に
当
該
通
勤
手

当
の
支
給
を
受
け
た
職
員
と
、そ
れ
ぞ
れ
み
な
す
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
人
事
院
規
則
一
六

二
の
一
部
改
正
）

第
二
条

人
事
院
規
則
一
六

二
（
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
職
員
、
船
員
で
あ
る
職
員
等
に
係
る
災
害
補
償
の
特
例
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線

部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
平
均
給
与
額
の
算
定
）

（
平
均
給
与
額
の
算
定
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
は
、
規
則
一
六

〇
第
十
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
各
号
に
掲
げ
る
日
か
ら
同
規

則
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
故
発
生
日

ま
で
の
期
間
内
に
在
外
公
館
に
勤
務
し
た
期
間
の

あ
る
職
員
の
平
均
給
与
額
を
算
定
す
る
場
合
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中

「
同
項
の
支
払
わ
れ
た
」
と
あ
る
の
は
「
規
則
一

六

〇
第
十
二
条
の
」
と
、「
同
条
第
二
項
」
と
あ

る
の
は
「
補
償
法
第
四
条
第
二
項
」
と
、「
同
条
第

一
項
に
規
定
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
同
規
則
第
十

二
条
各
号
に
掲
げ
る
日
か
ら
同
規
則
第
八
条
の
二

第
一
項
に
規
定
す
る
事
故
発
生
日
ま
で
の
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
規
則
一
六

〇
第
十
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
各
号
に
掲
げ
る
日
か
ら
同
規

則
第
八
条
の
二
に
規
定
す
る
事
故
発
生
日
ま
で
の

期
間
内
に
在
外
公
館
に
勤
務
し
た
期
間
の
あ
る
職

員
の
平
均
給
与
額
を
算
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
同
項

の
支
払
わ
れ
た
」
と
あ
る
の
は
「
規
則
一
六

〇

第
十
二
条
の
」
と
、「
同
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は

「
補
償
法
第
四
条
第
二
項
」
と
、「
同
条
第
一
項
に

規
定
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
同
規
則
第
十
二
条
各

号
に
掲
げ
る
日
か
ら
同
規
則
第
八
条
の
二
に
規
定

す
る
事
故
発
生
日
ま
で
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）
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（
人
事
院
規
則
一
八

〇
の
一
部
改
正
）

第
三
条

人
事
院
規
則
一
八

〇
（
職
員
の
国
際
機
関
等
へ
の
派
遣
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線

部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
平
均
給
与
額
）

（
平
均
給
与
額
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２

前
項
に
規
定
す
る
給
与
の
種
類
に
つ
い
て
は
、

補
償
法
第
四
条
第
二
項
（
国
際
平
和
協
力
手
当
及

び
イ
ラ
ク
人
道
復
興
支
援
等
手
当
に
係
る
部
分
を

除
く
。）並
び
に
規
則
一
六

〇
（
職
員
の
災
害
補

償
）
第
八
条
の
二
、
第
九
条
及
び
第
十
一
条
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

規
則
第
八
条
の
二
第
一
項
中
「
補
償
法
第
四
条
第

一
項
に
規
定
す
る
期
間
の
」
と
あ
る
の
は
「
規
則

一
八

〇
（
職
員
の
国
際
機
関
等
へ
の
派
遣
）
第

八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
平
均
給
与
額
の
算
定
の

基
礎
と
な
る
期
間
（
以
下
「
算
定
基
礎
期
間
」
と

い
う
。）の
」
と
、「
同
規
則
」
と
あ
る
の
は
「
規
則

九

二
四
」
と
、「
事
故
発
生
日
（
負
傷
若
し
く
は

死
亡
の
原
因
で
あ
る
事
故
の
発
生
の
日
又
は
診
断

に
よ
つ
て
疾
病
の
発
生
が
確
定
し
た
日
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
派
遣
法
第
二
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
の
期
間
の
初
日
の
前
日

（
以
下
「
派
遣
等
の
前
日
」
と
い
う
。）」
と
、「
補

償
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
に
」
と
あ

る
の
は
「
算
定
基
礎
期
間
に
」
と
、「
同
項
に
規
定

す
る
」
と
あ
る
の
は
「
規
則
一
八

〇
第
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
」
と
、
同
規
則
第
九
条
中
「
事

故
発
生
日
」
と
あ
る
の
は
「
派
遣
等
の
前
日
」
と

す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
給
与
の
種
類
に
つ
い
て
は
、

補
償
法
第
四
条
第
二
項
（
国
際
平
和
協
力
手
当
及

び
イ
ラ
ク
人
道
復
興
支
援
等
手
当
に
係
る
部
分
を

除
く
。）並
び
に
規
則
一
六

〇
（
職
員
の
災
害
補

償
）
第
八
条
の
二
、
第
九
条
及
び
第
十
一
条
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

規
則
第
八
条
の
二
中
「
補
償
法
第
四
条
第
一
項
に

規
定
す
る
期
間
の
」
と
あ
る
の
は
「
規
則
一
八

〇
（
職
員
の
国
際
機
関
等
へ
の
派
遣
）
第
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
平
均
給
与
額
の
算
定
の
基
礎
と

な
る
期
間
（
以
下
「
算
定
基
礎
期
間
」
と
い
う
。）

の
」
と
、「
同
規
則
」
と
あ
る
の
は
「
規
則
九

二

四
」
と
、「
事
故
発
生
日
（
負
傷
若
し
く
は
死
亡
の

原
因
で
あ
る
事
故
の
発
生
の
日
又
は
診
断
に
よ
つ

て
疾
病
の
発
生
が
確
定
し
た
日
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
派
遣
法
第
二
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
派
遣
の
期
間
の
初
日
の
前
日
（
以
下

「
派
遣
等
の
前
日
」
と
い
う
。）」
と
、「
補
償
法
第

四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
に
」
と
あ
る
の
は

「
算
定
基
礎
期
間
に
」
と
、「
同
項
」
と
あ
る
の
は

「
規
則
一
八

〇
第
八
条
第
一
項
」
と
、
同
規
則

第
九
条
中
「
事
故
発
生
日
」
と
あ
る
の
は
「
派
遣

等
の
前
日
」
と
す
る
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

改

正

後

改

正

前

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用

語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

２

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用

語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

本
省
庁

国
の
機
関
に
置
か
れ
る
部
局
等
の

う
ち
、
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第

八
十
九
号
）
第
三
十
七
条
、
第
三
十
九
条
、
第

四
十
条
、
第
四
十
三
条
及
び
第
五
十
四
条
か
ら

第
五
十
七
条
ま
で
（
宮
内
庁
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
七
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
宮
内
庁
法

第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
第
一
項
、
デ
ジ
タ
ル

庁
設
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
第

十
四
条
第
一
項
並
び
に
国
家
行
政
組
織
法
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
八
条
か
ら

第
九
条
ま
で
に
規
定
す
る
部
局
等
（
国
際
平
和

協
力
本
部
、
警
察
庁
、
証
券
取
引
等
監
視
委
員

会
、
最
高
検
察
庁
、
国
税
不
服
審
判
所
、
農
林

水
産
技
術
会
議
、
国
土
地
理
院
及
び
海
難
審
判

所
を
除
く
。）並
び
に
人
事
院
事
務
総
局
、
公
正

取
引
委
員
会
事
務
総
局
、
警
察
庁
、
国
税
不
服

審
判
所
、
中
央
労
働
委
員
会
事
務
局
、
国
土
地

理
院
及
び
海
難
審
判
所
に
置
か
れ
る
こ
れ
ら
に

類
す
る
部
局
等
以
外
の
も
の
を
い
う
。

二

本
省
庁

国
の
機
関
に
置
か
れ
る
部
局
等
の

う
ち
、
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第

八
十
九
号
）
第
三
十
七
条
、
第
三
十
九
条
、
第

四
十
条
、
第
四
十
三
条
及
び
第
五
十
四
条
か
ら

第
五
十
七
条
ま
で
（
宮
内
庁
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
七
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
宮
内
庁
法

第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
第
一
項
、
デ
ジ
タ
ル

庁
設
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
第

十
四
条
第
一
項
並
び
に
国
家
行
政
組
織
法
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
八
条
か
ら

第
九
条
ま
で
に
規
定
す
る
部
局
等
（
国
際
平
和

協
力
本
部
、
日
本
学
術
会
議
、
警
察
庁
、
証
券

取
引
等
監
視
委
員
会
、
最
高
検
察
庁
、
国
税
不

服
審
判
所
、
農
林
水
産
技
術
会
議
、
国
土
地
理

院
及
び
海
難
審
判
所
を
除
く
。）並
び
に
人
事
院

事
務
総
局
、
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
、
警

察
庁
、
国
税
不
服
審
判
所
、
中
央
労
働
委
員
会

事
務
局
、
国
土
地
理
院
及
び
海
難
審
判
所
に
置

か
れ
る
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
局
等
以
外
の
も
の

を
い
う
。

三
〜
五

（
略
）

三
〜
五

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

人
事
院
は
、
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
に
基
づ

き
、
人
事
院
規
則
二
一

〇
（
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定

す
る
。令

和
八
年
十
月
一
日

人
事
院
総
裁

川
本

裕
子

人
事
院
規
則
二
一

〇

一
二

人
事
院
規
則
二
一

〇
（
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
二
一

〇
（
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
十
年
九
月
二
十
九
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
規

則
二
一

〇
第
二
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号
に

規
定
す
る
国
の
機
関
に
置
か
れ
る
部
局
等
に
は
、
日
本
学
術
会
議
法
（
令
和
七
年
法
律
第
七
十
号
）
附
則
第
二
十
八

条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
日
本
学
術
会
議
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す

る
日
本
学
術
会
議
を
含
む
も
の
と
す
る
。





法 規 的 告 示

個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 に つ い て の ガ イ ド ラ イ ン （ 行 政 機 関 等 編 ） の 一 部 改 正

個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 に つ い て の ガ イ ド ラ イ ン （ 行 政 機 関 等 編 ）（ 令 和 四 年 個 人 情 報 保 護 委 員 会 告 示 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 に よ り 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し 又 は 破 線 で 囲 ん だ 部 分 を こ れ に 順 次 対 応 す る 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し 又 は 破 線 で 囲 ん だ 部 分 の よ う に 改 め る 。

改 正 後 改 正 前

個人情報の保護に関する法律についてのガイドライン 個人情報の保護に関する法律についてのガイドライン
（行政機関等編） （行政機関等編）

目次 目次
［略］ ［同左］
【凡例】 【凡例】
［略］ ［同左］
※ なお、特に断りのない限り、本ガイドラインにおいて示す法令の条番号は、本ガイドライ
ンの公表日（令和８年10月１日


）時点の条番号を示すものとする。

※ なお、特に断りのない限り、本ガイドラインにおいて示す法令の条番号は、本ガイドライ
ンの公表日（令和８年９月30日


）時点の条番号を示すものとする。

１～３ ［略］ １～３ ［同左］
４ 適用の範囲 ４ 適用の範囲
４１ 法第５章の規律対象となる主体 ４１ 法第５章の規律対象となる主体
［略］ ［同左］
４１１ 行政機関等 ４１１ 行政機関等
 行政機関  行政機関
「行政機関」とは、次のからまでに記載するものをいう（法第２条第８項）。 「行政機関」とは、次のからまでに記載するものをいう（法第２条第８項）。
 法律の規定に基づき内閣に置かれる機関（内閣府を除く。）及び内閣の所轄の下に置
かれる次の機関（同項第１号）（※）

 法律の規定に基づき内閣に置かれる機関（内閣府を除く。）及び内閣の所轄の下に置
かれる次の機関（同項第１号）（※）

機 関 法 律 の 規 定 機 関 法 律 の 規 定

［略］ ［略］ ［同左］ ［同左］

サイバーセキュリティ戦略
本部

サイバーセキュリティ基本法（平成26年法律第104号）
第24条


サイバーセキュリティ戦略
本部

サイバーセキュリティ基本法（平成26年法律第104号）
第25条


［略］ ［略］ ［同左］ ［同左］

（※）令和８年10月１日


時点において存続するもの （※）令和８年７月31日


時点において存続するもの
～ ［略］ ～ ［同左］

令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

〇 個 人 情 報 保 護 委 員 会 告 示 第 十 号

日 本 学 術 会 議 法 （ 令 和 七 年 法 律 第 七 十 号 ） 及 び 重 要 電 子 計 算 機 に 対 す る 不 正 な 行 為 に よ る 被 害 の 防 止 に 関 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 法 律 の 整 備 等 に 関 す る 法 律 （ 令 和 七 年 法 律 第 四 十 三 号 ） の 施 行 に 伴 い 、

並 び に 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 五 十 七 号 ） の 規 定 に 基 づ き 、 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 に つ い て の ガ イ ド ラ イ ン （ 行 政 機 関 等 編 ）（ 令 和 四 年 個 人 情 報 保 護 委 員 会 告 示 第 一 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

令 和 八 年 十 月 一 日 個 人 情 報 保 護 委 員 会 委 員 長 手 塚 悟






 独立行政法人等  独立行政法人等
「独立行政法人等」とは、独立行政法人通則法（平成11年法律第103号）第２条第１

項に規定する独立行政法人及び法別表第１に掲げる次の法人をいう（法第２条第９項）。
「独立行政法人等」とは、独立行政法人通則法（平成11年法律第103号）第２条第１

項に規定する独立行政法人及び法別表第１に掲げる次の法人をいう（法第２条第９項）。

名 称 根 拠 法 名 称 根 拠 法

［略］ ［略］ ［同左］ ［同左］

脱炭素成長型経済構造移行
推進機構

脱炭素成長型経済構造への円滑な移行の推進に関する
法律（令和５年法律第32号）

脱炭素成長型経済構造移行
推進機構

脱炭素成長型経済構造への円滑な移行の推進に関する
法律（令和５年法律第32号）

日本学術会議 日本学術会議法（令和７年法律第70号） 日本銀行 日本銀行法（平成９年法律第89号）

日本銀行 日本銀行法（平成９年法律第89号）

［略］ ［略］

［同左］ ［同左］

～ ［略］ ～ ［同左］
４１２ ［略］ ４１２ ［同左］
４２ ［略］ ４２ ［同左］
５ 個人情報等の取扱い ５ 個人情報等の取扱い
５１・５２ ［略］ ５１・５２ ［同左］
５３ 安全管理措置等 ５３ 安全管理措置等
［略］ ［同左］
５３１ 安全管理措置 ５３１ 安全管理措置
 行政機関の長等の安全管理措置義務  行政機関の長等の安全管理措置義務
［略］ ［同左］
また、デジタル化が進むなか、安全管理措置を適切に講じるためには、サイバーセキュ
リティの確保も重要である。サイバーセキュリティ対策を講ずるに当たっては、サイバー
セキュリティ基本法（平成26年法律第104号）第25条第１項第２号


に掲げられたサイバー

セキュリティに関する対策の基準等を参考として、取り扱う保有個人情報の性質等に照ら
して適正な水準を確保する必要がある。

また、デジタル化が進むなか、安全管理措置を適切に講じるためには、サイバーセキュ
リティの確保も重要である。サイバーセキュリティ対策を講ずるに当たっては、サイバー
セキュリティ基本法（平成26年法律第104号）第26条第１項第２号


に掲げられたサイバー

セキュリティに関する対策の基準等を参考として、取り扱う保有個人情報の性質等に照ら
して適正な水準を確保する必要がある。

［略］ ［同左］
 ［略］  ［同左］
５３２ ［略］ ５３２ ［同左］
５４～５７ ［略］ ５４～５７ ［同左］
６～11 ［略］ ６～11 ［同左］

備 考 表 中 の ﹇ ﹈ の 記 載 は 注 記 で あ る 。

附 則

こ の 告 示 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

〇 個 人 情 報 保 護 委 員 会 告 示 第 十 一 号

個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 （ 平 成 二 十 八 年 個 人 情 報 保 護 委 員 会 規 則 第 三 号 ） 第 八 条 第 三 項 第 一 号 及 び 第 二 号 並 び に 第 四 十 四 条 第 三 項 並 び に 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号

の 利 用 等 に 関 す る 法 律 第 二 十 九 条 の 四 第 一 項 及 び 第 二 項 に 基 づ く 特 定 個 人 情 報 の 漏 え い 等 に 関 す る 報 告 等 に 関 す る 規 則 （ 平 成 二 十 七 年 特 定 個 人 情 報 保 護 委 員 会 規 則 第 五 号 ） 第 三 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、

個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 第 八 条 第 三 項 第 一 号 及 び 第 二 号 並 び に 第 四 十 四 条 第 三 項 並 び に 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 第 二 十 九 条 の 四 第 一 項 及 び 第

二 項 に 基 づ く 特 定 個 人 情 報 の 漏 え い 等 に 関 す る 報 告 等 に 関 す る 規 則 第 三 条 第 三 項 に 規 定 す る 個 人 情 報 保 護 委 員 会 が 別 に 定 め る 場 合 及 び そ の 方 法 を 定 め る 件 の 一 部 を 改 正 す る 告 示 を 次 の よ う に 定 め る 。 こ の

告 示 は 、 令 和 八 年 十 月 一 日 か ら 施 行 し 、 当 分 の 間 、 そ の 効 力 を 有 す る 。

令 和 八 年 十 月 一 日 個 人 情 報 保 護 委 員 会 委 員 長 手 塚 悟




個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
八
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
四
十
四
条
第
三
項
並
び
に
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項

及
び
第
二
項
に
基
づ
く
特
定
個
人
情
報
の
漏
え
い
等
に
関
す
る
報
告
等
に
関
す
る
規
則
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
個
人
情
報
保
護
委
員
会
が
別
に
定
め
る
場
合
及
び
そ
の
方
法
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
八
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
四
十
四
条
第
三
項
並
び
に
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
及
び

第
二
項
に
基
づ
く
特
定
個
人
情
報
の
漏
え
い
等
に
関
す
る
報
告
等
に
関
す
る
規
則
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
個
人
情
報
保
護
委
員
会
が
別
に
定
め
る
場
合
及
び
そ
の
方
法
を
定
め
る
件
（
令
和
七
年
個
人
情
報
保
護
委
員
会
告
示
第
十
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
第
三
号
）
第
八
条

第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
四
十
四
条
第
三
項
並
び
に
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
に
基
づ
く
特
定
個
人
情
報
の
漏
え

い
等
に
関
す
る
報
告
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
七
年
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
第
五
号
）
第
三
条
第

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
個
人
情
報
保
護
委
員
会
が
別
に
定
め
る
場
合
及
び
そ
の
方
法
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
法
令
の
規
定
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
場
合
及
び
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
方
法
と

す
る
。

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
第
三
号
）
第
八
条

第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
四
十
四
条
第
三
項
並
び
に
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
に
基
づ
く
特
定
個
人
情
報
の
漏
え

い
等
に
関
す
る
報
告
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
七
年
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
第
五
号
）
第
三
条
第

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
個
人
情
報
保
護
委
員
会
が
別
に
定
め
る
場
合
及
び
そ
の
方
法
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
法
令
の
規
定
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
場
合
及
び
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
方
法
と

す
る
。

個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
第

八
条
第
三
項
第
一
号

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
第
七
条
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事

態
の
う
ち
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ

ア
事
案（「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に

よ
る
被
害
が
発
生
し
た
場
合

の
報
告
手
続
等
に
関
す
る
申

合
せ
」（
令
和
七
年
五
月
二
十

八
日
関
係
省
庁
申
合
せ
。
以

下
こ
の
表
に
お
い
て
「
関
係

省
庁
申
合
せ
」と
い
う
。）２
．

に
規
定
す
る
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ

ア
事
案
を
い
う
。
以
下
こ
の

表
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る

報
告
を
行
う
場
合

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第

八
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処

理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
、官
民
連
携
基
盤（
関

係
省
庁
申
合
せ
２
．
に
規
定
す
る
官
民
連
携
基

盤
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。）を

使
用
す
る
方
法
又
は
関
係
省
庁
申
合
せ
別
添
様

式
２
を
提
出
す
る
方
法

個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
第

八
条
第
三
項
第
一
号

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
第
七
条
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事

態
の
う
ち
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ

ア
事
案（「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に

よ
る
被
害
が
発
生
し
た
場
合

の
報
告
手
続
等
に
関
す
る
申

合
せ
」（
令
和
七
年
五
月
二
十

八
日
関
係
省
庁
申
合
せ
。
以

下
こ
の
表
に
お
い
て
「
関
係

省
庁
申
合
せ
」と
い
う
。）２
．

（
１
）
に
規
定
す
る
ラ
ン
サ

ム
ウ
ェ
ア
事
案
を
い
う
。
以

下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。）

に
係
る
報
告
を
行
う
場
合

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第

八
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処

理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
又
は
関
係
省
庁
申
合

せ
別
添
様
式
２
を
提
出
す
る
方
法

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
第
七
条
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事

態
の
う
ち
、
そ
の
他
サ
イ

バ
ー
攻
撃
等
事
案
（
関
係
省

庁
申
合
せ
２
．
に
規
定
す
る

そ
の
他
サ
イ
バ
ー
攻
撃
等
事

案
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に

お
い
て
同
じ
。）に
係
る
報
告

を
行
う
場
合

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第

八
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処

理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
、
官
民
連
携
基
盤
を

使
用
す
る
方
法
又
は
関
係
省
庁
申
合
せ
別
添
様

式
３
を
提
出
す
る
方
法

﹇
新
設
﹈

﹇
新
設
﹈

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
第

八
条
第
三
項
第
二
号

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
第
七
条
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事

態
の
う
ち
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ

ア
事
案
に
係
る
報
告
を
行
う

場
合

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
別

記
様
式
第
一
に
よ
る
報
告
書
を
提
出
す
る
方

法
、
官
民
連
携
基
盤
を
使
用
す
る
方
法
又
は
関

係
省
庁
申
合
せ
別
添
様
式
２
を
提
出
す
る
方
法

個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
第

八
条
第
三
項
第
二
号

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
第
七
条
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事

態
の
う
ち
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ

ア
事
案
に
係
る
報
告
を
行
う

場
合

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
別

記
様
式
第
一
に
よ
る
報
告
書
を
提
出
す
る
方
法

又
は
関
係
省
庁
申
合
せ
別
添
様
式
２
を
提
出
す

る
方
法

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
第
七
条
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事

態
の
う
ち
、
そ
の
他
サ
イ

バ
ー
攻
撃
等
事
案
に
係
る
報

告
を
行
う
場
合

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
別

記
様
式
第
一
に
よ
る
報
告
書
を
提
出
す
る
方

法
、
官
民
連
携
基
盤
を
使
用
す
る
方
法
又
は
関

係
省
庁
申
合
せ
別
添
様
式
３
を
提
出
す
る
方
法

﹇
新
設
﹈

﹇
新
設
﹈

個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
第

四
十
四
条
第
三
項

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
第
四
十
三
条

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
事
態
の
う
ち
、
ラ
ン
サ
ム

ウ
ェ
ア
事
案
に
係
る
報
告
を

行
う
場
合

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第

四
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理

組
織
を
使
用
す
る
方
法
、
官
民
連
携
基
盤
を
使

用
す
る
方
法
又
は
関
係
省
庁
申
合
せ
別
添
様
式

２
を
提
出
す
る
方
法

個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
第

四
十
四
条
第
三
項

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
第
四
十
三
条

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
事
態
の
う
ち
、
ラ
ン
サ
ム

ウ
ェ
ア
事
案
に
係
る
報
告
を

行
う
場
合

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第

四
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理

組
織
を
使
用
す
る
方
法
又
は
関
係
省
庁
申
合
せ

別
添
様
式
２
を
提
出
す
る
方
法

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
第
四
十
三
条

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
事
態
の
う
ち
、
そ
の
他
サ

イ
バ
ー
攻
撃
等
事
案
に
係
る

報
告
を
行
う
場
合

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第

四
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理

組
織
を
使
用
す
る
方
法
、
官
民
連
携
基
盤
を
使

用
す
る
方
法
又
は
関
係
省
庁
申
合
せ
別
添
様
式

３
を
提
出
す
る
方
法

﹇
新
設
﹈

﹇
新
設
﹈

行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
第
二
十

九
条
の
四
第
一
項
及
び

第
二
項
に
基
づ
く
特
定

個
人
情
報
の
漏
え
い
等

に
関
す
る
報
告
等
に
関

す
る
規
則
第
三
条
第
三

項

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
及

び
第
二
項
に
基
づ
く
特
定
個

人
情
報
の
漏
え
い
等
に
関
す

る
報
告
等
に
関
す
る
規
則
第

二
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
事
態
の
う
ち
、
ラ
ン

サ
ム
ウ
ェ
ア
事
案
に
係
る
報

告
を
行
う
場
合

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十

九
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
に
基
づ
く
特
定

個
人
情
報
の
漏
え
い
等
に
関
す
る
報
告
等
に
関

す
る
規
則
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
、
官
民
連
携
基

盤
を
使
用
す
る
方
法
又
は
関
係
省
庁
申
合
せ
別

添
様
式
２
を
提
出
す
る
方
法

行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
第
二
十

九
条
の
四
第
一
項
及
び

第
二
項
に
基
づ
く
特
定

個
人
情
報
の
漏
え
い
等

に
関
す
る
報
告
等
に
関

す
る
規
則
第
三
条
第
三

項

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
及

び
第
二
項
に
基
づ
く
特
定
個

人
情
報
の
漏
え
い
等
に
関
す

る
報
告
等
に
関
す
る
規
則
第

二
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
事
態
の
う
ち
、
ラ
ン

サ
ム
ウ
ェ
ア
事
案
に
係
る
報

告
を
行
う
場
合

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十

九
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
に
基
づ
く
特
定

個
人
情
報
の
漏
え
い
等
に
関
す
る
報
告
等
に
関

す
る
規
則
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
又
は
関
係
省
庁

申
合
せ
別
添
様
式
２
を
提
出
す
る
方
法

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十

九
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
に
基
づ
く
特
定

﹇
新
設
﹈

﹇
新
設
﹈

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
及

び
第
二
項
に
基
づ
く
特
定
個

人
情
報
の
漏
え
い
等
に
関
す

る
報
告
等
に
関
す
る
規
則
第

二
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
事
態
の
う
ち
、
そ
の

他
サ
イ
バ
ー
攻
撃
等
事
案
に

係
る
報
告
を
行
う
場
合

個
人
情
報
の
漏
え
い
等
に
関
す
る
報
告
等
に
関

す
る
規
則
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
、
官
民
連
携
基

盤
を
使
用
す
る
方
法
又
は
関
係
省
庁
申
合
せ
別

添
様
式
３
を
提
出
す
る
方
法

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

無
線
設
備
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七
に
規
定
す

る
シ
ン
グ
ル
キ
ャ
リ
ア
周
波
数
分
割
多
元
接
続
方
式
携
帯
移
動
衛
星
通
信
を
行
う
携
帯
移
動
地
球
局
の
審
査
に
適

用
す
る
受
信
設
備
の
特
性

無
線
設
備
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七
に
規
定
す

る
シ
ン
グ
ル
キ
ャ
リ
ア
周
波
数
分
割
多
元
接
続
方
式
携
帯
移
動
衛
星
通
信
を
行
う
携
帯
移
動
地
球
局
の
審
査
に
適

用
す
る
受
信
設
備
の
特
性

項
目

特
性

項
目

特
性

感
度

希
望
波
（
符
号
化
率
が
三
分
の
一
で
あ
っ
て
、
四
相
位
相
変
調
の

信
号
で
変
調
さ
れ
た
搬
送
波
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同

じ
。）の
受
信
電
力
が
基
準
感
度
（
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
次
に
定
め
る
基
準
感
度
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同

じ
。）の
場
合
に
お
い
て
、
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
が
そ
の
最
大
値
の
九
五
％

以
上

感
度

希
望
波
（
符
号
化
率
が
三
分
の
一
で
あ
っ
て
、
四
相
位
相
変
調
の

信
号
で
変
調
さ
れ
た
搬
送
波
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同

じ
。）の
受
信
電
力
が
基
準
感
度（（
－
）
九
九
・
三
デ
シ
ベ
ル
（
一
ミ

リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同

じ
。）の
場
合
に
お
い
て
、
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
が
そ
の
最
大
値
の
九
五
％

以
上

チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
一
八
〇
kHz
の
も
の

（
－
）
一
〇
七
・
五

デ
シ
ベ
ル
（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）

チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
一
・
〇
八
MHz
の
も
の

次
に
掲
げ
る
搬
送

波
の
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

イ

複
信
方
式
の
搬
送
波
の
場
合

（
－
）
一
〇
〇
デ
シ
ベ
ル

（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）

ロ

半
複
信
方
式
の
搬
送
波
の
場
合

（
－
）
一
〇
〇
・
八
デ

シ
ベ
ル
（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）

チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
三
MHz
の
も
の

（
－
）
九
九
・
五
デ
シ
ベ

ル
（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）

チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
五
MHz
の
も
の

（
－
）
九
九
・
三
デ
シ
ベ

ル
（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
総
務
省
告
示
第
三
百
五
十
九
号

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
令
和
六
年
総
務
省
告
示
第
四
百
四
十
六
号
（
シ
ン
グ
ル
キ
ャ
リ
ア
周
波
数
分
割
多
元
接
続
方
式
携
帯
移
動
衛
星
通
信
を
行

う
携
帯
移
動
地
球
局
等
の
審
査
に
適
用
す
る
受
信
設
備
の
特
性
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之





実
効
選
択
度

ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ

特
性

１

チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
一
八
〇
kHz
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
受
信
感
度

が
基
準
感
度
よ
り
六
デ
シ
ベ
ル
高
い
希
望
波
に
対
し
、
希
望
波
の

周
波
数
か
ら
（
±
）
七
・
六
MHz
離
れ
た
周
波
数
に
お
い
て
（
－
）

五
六
デ
シ
ベ
ル
（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）及
び

（
±
）
十
二
・
六
MHz
以
上
離
れ
た
周
波
数
に
お
い
て
（
－
）
四
四

デ
シ
ベ
ル
（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）（
複
号
同

順
と
す
る
。）で
あ
っ
て
帯
域
幅
が
五
MHz
の
変
調
さ
れ
た
妨
害
波
を

同
時
に
加
え
た
場
合
に
お
い
て
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
が
そ
の
最
大
値
の

九
五
％
以
上

実
効
選
択
度

ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ

特
性

受
信
感
度
が
基
準
感
度
よ
り
六
デ
シ
ベ
ル
高
い
希
望
波
に
対
し
、

希
望
波
の
周
波
数
か
ら（
±
）一
〇
MHz
離
れ
た
周
波
数
に
お
い
て（
－
）

五
六
デ
シ
ベ
ル
（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）及
び

（
±
）
一
五
MHz
以
上
離
れ
た
周
波
数
に
お
い
て
（
－
）
四
四
デ
シ
ベ

ル（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）（
複
号
同
順
と
す
る
。）

で
あ
っ
て
帯
域
幅
が
五
MHz
の
変
調
さ
れ
た
妨
害
波
を
同
時
に
加
え
た

場
合
に
お
い
て
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
が
そ
の
最
大
値
の
九
五
％
以
上

２

チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
三
MHz
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
受
信
感
度
が
基

準
感
度
よ
り
六
デ
シ
ベ
ル
高
い
希
望
波
に
対
し
、
希
望
波
の
周
波

数
か
ら
（
±
）
六
MHz
離
れ
た
周
波
数
に
お
い
て
（
－
）
五
六
デ
シ

ベ
ル
（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）及
び
（
±
）
九

MHz
以
上
離
れ
た
周
波
数
に
お
い
て
（
－
）
四
四
デ
シ
ベ
ル
（
一
ミ

リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）（
複
号
同
順
と
す
る
。）で

あ
っ
て
帯
域
幅
が
三
MHz
の
変
調
さ
れ
た
妨
害
波
を
同
時
に
加
え
た

場
合
に
お
い
て
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
が
そ
の
最
大
値
の
九
五
％
以
上

３

チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
五
MHz
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
受
信
感
度
が
基

準
感
度
よ
り
六
デ
シ
ベ
ル
高
い
希
望
波
に
対
し
、
希
望
波
の
周
波

数
か
ら
（
±
）
一
〇
MHz
離
れ
た
周
波
数
に
お
い
て
（
－
）
五
六
デ

シ
ベ
ル
（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）及
び
（
±
）

一
五
MHz
以
上
離
れ
た
周
波
数
に
お
い
て
（
－
）四
四
デ
シ
ベ
ル（
一

ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）（
複
号
同
順
と
す
る
。）で

あ
っ
て
帯
域
幅
が
五
MHz
の
変
調
さ
れ
た
妨
害
波
を
同
時
に
加
え
た

場
合
に
お
い
て
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
が
そ
の
最
大
値
の
九
五
％
以
上

隣
接
チ
ャ
ネ
ル

選
択
度

１

チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
一
八
〇
kHz
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
受
信
電
力

が
基
準
感
度
よ
り
一
四
デ
シ
ベ
ル
高
い
希
望
波
に
対
し
、
希
望
波

の
周
波
数
か
ら
（
±
）
二
・
六
MHz
離
れ
た
周
波
数
に
お
い
て
、
基

準
感
度
よ
り
四
七
デ
シ
ベ
ル
高
い
帯
域
幅
が
五
MHz
の
変
調
さ
れ
た

妨
害
波
を
加
え
た
場
合
に
お
い
て
、
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
が
そ
の
最
大

値
の
九
五
％
以
上

隣
接
チ
ャ
ネ
ル

選
択
度

受
信
電
力
が
基
準
感
度
よ
り
一
四
デ
シ
ベ
ル
高
い
希
望
波
に
対

し
、
希
望
波
の
周
波
数
か
ら
（
±
）五
MHz
離
れ
た
周
波
数
に
お
い
て
、

基
準
感
度
よ
り
四
五
・
五
デ
シ
ベ
ル
高
い
帯
域
幅
が
五
MHz
の
変
調
さ

れ
た
妨
害
波
を
加
え
た
場
合
に
お
い
て
、
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
が
そ
の
最

大
値
の
九
五
％
以
上

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



２

チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
三
MHz
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
受
信
電
力
が
基

準
感
度
よ
り
一
四
デ
シ
ベ
ル
高
い
希
望
波
に
対
し
、
希
望
波
の
周

波
数
か
ら
（
±
）
三
MHz
離
れ
た
周
波
数
に
お
い
て
、
基
準
感
度
よ

り
四
五
・
五
デ
シ
ベ
ル
高
い
帯
域
幅
が
三
MHz
の
変
調
さ
れ
た
妨
害

波
を
加
え
た
場
合
に
お
い
て
、
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
が
そ
の
最
大
値
の

九
五
％
以
上

３

チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
五
MHz
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
受
信
電
力
が
基

準
感
度
よ
り
一
四
デ
シ
ベ
ル
高
い
希
望
波
に
対
し
、
希
望
波
の
周

波
数
か
ら
（
±
）
五
MHz
離
れ
た
周
波
数
に
お
い
て
、
基
準
感
度
よ

り
四
五
・
五
デ
シ
ベ
ル
高
い
帯
域
幅
が
五
MHz
の
変
調
さ
れ
た
妨
害

波
を
加
え
た
場
合
に
お
い
て
、
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
が
そ
の
最
大
値
の

九
五
％
以
上

相
互
変
調
特
性

１

チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
一
八
〇
kHz
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
受
信
電
力

が
基
準
感
度
よ
り
一
二
デ
シ
ベ
ル
高
い
希
望
波
に
対
し
、
希
望
波

の
周
波
数
か
ら
（
±
）
二
・
二
MHz
及
び
（
±
）
四
・
四
MHz
（
複
号

同
順
と
す
る
。）離
れ
た
周
波
数
に
お
い
て
（
－
）
四
六
デ
シ
ベ
ル

（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）の
変
調
の
な
い
妨
害

波
及
び
帯
域
幅
が
一
・
四
MHz
の
変
調
さ
れ
た
妨
害
波
を
同
時
に
加

え
た
場
合
に
お
い
て
、
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
が
そ
の
最
大
値
の
九
五
％

以
上

相
互
変
調
特
性

受
信
電
力
が
基
準
感
度
よ
り
六
デ
シ
ベ
ル
高
い
希
望
波
に
対
し
、

希
望
波
の
周
波
数
か
ら
（
±
）
一
〇
MHz
及
び
（
±
）
二
〇
MHz
（
複
号

同
順
と
す
る
。）離
れ
た
周
波
数
に
お
い
て
（
－
）四
六
デ
シ
ベ
ル（
一

ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）の
変
調
の
な
い
妨
害
波
及
び

帯
域
幅
が
五
MHz
の
変
調
さ
れ
た
妨
害
波
を
同
時
に
加
え
た
場
合
に
お

い
て
、
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
が
そ
の
最
大
値
の
九
五
％
以
上

２

チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
三
MHz
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
受
信
電
力
が
基

準
感
度
よ
り
八
デ
シ
ベ
ル
高
い
希
望
波
に
対
し
、
希
望
波
の
周
波

数
か
ら
（
±
）
六
MHz
及
び
（
±
）
一
二
MHz
（
複
号
同
順
と
す
る
。）

離
れ
た
周
波
数
に
お
い
て
（
－
）
四
六
デ
シ
ベ
ル
（
一
ミ
リ
ワ
ッ

ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）の
変
調
の
な
い
妨
害
波
及
び
帯
域
幅

が
三
MHz
の
変
調
さ
れ
た
妨
害
波
を
同
時
に
加
え
た
場
合
に
お
い

て
、
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
が
そ
の
最
大
値
の
九
五
％
以
上

３

チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
五
MHz
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
受
信
電
力
が
基

準
感
度
よ
り
六
デ
シ
ベ
ル
高
い
希
望
波
に
対
し
、
希
望
波
の
周
波

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



数
か
ら
（
±
）
一
〇
MHz
及
び
（
±
）
二
〇
MHz
（
複
号
同
順
と
す
る
。）

離
れ
た
周
波
数
に
お
い
て
（
－
）
四
六
デ
シ
ベ
ル
（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト

を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）の
変
調
の
な
い
妨
害
波
及
び
帯
域
幅
が
五

MHz
の
変
調
さ
れ
た
妨
害
波
を
同
時
に
加
え
た
場
合
に
お
い
て
、
ス

ル
ー
プ
ッ
ト
が
そ
の
最
大
値
の
九
五
％
以
上

注

チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
一
・
〇
八
MHz
の
携
帯
移
動
地
球
局
に
あ
つ
て
は
、
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
三
MHz
の
携
帯
移

動
地
球
局
に
係
る
実
効
選
択
度
の
項
に
規
定
す
る
値
を
満
た
す
こ
と
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍

線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、

こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

一

次
の
各
号
に
掲
げ
る
無
線
設
備
の
規
格
に
係
る
特
定
無
線
局
（
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
無
線

局
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）の
包
括
免
許
人
が
法
第
百
三
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
本
邦
内

に
お
い
て
運
用
し
よ
う
と
す
る
外
国
の
無
線
局
の
無
線
設
備
が
当
該
各
号
に
定
め
る
技
術
基
準
に
相
当
す
る
技

術
基
準
に
適
合
す
る
と
の
事
実
は
、当
該
無
線
設
備
に
次
の
表
示
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一

﹇
同
上
﹈

﹇
１
〜
３

略
﹈

﹇
１
〜
３

同
上
﹈

４

施
行
規
則
第
十
五
条
の
三
第
五
号

に
掲
げ
る
規
格

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
四
第
四
項
に
規
定

す
る
技
術
基
準

４

施
行
規
則
第
十
五
条
の
三
第
五
号

に
掲
げ
る
規
格

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
四
第
四
項
に
規
定

す
る
技
術
基
準

５

施
行
規
則
第
十
五
条
の
三
第
五
号

に
掲
げ
る
規
格

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
四
第
五
項
に
規
定

す
る
技
術
基
準

５

施
行
規
則
第
十
五
条
の
三
第
五
号

に
掲
げ
る
規
格

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
四
第
五
項
に
規
定

す
る
技
術
基
準

６

施
行
規
則
第
十
五
条
の
三
第
五
号

に
掲
げ
る
規
格

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
四
第
六
項
に
規
定

す
る
技
術
基
準

６

施
行
規
則
第
十
五
条
の
三
第
五
号

に
掲
げ
る
規
格

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
四
第
六
項
に
規
定

す
る
技
術
基
準

二

次
の
各
号
に
掲
げ
る
無
線
設
備
の
規
格
に
係
る
特
定
無
線
局
の
包
括
免
許
人
が
法
第
百
三
条
の
六
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
本
邦
内
に
お
い
て
運
用
し
よ
う
と
す
る
同
項
第
一
号
の
無
線
局
の
無
線
設
備
が
当
該
各
号
に
定

め
る
技
術
基
準
に
相
当
す
る
技
術
基
準
に
適
合
す
る
と
の
事
実
は
、
当
該
無
線
設
備
が
当
該
各
号
に
定
め
る
技

術
基
準
に
相
当
す
る
国
際
電
気
通
信
連
合
無
線
通
信
部
門
の
勧
告
又
はT

h
ird

G
en
era
tio
n
P
a
rtn
ersh
ip

P
ro
ject

の
技
術
仕
様
書
に
定
め
る
技
術
基
準
に
準
拠
し
た
外
国
の
法
令
に
適
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
当
該
外

国
の
法
令
に
よ
り
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
（
本
邦
内
の
他
の
無
線
局
の
運
用
を
阻
害
す
る
よ
う
な
混
信
そ
の
他

の
妨
害
を
与
え
な
い
よ
う
に
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。）で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

二

﹇
同
上
﹈

﹇
１
〜
14

略
﹈

﹇
１
〜
14

同
上
﹈

15

施
行
規
則
第
十
五
条
の
三
第
五
号

に
掲
げ
る
規
格

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七
第
一
項
及

び
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

15

施
行
規
則
第
十
五
条
の
三
第
五
号

に
掲
げ
る
規
格

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七
に
規
定
す

る
技
術
基
準

16

施
行
規
則
第
十
五
条
の
三
第
五
号

に
掲
げ
る
規
格

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七
第
一
項
及

び
第
三
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

﹇
新
設
﹈

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
総
務
省
告
示
第
三
百
六
十
号

無
線
局
免
許
手
続
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
五
号
）
第
三
十
条
の
二
第
二
項
第
六
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
五
年
総
務
省
告
示
第
三
百
四
十
四
号
（
外
国
の
無
線
局
等
の
無
線
設
備
が
電
波
法
第
三
章
に
定
め

る
技
術
基
準
に
相
当
す
る
技
術
基
準
に
適
合
す
る
事
実
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之





17

施
行
規
則
第
十
五
条
の
三
第
五
号

に
掲
げ
る
規
格

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七
第
一
項
及

び
第
四
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準

﹇
新
設
﹈

18

﹇
略
﹈

16

﹇
同
上
﹈

﹇
三

略
﹈

﹇
三

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

別
表
第
23号

無
線
設
備
の
規
格
コ
ー
ド

別
表
第
23号

無
線
設
備
の
規
格
コ
ー
ド

項
目

コ
ー
ド

項
目

コ
ー
ド

［
略
］

［
略
］

［
同
左
］

［
同
左
］

設
備
規
則
第
49条
の
23の
７
第
１
項
及
び
第
２
項
に
規
定
す
る
携
帯
移
動
地
球
局
の

無
線
設
備

Ｄ
Ｃ
１

設
備
規
則
第
49条
の
23の
７
に
規
定
す
る
携
帯
移
動
地
球
局
の
無
線
設
備

Ｄ
Ｃ
１

設
備
規
則
第
49条
の
23の
７
第
１
項
及
び
第
３
項
に
規
定
す
る
携
帯
移
動
地
球
局
の

無
線
設
備

Ｄ
Ｃ
１
Ｉ
О
Ｔ

設
備
規
則
第
49条
の
23の
７
第
１
項
及
び
第
４
項
に
規
定
す
る
携
帯
移
動
地
球
局
の

無
線
設
備

Ｄ
Ｃ
１
М
Ｔ
Ｃ

［
略
］

［
略
］

［
同
左
］

［
同
左
］

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し

て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前

欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

一

シ
ン
グ
ル
キ
ャ
リ
ア
周
波
数
分
割
多
元
接
続
方
式
携
帯
移
動
衛
星
通
信
を
行
う
携
帯
移
動
地
球
局
の
無
線
設

備
の
条
件

一

シ
ン
グ
ル
キ
ャ
リ
ア
周
波
数
分
割
多
元
接
続
方
式
携
帯
移
動
衛
星
通
信
を
行
う
携
帯
移
動
地
球
局
の
無
線
設

備
の
条
件

１

無
線
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七
第
一
項
第
二
号
の
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
隣
接
チ
ャ
ネ

ル
漏
え
い
電
力
の
許
容
値
は
、
次
の

の
表
の
一
の
欄
に
掲
げ
る
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
に
応
じ
、
同
表
の
二
の
欄

に
掲
げ
る
離
調
周
波
数
だ
け
離
れ
た
周
波
数
を
中
心
周
波
数
と
す
る
同
表
の
三
の
欄
に
掲
げ
る
周
波
数
幅
の

周
波
数
範
囲
に
輻ふ
く

射
さ
れ
る
平
均
電
力
に
つ
い
て
、
同
表
の
四
の
欄
に
掲
げ
る
値
以
下
の
値
又
は
次
の

の

１

無
線
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七
第
一
項
第
二
号
の
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
隣
接
チ
ャ
ネ

ル
漏
え
い
電
力
の
許
容
値
は
、
次
の

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
離
調
周
波
数
だ
け
離
れ
た
周
波
数
を
中
心
周

波
数
と
す
る
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
周
波
数
幅
の
周
波
数
範
囲
に
輻ふ

く

射
さ
れ
る
平
均
電
力
に
つ
い
て
、
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
値
以
下
の
値
又
は
次
の

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
離
調
周
波
数
だ
け
離
れ
た
周
波
数
を
中

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
総
務
省
告
示
第
三
百
六
十
一
号

無
線
局
免
許
手
続
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
五
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
平
成
三
十
年
総
務
省
告
示
第
三
百
五
十
六
号
（
無
線
局
免
許
申
請
書
等
に
添
付
す
る
無
線
局
事
項
書
等
の
各
欄
の
記
載
に
用
い
る
コ
ー
ド

（
無
線
局
の
目
的
コ
ー
ド
及
び
通
信
事
項
コ
ー
ド
を
除
く
。）を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
六
十
二
号

無
線
設
備
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
項
第
一
号
並
び
に
別
表
第
三
号
72
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
六
年
総
務
省
告
示
第
四
百
四
十
七
号
（
シ
ン
グ
ル

キ
ャ
リ
ア
周
波
数
分
割
多
元
接
続
方
式
携
帯
移
動
衛
星
通
信
を
行
う
携
帯
移
動
地
球
局
の
無
線
設
備
等
の
不
要
発
射
の
強
度
の
許
容
値
そ
の
他
の
条
件
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之





一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
し
た
デ
シ
ベ
ル
表
示
に
よ
る
隣
接
チ
ャ
ネ
ル
漏
え
い
電
力
の
許
容
値

﹇
同
上
﹈

一

チ
ャ
ネ
ル
間
隔

（
注
１
）

二

離
調
周
波
数

（
注
２
）

三

周
波
数
幅

四

隣
接
チ
ャ
ネ
ル
漏
え
い
電
力
の

許
容
値

離
調
周
波
数
（
注
）

周
波
数
幅

隣
接
チ
ャ
ネ
ル
漏
え
い
電
力
の
許
容
値

一
八
〇
kHz

二
・
六
MHz

三
・
八
四
MHz

（
－
）
五
〇
デ
シ
ベ
ル

五
MHz

三
・
八
四
MHz

（
－
）
五
〇
デ
シ
ベ
ル

三
MHz

三
MHz

二
・
七
MHz

（
－
）
五
〇
デ
シ
ベ
ル

五
MHz

四
・
五
MHz

（
－
）
五
〇
デ
シ
ベ
ル

四
MHz

三
・
八
四
MHz

（
－
）
五
〇
デ
シ
ベ
ル

一
〇
MHz

三
・
八
四
MHz

（
－
）
五
〇
デ
シ
ベ
ル

五
MHz

五
MHz

三
・
八
四
MHz

（
－
）
五
〇
デ
シ
ベ
ル

注

離
調
周
波
数
は
、
送
信
周
波
数
帯
域
の
中
心
周
波
数
か
ら
隣
接
チ
ャ
ネ
ル
漏
え
い
電
力
の
測
定
帯
域

の
中
心
周
波
数
ま
で
の
差
の
周
波
数
と
す
る
。

五
MHz

四
・
五
MHz

（
－
）
五
〇
デ
シ
ベ
ル

一
〇
MHz

三
・
八
四
MHz

（
－
）
五
〇
デ
シ
ベ
ル

注
１

チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
一
・
〇
八
MHz
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
通
信
の
相
手
方
と
な
る
人
工
衛
星
局
の

チ
ャ
ネ
ル
間
隔
と
同
じ
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
に
応
じ
た
こ
の
表
の
許
容
値
を
満
た
す
こ
と
。

２

離
調
周
波
数
は
、
送
信
周
波
数
帯
域
（
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
一
・
〇
八
MHz
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
こ

の
表
の
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
（
一
八
〇
kHz
の
も
の
を
除
く
。）の
送
信
周
波
数
帯
域
（
当
該
送

信
周
波
数
帯
域
に
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
一
・
〇
八
MHz
の
送
信
装
置
の
占
有
周
波
数
帯
幅
の
許
容
値
の
周

波
数
の
範
囲
が
含
ま
れ
る
こ
と
。））
の
中
心
周
波
数
か
ら
隣
接
チ
ャ
ネ
ル
漏
え
い
電
力
の
測
定
帯
域

の
中
心
周
波
数
ま
で
の
差
の
周
波
数
と
す
る
。

表
の
一
の
欄
に
掲
げ
る
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
に
応
じ
、
同
表
の
二
の
欄
に
掲
げ
る
離
調
周
波
数
だ
け
離
れ
た
周
波

数
を
中
心
周
波
数
と
す
る
同
表
の
三
の
欄
に
掲
げ
る
周
波
数
幅
の
周
波
数
範
囲
に
輻
射
さ
れ
る
平
均
電
力
に

つ
い
て
、
同
表
の
四
の
欄
に
掲
げ
る
値
以
下
の
値
と
す
る
。

心
周
波
数
と
す
る
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
周
波
数
幅
の
周
波
数
範
囲
に
輻
射
さ
れ
る
平
均
電
力
に
つ
い
て
、

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
値
以
下
の
値
と
す
る
。

搬
送
波
の
電
力
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
し
た
デ
シ
ベ
ル
表
示
に
よ
る
隣
接
チ
ャ
ネ
ル
漏
え
い
電
力
の
許
容
値

﹇
同
上
﹈

一

チ
ャ
ネ
ル
間
隔

（
注
１
）

二

離
調
周
波
数

（
注
２
）

三

周
波
数
幅

四

隣
接
チ
ャ
ネ
ル
漏
え
い
電
力
の

許
容
値

離
調
周
波
数
（
注
）

周
波
数
幅

隣
接
チ
ャ
ネ
ル
漏
え
い
電
力
の
許
容
値

一
八
〇
kHz

二
・
六
MHz

三
・
八
四
MHz

（
－
）
三
六
・
二
デ
シ
ベ
ル

五
MHz

三
・
八
四
MHz

（
－
）
三
二
・
二
デ
シ
ベ
ル

三
MHz

三
MHz

二
・
七
MHz

（
－
）
二
九
・
二
デ
シ
ベ
ル

五
MHz

四
・
五
MHz

（
－
）
三
二
・
二
デ
シ
ベ
ル

四
MHz

三
・
八
四
MHz

（
－
）
三
二
・
二
デ
シ
ベ
ル

一
〇
MHz

三
・
八
四
MHz

（
－
）
三
二
・
二
デ
シ
ベ
ル

五
MHz

五
MHz

三
・
八
四
MHz

（
－
）
三
二
・
二
デ
シ
ベ
ル

注

離
調
周
波
数
は
、
送
信
周
波
数
帯
域
の
中
心
周
波
数
か
ら
隣
接
チ
ャ
ネ
ル
漏
え
い
電
力
の
測
定
帯
域

の
中
心
周
波
数
ま
で
の
差
の
周
波
数
と
す
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



五
MHz

四
・
五
MHz

（
－
）
三
二
・
二
デ
シ
ベ
ル

一
〇
MHz

三
・
八
四
MHz

（
－
）
三
二
・
二
デ
シ
ベ
ル

注
１

チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
一
・
〇
八
MHz
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
通
信
の
相
手
方
と
な
る
人
工
衛
星
局
の

チ
ャ
ネ
ル
間
隔
と
同
じ
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
に
応
じ
た
こ
の
表
の
許
容
値
を
満
た
す
こ
と
。

２

離
調
周
波
数
は
、
送
信
周
波
数
帯
域
（
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
一
・
〇
八
MHz
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
こ

の
表
の
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
（
一
八
〇
kHz
の
も
の
を
除
く
。）の
送
信
周
波
数
帯
域
（
当
該
送

信
周
波
数
帯
域
に
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
一
・
〇
八
MHz
の
送
信
装
置
の
占
有
周
波
数
帯
幅
の
許
容
値
の
周

波
数
の
範
囲
が
含
ま
れ
る
こ
と
。））
の
中
心
周
波
数
か
ら
隣
接
チ
ャ
ネ
ル
漏
え
い
電
力
の
測
定
帯
域

の
中
心
周
波
数
ま
で
の
差
の
周
波
数
と
す
る
。

２

無
線
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
三
の
七
第
三
項
第
一
号
の
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
周
波
数
の
範

囲
は
、
七
一
五
・
一
九
MHz
を
超
え
七
一
七
・
八
一
MHz
未
満
と
す
る
。

﹇
新
設
﹈

３

無
線
設
備
規
則
別
表
第
三
号
72
に
規
定
す
る
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
帯
域
外
領
域
に
お
け
る
不
要
発

射
の
強
度
の
許
容
値
は
、
次
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

２

無
線
設
備
規
則
別
表
第
三
号
70
に
規
定
す
る
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
帯
域
外
領
域
に
お
け
る
不
要
発

射
の
強
度
の
許
容
値
は
、
次
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

チ
ャ
ネ
ル
間
隔

（
注
１
）

離
調
周
波
数
（
注
２
）

不
要
発
射
の
強
度
の
許
容
値

離
調
周
波
数
（
注
）

不
要
発
射
の
強
度
の
許
容
値

一
八
〇
kHz

〇
kHz

任
意
の
三
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
二

七
・
五
デ
シ
ベ
ル
（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル

と
す
る
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。）以
下
の
値

一
、
〇
〇
〇
kHz
未
満

任
意
の
三
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が

（
－
）
一
三
・
五
デ
シ
ベ
ル
（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇

デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。）

以
下
の
値

〇
kHz
を
超
え

任
意
の
三
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
次

の
式
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
値
以
下
の
値

一
、
〇
〇
〇
kHz
以
上
五
MHz
未
満

任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電

力
が
（
－
）
八
・
五
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

一
〇
〇
kHz
未
満

275－
（
31／
100）

×
Δ
f デ
シ
ベ
ル

五
MHz
以
上
六
MHz
未
満

任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電

力
が
（
－
）
一
一
・
五
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

Δ
f は
、
離
調
周
波
数
（
k
H
z ）
と
す
る
。

六
MHz
以
上
一
〇
MHz
未
満

任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電

力
が
（
－
）
二
三
・
五
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

一
〇
〇
kHz
以
上

任
意
の
三
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
次

の
式
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
値
以
下
の
値

注

離
調
周
波
数
は
、
送
信
周
波
数
帯
域
の
中
心
周
波
数
か
ら
隣
接
チ
ャ
ネ
ル
漏
え
い
電
力
の
測
定
帯
域
の

中
心
周
波
数
ま
で
の
差
の
周
波
数
と
す
る
。

一
五
〇
kHz
未
満

－
35－

（
３
／
50）

×
（
Δ
f －
100）

デ
シ
ベ

ルΔ
f は
、
離
調
周
波
数
（
k
H
z ）
と
す
る
。

一
五
〇
kHz
以
上

任
意
の
三
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
次

の
式
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
値
以
下
の
値

三
〇
〇
kHz
未
満

－
65－

（
７
／
50）

×
（
Δ
f －
150）

デ
シ
ベ

ルΔ
f は
、
離
調
周
波
数
（
k
H
z ）
と
す
る
。
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三
〇
〇
kHz
以
上

任
意
の
三
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
次

の
式
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
値
以
下
の
値

五
〇
〇
kHz
未
満

－
275－

（
３
／
100）

×
（
Δ
f －
300）

デ
シ

ベ
ル
Δ
f は
、
離
調
周
波
数
（
k
H
z ）
と
す
る
。

五
〇
〇
kHz
以
上

任
意
の
三
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が

（
－
）
三
三
・
五
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

一
、
七
〇
〇
kHz
未
満

三
MHz

一
、
〇
〇
〇
kHz
未
満

任
意
の
三
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が

（
－
）
一
一
・
五
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

一
、
〇
〇
〇
kHz
以
上

任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電

力
が
（
－
）
八
・
五
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

五
MHz
未
満

五
MHz
以
上

任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電

力
が
（
－
）
二
三
・
五
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

六
MHz
未
満

五
MHz

一
、
〇
〇
〇
kHz
未
満

任
意
の
三
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が

（
－
）
一
三
・
五
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

一
、
〇
〇
〇
kHz
以
上

任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電

力
が
（
－
）
八
・
五
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

五
MHz
未
満

五
MHz
以
上

任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電

力
が
（
－
）
一
一
・
五
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

六
MHz
未
満

六
MHz
以
上

任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電

力
が
（
－
）
二
三
・
五
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

一
〇
MHz
未
満
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４

無
線
設
備
規
則
別
表
第
三
号
72
に
規
定
す
る
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
ス
プ
リ
ア
ス
領
域
に
お
け
る
不

要
発
射
の
強
度
の
許
容
値
は
、
次
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

３

無
線
設
備
規
則
別
表
第
三
号
70
に
規
定
す
る
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
ス
プ
リ
ア
ス
領
域
に
お
け
る
不

要
発
射
の
強
度
の
許
容
値
は
、
次
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

周
波
数
（
注
）

不
要
発
射
の
強
度
の
許
容
値

周
波
数
（
注
）

不
要
発
射
の
強
度
の
許
容
値

九
kHz
以
上
一
五
〇
kHz
未
満

任
意
の
一
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
三
六
デ
シ

ベ
ル
（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
以
下
こ
の
表
に

お
い
て
同
じ
。）以
下
の
値

九
kHz
以
上
一
五
〇
kHz
未
満

任
意
の
一
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
三
六
デ
シ

ベ
ル
（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
以
下
こ
の
表
に

お
い
て
同
じ
。）以
下
の
値

一
五
〇
kHz
以
上
三
〇
MHz
未
満

任
意
の
一
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
三
六
デ

シ
ベ
ル
以
下
の
値

一
五
〇
kHz
以
上
三
〇
MHz
未
満

任
意
の
一
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
三
六
デ

シ
ベ
ル
以
下
の
値

三
〇
MHz
以
上
一
、
〇
〇
〇
MHz
未
満

（
四
七
〇
MHz
以
上
七
一
〇
MHz
以
下
、

七
七
〇
MHz
以
上
八
〇
三
MHz
以
下
、

八
六
〇
MHz
以
上
八
九
〇
MHz
以
下
及

び
九
四
五
MHz
以
上
九
六
〇
MHz
以
下

を
除
く
。）

任
意
の
一
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
三
六

デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

三
〇
MHz
以
上
一
、
〇
〇
〇
MHz
未
満

（
八
六
〇
MHz
以
上
八
九
〇
MHz
以
下

を
除
く
。）

任
意
の
一
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
三
六

デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

四
七
〇
MHz
以
上
七
一
〇
MHz
以
下

１

七
一
五
MHz
を
超
え
七
一
八
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用

す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
任
意
の
六
MHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平

均
電
力
が
（
－
）
二
六
・
二
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

八
六
〇
MHz
以
上
八
九
〇
MHz
以
下

任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）

五
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

２

１
に
掲
げ
る
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
任
意
の
一
〇
〇
kHz

の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
三
六
デ
シ
ベ
ル
以
下

の
値

一
、
〇
〇
〇
MHz
以
上
一
二
・
七
五

GHz
未
満
（
一
、
四
七
五
・
九
MHz
以

上
一
、
五
一
〇
・
九
MHz
以
下
、一
、

八
四
五
MHz
以
上
一
、
八
八
〇
MHz
以

下
、
一
、九
一
〇
・
〇
MHz
以
上
一
、

九
一
五
・
七
MHz
以
下
、
二
、
〇
一

任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）

三
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

注
１

チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
一
・
〇
八
MHz
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
通
信
の
相
手
方
と
な
る
人
工
衛
星
局
の
チ
ャ

ネ
ル
間
隔
と
同
じ
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
に
応
じ
た
こ
の
表
の
許
容
値
を
満
た
す
こ
と
。

２

離
調
周
波
数
は
、
送
信
周
波
数
帯
域
（
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
一
・
〇
八
MHz
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
こ
の

表
の
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
（
一
八
〇
kHz
の
も
の
を
除
く
。）の
送
信
周
波
数
帯
域
（
当
該
送
信
周

波
数
帯
域
に
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
一
・
〇
八
MHz
の
送
信
装
置
の
占
有
周
波
数
帯
幅
の
許
容
値
の
周
波
数
の

範
囲
が
含
ま
れ
る
こ
と
。））
の
中
心
周
波
数
か
ら
隣
接
チ
ャ
ネ
ル
漏
え
い
電
力
の
測
定
帯
域
の
中
心
周

波
数
ま
で
の
差
の
周
波
数
と
す
る
。
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七
七
〇
MHz
以
上
七
七
三
MHz
未
満

１

七
一
五
MHz
を
超
え
七
一
八
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用

す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に

お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
三
二
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

一
、
四
七
五
・
九
MHz
以
上
一
、
五

一
〇
・
九
MHz
以
下

任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）

五
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

２

１
に
掲
げ
る
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
任
意
の
一
〇
〇
kHz

の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
三
六
デ
シ
ベ
ル
以
下

の
値

一
、
八
四
五
MHz
以
上
一
、
八
八
〇

MHz
以
下

任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）

五
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

七
七
三
MHz
以
上
八
〇
三
MHz
以
下

１

七
一
五
MHz
を
超
え
七
一
八
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用

す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に

お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
五
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

一
、
九
一
〇
・
〇
MHz
以
上
一
、
九

一
五
・
七
MHz
以
下

任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）

二
五
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

２

１
に
掲
げ
る
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
任
意
の
一
、
〇
〇

〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
三
六
デ
シ
ベ
ル

以
下
の
値

二
、
〇
一
〇
MHz
以
上
二
、
〇
二
五

MHz
以
下

任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）

五
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

八
六
〇
MHz
以
上
八
九
〇
MHz
以
下

任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）

五
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

二
、
一
一
〇
MHz
以
上
二
、
一
七
〇

MHz
以
下

任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）

五
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

九
四
五
MHz
以
上
九
六
〇
MHz
以
下

１

七
一
五
MHz
を
超
え
七
一
八
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用

す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に

お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
五
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

注

九
kHz
以
上
八
六
〇
MHz
未
満
、
八
九
〇
MHz
を
超
え
一
、
四
七
五
・
九
MHz
未
満
、
一
、
五
一
〇
・
九
MHz
を
超

え
一
、
八
四
五
MHz
未
満
、
一
、
八
八
〇
MHz
を
超
え
一
、
八
八
四
・
五
MHz
未
満
、
一
、
九
一
五
・
七
MHz
を
超

え
二
、
〇
一
〇
MHz
未
満
、
二
、
〇
二
五
MHz
を
超
え
二
、一
一
〇
MHz
未
満
及
び
二
、一
七
〇
MHz
を
超
え
一
二
・

七
五
GHz
未
満
の
周
波
数
帯
に
つ
い
て
は
、
送
信
周
波
数
帯
域
の
中
心
周
波
数
か
ら
十
二
・
五
MHz
以
上
と
な

る
周
波
数
帯
に
限
り
、
こ
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
不
要
発
射
の
強
度
の
許
容
値
を
適
用
す
る
。

２

１
に
掲
げ
る
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
任
意
の
一
、
〇
〇

〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
三
六
デ
シ
ベ
ル

以
下
の
値

一
、
〇
〇
〇
MHz
以
上
一
二
・
七
五

GHz
未
満
（
一
、
四
七
五
・
九
MHz
以

上
一
、
五
一
〇
・
九
MHz
以
下
、一
、

八
〇
五
MHz
以
上
一
、
八
八
〇
MHz
以

下
、
一
、九
一
〇
・
〇
MHz
以
上
一
、

九
一
五
・
七
MHz
以
下
、
二
、
〇
一

任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）

三
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

〇
MHz
以
上
二
、
〇
二
五
MHz
以
下
、

二
、
一
一
〇
MHz
以
上
二
、
一
七
〇

MHz
以
下
を
除
く
。）
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一
、
四
七
五
・
九
MHz
以
上
一
、
五

一
〇
・
九
MHz
以
下

任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）

五
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

一
、
八
〇
五
MHz
以
上
一
、
八
四
五

MHz
未
満

１

七
一
五
MHz
を
超
え
七
一
八
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用

す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に

お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
五
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

２

１
に
掲
げ
る
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
任
意
の
一
、
〇
〇

〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
三
〇
デ
シ
ベ
ル

以
下
の
値

〇
MHz
以
上
二
、
〇
二
五
MHz
以
下
、

二
、
一
一
〇
MHz
以
上
二
、
一
七
〇

MHz
以
下
、
二
、三
三
〇
MHz
以
上
二
、

三
七
〇
MHz
以
下
、
三
、
四
〇
〇
MHz

以
上
三
、
五
七
四
・
七
MHz
以
下
、

三
、
五
九
〇
・
三
MHz
以
上
四
、
一

〇
〇
MHz
以
下
及
び
四
五
〇
〇
MHz
以

上
四
九
〇
〇
MHz
以
下
を
除
く
。）

一
、
八
四
五
MHz
以
上
一
、
八
八
〇

MHz
以
下

任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）

五
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

一
、
九
一
〇
・
〇
MHz
以
上
一
、
九

一
五
・
七
MHz
以
下

１

一
、
九
二
〇
MHz
を
超
え
一
、
九
八
〇
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電

波
を
使
用
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の

帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
二
五
デ
シ
ベ
ル
以
下
の

値
２

１
に
掲
げ
る
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
任
意
の
一
、
〇
〇

〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
三
〇
デ
シ
ベ
ル

以
下
の
値
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二
、
〇
一
〇
MHz
以
上
二
、
〇
二
五

MHz
以
下

任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）

五
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

二
、一
一
〇
MHz
以
上
二
、一
四
四
・

四
MHz
未
満

任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）

五
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

二
、
一
四
四
・
四
MHz
以
上
二
、
一

七
〇
MHz
以
下

１

七
一
五
MHz
を
超
え
七
一
八
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用

す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に

お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
三
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

２

１
に
掲
げ
る
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
任
意
の
一
、
〇
〇

〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
五
〇
デ
シ
ベ
ル

以
下
の
値

二
、
三
三
〇
MHz
以
上
二
、
三
七
〇

MHz
以
下

１

七
一
五
MHz
を
超
え
七
一
八
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用

す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に

お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
五
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

２

１
に
掲
げ
る
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
任
意
の
一
、
〇
〇

〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
三
〇
デ
シ
ベ
ル

以
下
の
値

三
、四
〇
〇
MHz
以
上
三
、五
七
四
・

七
MHz
以
下

１

七
一
五
MHz
を
超
え
七
一
八
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用

す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に

お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
五
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

２

１
に
掲
げ
る
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
任
意
の
一
、
〇
〇

〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
三
〇
デ
シ
ベ
ル

以
下
の
値

三
、
五
九
〇
・
三
MHz
以
上
四
、
一

〇
〇
MHz
以
下

１

七
一
五
MHz
を
超
え
七
一
八
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用

す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に

お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
五
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

２

１
に
掲
げ
る
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
任
意
の
一
、
〇
〇

〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
三
〇
デ
シ
ベ
ル

以
下
の
値
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四
、
五
〇
〇
MHz
以
上
四
、
九
〇
〇

MHz
以
下

１

七
一
五
MHz
を
超
え
七
一
八
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用

す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
任
意
の
一
、
〇
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に

お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
五
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値

２

１
に
掲
げ
る
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
任
意
の
一
、
〇
〇

〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
三
〇
デ
シ
ベ
ル

以
下
の
値

注

七
一
〇
MHz
を
超
え
七
七
〇
MHz
未
満
及
び
一
、
九
一
五
・
七
MHz
を
超
え
二
、
〇
一
〇
MHz
未
満
の
周
波
数
に

つ
い
て
は
、
一
八
〇
kHz
を
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
と
す
る
送
信
装
置
に
あ
っ
て
は
送
信
周
波
数
帯
域
の
中
心
周
波

数
か
ら
一
・
八
MHz
以
上
、
三
MHz
を
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
と
す
る
送
信
装
置
に
あ
っ
て
は
送
信
周
波
数
帯
域
の
中

心
周
波
数
か
ら
七
・
五
MHz
以
上
、
五
MHz
を
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
と
す
る
送
信
装
置
に
あ
っ
て
は
送
信
周
波
数
帯

域
の
中
心
周
波
数
か
ら
十
二
・
五
MHz
以
上
、
一
・
〇
八
MHz
を
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
と
す
る
送
信
装
置
に
あ
っ
て

は
、
送
信
周
波
数
帯
域
の
中
心
周
波
数
か
ら
七
・
五
MHz
以
上
と
な
る
周
波
数
帯
に
限
り
、
こ
の
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
不
要
発
射
の
強
度
の
許
容
値
を
適
用
す
る
。

﹇
二

略
﹈

﹇
二

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
変
更
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
下
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
変
更
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
下
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
変
更
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分

に
二
重
下
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

変

更

後

変

更

前

第
２
周
波
数
割
当
表

第
２
［
同
左
］

［
１
～
７
略
］

［
１
～
７
同
左
］

周
波
数
割
当
表

周
波
数
割
当
表

［
第
１
表
略
］

［
第
１
表
同
左
］

第
２
表
275M

H
z -10000M

H
z

第
２
表
275M

H
z -10000M

H
z

［
略
］

国
内
分
配
（
M
H
z ）


無
線
局
の
目
的


周
波
数
の
使
用
に
関
す
る
条
件


［
同
左
］

国
内
分
配
（
M
H
z ）


無
線
局
の
目
的


周
波
数
の
使
用
に
関
す
る
条
件



［
略
］

［
同
左
］

714-750
Ｊ
104Ａ

移
動

電
気
通
信
業
務
用
携
帯
無
線
通
信
用
と
し
、
割
当

て
は
別
表
10
２
に
よ
る
。

714-750
［
同
左
］

［
同
左
］

［
同
左
］

［
略
］

［
同
左
］
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〇
総
務
省
告
示
第
三
百
六
十
三
号

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
周
波
数
割
当
計
画
（
令
和
六
年
総
務
省
告
示
第
四
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之





770-806
Ｊ104Ｂ

移動 電気通信業務用
一般業務用

電気通信業務用での使用は
携帯無線通信用とし、割当
ては別表10２による。

770-806 ［同左］ ［同左］ ［同左］

［略］ ［同左］

895-900
Ｊ77

移動 Ｊ106 電気通信業務用
一般業務用

高度ＭＣＡ陸上移動通信用
とし、940-945MHz帯と対
の二周波方式に限る。

［同左］ ［同左］ 一般業務用 ［同左］

［略］ ［同左］

940-945
Ｊ77

移動 Ｊ106 電気通信業務用
一般業務用

高度ＭＣＡ陸上移動通信用
とし、895-900MHz帯と対
の二周波方式に限る。

［同左］ ［同左］ 一般業務用 ［同左］

［略］ ［同左］

［第３表 略］ ［第３表 同左］
国内周波数分配の脚注 国内周波数分配の脚注
［Ｊ１～Ｊ104 略］ ［Ｊ１～Ｊ104 同左］
Ｊ104Ａ


［新設］
715-718MHzの周波数帯は、二次業務で陸上移動業務に密接な関係を有する移動衛星業務（地

球から宇宙）にも使用することができる。ただし、無線通信規則に定める周波数分配表に従って

運用する局に対して有害な混信を生じさせてはならず、これらの局からの保護を要求してはなら

ない。

Ｊ104Ｂ


［新設］
770-773MHzの周波数帯は、二次業務で陸上移動業務に密接な関係を有する移動衛星業務（宇

宙から地球）にも使用することができる。ただし、無線通信規則に定める周波数分配表に従って

運用する局に対して有害な混信を生じさせてはならず、これらの局からの保護を要求してはなら

ない。

［Ｊ105～Ｊ310 略］ ［Ｊ105～Ｊ310 同左］
Ｊ311 Ｊ311
472-492GHzの周波数帯は、405-425GHzの周波数帯で運用する放送衛星業務のフィーダリ

ンクに使用するため、周波数の割当てを保留する。ただし、482-487GHzの周波数帯は、放送


衛星業務のフィーダリンクに有害な混信を生じさせないこと及び放送衛星業務のフィーダリンク

からの有害な混信に対して保護を要求しないことを条件に、放送衛星業務のフィーダリンク以外

の固定衛星業務の局にも使用することができる。


472-492GHzの周波数帯は、405-425GHzの周波数帯で運用する放送衛星業務のフィーダリ
ンクに使用するため、周波数の割当てを保留する。



［Ｊ312～Ｊ337 略］ ［Ｊ312～Ｊ337 同左］
［別表１１～11３ 略］ ［別表１１～11３ 同左］
［国際周波数分配の脚注 略］ ［国際周波数分配の脚注 同左］

備 考 表 中 の ﹇ ﹈ の 記 載 及 び 対 象 規 定 の 二 重 下 線 を 付 し た 標 記 部 分 を 除 く 全 体 に 付 し た 下 線 は 注 記 で あ る 。

令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






船
舶
と
港
長
と
の
間
の
無
線
通
信
に
よ
る
連
絡
に
関
す
る
告
示
及
び
港
則
法
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
指
示
の
方
法
等
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
船
舶
と
港
長
と
の
間
の
無
線
通
信
に
よ
る
連
絡
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
）

第
一
条

船
舶
と
港
長
と
の
間
の
無
線
通
信
に
よ
る
連
絡
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
四
十
四
年
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

別
表

別
表

港
名

海
岸
局

の
名
称

呼

出

名

称

呼
出
応

答
チ
ャ

ン
ネ
ル

通
信
チ

ャ
ン
ネ

ル

執
務

時
間

連
絡
先

備

考

港
名

海
岸
局

の
名
称

呼

出

名

称

呼
出
応

答
チ
ャ

ン
ネ
ル

通
信
チ

ャ
ン
ネ

ル

執
務

時
間

連
絡
先

備

考

（
略
）
（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
（
略
）
（
略
）

（
略
）

（
略
）
（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
（
略
）
（
略
）

（
略
）

関
門

門
司

も
じ
ほ
あ
ん

一
六

一
二

常
時

門
司
海
上

保
安
部

関
門
港（
響
航
路
、

戸
畑
航
路
、
若
松

航
路
、
奥
洞
海
航

路
、
安
瀬
航
路
、

若
松
区
及
び
響
新

港
区
を
除
く
。）に

関
す
る
こ
と
（
管

制
通
報
に
関
す
る

こ
と
を
除
く
。）。

関
門

門
司

も
じ
ほ
あ
ん

一
六

一
二

常
時

門
司
海
上

保
安
部

関
門
港（
響
航
路
、

戸
畑
航
路
、
若
松

航
路
、
奥
洞
海
航

路
、
安
瀬
航
路
、

若
松
区
及
び
響
新

港
区
を
除
く
。）に

関
す
る
こ
と
（
関

門
海
峡
海
上
交
通

セ
ン
タ
ー
の
項
備

考
欄
に
掲
げ
る
事

項
を
除
く
。）。

（
Ｍ
Ｏ
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ｏ
Ａ

Ｓ
Ｔ

Ｇ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｄ

Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
）

（
Ｍ
Ｏ
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ｏ
Ａ

Ｓ
Ｔ

Ｇ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｄ

Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
）

若
松
海
上

保
安
部

関
門
港
響
航
路
、

戸
畑
航
路
、
若
松

航
路
、
奥
洞
海
航

路
、
安
瀬
航
路
、

若
松
区
及
び
響
新

港
区
に
関
す
る
こ

と
（
管
制
通
報
に

関
す
る
こ
と
を
除

く
。）。

若
松
海
上

保
安
部
航

行
安
全
課

関
門
港
響
航
路
、

戸
畑
航
路
、
若
松

航
路
、
奥
洞
海
航

路
、
安
瀬
航
路
、

若
松
区
及
び
響
新

港
区
に
関
す
る
こ

と
（
若
松
港
内
交

通
管
制
室
の
項
備

考
欄
に
掲
げ
る
事

項
を
除
く
。）。

関
門
マ

ー
チ
ス

か
ん
も
ん
マ
ー
チ
ス

（
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ｏ
Ｎ

Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
）

一
三

一
六

一
二

一
三

一
四

六
六

常
時

関
門
海
峡

海
上
交
通

セ
ン
タ
ー

関
門
港
早
鞆
瀬
戸

水
路
、若
松
水
路
、

奥
洞
海
航
路
及
び

若
松
区
（
第
五
区

関
門
マ

ー
チ
ス

か
ん
も
ん
マ
ー
チ
ス

一
三

一
三

常
時

関
門
海
峡

海
上
交
通

セ
ン
タ
ー

関
門
港
早
鞆
瀬
戸

水
路
に
係
る
管
制

通
報
に
関
す
る
こ

と
。

（
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ｏ
Ｎ

Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
）

一
六

一
四

六
六

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
三
十
二
号

港
則
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
運
輸
省
令
第
二
十
九
号
）
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
舶
と
港
長
と
の
間
の
無
線
通
信
に
よ
る
連
絡
に
関
す
る
告
示
並
び
に
港
則
法
施
行
規
則
第
八
条
の
二
及
び
第
二
十
条
の
五
の
規
定
に
基

づ
き
、
港
則
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
第
十
四
条
及
び
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
港
則
法
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
指
示
の
方
法
等
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ

う
に
定
め
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

海
上
保
安
庁
長
官

宮
澤

康
一





牧
山

わ
か
ま
つ
こ
う
な
い
ほ

あ
ん

一
六

一
二

常
時

若
松
海
上

保
安
部
港

内
交
通
管

制
室

関
門
港
若
松
水

路
、
奥
洞
海
航
路

及
び
若
松
区
（
第

五
区
及
び
第
六
区

を
除
く
。）に
係
る

管
制
通
報
に
関
す

る
こ
と
。

（
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ

Ｕ

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｏ
Ｒ

Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｇ
Ｕ
Ａ

Ｒ
Ｄ

Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
）

一
四

六
六

（
略
）
（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
（
略
）
（
略
）

（
略
）

（
略
）
（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
（
略
）
（
略
）

（
略
）

及
び
第
六
区
を
除

く
。）に
関
す
る
こ

と
（
管
制
通
報
に

関
す
る
こ
と
に
限

る
。）。

（
港
則
法
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
指
示
の
方
法
等
を
定
め
る
告
示
の
一
部
改
正
）

第
二
条

港
則
法
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
指
示
の
方
法
等
を
定
め
る
告
示
（
平
成
二
十
二
年
海
上
保
安
庁
告
示
第
百
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

１

港
則
法
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
指
示
の
方
法
及
び
同
規
則
第
二
十
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
勧

告
の
方
法
は
、
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
別
表
に
掲
げ
る
方
法
及
び
海
上
保
安
庁
の
船
舶
か
ら
の
呼
び
か
け

そ
の
他
の
適
切
な
方
法
と
す
る
。

１

港
則
法
施
行
規
則
第
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
指
示
の
方
法
及
び
同
規
則
第
二
十
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
勧

告
の
方
法
は
、
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
航
路
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
方
法
（
関
門
港
に
あ
っ
て
は
指
示
の
方
法
に
限
る
。）及
び
海
上
保
安
庁
の
船
舶
か
ら
の
呼
び
か
け
そ
の
他

の
適
切
な
方
法
と
す
る
。

別
表

別
表

航

路

方

法

航

路

方

法

仙
台
塩

港
航
路

一

Ｖ
Ｈ
Ｆ
無
線
電
話

仙
台
塩

港
航
路

一

Ｖ
Ｈ
Ｆ
無
線
電
話

イ

呼
出
名
称

し
お
が
ま
ほ
あ
ん

イ

呼
出
名
称

し
お
が
ま
ほ
あ
ん

ロ

周
波
数

ロ

周
波
数

呼
出
し
及
び
応
答
用

一
五
六
・
八
〇
MHz
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
一
六
）

呼
出
し
及
び
応
答
用

一
五
六
・
八
〇
MHz
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
一
六
）

通
信
用

一
五
六
・
六
〇
MHz
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
一
二
）

通
信
用

一
五
六
・
六
〇
MHz
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
一
二
）

ハ

使
用
言
語

日
本
語
又
は
英
語

ハ

使
用
言
語

日
本
語
又
は
英
語

二

電
話

二

電
話

〇
二
二

三
六
五

九
七
七
〇

〇
二
二

三
六
五

九
七
七
〇

関
門
港

若
松
航
路

一

Ｖ
Ｈ
Ｆ
無
線
電
話

奥
洞
海
航
路

イ

呼
出
名
称

わ
か
ま
つ
こ
う
な
い
ほ
あ
ん

ロ

周
波
数

呼
出
し
及
び
応
答
用

一
五
六
・
八
〇
MHz
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
一
六
）

通
信
用

一
五
六
・
六
〇
MHz
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
一
二
）

ハ

使
用
言
語

日
本
語
又
は
英
語

二

電
話

〇
九
三

八
七
一

二
四
八
二

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



関
門
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
が
運
用
す
る
門
司
船
舶
通
航
信
号
所
及
び
同
セ
ン
タ
ー
が
行
う
情
報
の
提
供
等
の
方
法
に
関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

関
門
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
が
運
用
す
る
門
司
船
舶
通
航
信
号
所
及
び
同
セ
ン
タ
ー
が
行
う
情
報
の
提
供
等
の
方
法
に
関
す
る
告
示
（
平
成
二
十
二
年
海
上
保
安
庁
告
示
第
百
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し

て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
欄
前
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応

す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。改

正

後

改

正

前

（
用
語
の
定
義
）

（
用
語
の
定
義
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

航
路

規
則
別
表
第
二
に
掲
げ
る
航
路
の
う
ち
関
門
航
路
、
関
門
第
二
航
路
、
砂
津
航
路
、
戸
畑
航
路
、

若
松
航
路
、
奥
洞
海
航
路
及
び
安
瀬
航
路
を
い
う
。

三

航
路

規
則
別
表
第
二
に
掲
げ
る
航
路
の
う
ち
関
門
航
路
、
関
門
第
二
航
路
、
砂
津
航
路
、
戸
畑
航
路
、

若
松
航
路
及
び
安
瀬
航
路
を
い
う
。

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

（
情
報
の
提
供
）

（
情
報
の
提
供
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

一

（
略
）

一

（
略
）

二

内
容

二

内
容

イ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
場
合

イ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
場
合

総
ト
ン
数
一
万
ト
ン
（
油
送
船
に
あ
っ
て
は
、
三
千
ト
ン
）
以
上
の
船
舶
の
航
路
（
若
松
水
路
（
規

則
第
四
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
若
松
水
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
奥
洞
海
航
路
を
除
く
。）入
航

予
定
時
刻
、
船
名
、
総
ト
ン
数
等
並
び
に
若
松
水
路
、
奥
洞
海
航
路
及
び
若
松
区
（
規
則
別
表
第
一
に

掲
げ
る
関
門
港
の
若
松
区
（
第
五
区
及
び
第
六
区
を
除
く
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
航
行
し
よ
う
と

す
る
船
舶
に
あ
っ
て
は
、
総
ト
ン
数
三
〇
〇
ト
ン
以
上
の
船
舶
の
入
出
航
予
定
時
刻
、
船
名
、
総
ト
ン

数
等

総
ト
ン
数
一
万
ト
ン
（
油
送
船
に
あ
っ
て
は
、
三
千
ト
ン
）以
上
の
船
舶
の
航
路（
若
松
航
路
に
あ
っ

て
は
関
門
海
域
（
本
山
岬
か
ら
百
八
十
度
一
万
四
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点

か
ら
二
百
七
十
度
に
陸
岸
ま
で
引
い
た
線
、
妙
見
埼
か
ら
女
島
西
端
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
蓋

井
島
泉
水
ノ
鼻
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
観
音
埼
ま
で
引
い
た
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海

域
の
う
ち
、
若
松
港
口
信
号
所
か
ら
百
三
十
八
度
に
陸
岸
ま
で
引
い
た
線
、
修
多
羅
三
角
点
（
北
緯
三

十
三
度
五
十
四
分
五
十
五
秒
東
経
百
三
十
度
四
十
七
分
五
十
四
秒
）
か
ら
三
百
十
七
度
三
十
分
二
千
八

百
四
十
メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
六
十
二
度
に
陸
岸
ま
で
引
い
た
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
域
を

除
く
海
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
含
ま
れ
る
部
分
に
限
る
。）入
航
予
定
時
刻
、
船
名
、
総
ト
ン
数
等

若
松
水
路
、
奥
洞
海
航
路
及
び
若
松
区
に
お
け
る
港
内
信
号
（
規
則
別
表
第
四
に
定
め
る
信
号
を
い

う
。）の
現
状

（
新
設
）

関
門
海
域
（
本
山
岬
か
ら
百
八
十
度
一
万
四
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か

ら
二
百
七
十
度
に
陸
岸
ま
で
引
い
た
線
、
妙
見
埼
か
ら
女
島
西
端
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
蓋
井

島
泉
水
ノ
鼻
ま
で
引
い
た
線
、同
地
点
か
ら
観
音
埼
ま
で
引
い
た
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
域
。

以
下
同
じ
。）に
お
け
る
船
舶
の
交
通
の
制
限
又
は
禁
止
の
状
況

関
門
海
域
に
お
け
る
船
舶
の
交
通
の
制
限
又
は
禁
止
の
状
況

〜

（
略
）

〜

（
略
）

部
埼
に
お
け
る
風
向
、
風
速
及
び
気
圧
並
び
に
台
場
鼻
及
び
牧
山
に
お
け
る
風
向
及
び
風
速

部
埼
に
お
け
る
風
向
、
風
速
及
び
気
圧
並
び
に
台
場
鼻
に
お
け
る
風
向
及
び
風
速

〜

（
略
）

〜

（
略
）

ロ

船
舶
自
動
識
別
装
置
に
よ
る
場
合

ロ

船
舶
自
動
識
別
装
置
に
よ
る
場
合

イ
（

、

、

及
び

を
除
く
。）に
掲
げ
る
事
項

イ
（

、

及
び

を
除
く
。）に
掲
げ
る
事
項

航
路
（
若
松
航
路
（
関
門
港
の
区
域
（
規
則
別
表
第
五
に
掲
げ
る
関
門
港
の
特
定
港
内
の
区
域
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）を
除
く
。）及
び
奥
洞
海
航
路
を
除
く
。）及
び
そ
の
付
近
の
海
域
に
お
け
る
漁
ろ
う
に

従
事
し
て
い
る
船
舶
の
集
中
の
状
況

航
路
（
若
松
航
路
に
あ
っ
て
は
、
関
門
海
域
に
含
ま
れ
る
部
分
に
限
る
。）及
び
そ
の
付
近
の
海
域
に

お
け
る
漁
ろ
う
に
従
事
し
て
い
る
船
舶
の
集
中
の
状
況

（
略
）

（
略
）

三

（
略
）

三

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
三
十
三
号

航
路
標
識
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
十
四
条
並
び
に
港
則
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
運
輸
省
令
第
二
十
九
号
）
第
八
条
の
二
、
第
二
十
条
の
三
第
二
項
及
び
第
二
十
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
海
上
保
安
庁
組
織

規
則
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
四
号
）
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
関
門
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
が
運
用
す
る
門
司
船
舶
通
航
信
号
所
及
び
同
セ
ン
タ
ー
が
行
う
情
報
の
提
供
等
の
方
法
に
関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を

次
の
よ
う
に
定
め
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

海
上
保
安
庁
長
官

宮
澤

康
一





２

（
略
）

２

（
略
）

一

（
略
）

一

（
略
）

二

内
容

二

内
容

イ

Ｖ
Ｈ
Ｆ
無
線
電
話
に
よ
る
場
合

イ

Ｖ
Ｈ
Ｆ
無
線
電
話
に
よ
る
場
合

信
号
所
以
東
で
あ
っ
て
信
号
所
か
ら
約
十
二
海
里
以
内
の
海
域
及
び
信
号
所
以
西
で
あ
っ
て
信
号
所

か
ら
約
十
一
海
里
以
内
の
海
域
の
う
ち
、
主
と
し
て
航
路
（
若
松
航
路
（
関
門
港
の
区
域
を
除
く
。）及

び
奥
洞
海
航
路
を
除
く
。）及
び
航
路
（
若
松
航
路
（
関
門
港
の
区
域
を
除
く
。）及
び
奥
洞
海
航
路
を
除

く
。）に
至
る
主
要
通
航
路
並
び
に
そ
の
周
辺
海
域
（
以
下
「
情
報
提
供
可
能
海
域
」
と
い
う
。）に
あ
る

準
特
定
船
舶
に
対
す
る
規
則
第
二
十
条
の
三
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
準
ず
る
事
項

信
号
所
以
東
で
あ
っ
て
信
号
所
か
ら
約
十
二
海
里
以
内
の
海
域
及
び
信
号
所
以
西
で
あ
っ
て
信
号
所

か
ら
約
十
一
海
里
以
内
の
海
域
の
う
ち
、
主
と
し
て
航
路
及
び
航
路
に
至
る
主
要
通
航
路
並
び
に
そ
の

周
辺
海
域
（
以
下
「
情
報
提
供
可
能
海
域
」
と
い
う
。）に
あ
る
準
特
定
船
舶
に
対
す
る
規
則
第
二
十
条

の
三
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
準
ず
る
事
項

・

（
略
）

・

（
略
）

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

三

（
略
）

三

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

別
表
（
第
七
条
関
係
）

別
表
（
第
七
条
関
係
）

方

法

方

法

の

詳

細

使
用
言
語

実
施
時
期

方

法

方

法

の

詳

細

使
用
言
語

実
施
時
期

Ｖ
Ｈ
Ｆ
無
線
電

話

一

呼
出
し
及
び
応
答
用

日
本
語
又
は
英
語

適
時

Ｖ
Ｈ
Ｆ
無
線
電

話

一

呼
出
し
及
び
応
答
用

日
本
語
又
は
英
語

適
時

Ｆ
三
Ｅ

一
五
六
・
八
〇
MHz
（
チ
ャ
ン
ネ

ル
一
六
）

一
〇
Ｗ

Ｆ
三
Ｅ

一
五
六
・
八
〇
MHz
（
チ
ャ
ン
ネ

ル
一
六
）

一
〇
Ｗ

二

呼
出
し
及
び
通
信
用

二

呼
出
し
及
び
通
信
用

Ｆ
三
Ｅ

一
五
六
・
六
五
MHz
（
チ
ャ
ン
ネ

ル
一
三
）

一
〇
Ｗ

Ｆ
三
Ｅ

一
五
六
・
六
五
MHz
（
チ
ャ
ン
ネ

ル
一
三
）

一
〇
Ｗ

三

通
信
用

三

通
信
用

Ｆ
三
Ｅ

一
五
六
・
六
〇
MHz
（
チ
ャ
ン
ネ

ル
一
二
）

一
〇
Ｗ

Ｆ
三
Ｅ

一
五
六
・
七
〇
MHz
（
チ
ャ
ン
ネ

ル
一
四
）

一
〇
Ｗ

Ｆ
三
Ｅ

一
五
六
・
七
〇
MHz
（
チ
ャ
ン
ネ

ル
一
四
）

一
〇
Ｗ

Ｆ
三
Ｅ

一
六
〇
・
九
二
五
MHz
（
チ
ャ
ン

ネ
ル
六
六
）

一
〇
Ｗ

Ｆ
三
Ｅ

一
六
〇
・
九
二
五
MHz
（
チ
ャ
ン

ネ
ル
六
六
）

一
〇
Ｗ

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

電
話

〇
九
三

三
七
二

〇
〇
九
九

日
本
語
又
は
英
語

適
時

電
話

〇
九
三

三
七
二

〇
〇
九
九

日
本
語
又
は
英
語

適
時

〇
九
三

三
七
二

〇
〇
九
〇

〇
九
三

三
七
二

〇
〇
九
〇

〇
九
三

三
八
一

六
八
一
一

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



そ

の

他

告

示

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
自
由
民
主
党

愛
知
県
衆
議

院
比
例
区
第

三
支
部

中
川

貴
元

島

忠
雄

愛
知
県
名
古

屋
市
東
区
泉

二

一
一

七

衆
議
院
議
員

〇

八
、

四
、
二
〇

自
由
民
主
党

福
岡
県
衆
議

院
比
例
区
第

一
支
部

阿
部

弘
樹

原
﨑

智
仁

福
岡
県
福
津

市
西
福
間

二

一

八

衆
議
院
議
員

〇

八
、

五
、
一
五

中
道
改
革
連

合
衆
議
院
比

例
区
北
関
東

第
２
総
支
部

輿
水

恵
一

葛
西

正
矩

埼
玉
県
さ
い

た
ま
市
緑
区

美
園
四

一

三

五

衆
議
院
議
員

〇

八
、

二
、
一
六

中
道
改
革
連

合
衆
議
院
比

例
区
南
関
東

第
３
総
支
部

原
田

直
樹

服
部

正
利

東
京
都
葛
飾

区
高
砂
五

三
九

一

衆
議
院
議
員

〇

八
、

四
、
二
七

日
本
維
新
の

会
衆
議
院
中

国
ブ
ロ
ッ
ク

第
１
選
挙
区

支
部

喜
多

義
典

喜
多

義
典

岡
山
県
倉
敷

市
玉
島
阿
賀

崎
一

六

一
四

衆
議
院
議
員

〇

八
、

七
、
一
〇

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
二
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

政
治
団
体
の

名
称

代
表
者

の
氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

公
職
の
候
補
者
の
氏
名
及
び

公
職
の
種
類
（
第
二
号
）

届
出
年
月
日

（
令
和
）

草
春
会

持

益
美

柳
下

恵

埼
玉
県
草
加
市

谷
塚
町
五
九
二

青
島

健
太
、
参
議
院
議
員

八
、

五
、
一
八

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
三
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

政
治
団
体

の
名
称

代
表
者

の
氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

主
宰
す
る
衆
議

院
議
員
又
は
参

議
院
議
員
の
氏

名
及
び
公
職
の

種
類（
第
三
号
）

主
要
な
構
成
員

で
あ
る
衆
議
院

議
員
又
は
参
議

院
議
員
の
氏
名

及
び
公
職
の
種

類
（
第
三
号
）

届
出
年
月
日

（
令
和
）

ひ
ろ
ゆ

き
＆
い
ず

み
新
党

（
仮
）

西
村

博
之

泉

房
穂

東
京
都
文
京

区
水
道
二

三

一
七

泉

房
穂
、

参
議
院
議
員

八
、

七
、
二
七

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

政
治
団
体

の
名
称

代
表
者

の
氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

公
職
の
種
類

（
第
一
号
）

公
職
の
候
補
者
の

氏
名
及
び
公
職
の

種
類
（
第
二
号
）

届
出
年
月
日

（
令
和
）

伊
藤
さ
と

し
政
策
共

著
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー

ム

伊
藤

聡

西
郷
ち
さ
子

神
奈
川
県
横

浜
市
中
区
不

老
町
一

二

七

衆
議
院
議
員

伊
藤

聡
、
衆

議
院
議
員

八
、

五
、
一
九

小
野
田
紀

美
政
経

フ
ォ
ー
ラ

ム

小
野
田
紀
美

石
原

千
絵

岡
山
県
岡
山

市
北
区
西
古

松
二

二

二
七

参
議
院
議
員

小
野
田
紀
美
、
参

議
院
議
員

八
、

五
、
一
五

喜
多
義
典

後
援
会

喜
多

義
典

喜
多

義
典

東
京
都
千
代

田
区
永
田
町

二

一

二

衆
議
院
議
員

喜
多

義
典
、
衆

議
院
議
員

八
、

六
、
一
七

志
正
会

小
池

正
昭

衛
藤

孝

千
葉
県
成
田

市
東
町
一
五

五

三

衆
議
院
議
員

小
池

正
昭
、
衆

議
院
議
員

七
、

七
、

一

高
見
後
援

会

髙
見

亮

髙
見

亮

大
阪
府
大
阪

市
東
住
吉
区

北
田
辺
二

四

一

衆
議
院
議
員

髙
見

亮
、
衆

議
院
議
員

八
、

五
、
二
五

汀
風
会

村
木

汀

大
田

晶
子

東
京
都
千
代

田
区
永
田
町

二

二

一

衆
議
院
議
員

村
木

汀
、
衆

議
院
議
員

八
、

五
、
一
三

山
本
し
ん

を
育
て
る

会

山
本

深

山
中

博
貴

東
京
都
千
代

田
区
永
田
町

二

二

一

衆
議
院
議
員

山
本

深
、
衆

議
院
議
員

八
、

五
、
一
一

涼
風
会

文
月

涼

諏
訪

光
二

神
奈
川
県
逗

子
市
新
宿

一

六

三

六

衆
議
院
議
員

文
月

涼
、
衆

議
院
議
員

八
、

六
、
二
二

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
六
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
六
条
第
一
項
（
法
第
六
条
の

三
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、

法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之

政
党
の
支
部

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
と
み
な
さ
れ
る
政
党
の
支
部

政
治
団
体

の
名
称

代
表
者

の
氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

公
職
の
種
類

（
第
一
号
）

一
以
上
の
市
町

村
等
の
区
域
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
る
支
部

届
出
年
月
日

（
令
和
）

自
由
民
主
党

神
奈
川
県
衆

議
院
比
例
区

第
一
支
部

伊
藤

聡

西
郷
ち
さ
子

神
奈
川
県
横

浜
市
中
区
不

老
町
一

二

七

衆
議
院
議
員

〇

八
、

五
、
二
〇

自
由
民
主
党

神
奈
川
県
衆

議
院
比
例
区

第
二
支
部

文
月

涼

諏
訪

光
二

神
奈
川
県
逗

子
市
新
宿

一

六

三

六

衆
議
院
議
員

〇

八
、

六
、
一
八

自
由
民
主
党

福
井
県
衆
議

院
比
例
区
第

一
支
部

今

洋
佑

岡
本

隆
司

福
井
県
敦
賀

市
中
央
町

二

六

一

六

衆
議
院
議
員

〇

八
、

六
、
一
一

自
由
民
主
党

岐
阜
県
衆
議

院
比
例
区
第

一
支
部

斉
藤

里
恵

齊
藤

啓
子

岐
阜
県
岐
阜

市
江
添
三

七

二
六

衆
議
院
議
員

〇

八
、

六
、
二
三

自
由
民
主
党

静
岡
県
衆
議

院
比
例
区
第

一
支
部

長
田
紘
一
郎

加
藤

慧

静
岡
県
静
岡

市
葵
区
追
手

町
二

一
二

衆
議
院
議
員

〇

八
、

七
、
二
四

自
由
民
主
党

愛
知
県
衆
議

院
比
例
区
第

一
支
部

山
本

左
近

森

み
の
り

愛
知
県
豊
橋

市
八
町
通

一

一
四

一

衆
議
院
議
員

〇

八
、

四
、
二
八





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者

の
氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

（
令
和
）

赤
間
二
郎
を
囲
む
公
認

会
計
士
の
会

松
本

次
夫

佐
藤

敏
郎

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
太
田
町
二

二
三

八
、

四
、
二
〇

一
攻
翼
賛
会

山
﨑

凌
雅

山
道

龍
哉

兵
庫
県
加
古
川
市
志
方
町
原
九
二
一

八
、

七
、
一
四

エ
ア
ラ
イ
ン
平
和
党

今
井

善
史

今
井

優
和

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
領
家

五

四

五

八
、

五
、
二
〇

岸
田
文
雄
合
体
標
語
後

援
会

門
田

正
則

泉

律
子

千
葉
県
船
橋
市
緑
台
一

四

七

八
、

六
、
二
九

郷
学
研
究
会

田
中

秀
樹

田
中

秀
樹

福
岡
県
北
九
州
市
八
幡
東
区
清
田

二

一
五

一
八

八
、

六
、

二

く
に
ま
も
り
会

藤
田

澄
子

藤
田

澄
子

東
京
都
板
橋
区
舟
渡
二

二
二

一

五

八
、

七
、

三

玄
洋
舎
黒
竜
会

工
藤

義
雄

工
藤

義
雄

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
新
高
一

一

三

二
四

八
、

六
、
一
〇

効
率
党

木
村

元
基

木
村

元
基

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
浜
辺
通
三

一

五
二

八
、

六
、

五

こ
ど
も
え
が
お
会

倉
上

裕
也

倉
上
み
ど
り

兵
庫
県
西
宮
市
津
田
町
二

七

八
、

四
、
一
六

桜
井
崇
後
援
会

桜
井

崇

桜
井

浩
子

千
葉
県
千
葉
市
花
見
川
区
幕
張
本
郷

二

七

四

八
、

五
、
一
四

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
未
来
創
成

会
議

鈴
木

伸
典

鈴
木

伸
典

東
京
都
渋
谷
区
代
官
山
町
八

七

八
、

七
、
一
六

自
由
と
調
和

宮
嶋

謙

宮
嶋

謙

茨
城
県
つ
く
ば
市
竹
園
二

四

一

〇

八
、

七
、
一
六

食
と
笑
顔
を
つ
な
ぐ
会

沼
田

修
一

山
田

剛
司

東
京
都
武
蔵
野
市
西
久
保
一

六

一
四

八
、

六
、
二
九

鈴
木
馨
祐
を
囲
む
公
認

会
計
士
の
会

手
塚

正
彦

稲
垣

正
人

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
太
田
町
二

二
三

八
、

四
、
二
〇

政
治
結
社
志
誠
義
塾

陰
山

佳
則

戎
本

幸
代

兵
庫
県
加
古
川
市
志
方
町
志
方
町
六

五
六

八
、

三
、
二
五

創
生
党

宮
澤

博
行

宮
澤

博
行

東
京
都
板
橋
区
成
増
三

一
四

七

八
、

六
、

一

中
く
ら
い
の
政
府

海
老
原
嗣
生

海
老
原
嗣
生

東
京
都
港
区
高
輪
二

一
二

四
四

八
、

七
、
二
七

日
本
幸
正
塾

犬
丸

正
彦

犬
丸

正
彦

福
岡
県
八
女
市
岩
崎
二
五
三

一
二

八
、

六
、
一
〇

日
本
さ
ざ
れ
石
の
会

古
川

圭
吾

古
川

圭
吾

東
京
都
豊
島
区
池
袋
二

一
七

八

八
、

七
、
二
二

日
本
人
党

古
荘

真

古
荘

真

大
阪
府
河
内
長
野
市
楠
ケ
丘
三
四

二
四

八
、

五
、
一
二

日
本
誠
真
会
関
西
支
部

太
田

勝
規

太
田

勝
規

大
阪
府
大
阪
市
北
区
国
分
寺
二

三

二
〇

八
、

七
、

六

本
気
塾

田
中
裕
一
郎

井
川

喜
智

大
阪
府
大
阪
市
北
区
豊
崎
四

一

一
七

八
、

六
、

五

三
原
じ
ゅ
ん
子
を
囲
む

公
認
会
計
士
の
会

髙
野
伊
久
男

小
形

剛
央

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
太
田
町
二

二
三

八
、

四
、
二
〇

み
ら
い
経
世
研
究
会

東
野

公
俊

東
野

公
俊

千
葉
県
流
山
市
三
輪
野
山
三

一

二

八
、

六
、
三
〇

み
ら
い
実
現
党

丸
吉

孝
文

丸
吉

孝
文

大
阪
府
松
原
市
高
見
の
里
四

五

二
七

八
、

六
、

五

無
所
属

桜
井

崇

桜
井

浩
子

千
葉
県
千
葉
市
花
見
川
区
幕
張
本
郷

二

七

四

八
、

五
、
一
四

大
和
学
舎

鶴
屋

真
一

鶴
屋

真
一

千
葉
県
市
原
市
八
幡
石
塚
二

二

一
〇

七
、

七
、

一

備
考

従
来
、
小
野
田
紀
美
政
経
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
に
、
高
見
後
援
会
及
び
日
本
人
党
は
大
阪

府
選
挙
管
理
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
届
出
が
さ
れ
て
い
た
が
、
総
務
大
臣
に
届
出
す
べ
き
政
治
団
体
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。

自
由
民
主
党

東
京
都
参
議

院
比
例
区
第

五
十
支
部

山
田

太
郎

会
計
責
任
者
の

氏
名

山
田

太
郎

荒
井

理
沙

八
、

六
、
二
五

中
道
改
革
連

合
衆
議
院
比

例
区
東
北
第

２
総
支
部

有
田

芳
生

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

青
森
県
弘
前
市
大
字

代
官
町
一
〇
七

一

青
森
県
弘
前
市
外
崎

三

二

一

八
、

六
、

一

中
道
改
革
連

合
衆
議
院
比

例
区
北
関
東

第
２
総
支
部

輿
水

恵
一

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

茨
城
県
水
戸
市
石
川

二

四
二
六
九

三

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

緑
区
美
園
四

一

三

五

八
、

七
、
一
〇

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
六
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公

表
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之

政
党
の
支
部

政
治
団
体

の
名
称

代
表
者

の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

（
令
和
）

参
政
党
徳
島

県
支
部
連
合

会

友
竹

正
洋

会
計
責
任
者
の

氏
名

西
谷

文
裕

廣
瀬

芳
枝

八
、

六
、
二
四

社
会
民
主
党

北
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
協
議

会

盛
本

芳
久

会
計
責
任
者
の

氏
名

吉
田

裕
史

清
水

文
雄

八
、

六
、
二
八

社
会
民
主
党

近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会

梶
川
美
佐
男

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

京
都
府
京
都
市
下
京

区
松
原
通
新
町
東
入

中
野
之
町
一
八
五

滋
賀
県
大
津
市
湖
城

が
丘
四
二

一
二

八
、

五
、
二
三

会
計
責
任
者
の

氏
名

来
住

文
男

木
戸

進
次

自
由
民
主
党

新
潟
県
第
二

選
挙
区
支
部

国
定

勇
人

政
治
団
体
の
名

称

自
由
民
主
党
新
潟
県

第
二
選
挙
区
支
部

自
由
民
主
党
新
潟
県

衆
議
院
比
例
区
第
二

支
部

八
、

三
、
三
一

自
由
民
主
党

茨
城
県
衆
議

院
比
例
区
第

一
支
部

西
條

昌
良

会
計
責
任
者
の

氏
名

田
村

照
悟

卯
月

秀
一

八
、

七
、

一

自
由
民
主
党

岡
山
県
衆
議

院
比
例
区
第

一
支
部

阿
部

俊
子

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

岡
山
県
岡
山
市
北
区

津
島
笹
が
瀬
五

二

一

岡
山
県
津
山
市
河
辺

一
〇
七
三

一

八
、

六
、

一

自
由
民
主
党

鹿
児
島
県
衆

議
院
比
例
区

第
一
支
部

保
岡

広
武

会
計
責
任
者
の

氏
名

保
岡
美
祐
紀

押
井

啓
一

八
、

六
、
二
五





そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体

の
名
称

代
表
者

の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

（
令
和
）

Ｉ
Ｈ
Ｉ
運
搬
機

械
労
働
組
合
議

員
を
支
援
す
る

会

芹
澤

伸
吾

代
表
者
の
氏
名

芹
澤

伸
吾

栄
田

祐
治

六
、
一
二
、
一
二

会
計
責
任
者
の

氏
名

國
持

拓
巳

芹
澤

伸
吾

愛
が
地
球
を
救

う
会

坪
倉

理
絵

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
新
宿
区
西

新
宿
七

二
三

一
七

東
京
都
西
東
京
市

泉
町
五

一
三

一
七

八
、

六
、
一
一



法
第
十
九
条
の
七



第
一
項
第
二
号
に



係
る
届
出
年
月
日

近
藤
洋
介
と
次

代
を
創
る
会

近
藤

洋
介

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

山
形
県
米
沢
市
舘

山
一

一

一
三

七

三
六

山
形
県
米
沢
市
鍛

冶
町
四
五
四
五

七
、
一
二
、
二
五

Ｊ

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
ユ

ニ
オ
ン
政
治
活

動
委
員
会

秋
間

和
兵

代
表
者
の
氏
名

秋
間

和
兵

田
中

翔
吾

八
、

六
、
一
一

会
計
責
任
者
の

氏
名

岳

勇
佑

小
山

豊

四
国
と
き
わ
会

矢
田

栄
一

代
表
者
の
氏
名

矢
田

栄
一

上
池

裕

八
、

七
、
一
七

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
立
憲
民
主
党

参
議
院
比
例

第
１
総
支
部

齊
藤

蓮
舫

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
世
田
谷
区
若

林
四

一
四

一
二

東
京
都
世
田
谷
区
下

馬
二

二
〇

二

八
、

六
、
一
一

れ
い
わ
新
選

組
参
議
院
第

一
総
支
部

伊
勢
﨑
賢
治

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
麹

町
二

五

二
〇

沖
縄
県
那
覇
市
松
川

二

一
六

一

八
、

六
、

一

石
井
め
ぐ
み
後

援
会

根
本
め
ぐ
み

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

茨
城
県
取
手
市
片

町
二
九
六

一

茨
城
県
取
手
市
片

町
二
九
六

八
、

七
、

七

稲
原
む
ね
よ
し

後
援
会

稲
原

宗
能

公
職
の
種
類

（
第
一
号
）

衆
議
院
議
員

参
議
院
議
員

八
、

一
、
二
七

公
職
の
候
補
者

の
氏
名
及
び
公

職
の
種
類
（
第

二
号
）

稲
原

宗
能
、
衆

議
院
議
員

稲
原

宗
能
、
参

議
院
議
員

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
港
区
赤
坂

二

二
一

五

東
京
都
港
区
南
麻

布
二

八

二
一

八
、

六
、
二
二

太
田
房
江
後
援

会

齊
藤

房
江

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
港
区
白
金

六

一
六

六

東
京
都
港
区
南
青

山
二

二

一
五

八
、

四
、
一
七

会
計
責
任
者
の

氏
名

服
部
佐
和
子

近
藤

泰
裕

小
沢
ま
さ
ひ
と

後
援
会

臼
杵

博

会
計
責
任
者
の

氏
名

木
内

清
一

山
本

晴
美

八
、

六
、
二
四

改
革
国
民
会
議

平
野

貞
夫

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
港
区
赤
坂

二

一
四

一
一

東
京
都
港
区
虎
ノ

門
三

一
八

一

二

八
、

六
、

三

鶴
翔
会

鶴
保

庸
介

会
計
責
任
者
の

氏
名

石
山

肇

山
本

明

八
、

五
、

一

河
合
道
雄
後
援

会

河
合

道
雄

公
職
の
種
類

（
第
一
号
）

衆
議
院
議
員

参
議
院
議
員

八
、

一
、
二
七

公
職
の
候
補
者

の
氏
名
及
び
公

職
の
種
類
（
第

二
号
）

河
合

道
雄
、
衆

議
院
議
員

河
合

道
雄
、
参

議
院
議
員

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
港
区
赤
坂

二

二
一

五

東
京
都
港
区
南
麻

布
二

八

二
一

八
、

六
、
二
二

関
西
Ｉ
Ｃ
Ｔ
懇

話
会

戸
梶

直
隆

代
表
者
の
氏
名

戸
梶

直
隆

姫
野

秋
雄

八
、

七
、

一

会
計
責
任
者
の

氏
名

藤
原

俊
之

戸
梶

直
隆

九
州
ハ
イ
タ
ク

交
通
政
策
研
究

会

塩
塚

大
雄

代
表
者
の
氏
名

塩
塚

大
雄

福
田

博
之

八
、

五
、
一
九

協
励
政
治
連
盟

佐
野

智

会
計
責
任
者
の

氏
名

八
田

三
紀

白
木

浩
一

八
、

七
、

一

近
畿
税
理
士
政

治
連
盟

那
須

弘
敬

会
計
責
任
者
の

氏
名

田

智
代

額
田

朋
子

七
、

九
、

五

グ
リ
ー
ン
ス
マ

イ
ル
の
会

大
石

隆
英

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

高
知
県
宿
毛
市
大

島
四

一
一

高
知
県
香
美
市
土

佐
山
田
町
中
組
一

〇
一
七

八
、

六
、

九

啓
友
会

石
井

啓
一

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

埼
玉
県
草
加
市
中

根
三

三
四

三

三

埼
玉
県
草
加
市
瀬

崎
一

九

一

八
、

二
、
一
二

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

埼
玉
県
草
加
市
草

加
五

二

七

埼
玉
県
草
加
市
中

根
三

三
四

三

三

八
、

五
、
二
五

健
康
保
険
政
治

連
盟

米
川

孝

代
表
者
の
氏
名

米
川

孝

佐
野

雅
宏

八
、

五
、
二
六

国
民
改
革
協
議

会

平
野

博
文

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
目
黒
区
自

由
が
丘
一

二

四

六

東
京
都
港
区
西
麻

布
一

一
五

一

〇

八
、

五
、
二
七

小
林
修
平
後
援

会

小
林

修
平

公
職
の
種
類

（
第
一
号
）

衆
議
院
議
員

参
議
院
議
員

八
、

一
、
二
七

公
職
の
候
補
者

の
氏
名
及
び
公

職
の
種
類
（
第

二
号
）

小
林

修
平
、
衆

議
院
議
員

小
林

修
平
、
参

議
院
議
員

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
港
区
赤
坂

二

二
一

五

東
京
都
港
区
南
麻

布
二

八

二
一

八
、

六
、
二
二

私
鉄
南
海
バ
ス

交
通
政
策
研
究

会

中
塚

忠
幸

代
表
者
の
氏
名

中
塚

忠
幸

新
堂

淳

八
、

七
、

三

商
団
連
政
経
ク

ラ
ブ

小
正

芳
史

代
表
者
の
氏
名

小
正

芳
史

福
井

弘

八
、

六
、
二
三

新
政
策
研
究
会

西
村

明
宏

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区

永
田
町
二

一

二

宮
城
県
名
取
市
手

倉
田
字
諏
訪
六
〇

九

一

八
、

二
、
一
九

会
計
責
任
者
の

氏
名

谷

弘
三

髙
木

哲
哉

八
、

五
、
二
九

鈴
木
し
ん
じ
と

共
に
政
治
を
変

え
る
会

鈴
木

眞
志

国
会
議
員
関
係

政
治
団
体
の
区

分

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体
以
外
の
政

治
団
体

法
第
十
九
条
の
七

第
一
項
第
一
号
及

び
第
二
号
に
係
る

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体

六
、
一
一
、
二
四





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
須
田
英
太
郎
後

援
会

久
野
英
太
郎

公
職
の
種
類

（
第
一
号
）

衆
議
院
議
員

参
議
院
議
員

八
、

一
、
二
七

公
職
の
候
補
者

の
氏
名
及
び
公

職
の
種
類
（
第

二
号
）

久
野
英
太
郎
、
衆

議
院
議
員

久
野
英
太
郎
、
参

議
院
議
員

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
港
区
赤
坂

二

二
一

五

東
京
都
港
区
南
麻

布
二

八

二
一

八
、

六
、
二
二

角
野
な
す
か
後

援
会

角
野

為
耶

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
港
区
赤
坂

二

二
一

五

東
京
都
港
区
南
麻

布
二

八

二
一

八
、

六
、
二
二

政
経
社
会
未
来

創
造
研
究
会

山
田

太
郎

会
計
責
任
者
の

氏
名

山
田

太
郎

荒
井

理
沙

八
、

六
、
二
五

政
治
結
社
英
櫻

會

渡
辺

翔
汰

政
治
団
体
の
名

称

政
治
結
社
英
櫻
會

政
治
結
社
大
日
本

英
櫻
會

八
、

四
、

一

会
計
責
任
者
の

氏
名

渡
辺

久
修

豊
田

敦
美

政
治
結
社
興
風

同
志
会

藤
田

充
宏

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

大
阪
府
堺
市
堺
区

山
本
町
五

一
一

〇

三
二

大
阪
府
堺
市
堺
区

海
山
町
四

一
六

八

四
二

八
、

四
、

一

政
治
結
社
大
日

本
自
由
民
主
国

勇
士
隊

藤
田

元
義

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

宮
城
県
仙
台
市
太

白
区
東
郡
山
二

八

二
三

宮
城
県
仙
台
市
太

白
区
東
中
田
六

一
二

三
五

八
、

六
、
一
七

政
治
結
社
日
本

翼
誠
會

杉
山

豊

代
表
者
の
氏
名

杉
山

豊

塚
木

直
美

八
、

一
、

一

政
治
結
社
憂
國

維
誠
會

渡
邊

建
也

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

大
阪
府
大
阪
市
大

正
区
鶴
町
三

六

二
六

大
阪
府
大
阪
市
西

区
九
条
一

二

二
〇

八
、

七
、

六

政
治
結
社
勇
声

会

阿
久
津

勇

政
治
団
体
の
名

称

政
治
結
社
勇
声
会

政
治
結
社
祐
道
志

団
勇
盛
会

八
、

七
、
一
〇

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

栃
木
県
宇
都
宮
市

東
原
町
八

六

栃
木
県
宇
都
宮
市

鶴
田
町
一
九
六

〇

一
三
二

代
表
者
の
氏
名

阿
久
津

勇

日
向

勇
身

誠
信
会

岸

信
千
世

会
計
責
任
者
の

氏
名

佐
々
木

由

小
林

憲
史

八
、

六
、
一
七

全
国
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
業
政
治
連

盟

森

鉄
雄

代
表
者
の
氏
名

森

鉄
雄

野
澤

勝
義

八
、

六
、
二
八

全
国
興
行
自
由

国
民
会
議

管
野

信
三

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
渋
谷
区
桜

丘
町
二
四

四

東
京
都
豊
島
区
東

池
袋
三

一

一

八
、

六
、
一
七

代
表
者
の
氏
名

管
野

信
三

佐
々
木
伸
一

会
計
責
任
者
の

氏
名

野
口

彰

中
島

智
彦

全
国
人
権
解
放

連
盟

広
瀬

慎
二

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

大
阪
府
枚
方
市
牧

野
下
島
町
一

二

六

大
阪
府
大
阪
市
旭

区
中
宮
五

六

二
〇

八
、

四
、

九

全
国
生
衛
中
央

会
政
治
連
盟

田
村

眞

会
計
責
任
者
の

氏
名

齊
藤

育
雄

石
田

眞

八
、

六
、
一
九

全
国
石
油
政
治

連
盟
東
北
支
部

野
口

春
幸

会
計
責
任
者
の

氏
名

塚
本
真
木
夫

樋
口

幸
一

八
、

六
、

四

全
国
た
ば
こ
販

売
政
治
連
盟

二
之
宮
行
宣

代
表
者
の
氏
名

二
之
宮
行
宣

益
田

龍
朗

八
、

六
、

二

全
国
た
ば
こ
販

売
政
治
連
盟
九

州
南
部
地
区
本

部

二
之
宮
行
宣

会
計
責
任
者
の

氏
名

冨
永

晃
規

井
上

俊
洋

八
、

四
、

一

全
国
た
ば
こ
販

売
政
治
連
盟
東

海
地
区
本
部

井
戸

俊
作

代
表
者
の
氏
名

井
戸

俊
作

石
原

央

八
、

五
、
二
六

全
日
本
鍼

マ
ッ
サ
ー
ジ
師

連
盟

長
嶺

芳
文

会
計
責
任
者
の

氏
名

狩
野

裕
治

石
川

英
樹

七
、

九
、

一

蒼
青
会

萩
原

佳

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区

永
田
町
二

二

一

大
阪
府
茨
木
市
春

日
二

二

一
七

八
、

六
、
二
五

大
日
本
国
守
会

安
田

智
夫

会
計
責
任
者
の

氏
名

篠
崎

章

安
田

智
夫

八
、

三
、
二
〇

平
理
沙
子
後
援

会

平

理
沙
子

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
港
区
赤
坂

二

二
一

五

東
京
都
港
区
南
麻

布
二

八

二
一

八
、

六
、
二
二

高
橋
み
ほ
後
援

会

髙
橋

美
穂

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

静
岡
県
静
岡
市
葵

区
丸
山
町
一
二

静
岡
県
静
岡
市
葵

区
沓
谷
六

一

四

一
一

八
、

五
、
一
八

高
山
聡
史
後
援

会

高
山

聡
史

公
職
の
種
類

（
第
一
号
）

衆
議
院
議
員

参
議
院
議
員

八
、

一
、
二
七

公
職
の
候
補
者

の
氏
名
及
び
公

職
の
種
類
（
第

二
号
）

高
山

聡
史
、
衆

議
院
議
員

高
山

聡
史
、
参

議
院
議
員

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
港
区
赤
坂

二

二
一

五

東
京
都
港
区
南
麻

布
二

八

二
一

八
、

六
、
二
二

田
名
部
匡
代
後

援
会

松
尾

芳
明

会
計
責
任
者
の

氏
名

八
木

歳
博

角
田

淳

八
、

七
、

七

地
域
か
ら
変
え

る
市
民
ネ
ッ
ト

小
川

正
嗣

会
計
責
任
者
の

氏
名

前
田

良
一

一
村

洋
子

八
、

三
、
三
一

地
域
再
生
・
活

性
化
研
究
会

森
屋

隆

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
あ
き
る
野

市
三
内
二
三
〇

一
八

東
京
都
千
代
田
区

永
田
町
二

一

一

八
、

一
、

一

チ
ー
ム
Ｚ
Ｅ
Ｒ

Ｏ

与
儀

大
介

政
治
団
体
の
名

称

チ
ー
ム
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

地
域
起
業
党

八
、

六
、

二

知
政
会

藤
巻

健
太

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
目
黒
区
平

町
二

二
三

二

〇

千
葉
県
松
戸
市
胡

録
台
一
六
三

一

八
、

六
、
二
二

地
方
政
党
日
本

河

伊
知
郎

政
治
団
体
の
名

称

地
方
政
党
日
本

地
方
自
治
研
究
会

八
、

六
、
三
〇

中
国
情
報
通
信

懇
話
会

原

輝
孝

代
表
者
の
氏
名

原

輝
孝

安
達

嘉
男

八
、

六
、

八

中
部
エ
ネ
ル

ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ

ム

渡
邊
経
士
郎

会
計
責
任
者
の

氏
名

前
原

尚
嘉

山
本

宏
明

八
、

六
、
一
三

中
部
電
力
労
働

組
合
政
治
連
盟

渡
邊
経
士
郎

会
計
責
任
者
の

氏
名

山
下

陽
一

原
田

将
秀

八
、

六
、
一
三

柘
植
芳
文
後
援

会

柘
植

芳
文

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
杉
並
区
方

南
一

二
三

三

東
京
都
千
代
田
区

永
田
町
二

一

七

五

八
、

五
、
二
五

東
海
情
報
通
信

懇
話
会

久
保
園
浩
明

会
計
責
任
者
の

氏
名

大
畑

悟

加
藤

幸
夫

八
、

四
、
二
三

東
海
と
き
わ
会

静
岡
支
部

吉
田

聡
一

代
表
者
の
氏
名

吉
田

聡
一

竹
中

正
俊

八
、

六
、
二
五

東
京
電
力
労
働

組
合
政
治
連
盟

山
崎

英
世

会
計
責
任
者
の

氏
名

松
元

洋
平

櫻
井

良
一

八
、

三
、
三
一





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
特
別
会
計
を
改

革
す
る
会

松
浦

武
志

国
会
議
員
関
係

政
治
団
体
の
区

分

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体
以
外
の
政

治
団
体

法
第
十
九
条
の
七

第
一
項
第
一
号
に

係
る
国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

七
、
一
二
、
三
一

都
市
政
策
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム

大
海
雄
一
郎

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
渋
谷
区
広

尾
三

六

四

東
京
都
千
代
田
区

紀
尾
井
町
三

三

三

八
、

六
、
一
五

と
も
に
つ
く
る

み
ら
い
の
会

山
田
多
恵
子

政
治
団
体
の
名

称

と
も
に
つ
く
る
み

ら
い
の
会

と
も
に
つ
く
る
豊

岡
み
ら
い
の
会

八
、

四
、
三
〇

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
大
田
区
東

矢
口
三

一
八

一
四

兵
庫
県
豊
岡
市
中

陰
五
六
〇

三

中
田
ひ
ろ
し
事

務
所

中
田

宏

国
会
議
員
関
係

政
治
団
体
の
区

分

法
第
十
九
条
の
七

第
一
項
第
一
号
及

び
第
二
号
に
係
る

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体
以
外
の
政

治
団
体

八
、

二
、

八

（

八
、

五
、
一
八
）

公
職
の
種
類

（
第
一
号
）

衆
議
院
議
員

公
職
の
候
補
者

の
氏
名
及
び
公

職
の
種
類
（
第

二
号
）

中
田

宏
、
衆

議
院
議
員

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

富
山
県
富
山
市
舟

橋
南
町
三

一
五

神
奈
川
県
横
浜
市

港
北
区
新
横
浜

二

一
四

一
四

八
、

五
、
一
五

中
田
宏
事
務
所

中
田

宏

国
会
議
員
関
係

政
治
団
体
の
区

分

法
第
十
九
条
の
七

第
一
項
第
一
号
及

び
第
二
号
に
係
る

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体
以
外
の
政

治
団
体

八
、

二
、

八

（

八
、

五
、
一
八
）

公
職
の
種
類

（
第
一
号
）

衆
議
院
議
員

公
職
の
候
補
者

の
氏
名
及
び
公

職
の
種
類
（
第

二
号
）

中
田

宏
、
衆

議
院
議
員

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

富
山
県
富
山
市
舟

橋
南
町
三

一
五

神
奈
川
県
横
浜
市

港
北
区
新
横
浜

二

一
四

一
四

八
、

五
、
一
五

南
風
会
政
治
連

盟

田
上

秀
彦

会
計
責
任
者
の

氏
名

阿
南

彦

賀

雅
彦

八
、

五
、
二
五

西
園
勝
秀
政
経

懇
話
会

西
園

勝
秀

会
計
責
任
者
の

氏
名

清
水

信
明

山
内

克
則

八
、

七
、

三

西
日
本
獅
子
の

會

大
島

竜
珉

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

香
川
県
高
松
市
屋

島
西
町
六
七
八

一
一

大
阪
府
大
阪
市
北

区
天
神
橋
七

一

〇

一
五

八
、

六
、
一
七

会
計
責
任
者
の

氏
名

中

信
行

曽
我

信
行

21
世
紀
政
策
研

究
会

細
田

健
一

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区

永
田
町
二

一

二

新
潟
県
燕
市
殿
島

二

七
〇
九
一

二

八
、

三
、
一
五

日
電
工
業
労
働

組
合
政
策
制
度

実
現
委
員
会

山
下

健
二

代
表
者
の
氏
名

山
下

健
二

佐
伯

友
也

七
、
一
一
、
一
五

会
計
責
任
者
の

氏
名

梶
田

和
子

吉
野
美
智
恵

日
鳶
連
政
策
懇

話
会

岡
本

啓
志

代
表
者
の
氏
名

岡
本

啓
志

清
水

武

七
、

九
、
一
一

日
本
家
庭
党

小
笠
原

裕

政
治
団
体
の
名

称

日
本
家
庭
党

日
本
の
家
庭
を
守

る
会

八
、

五
、
一
六

日
本
共
産
党
後

援
会
南
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
連
絡
会

萩
原
伸
次
郎

代
表
者
の
氏
名

萩
原
伸
次
郎

岡
村

共
栄

八
、

六
、

五

日
本
建
設
職
人

社
会
振
興
連
盟

小
岸

昭
義

代
表
者
の
氏
名

小
岸

昭
義

近
藤

昌
三

八
、

五
、
二
〇

日
本
皇
民
党
皇

和
同
志
會

山
口

正
博

政
治
団
体
の
名

称

日
本
皇
民
党
皇
和

同
志
會

政
治
結
社
皇
和
同

志
會
總
本
部

八
、

六
、
二
六

日
本
の
子
ど
も

の
未
来
を
守
る

会

橋
本

陽
一

会
計
責
任
者
の

氏
名

酒
井
千
萬
騎

伊
藤
富
美
子

八
、

六
、

一

日
本
の
未
来
を

切
り
拓
く
会

志
村

優
一

国
会
議
員
関
係

政
治
団
体
の
区

分

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体
以
外
の
政

治
団
体

法
第
十
九
条
の
七

第
一
項
第
一
号
及

び
第
二
号
に
係
る

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体

七
、
一
二
、
三
一

日
本
理
美
容
教

育
政
治
連
盟

谷
本

穎
昭

会
計
責
任
者
の

氏
名

海
野

直
人

小
野

清
喜

八
、

六
、
二
四

ニ
ュ
ー
ア
ク

シ
ョ
ン

渡
邊
経
士
郎

会
計
責
任
者
の

氏
名

前
原

尚
嘉

山
本

宏
明

八
、

六
、
一
三

バ
ス
交
通
懇
話

会

清
水

一
郎

会
計
責
任
者
の

氏
名

只
松
二
三
男

稲
田

浩
二

七
、

六
、
一
三

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
港
区
東
新

橋
二

三

一
七

東
京
都
千
代
田
区

丸
の
内
三

四

一

七
、

九
、
二
九

ピ
ー
ス
ア
ク

シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

中
川

綠

会
計
責
任
者
の

氏
名

千
葉

花
子

土
屋

昌
子

八
、

五
、
二
九

東
日
本
匡
愛
会

田
名
部
匡
代

会
計
責
任
者
の

氏
名

八
木

歳
博

田
名
部
政
志

八
、

七
、

七

飛
友
会

金
子

俊
平

会
計
責
任
者
の

氏
名

金
子

記
子

杉
浦

瑞
穂

八
、

三
、
二
八

表
現
の
自
由
を

守
る
会

山
田

太
郎

会
計
責
任
者
の

氏
名

山
田

太
郎

荒
井

理
沙

八
、

六
、
二
五

藤
井
孝
男
後
援

会

小
林

麻
子

代
表
者
の
氏
名

小
林

麻
子

藤
井

孝
男

八
、

四
、
一
三

北
農
会
政
治
連

盟

番
詰

憲
彦

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

石
川
県
河
北
郡
津

幡
町
字
能
瀬
ウ
一

八
〇

一

石
川
県
羽
咋
郡
宝

達
志
水
町
北
川
尻

ム
一

八
、

一
、
二
六

代
表
者
の
氏
名

番
詰

憲
彦

新
田
夏
一
郎

会
計
責
任
者
の

氏
名

宇
都
宮
司
人

河
淵

鉄
郎

北
海
道
を
元
気

に
す
る
会

小
熊

聡

会
計
責
任
者
の

氏
名

藤
原

清
美

原

武
彦

八
、

六
、
二
四

道
の
会

佐
藤

英
道

国
会
議
員
関
係

政
治
団
体
の
区

分

法
第
十
九
条
の
七

第
一
項
第
一
号
及

び
第
二
号
に
係
る

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体

法
第
十
九
条
の
七

第
一
項
第
一
号
に

係
る
国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

七
、

九
、
三
〇

（

七
、

九
、
三
〇
）

公
職
の
候
補
者

の
氏
名
及
び
公

職
の
種
類
（
第

二
号
）

佐
藤

英
道
、
衆

議
院
議
員





民
社
協
会

川
合

孝
典

主
要
な
構
成
員

で
あ
る
衆
議
院

議
院
又
は
参
議

院
議
員
の
氏
名

及
び
公
職
の
種

類
（
第
三
号
）

井
戸
ま
さ
え
、
衆

議
院
議
員

岸
田

光
広
、
衆

議
院
議
員

八
、

三
、

七

河
井

昭
成
、
衆

議
院
議
員

鳩
山
紀
一
郎
、
衆

議
院
議
員

高
沢

一
基
、
衆

議
院
議
員

明
電
舎
労
働
組

合
く
ら
し
に
政

治
を
活
か
す
会

今
井

康
志

会
計
責
任
者
の

氏
名

津
久
井
康
成

蛯
名

久
道

七
、
一
〇
、

一

や
な
が
せ
裕
文

後
援
会

柳
ヶ
瀬
裕
文

国
会
議
員
関
係

政
治
団
体
の
区

分

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体
以
外
の
政

治
団
体

法
第
十
九
条
の
七

第
一
項
第
一
号
及

び
第
二
号
に
係
る

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体

七
、
一
二
、
三
一

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
み
ち
の
く
旅
館

ホ
テ
ル
政
経
懇

話
会

山
口

敦
史

代
表
者
の
氏
名

山
口

敦
史

佐
藤
勘
三
郎

八
、

五
、
一
三

未
来
経
営
研
究

会

中
田

宏

国
会
議
員
関
係

政
治
団
体
の
区

分

法
第
十
九
条
の
七

第
一
項
第
一
号
及

び
第
二
号
に
係
る

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体
以
外
の
政

治
団
体

八
、

二
、

八

（

八
、

五
、
一
八
）

公
職
の
種
類

（
第
一
号
）

衆
議
院
議
員

公
職
の
候
補
者

の
氏
名
及
び
公

職
の
種
類
（
第

二
号
）

中
田

宏
、
衆

議
院
議
員

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

富
山
県
富
山
市
舟

橋
南
町
三

一
五

神
奈
川
県
横
浜
市

港
北
区
新
横
浜

二

一
四

一
四

八
、

五
、
一
五

未
来
進
歩
党

鈴
木

眞
志

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区

平
河
町
一

三

八

東
京
都
千
代
田
区

神
田
美
倉
町
九

七
、
一
一
、
二
四

大
和
学
舎

鶴
屋

真
一

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

千
葉
県
千
葉
市
中

央
区
仁
戸
名
町
五

一
九

八

千
葉
県
市
原
市
八

幡
石
塚
二

二

一
〇

八
、

三
、
一
〇

山
本
博
司
を
励

ま
す
会

山
本

博
司

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
目
黒
区
柿

の
木
坂
三

一

一

一
五

香
川
県
高
松
市
木

太
町
九
区
六
〇

七

一

八
、

六
、
二
九

会
計
責
任
者
の

氏
名

金
子

訓
隆

鈴
木

孝
久

郵
政
政
策
研
究

会
四
国
地
方
本

部

宮
川

大
介

代
表
者
の
氏
名

宮
川

大
介

真
鍋

俊
明

八
、

五
、
二
八

郵
政
政
策
研
究

会
信
越
地
方
本

部

丸
山

徹
雄

会
計
責
任
者
の

氏
名

傳
田

彰

原
田

助
俊

八
、

四
、

一

郵
政
政
策
研
究

会
中
国
地
方
本

部

向
井

則
之

代
表
者
の
氏
名

向
井

則
之

末
武

晃

八
、

五
、
二
五

郵
政
政
策
研
究

会
東
海
地
方
本

部

勝
又

一
明

代
表
者
の
氏
名

勝
又

一
明

山
川

哲
生

八
、

六
、

三

リ
ボ
ー
ン
東
北

佐
原

若
子

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

青
森
県
五
所
川
原

市
松
島
町
八

一

七

青
森
県
五
所
川
原

市
本
町
六
五

三

八
、

四
、

一

会
計
責
任
者
の

氏
名

工
藤

和
子

小
野

潤
一

八
、

六
、

二

隆
盛
会

盛
山

正
仁

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区

永
田
町
二

二

一

東
京
都
目
黒
区
青

葉
台
二

一
二

一
四

八
、

二
、
一
七

龍
馬
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
全
国
会

杉
田

水
脈

代
表
者
の
氏
名

杉
田

水
脈

石
川

勝

八
、

四
、
二
八

会
計
責
任
者
の

氏
名

杉
田

水
脈

石
川

勝

旅
館
ホ
テ
ル
政

経
懇
話
会

桑
野

和
泉

会
計
責
任
者
の

氏
名

石
井

敏
子

渡
邊

幾
雄

八
、

六
、
二
五

蓮
舫
後
援
会

齊
藤

蓮
舫

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
世
田
谷
区

若
林
四

一
四

一
二

東
京
都
千
代
田
区

永
田
町
二

一

一

八
、

六
、
一
一

備
考

従
来
、
総
務
大
臣
に
届
出
が
さ
れ
て
い
た
、
自
由
民
主
党
新
潟
県
第
二
選
挙
区
支
部
は
新
潟
県
選
挙
管
理
委
員

会
に
、
昴
党
及
び
太
翔
会
は
熊
本
県
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
出
す
べ
き
政
治
団
体
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政

治

団

体

の

名

称

代
表
者

の
氏
名

解
散
年
月
日

（
令
和
）

明
る
い
未
来
を
創
る
会

坂
本

雅
彦

八
、

五
、
一
五

イ
イ
ネ

吉
田

豊
史

八
、

六
、
二
五

維
新
政
党
・
新
風
大
阪
府
本
部

西
谷

久
美

八
、

六
、

一

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
国
民
を
守
る
党

多
田

光
宏

八
、

三
、
二
九

岡
下
政
経
研
究
会

岡
下

昌
平

八
、

二
、
二
八

小
川
ま
さ
ゆ
き
後
援
会

小
川

雅
幸

七
、
一
二
、
三
一

関
西
若
手
議
員
決
起
の
会

和
田
有
一
朗

八
、

二
、
二
八

北
関
東
応
援
団

長
内

経
男

八
、

三
、
三
一

く
つ
ざ
わ
後
援
会

沓
澤

亮
治

八
、

三
、

一

黒
川
よ
う
じ
と
次
世
代
の
未
来
を
考
え
る
会

黒
川

洋
司

八
、

四
、
二
七

財
団
法
人
あ
す
な
ろ
会

石
橋

龍
也

七
、
一
二
、
三
一

桜
井
崇
後
援
会

櫻
井

崇

八
、

五
、
一
四

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
六
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之

政
党
の
支
部政

治

団

体

の

名

称

代
表
者

の
氏
名

解
散
年
月
日

（
令
和
）

公
明
党
衆
議
院
比
例
区
東
北
第
２
総
支
部

庄
子

賢
一

八
、

四
、
三
〇

公
明
党
衆
議
院
比
例
区
東
海
第
２
総
支
部

西
園

勝
秀

八
、

七
、

一

公
明
党
衆
議
院
比
例
区
東
海
第
３
総
支
部

中
川

康
洋

八
、

六
、
一
五

公
明
党
衆
議
院
比
例
区
近
畿
第
９
総
支
部

鰐
淵

洋
子

八
、

五
、
三
一

公
明
党
衆
議
院
比
例
区
四
国
第
２
総
支
部

山
崎

正
恭

八
、

七
、
二
〇

公
明
党
衆
議
院
比
例
区
九
州
第
２
総
支
部

金
城

泰
邦

八
、

六
、
三
〇

日
本
維
新
の
会
参
議
院
比
例
区
第
17
支
部

柳
ヶ
瀬
裕
文

七
、
一
二
、
三
一





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
次
世
代
の
声

小
田

圭
悟

八
、

三
、
二
八

政
治
結
社
憲
心
塾

陰
山

佳
則

八
、

三
、
二
五

政
治
団
体
民
主
同
和
連
合
会

太
田

克
美

七
、
一
二
、
三
一

大
日
本
防
衛
党

河
合

康
弘

八
、

二
、
二
二

高
木
美
智
代
後
援
会

髙
木
美
智
代

八
、

三
、
一
一

地
域
か
ら
変
え
る
市
民
ネ
ッ
ト

小
川

正
嗣

八
、

三
、
三
一

つ
か
さ
隆
史
を
励
ま
す
会

林

啓
二

七
、
一
二
、
三
一

東
北
円
卓
会
議

髙
橋

浩
司

八
、

六
、
三
〇

花
岡
し
げ
る
を
国
会
に
送
る
会

花
岡

蔚

七
、
一
二
、
三
一

１
ｓ
ｔ
会

金
沢

政
志

八
、

七
、

六

本
気
塾

田
中
裕
一
郎

八
、

六
、

四

茂
木
敏
充
後
援
会
総
連
合
会

菊
地

義
治

七
、
一
二
、
三
一

洋
幸
会

鰐
淵

洋
子

八
、

五
、
三
一

遼
扇
会

山
本
和
嘉
子

七
、
一
二
、
三
一

久
野
英
太
郎

須
田
英
太
郎
後
援

会

公
職
の
種
類

衆
議
院
議
員

参
議
院
議
員

八
、

一
、
二
七

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
港
区
赤
坂

二

二
一

五

東
京
都
港
区
南
麻

布
二

八

二
一

八
、

六
、
二
二

小
林

修
平

小
林
修
平
後
援
会

公
職
の
種
類

衆
議
院
議
員

参
議
院
議
員

八
、

一
、
二
七

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
港
区
赤
坂

二

二
一

五

東
京
都
港
区
南
麻

布
二

八

二
一

八
、

六
、
二
二

近
藤

洋
介

近
藤
洋
介
と
次
代

を
創
る
会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

山
形
県
米
沢
市
舘

山
一

一

一
三

七

三
六

山
形
県
米
沢
市
鍛

冶
町
四
五
四
五

七
、
一
二
、
二
五

齊
藤

蓮
舫

蓮
舫
後
援
会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
世
田
谷
区

若
林
四

一
四

一
二

東
京
都
千
代
田
区

永
田
町
二

一

一

八
、

六
、
一
一

佐
原

若
子

リ
ボ
ー
ン
東
北

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

青
森
県
五
所
川
原

市
松
島
町
八

一

七

青
森
県
五
所
川
原

市
本
町
六
五

三

八
、

四
、

一

角
野

為
耶

角
野
な
す
か
後
援

会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
港
区
赤
坂

二

二
一

五

東
京
都
港
区
南
麻

布
二

八

二
一

八
、

六
、
二
二

大
海
雄
一
郎

都
市
政
策
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
渋
谷
区
広

尾
三

六

四

東
京
都
千
代
田
区

紀
尾
井
町
三

三

三

八
、

六
、
一
五

平

理
沙
子

平
理
沙
子
後
援
会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
港
区
赤
坂

二

二
一

五

東
京
都
港
区
南
麻

布
二

八

二
一

八
、

六
、
二
二

髙
橋

美
穂

高
橋
み
ほ
後
援
会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

静
岡
県
静
岡
市
葵

区
丸
山
町
一
二

静
岡
県
静
岡
市
葵

区
沓
谷
六

一

四

一
一

八
、

五
、
一
八

高
山

聡
史

高
山
聡
史
後
援
会

公
職
の
種
類

衆
議
院
議
員

参
議
院
議
員

八
、

一
、
二
七

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
港
区
赤
坂

二

二
一

五

東
京
都
港
区
南
麻

布
二

八

二
一

八
、

六
、
二
二

坪
倉

理
絵

愛
が
地
球
を
救
う

会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
新
宿
区
西

新
宿
七

二
三

一
七

東
京
都
西
東
京
市

泉
町
五

一
三

一
七

八
、

六
、
一
一

西
村

明
宏

新
政
策
研
究
会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区

永
田
町
二

一

二

宮
城
県
名
取
市
手

倉
田
字
諏
訪
六
〇

九

一

八
、

二
、
一
九

根
本
め
ぐ
み

石
井
め
ぐ
み
後
援

会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

茨
城
県
取
手
市
片

町
二
九
六

一

茨
城
県
取
手
市
片

町
二
九
六

八
、

七
、

七

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
六
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
（
代

表
者
）
の
氏

名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の

名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

（
令
和
）

伊
藤

聡

衆
議
院
議
員

伊
藤
さ
と
し
政
策

共
著
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
不
老
町
一

二

七

八
、

六
、
一
一

（
平
成
）

小
野
田
紀
美

参
議
院
議
員

小
野
田
紀
美
政
経

フ
ォ
ー
ラ
ム

岡
山
県
岡
山
市
北
区
西
古
松
二

二

二

七

二
八
、
一
〇
、
一
八

（
令
和
）

喜
多

義
典

衆
議
院
議
員

喜
多
義
典
後
援
会

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二

一

二

八
、

六
、
一
五

小
池

正
昭

衆
議
院
議
員

志
正
会

千
葉
県
成
田
市
東
町
一
五
五

三

七
、

六
、
二
六

桜
井

崇

千
葉
市
議
会

議
員

桜
井
崇
後
援
会

千
葉
県
千
葉
市
花
見
川
区
幕
張
本
郷
二

七

四

八
、

五
、
一
四

佐
藤

英
道

衆
議
院
議
員

道
の
会

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
一
九

二

一

七
、

九
、
三
〇

塩
野

智
郎

衆
議
院
議
員

塩
野
智
郎
後
援
会

大
阪
府
大
阪
市
西
区
九
条
南
三

一
八

一

八
、

六
、
二
八

（
平
成
）

髙
見

亮

衆
議
院
議
員

高
見
後
援
会

大
阪
府
大
阪
市
東
住
吉
区
北
田
辺
二

四

一

二
七
、

一
、
一
五

（
令
和
）

中
田

宏

衆
議
院
議
員

中
田
宏
事
務
所

富
山
県
富
山
市
舟
橋
南
町
三

一
五

八
、

五
、
一
五

文
月

涼

衆
議
院
議
員

涼
風
会

神
奈
川
県
逗
子
市
新
宿
一

六

三
六

八
、

六
、
二
二

村
木

汀

衆
議
院
議
員

汀
風
会

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二

二

一

八
、

五
、

一

山
本

深

衆
議
院
議
員

山
本
し
ん
を
育
て

る
会

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二

二

一

八
、

五
、
一
七

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
六
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団

体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表

す
る
。令

和
八
年
十
月
一
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
の
氏

名

資
金
管
理
団
体
の

名
称

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

（
令
和
）

石
井

啓
一

啓
友
会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

埼
玉
県
草
加
市
中

根
三

三
四

三

三

埼
玉
県
草
加
市
瀬

崎
一

九

一

八
、

二
、
一
二

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

埼
玉
県
草
加
市
草

加
五

二

七

埼
玉
県
草
加
市
中

根
三

三
四

三

三

八
、

五
、
二
五

稲
原

宗
能

稲
原
む
ね
よ
し
後

援
会

公
職
の
種
類

衆
議
院
議
員

参
議
院
議
員

八
、

一
、
二
七

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
港
区
赤
坂

二

二
一

五

東
京
都
港
区
南
麻

布
二

八

二
一

八
、

六
、
二
二

河
合

道
雄

河
合
道
雄
後
援
会

公
職
の
種
類

衆
議
院
議
員

参
議
院
議
員

八
、

一
、
二
七

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
港
区
赤
坂

二

二
一

五

東
京
都
港
区
南
麻

布
二

八

二
一

八
、

六
、
二
二
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ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
第
五
条
の
二
の
組
織
を
指
定
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
第
五
条
の
二
の
組
織
を
指
定
す
る
告
示
（
平
成
二
十
五
年
文
部
科
学
省
告
示
第
百
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
（
連
続
す
る
他

の
規
定
と
記
号
に
よ
り
一
括
し
て
掲
げ
る
規
定
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
標
記
部
分
に
係
る
記
載
）
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後

欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
第
五
条
の
二
の
文
部
科
学
大
臣
が
指
定
す
る
組
織
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
第
五
条
の
二
の
文
部
科
学
大
臣
が
指
定
す
る
組
織
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

一

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
主
た
る
事
務
所
が
所
在
す
る
団
体
で
あ
る

S
u
o
m
en
P
a
llo
liitto

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

二

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
主
た
る
事
務
所
が
所
在
す
る
団
体
で
あ
る

B
u
n
d
eslig

a -G
ru
p
p
e
G
m
b
H

一

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
主
た
る
事
務
所
が
所
在
す
る
団
体
で
あ
る

D
F
L
D
eu
tsch
e
F
u
b
a
ll
L
ig
a

G
m
b
H

三

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
主
た
る
事
務
所
が
所
在
す
る
団
体
で
あ
る

K
n
a
ttsp
y
rn
u
sa
m
b
a
n
d
I sla
n
d
s

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

四

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
主
た
る
事
務
所
が
所
在
す
る
団
体
で
あ
る

F
o
o
tb
a
ll
A
sso
cia
tio
n
o
f
Irela

n
d

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

五

﹇
略
﹈

二

﹇
同
上
﹈

六

﹇
略
﹈

三

﹇
同
上
﹈

七

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
主
た
る
事
務
所
が
所
在
す
る
団
体
で
あ
る

S
v
en
sk
a
F
o
tb
o
llfo
rb
u
n
d
et

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

八
〜
十
四

﹇
略
﹈

四
〜
十

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
萩
原

佳

蒼
青
会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区

永
田
町
二

二

一

大
阪
府
茨
木
市
春

日
二

二

一
七

八
、

六
、
二
五

細
田

健
一

21
世
紀
政
策
研
究

会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区

永
田
町
二

一

二

新
潟
県
燕
市
殿
島

二

七
〇
九
一

二

八
、

三
、
一
五

松
浦

武
志

特
別
会
計
を
改
革

す
る
会

公
職
の
種
類

大
阪
府
議
会
議
員

衆
議
院
議
員

七
、
一
二
、
三
一

森
屋

隆

地
域
再
生
・
活
性

化
研
究
会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
あ
き
る
野

市
三
内
二
三
〇

一
八

東
京
都
千
代
田
区

永
田
町
二

一

一

八
、

一
、

一

盛
山

正
仁

隆
盛
会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区

永
田
町
二

二

一

東
京
都
目
黒
区
青

葉
台
二

一
二

一
四

八
、

二
、
一
七

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
六
十
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
の
規

定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
指
定
の
取
消
及
び
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
の
届
出

が
あ
っ
た
の
で
、
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之

法
第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届
出

を
し
た
者
の
氏
名

資

金

管

理

団

体

の

名

称

取
消
年
月
日

（
令
和
）

山
本
和
嘉
子

遼
扇
会

七
、
一
二
、
三
一

法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届
出

を
し
た
者
の
氏
名

資

金

管

理

団

体

の

名

称

資
金
管
理
団
体
で
な

く
な
っ
た
年
月
日

（
令
和
）

岡
下

昌
平

岡
下
政
経
研
究
会

八
、

二
、
二
八

小
川

雅
幸

小
川
ま
さ
ゆ
き
後
援
会

七
、
一
二
、
三
一

櫻
井

崇

桜
井
崇
後
援
会

八
、

五
、
一
四

鈴
木

眞
志

鈴
木
し
ん
じ
と
共
に
政
治
を
変
え
る
会

六
、
一
一
、
二
四

髙
橋

浩
司

東
北
円
卓
会
議

八
、

六
、
三
〇

花
岡

蔚

花
岡
し
げ
る
を
国
会
に
送
る
会

七
、
一
二
、
三
一

柳
ヶ
瀬
裕
文

や
な
が
せ
裕
文
後
援
会

七
、
一
二
、
三
一

鰐
淵

洋
子

洋
幸
会

八
、

五
、
三
一

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
百
十
五
号

ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
五
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
第
五
条
の
二
の
組
織
を
指
定
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

文
部
科
学
大
臣

関

芳
弘





航
空
交
通
の
状
況
に
鑑
み
、
航
空
交
通
管
制
部
組
織
規
則
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
管
轄
区
域
に
か
か
わ
ら
ず
、

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
航
空
交
通
管
制
部
は
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
区
域
を
管
轄
す
る
も
の
と
し
、
当
該
区
域
を

管
轄
す
る
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
と
し
、
令
和
八
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
二
十

七
日
ま
で
適
用
す
る
。
な
お
、
令
和
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
十
六
号
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
八
日
限
り
廃
止

す
る
。航

空
交
通
管
制
部

区

域

時

間

東
京
航
空
交
通
管
制
部

一

北
緯
三
七
度
二
〇
分
四
五
秒
東
経
一
三
九
度
八
分
三
〇
秒
の
地

点
、
北
緯
三
七
度
三
分
五
〇
秒
東
経
一
三
八
度
三
八
分
の
地
点
、

北
緯
三
六
度
五
二
分
二
七
秒
東
経
一
三
八
度
三
〇
分
二
七
秒
の
地

点
、
北
緯
三
六
度
一
九
分
一
〇
秒
東
経
一
三
八
度
二
一
分
二
〇
秒

の
地
点
、
北
緯
三
六
度
一
六
分
六
秒
東
経
一
三
八
度
四
七
分
四
四

秒
の
地
点
、
北
緯
三
六
度
四
九
分
三
八
秒
東
経
一
三
九
度
二
二
分

四
七
秒
の
地
点
及
び
北
緯
三
七
度
二
〇
分
四
五
秒
東
経
一
三
九
度

八
分
三
〇
秒
の
地
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

で
あ
っ
て
高
さ
が
三
三
、五
〇
〇
フ
ー
ト
以
上
三
五
、五
〇
〇
フ
ー

ト
未
満
の
区
域

二
十
四
時
間

二

北
緯
四
一
度
二
七
分
三
一
秒
東
経
一
四
一
度
一
六
分
五
一
秒
の

地
点
、
北
緯
四
一
度
二
六
分
五
六
秒
東
経
一
四
〇
度
七
分
五
一
秒

の
地
点
、
北
緯
四
一
度
一
五
分
五
二
秒
東
経
一
三
九
度
五
五
分
四

三
秒
の
地
点
、
北
緯
四
〇
度
二
二
分
二
四
秒
東
経
一
三
八
度
五
八

分
一
七
秒
の
地
点
、
北
緯
三
九
度
五
三
分
一
〇
秒
東
経
一
三
八
度

二
七
分
四
二
秒
の
地
点
、
北
緯
三
九
度
一
七
分
二
五
秒
東
経
一
三

九
度
一
七
分
三
八
秒
の
地
点
、
北
緯
三
九
度
一
〇
秒
東
経
一
三
九

度
五
九
分
四
八
秒
の
地
点
、
北
緯
三
九
度
一
〇
秒
東
経
一
四
〇
度

八
分
一
二
秒
の
地
点
、
北
緯
三
九
度
一
〇
秒
東
経
一
四
〇
度
二
四

分
四
六
秒
の
地
点
、
北
緯
三
九
度
一
四
分
六
秒
東
経
一
四
〇
度
五

四
分
五
五
秒
の
地
点
、
北
緯
四
〇
度
一
八
分
三
三
秒
東
経
一
四
一

度
一
二
分
一
秒
の
地
点
、
北
緯
四
〇
度
二
八
分
四
六
秒
東
経
一
四

一
度
一
一
分
三
八
秒
の
地
点
、
北
緯
四
一
度
東
経
一
四
一
度
一
〇

分
二
九
秒
の
地
点
、
北
緯
四
一
度
四
分
六
秒
東
経
一
四
一
度
一
〇

分
一
九
秒
の
地
点
、
北
緯
四
一
度
二
五
分
東
経
一
四
一
度
一
六
分

九
秒
の
地
点
及
び
北
緯
四
一
度
二
七
分
三
一
秒
東
経
一
四
一
度
一

六
分
五
一
秒
の
地
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

で
あ
っ
て
高
さ
が
三
三
、五
〇
〇
フ
ー
ト
以
上
三
七
、五
〇
〇
フ
ー

ト
未
満
の
区
域

三

北
緯
三
五
度
一
〇
分
三
秒
東
経
一
三
七
度
四
二
分
三
七
秒
の
地

点
、
北
緯
三
五
度
三
分
東
経
一
三
七
度
一
三
分
三
〇
秒
の
地
点
、

北
緯
三
四
度
五
八
分
五
一
秒
東
経
一
三
六
度
五
〇
分
四
五
秒
の
地

点
、
北
緯
三
四
度
四
五
分
四
四
秒
東
経
一
三
六
度
一
八
分
五
九
秒

の
地
点
、
北
緯
三
四
度
三
九
分
一
四
秒
東
経
一
三
六
度
五
分
二
五

秒
の
地
点
、
北
緯
三
四
度
三
五
分
四
一
秒
東
経
一
三
五
度
四
一
分

二
〇
秒
の
地
点
、
北
緯
三
四
度
八
分
五
〇
秒
東
経
一
三
五
度
四
一

分
二
〇
秒
の
地
点
、
北
緯
三
四
度
一
六
分
一
〇
秒
東
経
一
三
六
度

九
分
三
八
秒
の
地
点
、
北
緯
三
四
度
一
二
分
五
三
秒
東
経
一
三
六

度
二
二
分
一
九
秒
の
地
点
、
北
緯
三
四
度
四
分
四
八
秒
東
経
一
三

六
度
五
三
分
五
秒
の
地
点
、
北
緯
三
三
度
五
五
分
五
三
秒
東
経
一

三
七
度
二
六
分
二
二
秒
の
地
点
、
北
緯
三
三
度
五
七
分
三
二
秒
東

経
一
三
七
度
三
五
分
二
二
秒
の
地
点
、
北
緯
三
四
度
二
分
一
一
秒

東
経
一
三
八
度
一
分
一
五
秒
の
地
点
、
北
緯
三
四
度
六
分
一
一
秒

東
経
一
三
八
度
二
三
分
五
九
秒
の
地
点
、
北
緯
三
四
度
二
七
分
一

五
秒
東
経
一
三
九
度
一
八
分
三
二
秒
の
地
点
、
北
緯
三
四
度
二
七

分
一
二
秒
東
経
一
三
九
度
二
六
分
一
一
秒
の
地
点
、
北
緯
三
四
度

五
六
分
五
秒
東
経
一
四
〇
度
一
五
分
三
八
秒
の
地
点
、
北
緯
三
五

度
六
分
三
八
秒
東
経
一
四
〇
度
一
五
分
四
三
秒
の
地
点
、
北
緯
三

五
度
一
九
秒
東
経
一
三
九
度
三
八
分
一
八
秒
の
地
点
、
北
緯
三
四

度
五
八
分
一
一
秒
東
経
一
三
九
度
二
四
分
四
三
秒
の
地
点
、
北
緯

三
四
度
五
六
分
一
四
秒
東
経
一
三
九
度
一
二
分
二
五
秒
の
地
点
、

北
緯
三
四
度
五
四
分
一
二
秒
東
経
一
三
八
度
五
九
分
四
九
秒
の
地

点
、
北
緯
三
四
度
五
一
分
五
三
秒
東
経
一
三
八
度
四
五
分
四
六
秒

の
地
点
、
北
緯
三
四
度
五
一
分
二
一
秒
東
経
一
三
八
度
四
分
三
五

秒
の
地
点
、
北
緯
三
四
度
五
〇
分
三
二
秒
東
経
一
三
七
度
五
〇
分

二
七
秒
の
地
点
、
北
緯
三
五
度
東
経
一
三
七
度
四
〇
分
五
五
秒
の

地
点
及
び
北
緯
三
五
度
一
〇
分
三
秒
東
経
一
三
七
度
四
二
分
三
七

秒
の
地
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
で
あ
っ
て

高
さ
が
三
三
、
五
〇
〇
フ
ー
ト
以
上
四
一
、
五
〇
〇
フ
ー
ト
未
満

の
区
域

神
戸
航
空
交
通
管
制
部

一

北
緯
三
〇
度
二
〇
秒
東
経
一
二
九
度
一
五
分
二
三
秒
の
地
点
、

北
緯
二
九
度
一
分
二
四
秒
東
経
一
二
八
度
九
分
一
九
秒
の
地
点
、

北
緯
二
七
度
二
六
分
一
七
秒
東
経
一
二
六
度
一
四
分
四
七
秒
の
地

点
、
北
緯
二
六
度
二
九
分
一
七
秒
東
経
一
二
七
度
四
七
分
二
二
秒

の
地
点
、
北
緯
二
六
度
二
七
分
三
一
秒
東
経
一
二
九
度
四
三
分
二

五
秒
の
地
点
、
北
緯
二
七
度
五
二
分
一
四
秒
東
経
一
三
〇
度
三
〇

分
五
二
秒
の
地
点
、
北
緯
二
八
度
三
五
分
四
二
秒
東
経
一
三
一
度

一
分
四
五
秒
の
地
点
、
北
緯
三
〇
度
一
三
秒
東
経
一
三
一
度
二
〇

分
五
九
秒
の
地
点
及
び
北
緯
三
〇
度
二
〇
秒
東
経
一
二
九
度
一
五

分
二
三
秒
の
地
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
で

あ
っ
て
高
さ
が
三
三
、
五
〇
〇
フ
ー
ト
以
上
三
七
、
五
〇
〇
フ
ー

ト
未
満
の
区
域

二
十
四
時
間

二

北
緯
三
五
度
三
五
分
二
八
秒
東
経
一
三
五
度
四
七
分
一
六
秒
の

地
点
、
北
緯
三
五
度
三
三
分
一
九
秒
東
経
一
三
五
度
五
分
五
五
秒

の
地
点
、
北
緯
三
五
度
二
九
分
五
三
秒
東
経
一
三
五
度
一
分
一
三

秒
の
地
点
、
北
緯
三
五
度
一
一
分
二
〇
秒
東
経
一
三
四
度
三
三
分

四
七
秒
の
地
点
、
北
緯
三
五
度
四
分
五
〇
秒
東
経
一
三
四
度
一
分

の
地
点
、
北
緯
三
四
度
五
五
分
一
〇
秒
東
経
一
三
三
度
五
五
分
九

秒
の
地
点
、
北
緯
三
四
度
四
九
分
七
秒
東
経
一
三
三
度
二
五
分
二

四
秒
の
地
点
、
北
緯
三
四
度
四
八
分
一
七
秒
東
経
一
三
三
度
二
六

分
一
八
秒
の
地
点
、
北
緯
三
四
度
三
四
分
二
〇
秒
東
経
一
三
三
度

四
一
分
二
六
秒
の
地
点
、
北
緯
三
四
度
二
二
分
三
二
秒
東
経
一
三

三
度
五
二
分
五
二
秒
の
地
点
、
北
緯
三
四
度
一
七
分
一
秒
東
経
一

三
三
度
五
七
分
三
〇
秒
の
地
点
、
北
緯
三
四
度
三
〇
分
二
六
秒
東

経
一
三
五
度
六
分
九
秒
の
地
点
、
北
緯
三
四
度
三
二
分
四
三
秒
東

経
一
三
五
度
二
〇
分
五
三
秒
の
地
点
、
北
緯
三
四
度
四
五
分
四
二

秒
東
経
一
三
五
度
二
一
分
一
秒
の
地
点
、
北
緯
三
四
度
五
一
分
一

一
秒
東
経
一
三
五
度
一
八
分
三
五
秒
の
地
点
、
北
緯
三
四
度
五
六

分
四
九
秒
東
経
一
三
五
度
四
八
分
五
七
秒
の
地
点
、
北
緯
三
四
度

五
七
分
四
九
秒
東
経
一
三
五
度
五
三
分
一
七
秒
の
地
点
、
北
緯
三

五
度
二
三
分
二
七
秒
東
経
一
三
五
度
五
四
分
三
四
秒
の
地
点
及
び

北
緯
三
五
度
三
五
分
二
八
秒
東
経
一
三
五
度
四
七
分
一
六
秒
の
地

点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
で
あ
っ
て
高
さ
が

三
三
、
五
〇
〇
フ
ー
ト
以
上
四
一
、
五
〇
〇
フ
ー
ト
未
満
の
区
域

福
岡
航
空
交
通
管
制
部

一

次
に
掲
げ
る
区
域
の
直
上
空
域
で
高
さ
が
三
三
、
五
〇
〇
フ
ー

ト
未
満
の
区
域

二
十
四
時
間

イ

北
緯
三
〇
度
二
〇
秒
東
経
一
二
九
度
一
五
分
二
三
秒
の
地

点
、
北
緯
三
〇
度
一
三
秒
東
経
一
二
八
度
五
九
分
五
二
秒
の
地

点
、
北
緯
二
九
度
三
七
分
一
三
秒
東
経
一
二
八
度
二
六
分
一
秒

の
地
点
、
北
緯
二
七
度
四
三
分
五
一
秒
東
経
一
二
五
度
四
五
分

三
四
秒
の
地
点
、
北
緯
二
七
度
二
六
分
一
七
秒
東
経
一
二
六
度

一
四
分
四
七
秒
の
地
点
、
北
緯
二
九
度
一
分
二
四
秒
東
経
一
二

八
度
九
分
一
九
秒
の
地
点
及
び
北
緯
三
〇
度
二
〇
秒
東
経
一
二

九
度
一
五
分
二
三
秒
の
地
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま

れ
た
区
域

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
八
十
七
号

航
空
交
通
管
制
部
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
二
十
六
号
）
第
一
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
航

空
交
通
管
制
部
の
管
轄
区
域
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲





ロ

北
緯
三
〇
度
一
三
秒
東
経
一
三
一
度
二
〇
分
五
九
秒
の
地

点
、
北
緯
二
八
度
三
五
分
四
二
秒
東
経
一
三
一
度
一
分
四
五
秒

の
地
点
、
北
緯
二
九
度
二
七
分
三
九
秒
東
経
一
三
一
度
三
九
分

二
三
秒
の
地
点
、
北
緯
二
九
度
三
一
分
五
二
秒
東
経
一
三
一
度

三
八
分
五
二
秒
の
地
点
及
び
北
緯
三
〇
度
一
三
秒
東
経
一
三
一

度
二
〇
分
五
九
秒
の
地
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ

た
区
域

二

北
緯
三
三
度
三
三
分
二
一
秒
東
経
一
二
九
度
二
五
分
一
秒
の
地

点
、
北
緯
三
三
度
三
一
分
五
三
秒
東
経
一
二
九
度
一
一
分
四
八
秒

の
地
点
、
北
緯
三
三
度
二
九
分
五
一
秒
東
経
一
二
八
度
五
三
分
三

六
秒
の
地
点
、
北
緯
三
三
度
二
二
分
二
六
秒
東
経
一
二
八
度
一
四

分
五
秒
の
地
点
、
北
緯
三
三
度
二
二
分
一
五
秒
東
経
一
二
八
度
九

分
一
九
秒
の
地
点
、
北
緯
三
三
度
八
分
東
経
一
二
八
度
五
九
分
八

秒
の
地
点
、
北
緯
三
三
度
六
分
一
五
秒
東
経
一
二
八
度
五
〇
分
六

秒
の
地
点
及
び
北
緯
三
二
度
四
九
分
一
秒
東
経
一
二
八
度
三
五
分

二
六
秒
の
地
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
、
北
緯
三
二
度
四
〇
分
一
五

秒
東
経
一
二
八
度
四
九
分
五
三
秒
の
地
点
を
中
心
と
す
る
半
径
一

五
海
里
の
円
弧
の
う
ち
同
地
点
か
ら
一
八
一
度
二
〇
分
二
〇
秒
に

引
い
た
線
以
西
で
あ
っ
て
同
地
点
か
ら
三
〇
五
度
五
二
分
六
秒
に

引
い
た
線
以
南
の
部
分
並
び
に
北
緯
三
二
度
二
五
分
一
二
秒
東
経

一
二
八
度
四
九
分
二
八
秒
の
地
点
、
北
緯
三
二
度
二
五
分
一
三
秒

東
経
一
二
八
度
五
九
分
五
二
秒
の
地
点
、
北
緯
三
二
度
五
分
四
四

秒
東
経
一
二
八
度
五
九
分
五
二
秒
の
地
点
、
北
緯
三
二
度
二
五
分

九
秒
東
経
一
二
九
度
二
二
分
三
二
秒
の
地
点
、
北
緯
三
二
度
二
六

分
二
〇
秒
東
経
一
二
九
度
三
七
分
二
五
秒
の
地
点
、
北
緯
三
二
度

四
〇
分
一
二
秒
東
経
一
二
九
度
三
四
分
五
二
秒
の
地
点
、
北
緯
三

三
度
五
一
秒
東
経
一
二
九
度
三
一
分
三
秒
の
地
点
、
北
緯
三
三
度

一
七
分
三
六
秒
東
経
一
二
九
度
二
七
分
五
六
秒
の
地
点
及
び
北
緯

三
三
度
三
三
分
二
一
秒
東
経
一
二
九
度
二
五
分
一
秒
の
地
点
を
順

次
に
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
で
あ
っ
て
高
さ
が
二
〇
、

五
〇
〇
フ
ー
ト
以
上
三
三
、
五
〇
〇
フ
ー
ト
未
満
の
区
域

三

北
緯
四
五
度
三
五
分
一
〇
秒
東
経
一
四
〇
度
七
分
五
六
秒
の
地

点
、北
緯
四
五
度
一
五
秒
東
経
一
三
九
度
三
八
分
三
三
秒
の
地
点
、

北
緯
四
三
度
九
秒
東
経
一
四
四
度
五
九
分
四
六
秒
の
地
点
、
北
緯

四
三
度
一
六
分
二
秒
東
経
一
四
五
度
四
五
分
三
三
秒
の
地
点
、
北

緯
四
三
度
四
一
分
東
経
一
四
五
度
一
六
分
四
二
秒
の
地
点
、
北
緯

四
四
度
五
分
五
三
秒
東
経
一
四
五
度
七
分
四
五
秒
の
地
点
、
北
緯

四
五
度
三
五
分
八
秒
東
経
一
四
一
度
五
六
分
三
六
秒
の
地
点
及
び

北
緯
四
五
度
三
五
分
一
〇
秒
東
経
一
四
〇
度
七
分
五
六
秒
の
地
点

を
順
次
に
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
で
あ
っ
て
高
さ
が
二

六
、
五
〇
〇
フ
ー
ト
以
上
三
三
、
五
〇
〇
フ
ー
ト
未
満
の
区
域

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
八
十
八
号

大
館
能
代
空
港
の
施
設
に
つ
い
て
告
示
し
た
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
の
で
、
航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百

三
十
一
号
）
第
四
十
条
及
び
第
四
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

一

設
置
者
の
氏
名
及
び
住
所

秋
田
県

秋
田
県
秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

二

空
港
の
名
称
及
び
位
置

大
館
能
代
空
港

秋
田
県
北
秋
田
市

三

変
更
が
あ
る
事
項
（
変
更
前
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
年
運
輸
省
告
示
第
三
百
十
一
号
を
参
照
。）

イ

空
港
の
範
囲

別
図
の
う
ち
、
一
点
鎖
線
で
囲
ま
れ
た
部
分

ロ

空
港
の
総
面
積

百
二
十
一
万
八
千
九
百
六
十
平
方
メ
ー
ト
ル

ハ

変
更
が
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
平
成
六
年
運
輸
省
告
示
第
十
号
及
び
平
成
十
七
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百

十
五
号
を
参
照
。

（
注
）
空
港
の
範
囲
を
示
す
詳
細
図
を
秋
田
県
庁
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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陸
上
施
設

◎
共
同
使
用

施
設
番
号

施

設

名

所

在

地

名

所
有
関
係

摘

要

六
〇
二
二

嘉
手
納
弾
薬
庫
地
区

沖
縄
市
、
沖
縄
県
中
頭

郡
嘉
手
納
町
、
読
谷
村

国
有

土
地
：
約
二
四
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

公
有

土
地
：
約
九
一
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

民
有

土
地
：
約
四
六
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

訓
練
施
設
と
し
て
共
同
使
用
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

六
〇
三
七

嘉
手
納
飛
行
場

沖
縄
市
、
沖
縄
県
中
頭

郡
嘉
手
納
町
、
北
谷
町

国
有

土
地
：
約
七
、
九
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

公
有

土
地
：
約
七
二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

民
有

土
地
：
約
七
六
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

国
有

建
物
：
一
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

訓
練
施
設
と
し
て
共
同
使
用
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

六
〇
三
七

嘉
手
納
飛
行
場

沖
縄
市
、
沖
縄
県
中
頭

郡
嘉
手
納
町
、
北
谷
町

国
有

土
地
：
約
五
三
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

公
有

土
地
：
約
六
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

民
有

土
地
：
約
一
、七
三
四
、〇
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル

国
有

建
物
：
二
四
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

国
有

工
作
物
：
駐
機
場
等

訓
練
施
設
と
し
て
共
同
使
用
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
同

月
三
十
一
日
ま
で
の
間

六
〇
七
七

鳥
島
射
爆
撃
場

沖
縄
県
島
尻
郡
久
米
島

町

公
有

土
地
：
約
三
九
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

空
域
：
約
二
六
九
、
二
五
〇
、
〇
〇
〇
平

方
メ
ー
ト
ル

訓
練
施
設
と
し
て
共
同
使
用
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

六
〇
七
八

出
砂
島
射
爆
撃
場

沖
縄
県
島
尻
郡
渡
名
喜

村

公
有

土
地
：
約
二
四
五
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル空
域
：
約
四
三
、
〇
八
〇
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル

訓
練
施
設
と
し
て
共
同
使
用
す
る
。

使
用
期
間
：
令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

◎
追
加
提
供

施
設
番
号

施

設

名

所

在

地

名

所
有
関
係

摘

要

三
〇
一
七

府
中
基
地

府
中
市

国
有

土
地
：
約
五
、
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

工
作
物
：
門
等

訓
練
施
設
と
し
て
追
加
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：

一

令
和
八
年
十
月
十
六
日
か
ら
同
月
二

十
九
日
ま
で
の
間

二

必
要
に
応
じ
、
訓
練
の
展
開
及
び
撤

収
の
た
め
の
追
加
期
間

航
空
自
衛
隊
府
中
基
地
の
施
設
の
一
部

を
、
地
位
協
定
第
二
条
四
⒝
の
適
用
あ
る

施
設
及
び
区
域
と
し
て
提
供
す
る
。
提
供

期
間
中
は
、
地
位
協
定
の
関
連
あ
る
条
項

が
適
用
さ
れ
る
。

三
〇
三
五

習
志
野
演
習
場

船
橋
市
、
八
千
代
市

国
有

土
地
：
約
一
、二
三
九
、〇
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
建
物
：
約
一
二
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

工
作
物
：
水
道
等

訓
練
施
設
と
し
て
追
加
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：

一

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日
か
ら
同
月

二
十
九
日
ま
で
の
間

二

必
要
に
応
じ
、
訓
練
の
展
開
及
び
撤

収
の
た
め
の
追
加
期
間

陸
上
自
衛
隊
習
志
野
演
習
場
及
び
陸
上
自

衛
隊
習
志
野
駐
屯
地
の
施
設
の
一
部
を
、

地
位
協
定
第
二
条
四
⒝
の
適
用
あ
る
施
設

及
び
区
域
と
し
て
提
供
す
る
。
提
供
期
間

中
は
、
地
位
協
定
の
関
連
あ
る
条
項
が
適

用
さ
れ
る
。

三
一
八
九

朝
霞
駐
屯
地

朝
霞
市
、
和
光
市
、
東

京
都
練
馬
区

国
有

土
地
：
約
四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

建
物
：
約
九
、
九
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

工
作
物
：
水
道
等

訓
練
施
設
と
し
て
追
加
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：

一

令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
同
月
二
十

九
日
ま
で
の
間

二

必
要
に
応
じ
、
訓
練
の
展
開
及
び
撤

収
の
た
め
の
追
加
期
間

陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地
の
施
設
の
一
部

を
、
地
位
協
定
第
二
条
四
⒝
の
適
用
あ
る

施
設
及
び
区
域
と
し
て
提
供
す
る
。
提
供

期
間
中
は
、
地
位
協
定
の
関
連
あ
る
条
項

が
適
用
さ
れ
る
。

四
一
六
一

小
松
飛
行
場

京
丹
後
市

国
有

土
地
：
約
八
、
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

建
物
：
約
二
、
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

工
作
物
：
水
道
等

訓
練
施
設
と
し
て
追
加
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：

一

令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら
同
月
二

十
九
日
ま
で
の
間

二

必
要
に
応
じ
、
訓
練
の
展
開
及
び
撤

収
の
た
め
の
追
加
期
間

航
空
自
衛
隊
経
ヶ
岬
分
屯
基
地
の
施
設
の

一
部
を
、
地
位
協
定
第
二
条
四
⒝
の
適
用

あ
る
施
設
及
び
区
域
と
し
て
提
供
す
る
。

提
供
期
間
中
は
、
地
位
協
定
の
関
連
あ
る

条
項
が
適
用
さ
れ
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
四
十
七
号

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日

本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
使
用
を
許
さ
れ
る
施

設
及
び
区
域
に
つ
い
て
、
共
同
使
用
、
追
加
提
供
及
び
新
規
提
供
が
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ

た
。

令
和
八
年
十
月
一
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎





〇

〇

五
一
二
一

築
城
飛
行
場

春
日
市

国
有

建
物
：
約
二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

訓
練
施
設
と
し
て
追
加
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：

一

令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら
同
月
二

十
九
日
ま
で
の
間

二

必
要
に
応
じ
、
訓
練
の
展
開
及
び
撤

収
の
た
め
の
追
加
期
間

航
空
自
衛
隊
春
日
基
地
の
施
設
の
一
部

を
、
地
位
協
定
第
二
条
四
⒝
の
適
用
あ
る

施
設
及
び
区
域
と
し
て
提
供
す
る
。
提
供

期
間
中
は
、
地
位
協
定
の
関
連
あ
る
条
項

が
適
用
さ
れ
る
。

五
一
二
三

大
矢
野
原
・
霧
島
演

習
場

え
び
の
市

国
有

土
地
：
約
三
四
九
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル建
物
：
約
四
、
二
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

工
作
物
：
門
等

訓
練
施
設
と
し
て
追
加
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：

一

令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら
同
月
二

十
九
日
ま
で
の
間

二

必
要
に
応
じ
、
訓
練
の
展
開
及
び
撤

収
の
た
め
の
追
加
期
間

陸
上
自
衛
隊
え
び
の
霧
島
中
演
習
場
の
施

設
の
一
部
を
、
地
位
協
定
第
二
条
四
⒝
の

適
用
あ
る
施
設
及
び
区
域
と
し
て
提
供
す

る
。
提
供
期
間
中
は
、
地
位
協
定
の
関
連

あ
る
条
項
が
適
用
さ
れ
る
。

五
一
二
五

健
軍
駐
屯
地

熊
本
市

国
有

土
地
：
約
一
八
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

建
物
：
約
八
、
七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

工
作
物
：
水
道
等

訓
練
施
設
と
し
て
追
加
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：

一

令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら
同
月
二

十
九
日
ま
で
の
間

二

必
要
に
応
じ
、
訓
練
の
展
開
及
び
撤

収
の
た
め
の
追
加
期
間

陸
上
自
衛
隊
健
軍
駐
屯
地
の
施
設
の
一
部

を
、
地
位
協
定
第
二
条
四
⒝
の
適
用
あ
る

施
設
及
び
区
域
と
し
て
提
供
す
る
。
提
供

期
間
中
は
、
地
位
協
定
の
関
連
あ
る
条
項

が
適
用
さ
れ
る
。

五
一
二
五

健
軍
駐
屯
地

熊
本
県
菊
池
郡
菊
陽

町
、
上
益
城
郡
益
城
町

国
有

土
地
：
約
三
五
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

建
物
：
約
五
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

工
作
物
：
水
道
等

訓
練
施
設
と
し
て
追
加
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：

一

令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら
同
月
二

十
九
日
ま
で
の
間

二

必
要
に
応
じ
、
訓
練
の
展
開
及
び
撤

収
の
た
め
の
追
加
期
間

陸
上
自
衛
隊
高
遊
原
分
屯
地
の
施
設
の
一

部
を
、
地
位
協
定
第
二
条
四
⒝
の
適
用
あ

る
施
設
及
び
区
域
と
し
て
提
供
す
る
。
提

供
期
間
中
は
、
地
位
協
定
の
関
連
あ
る
条

項
が
適
用
さ
れ
る
。

◎
新
規
提
供

施
設
番
号

施

設

名

所

在

地

名

所
有
関
係

摘

要

四
一
八
〇

防
府
北
飛
行
場

防
府
市

国
有

土
地
：
約
一
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

工
作
物
：
水
道
等

訓
練
施
設
と
し
て
新
規
提
供
す
る
。

使
用
期
間
：

一

令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら
同
月
三

十
日
ま
で
の
間

二

必
要
に
応
じ
、
訓
練
の
展
開
及
び
撤

収
の
た
め
の
追
加
期
間

航
空
自
衛
隊
防
府
北
基
地
の
施
設
の
一
部

を
、
地
位
協
定
第
二
条
四
⒝
の
適
用
あ
る

施
設
及
び
区
域
と
し
て
提
供
す
る
。
提
供

期
間
中
は
、
地
位
協
定
の
関
連
あ
る
条
項

が
適
用
さ
れ
る
。

官

庁

報

告

１
次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
（
以
下
「
傍
線
部
分
」
と
い
う
。）で
こ
れ
に

対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正

前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ

れ
を
削
る
。

改
正

後
改

正
前

１
外
科
後
処
置
を
行
う
施
設
と
し
て
、
労
働
者
災







害
補
償
保
険
法
（
昭
和
22年
法
律
第
50号
）
第
29






















条
第
１
項
の
社
会
復
帰
促
進
等
事
業
と
し
て
設
置






















さ
れ
た
病
院
及
び
診
療
所












を
指
定
す
る
。

１
外
科
後
処
置
を
行
う
施
設
と
し
て
、
独
立
行
政







法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
が
設
置
す
る
次
の
施






















設
を
指
定
す
る
。

名
称


位
置


北
海
道
中
央
労
災
病
院












岩
見
沢
市







釧
路
労
災
病
院









釧
路
市






青
森
労
災
病
院









八
戸
市






東
北
労
災
病
院









仙
台
市






秋
田
労
災
病
院









大
館
市






福
島
労
災
病
院









い
わ
き
市







令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 (分冊の)

官

庁

事

項

人
事
院
公
示
第
27
号

人
事
院
は
、
人
事
院
規
則
16
３
（
災
害
を
受
け
た
職
員
の
福
祉
事
業
）
第
６
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和

56年
人
事
院
公
示
第
９
号
の
一
部
改
正
に
関
し
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

令
和
８
年
10
月
１
日

人
事
院
総
裁
川
本
裕
子





千葉労災病院


市原市


東京労災病院


東京都大

田区


横浜労災病院


横浜市


関東労災病院


川崎市


新潟労災病院


上越市


富山労災病院


魚津市


浜松労災病院


浜松市


中部労災病院


名古屋市


旭労災病院


尾張旭市


大阪労災病院


堺市


関西労災病院


尼崎市


神戸労災病院


神戸市


和歌山労災病院


和歌山市


山陰労災病院


米子市


岡山労災病院


岡山市


中国労災病院


呉市


山口労災病院


山陽小野

田市


香川労災病院


丸亀市


愛媛労災病院


新居浜市


九州労災病院


北九州市


九州労災病院門司メディカ

ルセンター


北九州市


長崎労災病院


佐世保市


熊本労災病院


八代市


吉備高原医療リハビリテー

ションセンター


岡山県加

賀郡吉備

中央町


北海道せき損センター


美唄市


総合せき損センター


飯塚市


２・３ （略） ２・３ （略）

２ この決定による改正は、令和８年10月１日から効力を発生する。

公 告

令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

諸 事 項

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

破産手続廃止






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

破産手続廃止及び免責許可決定






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

破産手続終結






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

免責許可決定





令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

小規模個人再生による再生計
画認可






令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







貸 借 対 照 表
（令和８年３月31日） （単位：円）

科 目 金 額

資産の部
Ⅰ流動資産
現金及び預金 1711804362
貸付金 2108761876
貸倒引当金  672338


2108089538

未収金 7511320
未収消費税 629428
前払費用 3204014
未収収益 4622966
賞与引当金見返  22831419


流動資産合計 3858693047

Ⅱ固定資産
１有形固定資産
建物 405650500
建物減価償却累計額 216257484


189393016

構築物 73703672
構築物減価償却累計額  64381565


9322107

車両運搬具 36681543
車両運搬具減価償却累計額  36681541


2

工具器具備品 231730440
工具器具備品減価償却累計額 189055052


42675388


有形固定資産合計 241390513

２無形固定資産
ソフトウェア 28298219
電話加入権 182000


無形固定資産合計 28480219

３投資その他の資産
破産更生債権等
破産更生債権等 14506856
貸倒引当金  8176556


6330300

敷金及び保証金 25421920
退職給付引当金見返  117344533


投資その他の資産合計 149096753


固定資産合計 418967485


資産合計 4277660532


負債の部
Ⅰ流動負債
預り補助金等  13083393
一年内返済予定長期借入金 426900000
未払金 53441991
未払費用 4420785
未払法人税等 90000
預り金 2191374
前受収益 585540
短期リース債務 1116852
引当金
賞与引当金 22831419


流動負債合計 524661354

Ⅱ固定負債
資産見返負債 

資産見返運営費交付金 106680931
資産見返補助金等 3746705


110427636

資産除去債務 5687340
長期借入金 1072100000
長期リース債務 1116852
引当金
退職給付引当金 138430140


固定負債合計 1327761968


負債合計 1852423322

純資産の部
Ⅰ資本金
政府出資金 256069521


資本金合計 256069521

令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

独立行政法人北方領土問題対策協会令和７事業年度財務諸表に
関する公告

独立行政法人通則法（平成11年法律第103号）第38条第３項の規定に基づき、独立行政法人北方領
土問題対策協会令和７事業年度財務諸表（令和７年４月１日～令和８年３月31日）について次のとお
り公告します。なお、同法第38条第４項の規定により附属明細書は、（https://www.hoppou.go.jp

            

）で
公告しています。
令和８年 10 月１日 東京都台東区北上野１丁目９番12号

独立行政法人北方領土問題対策協会
理事長 山本 茂樹







Ⅱ資本剰余金
基金 1000000000
資本剰余金 225630890
その他行政コスト累計額 

減価償却相当累計額 227804449
利息費用相当累計額  2245062
除売却差額相当累計額  74262488


資本剰余金合計 921318891

Ⅲ利益剰余金 1247848798


純資産合計 2425237210


負債純資産合計 4277660532


 これらは、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目であります。
行 政 コ ス ト 計 算 書

（令和７年４月１日～令和８年３月31日） （単位：円）

項 目 金 額

Ⅰ 損益計算書上の費用
北方対策業務費 1068339676
施設整備費 77341
受託業務費 29118984
貸付業務費 20031580
一般管理費 236453102
財務費用 15813627
臨時損失 273357


損益計算書上の費用合計 1370107667

Ⅱ その他行政コスト
減価償却相当額  8702518
利息費用相当額  125497
その他行政コスト合計 8828015

Ⅲ 行政コスト 1378935682


 これらは、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目であります。
損 益 計 算 書

（令和７年４月１日～令和８年３月31日） （単位：円）

科 目 金 額

経常費用
北方対策業務費
啓発支援費 544804871
給与、賞与及び諸手当 84360645
法定福利費 19992574

賞与引当金繰入 11776296
退職給付費用 5699744
その他人件費 40917712
水道光熱費 1352566
旅費交通費 27902475
消耗品費 14254994
諸謝金 14329000
通信費 2023442
運搬費 1405277
図書印刷費 11780914
賃借料 14135774
会議費 1530474
保険料 651125
租税公課 88500
船舶使用料 118533514
外部委託費 126453247
修繕費 299622
備品費 780793
その他業務経費 16347686
減価償却費 8918431


1068339676

施設整備費
撤去費 77341


77341

受託業務費
船舶使用料 29118984


29118984

貸付業務費
外部委託費 2929794
旅費交通費 4154194
消耗品費 893031
通信費 3006842
運搬費 83160
図書印刷費 1670768
賃借料 1173840
会議費 167650
備品費 597497
その他業務経費 5354804


20031580

一般管理費
役員報酬 33099793
給与、賞与及び諸手当 97603330
その他人件費 13371084

令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







純 資 産 変 動 計 算 書
（令和７年４月１日～令和８年３月31日） （単位：円）

Ⅰ資本金 Ⅱ資本剰余金

Ⅲ利益剰余金 純資産合計
政府出資金 資本金合計 基金 資本剰余金

その他行政コスト累計額
資本剰余金合計減価償却相当累

計額（）
利息費用相当累
計額（）

除売却差額相当
累計額（）

当期首残高 256069521 256069521 1000000000 223233231  219101931  2119565  74262488 927749247 1160613835 2344432603

当期変動額

Ⅰ資本剰余金の当期変動額

固定資産の取得 2397659 2397659 2397659

減価償却  8702518  8702518  8702518

時の経過による資産除去債
務の増加

 125497  125497  125497

Ⅱ利益剰余金の当期変動額 87234963 87234963

当期変動額合計    2397659  8702518  125497   6430356 87234963 80804607

当期末残高 256069521 256069521 1000000000 225630890  227804449  2245062  74262488 921318891 1247848798 2425237210

法定福利費 22825375
賞与引当金繰入 11055123
退職給付費用 11637985
旅費交通費 1498583
賃借料 26053244
会議費 19312
水道光熱費 662149
消耗品費 176762
諸謝金 131000
通信費 204842
運搬費 9174
租税公課 240900
保険料 37020
図書印刷費 297392
外部委託費 464024
備品費 1375387
その他管理経費 12065135
減価償却費 3625488


236453102

財務費用
支払利息 15813627


経常費用合計 1369834310

経常収益
運営費交付金収益  1232857877
政府受託収入 30219505
補助金等収益  120375293
貸付金利息 13613566
資産見返負債戻入 
資産見返運営費交付金戻入 9667826
資産見返補助金等戻入 1759247


11427073

賞与引当金見返に係る収益  22831419
退職給付引当金見返に係る収益  17337729
財務収益
受取利息 4392306
貸倒引当金戻入益 3580990
雑益 706872


経常収益合計 1457342630


経常利益 87508320

臨時損失
固定資産除却損 273357


臨時損失合計 273357
当期純利益 87234963


当期総利益 87234963



 これらは、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目であります。
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キャッシュ・フロー計算書
（令和７年４月１日～令和８年３月31日） （単位：円）

項 目 金 額

Ⅰ 業務活動によるキャッシュ・フロー
北方対策業務費支出  439176754
啓発支援費支出  535283115
人件費支出  309217943
施設整備費支出  77341
受託業務費支出  29118984
貸付けによる支出  277244000
委託手数料支出  2991903
その他の業務支出  59236797
運営費交付金収入 1306554000
政府受託収入 30219505
貸付金回収による収入 429659104
貸付金利息収入 13877072
補助金等収入 161780000
補助金等の精算による返還金の支出  12858678



小計 276884166
利息の受取額 2115458
利息の支払額  15383011
消費税等還付額 516930
その他の業務外収入 103



業務活動によるキャッシュ・フロー 264133646
Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出  34737341
有形固定資産の処分による支出  247500



投資活動によるキャッシュ・フロー  34984841
Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 80000000
短期借入金の返済による支出  80000000
長期借入れによる収入 330800000
長期借入金の返済による支出  467500000
リース債務の返済による支出  1116852



財務活動によるキャッシュ・フロー  137816852

Ⅳ 資金増加額 91331953
Ⅴ 資金期首残高 620472409


Ⅵ 資金期末残高 711804362



勘定別の利益の処分に関する書類
令和８年８月17日 （単位：円）

項 目 一般業務勘定 貸付業務勘定 法 人 単 位

Ⅰ 当期未処分利益 87234963 0 87234963
当期総利益 87234963 0 87234963

Ⅱ 利益処分額 87234963 0 87234963
積立金 87234963 0 87234963

貸 借 対 照 表
（令和８年３月31日） （単位：円）

資産の部
Ⅰ 流動資産
現金及び預金 779136792979
貯蔵品 38927500825
前払金 217173286069
前払費用 100183418
未収収益 906863531
未収金 4961027533
未収還付消費税
等

711684500

契約資産 1134569886
賞与引当金見返


1714160438

その他の流動資
産

6500


流動資産合
計

1044766075679
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国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構令和７事業年度財務諸
表に関する公告

独立行政法人通則法（平成11年法律第103号）第38条第３項の規定に基づき、令和７事業年度国立
研究開発法人宇宙航空研究開発機構の財務諸表について次のとおり公告します。
なお、主要な財務諸表のみを掲載しておりますので、勘定別財務諸表等詳細をご覧になりたい方は、
当機構のホームページ（https://www.jaxa.jp/）または事務所にて閲覧ください。

令和８年 10 月１日 東京都調布市深大寺東町７丁目44番１号
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構

理事長 山川 宏







Ⅱ 固定資産

１ 有形固定資産

建物 120242639695

減価償却累計
額

 75168601514

減損損失累計
額

 293017956


44781020225

構築物 23442123551

減価償却累計
額

 13924412388


9517711163

機械装置 247214518955

減価償却累計
額

196686686345

減損損失累計
額

 4285416


50523547194

航空機 3180707198

減価償却累計
額

 3147176931


33530267

人工衛星 608102419166

減価償却累計
額

529229550839


78872868327

車両運搬具 1029276045

減価償却累計
額

 821122380


208153665

工具器具備品 78203171141

減価償却累計
額

 63029499349

減損損失累計
額

 7267096


15166404696

土地 80172305648

減損損失累計
額

 13723738749


66448566899

建設仮勘定 145479988485

減損損失累計
額

 4335998


145475652487


有形固定資産
合計

411027454923

２ 無形固定資産

工業所有権 246543909

電話加入権 831000

ソフトウェア 5488392880
工業所有権仮勘
定

177136227

ソフトウェア仮
勘定

1711555084


無形固定資産
合計

7624459100

３ 投資その他の
資産
長期性預金 100000000000
投資有価証券 34976813
長期前払費用 147293855
敷金 16863824
退職給付引当金
見返

20474135668

前払年金費用 294397790


投資その他の
資産合計

120967667950

固定資産合
計

539619581973


資産合計 1584385657652


 これらは、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目である。
（単位：円）

負債の部
Ⅰ 流動負債
運営費交付金債務 47140711389
預り施設費 151471585
預り補助金等 251401996183
預り寄附金 162616647
未払金 86363486583
未払法人税等 25035800
前受金 81824632190
預り金 725177519
賞与引当金 1821686571
短期リース債務 688952323
短期ＰＦＩ債務 43570993



流動負債合計 470349337783
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Ⅱ 固定負債
資産見返負債
資産見返運営費交付金 116966567476
資産見返補助金等 32981687785
資産見返寄附金 879210406
資産見返物品受贈額 1189
建設仮勘定見返運営費交付金 123289157681
建設仮勘定見返施設費 5434761230
建設仮勘定見返補助金等 13569453325
建設仮勘定見返寄附金 57187405
建設仮勘定見返物品受贈額 3118591400


296296617897

長期預り補助金等 591217455204
退職給付引当金 20474135668
前払年金費用見返 294397790
長期リース債務 1204506851
長期ＰＦＩ債務 158438264
国際宇宙ステーション未履行債務 88352282609
資産除去債務 144039432



固定負債合計 998141873715


負債合計 1468491211498
純資産の部
Ⅰ 資本金
政府出資金 543229457324
民間出資金 6119132



資本金合計 543235576456
Ⅱ 資本剰余金
資本剰余金 170771513283
その他行政コスト累計額
減価償却相当累計額 328892071878
減損損失相当累計額  13927375320
利息費用相当累計額  14005651
承継資産に係る費用相当累計額 45697780037
除売却差額相当累計額 188742042245


577273275131


資本剰余金合計 406501761848

Ⅲ 繰越欠損金 20839368454
純資産合計 115894446154


負債純資産合計 1584385657652



 これらは、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目である。
行 政 コ ス ト 計 算 書

（令和７年４月１日～令和８年３月31日） （単位：円）

Ⅰ 損益計算書上の費用
業務費 208435722133
受託費 59935035061
一般管理費 5925096448
財務費用 45504129
雑損 15743133
臨時損失 8297812034
法人税、住民税及び事業税 25035800


損益計算書上の費用合計 282679948738

Ⅱ その他行政コスト
減価償却相当額 6634559884
減損損失相当額 150726455
利息費用相当額 878002
除売却差額相当額  548158893


その他行政コスト合計 6238005448

Ⅲ 行政コスト 288917954186


 これらは、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目である。
損 益 計 算 書

（令和７年４月１日～令和８年３月31日） （単位：円）

経常費用
業務費
人件費 20757556032
賞与引当金繰入 1495199887
退職給付費用 818763963
業務委託費 14552741028
研究材料費及び消耗品費 27296729471
国際宇宙ステーション分担等
経費

16457358157

租税公課 3302747683
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減価償却費 39004470241
役務費 60448185125
助成金 13071649278
その他の業務費 11230321268


208435722133

受託費
人件費 2413322001
賞与引当金繰入 107526133
退職給付費用  6858605
業務委託費 2548192095
研究材料費及び消耗品費 9828066621
減価償却費 2501354274
役務費 40130558048
その他の受託費 2412874494


59935035061

一般管理費
人件費 2160207235
賞与引当金繰入 218960551
退職給付費用 99409805
租税公課 1142317592
減価償却費 62510539
役務費 1358814767
その他の一般管理費 882875959


5925096448

財務費用
支払利息 45504129
雑損
雑損 15743133



経常費用合計 274357100904


経常収益
運営費交付金収益 76158280912
受託収入
政府関係受託収入 53281168894
民間等受託収入 8369099653


61650268547

財産賃貸等収入 460325853
補助金等収益 42259811948
施設費収益 58640885

寄附金収益 161445472
賞与引当金見返に係る収益 1714160438
退職給付引当金見返に係る収益


911315163

資産見返負債戻入
資産見返運営費交付金等戻入 34669562294
資産見返補助金等戻入 60475013069
資産見返寄附金戻入 407227295
資産見返物品受贈額戻入 380700


95552183358

財務収益
受取利息 4672936468
為替差益 33990909


4706927377

雑益
雑益 1664308972


経常収益合計 285297668925


経常利益 10940568021

 これらは、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目である。
（単位：円）

臨時損失
固定資産除却損 34340048
減損損失 81477659
国庫納付金 1291163649
過年度損益修正損 6890830678


8297812034


臨時利益
固定資産売却益 42835767
資産見返運営費交付金等戻入


50016065

資産見返補助金等戻入 64031033
資産見返寄附金戻入 1719528
資産見返物品受贈額戻入 88
過年度損益修正益 6661516678


6820119159


税引前当期純利益 9462875146
法人税、住民税及び事業税 25035800


当期純利益 9437839346
当期総利益 9437839346



 これらは、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目である。
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純 資 産 変 動 計 算 書
（令和７年４月１日～令和８年３月31日）

Ⅰ 資本金 Ⅱ 資本剰余金

政府出資金 民間出資金 資本金
合計 資本剰余金

その他行政コスト累計額
資本剰余金
合計減価償却相当

累計額
減損損失相当
累計額

利息費用相当
累計額

承継資産に係る
費用相当累計額

除売却差額相当
累計額

当期首残高 544068016341 6119132 544074135473 163911896023327940907443 13941033216 13127649 45697780037183442421338407123373660

当期変動額

Ⅰ 資本金の当期変動額

不要財産に係る国庫納
付等による減資

 838559017  838559017

Ⅱ 資本剰余金の当期変動
額

固定資産の取得 7088520000 7088520000

固定資産の除売却 5683395449 164384351  5299620907 548158893

減価償却  6634559884  6634559884

固定資産の減損  150726455  150726455

時の経過による資産除
去債務の増加

 878002  878002

不要財産に係る国庫納
付等

 228902740  228902740

Ⅲ 利益剰余金（又は繰越
欠損金）の当期変動額

当期変動額合計  838559017 0 838559017 6859617260 951164435 13657896 878002 0 5299620907 621611812

当期末残高 543229457324 6119132 543235576456 170771513283328892071878 13927375320 14005651 45697780037188742042245406501761848

（単位：円）

Ⅲ 利益剰余金
（又は繰越
欠損金）
合計

純資産
合計

 30277207800 106673554013

 838559017
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7088520000

548158893

 6634559884

 150726455

 878002

 228902740

9437839346 9437839346

9437839346 9220892141

 20839368454 115894446154

キャッシュ・フロー計算書
（令和７年４月１日～令和８年３月31日） （単位：円）

Ⅰ 業務活動によるキャッシュ・フロー
業務及び管理活動に伴う人件費支出  27144369452
業務及び管理活動に伴うその他経費支出 182265940836
受託業務活動に伴う人件費支出  2595463260
受託業務活動に伴うその他経費支出  51214839984
科学研究費補助金等支出  373065520
その他の業務支出  14806802
運営費交付金収入 148310858000
受託収入 65012860326
財産賃貸収入 459774851
補助金等収入 262984293104
補助金等の精算による返還金の支出  827044350
寄附金収入 68103165
科学研究費補助金等収入 344317159
その他の業務収入 1731155811


小計 214475832212

利息の受取額 3887468553
利息の支払額  45504129
法人税等の支払額  24413200


業務活動によるキャッシュ・フロー 218293383436

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー
定期預金の預入による支出 777000000000
定期預金の払戻による収入 677000000000
有形固定資産の取得による支出  46079467082
無形固定資産の取得による支出  3104587096
有形固定資産の売却による収入 242110
投資その他の資産の取得による支出  22877000
投資その他の資産の返還による収入 1111461190
施設費による収入 8427475554
施設費の精算による返還金の支出  524217012



投資活動によるキャッシュ・フロー 140191969336
Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出  1454019021
ＰＦＩ債務償還による支出  43061338
不要財産に係る国庫納付等による支出  2358625406



財務活動によるキャッシュ・フロー  3855705765
Ⅳ 資金に係る換算差額  885901
Ⅴ 資金増加額 74244822434
Ⅵ 資金期首残高 704891970545



Ⅶ 資金期末残高 779136792979

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注 記 事 項
Ⅰ．重要な会計方針
１．運営費交付金収益の計上基準

業務達成基準を採用しております。
なお、業務の進行状況と運営費交付金の対応関係が明確である活動を除く管理部門の活動に
ついては期間進行基準を採用しております。

２．減価償却の会計処理方法
 有形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。
なお、主な資産の耐用年数は以下のとおりです。
建物 ２～50年
構築物 ２～72年
機械装置 ２～25年
航空機 ２～８年
人工衛星 １～10年
工具器具備品 ２～20年
なお、人工衛星の耐用年数については、原則として定常運用期間又はミッション期間を基
礎として算出しております。
また、特定の償却資産（独立行政法人会計基準第87第１項）及び資産除去債務に対応する
特定の除去費用等（独立行政法人会計基準第91）に係る減価償却に相当する額については、
減価償却相当累計額として資本剰余金から控除して表示しております。

 無形固定資産（リース資産を除く）
定額法を採用しております。
なお、法人内利用のソフトウェアについては、法人内における利用可能期間（１～５年）
に基づいております。

 リース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

３．特定の承継資産（独立行政法人会計基準第87第２項）の会計処理
個別法に基づく承継資産のうち、棚卸資産等に係る費用相当額については、承継資産に係る
費用相当累計額として資本剰余金から控除して表示しております。

４．賞与引当金の計上基準
役職員の賞与の支給に備えるため、賞与支給見込額のうち、当事業年度に負担すべき金額を
計上しております。なお、役職員への賞与のうち、運営費交付金及び宇宙開発支援基金補助金
により財源措置がなされる部分については、賞与引当金と同額を賞与引当金見返として計上し
ております。

５．退職給付に係る引当金の計上基準及び退職給付費用の処理方法
役職員の退職給付に備えるため、当該事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込
額に基づき計上しております。
退職給付債務の算定に当たり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法
については期間定額基準によっております。
過去勤務費用は、その発生時の事業年度に全額を費用処理しております。
数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における職員等の平均残存勤務期間以内
の一定の年数（５年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処
理することとしております。

なお、退職一時金については、運営費交付金により財源措置がなされるため、退職給付引当
金と同額を退職給付引当金見返として計上しております。
また、科学技術企業年金基金から支給される年金給付については、運営費交付金等により掛
金及び年金積立不足額に対して財源措置がなされるため、退職給付引当金（前払年金費用）と
同額を退職給付引当金見返（前払年金費用見返）として計上しております。

６．有価証券の評価基準及び評価方法
 その他有価証券
市場価格のない株式等
移動平均法による原価法を採用しております。
なお、投資事業有限責任組合への出資（金融商品取引法（昭和23年法律第25号）第２条第
２項により有価証券とみなされるもの）については、組合契約に規定される決算報告日に応
じて入手可能な最近の決算書を基礎とし、持分相当額を純額で取り込む方法によっておりま
す。

７．棚卸資産の評価基準及び評価方法
 貯蔵品
個別法による低価法を採用しております。

８．外貨建資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として
処理しております。

９．収益及び費用の計上基準
 受託事業に係る収益

受託事業に係る収益は、主に国から支出された委託費であり、実費弁償を前提とした委託
契約等に基づいて衛星又はサービス等を引き渡す義務を負っております。
当該履行義務は、当機構が顧客との契約における義務を履行するにつれて、顧客が便益を
享受することで充足されると判断し、履行義務の充足に係る進捗度を見積もり、当該進捗度
に基づき収益を一定の期間にわたり認識しております。進捗度は、当期までの発生費用を業
務完了までの見積総費用と比較することにより測定しております。

 受託研究に係る収益
受託研究に係る収益は、主に国又は地方公共団体から支出された委託費であり、実費弁償
を前提とした委託契約等に基づいてサービス等を引き渡す義務を負っております。
当該履行義務は、当機構が顧客との契約における義務を履行するにつれて、顧客が便益を
享受することで充足されると判断し、履行義務の充足に係る進捗度を見積もり、当該進捗度
に基づき収益を一定の期間にわたり認識しております。進捗度は、当期までの発生費用を業
務完了までの見積総費用と比較することにより測定しております。

10．消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっております。

Ⅱ．重要な会計上の見積り
１．米国航空宇宙局（以下、「ＮＡＳＡ」という。）との等価交換取引に係る費用及び債務の見積り
 当事業年度の財務諸表に計上した金額
国際宇宙ステーション分担等経費 16457358157円
国際宇宙ステーション未履行債務 88352282609円







Ⅵ．貸借対照表関係
１．当期に減損を認識又は兆候がある固定資産は以下のとおりです。
 減損の認識
 減損を認識した固定資産の概要

（単位：円）

番号 種類 場 所 用 途 帳簿価額
減 損 額

※１ ※２

 建物 茨城県つくば市 試験用施設 216370064 70736423 145633525

 建物 秋田県能代市 試験用施設 817749 0 0

 建物 鹿児島県熊毛郡 送信棟 5152890 0 0

 建物 鹿児島県熊毛郡 事務所 16069737 0 0

 建物附属
設備

埼玉県比企郡 データ設備 477912 477911 0

 建物附属
設備

埼玉県比企郡 データ設備 633067 633066 0

 機械装置 鹿児島県熊毛郡 射点設備 4285447 0 4285416

 建設仮勘
定

宮城県角田市 受信設備 2268000 2267999 0

 建設仮勘
定

茨城県つくば市 受信設備 2068000 2067999 0

 建物 鹿児島県熊毛郡 衛星用施設 97404452 0 0

(xi) 建物 鹿児島県熊毛郡 射点施設 2350636 0 0

(xii) 建物 東京都調布市 研究用施設 6101815 5294261 807514

合 計 353999769 81477659 150726455

※１：損益計算書に計上される減損損失
※２：行政コスト計算書に計上される減損損失相当額
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 会計上の見積りの内容について財務諸表利用者の理解に資するその他の情報
 ＮＡＳＡとの等価交換取引の概要
国際宇宙ステーション計画では、国際宇宙ステーション協力に関する多国間協定及び日本
国政府とアメリカ合衆国政府との了解覚書において「交換を利用することにより、資金の授
受を最小限にとどめる」ことが規定されております。これを受け、ＮＡＳＡから日本国政府
に対して提供される国際宇宙ステーションの運用に必要な共通システム等やＮＡＳＡによる
当機構物資の輸送に係る経費の分担等のために、当機構は宇宙ステーション補給機（以下、「Ｈ
ＴＶ」という。）及び新型宇宙ステーション補給機（以下、「ＨＴＶＸ」という。）の打上げに
よる物資輸送機会をＮＡＳＡに提供することとされております。この取引は資金の授受を伴
わない等価交換と考えられるため、ＨＴＶ及びＨＴＶＸの打上げ費用を見積り、当事業年
度におけるＮＡＳＡからのサービス提供に応じて「国際宇宙ステーション分担等経費」と「国
際宇宙ステーション未履行債務」を計上しております。
 当事業年度の財務諸表に計上した金額の算出に用いた主要な仮定
米国政府は2021年12月に国際宇宙ステーションを2030年まで運用延長する方針を表明し、
日本国政府は2024年11月に同延長期間への参加を決定しました。これにより国際宇宙ステー
ションの運用期間は、令和12年（2030年）12月まで延長されております。
当事業年度の財務諸表に計上した金額は、以下の仮定を用いて算出しております。
 ＮＡＳＡサービス提供の対価
延長期間（令和７年１月から令和12年12月）において、国際宇宙ステーション運用のた
めにＮＡＳＡから当機構に提供されるサービス費用総額は、当機構が提供するＨＴＶＸ
４号機、５号機、及び６号機の一部の打上げ費用と等価と考えられます（従来の運用期間
である平成25年１月から令和６年12月まではＨＴＶ２機及びＨＴＶＸ１号機、２号機、
３号機の打上げ費用と等価）。
ＮＡＳＡから当機構へのサービスの提供は国際宇宙ステーションの運用期間にわたって
継続的に行われるため、運用期間の経過に応じて費用が生じるとの仮定に基づき、「国際宇
宙ステーション分担等経費」を認識するとともに「国際宇宙ステーション未履行債務」を
計上しております。
 当機構からのサービス提供
当機構からＮＡＳＡへのサービス提供は、ＨＴＶ及びＨＴＶＸの打上げの都度行われ
ます。このため、打上げの実施に応じて当機構の義務が履行されるとの仮定に基づき、「国
際宇宙ステーション未履行債務」を取り崩しております。
当事業年度においては、ＨＴＶＸ１号機の打上げを実施したことに伴い、当該債務の
取崩しを行っております。
なお、当事業年度末時点において、従来の運用期間（平成25年１月から令和６年12月）
に対応する当機構からのサービス提供としてＨＴＶＸ２号機及び３号機の打上げが未了
であるため、当該義務に対応する未履行債務が残存しております。

 当事業年度の財務諸表に計上した金額の算出方法
ＮＡＳＡからのサービス提供額は、に記載の当機構が提供するＨＴＶＸ４号機、５
号機、及び６号機の一部の打上げ費用の総額を、国際宇宙ステーションの延長期間（令和７
年１月から令和12年12月）の月数で按分し、各事業年度に配分することで算出しております。
 翌事業年度の財務諸表に与える影響
今後打上げ予定のＨＴＶＸの打上げ費用の見積額は、開発プロジェクトの進捗や打上げ
スケジュールの変更、物価動向等の外部経済環境の変化により変動することがあります。ま
た、国際宇宙ステーション運用期間の変動も将来の金額に影響を及ぼします。

Ⅲ．会計上の見積りの変更
Ⅱ．１．の「国際宇宙ステーション未履行債務」及び「国際宇宙ステーション分担等経費」
について、新型宇宙ステーション補給機に係る製作費の見積額が変更になったことにより、会計
上の見積りを変更しております。
これにより、従来と比較して「国際宇宙ステーション未履行債務」は2934782609円、「国際宇

宙ステーション分担等経費」は2460104366円それぞれ増加しております。
Ⅳ．重要な債務負担行為

重要な債務負担行為は586012738884円です。
Ⅴ．区分経理関係

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構法第22条に基づき、宇宙戦略基金に係る経理（宇宙戦
略基金勘定）とその他の業務に係る経理（一般勘定）とに区分して整理しております。
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 減損の兆候
 減損の兆候がある固定資産の概要

（単位：円）

番号 種 類 場 所 用 途 帳簿価額

 建物 茨城県つくば市 職員宿舎 17967261

 建物 茨城県つくば市 職員宿舎 48116515

 建物 茨城県牛久市 職員宿舎 115551879

 建物 鹿児島県熊毛郡 観測棟 9590979

 建物 鹿児島県熊毛郡 観測棟 14735353

 建物 鹿児島県熊毛郡 送信棟 3810787

 建設仮勘定 東京都調布市 研究用部品 276638

 建設仮勘定 東京都調布市 研究用部品 762808

 建設仮勘定 群馬県富岡市 研究用部品 3596400

 建設仮勘定 茨城県つくば市 照明器具 6703560

(xi) 建設仮勘定 茨城県つくば市 空調管理装置改修工事 990000

(xii) 建設仮勘定 鹿児島県熊毛郡 移設作業 1630168

(xiii) 建設仮勘定 神奈川県相模原市 人工衛星部品 91949000

合 計 315681348

 金融商品の時価等に関する事項
現金は注記を省略しており、預金（長期性預金を除く）、未収金及び未払金は短期間で決

済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。時価の開示対
象となる金融商品は次のとおりです。

（単位：円）

貸借対照表計上額 時 価 差 額

長期性預金 100000000000 98968082856  1031917144
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 減損の認識に至った経緯
上記資産について、固定資産の全部につき、当事業年度に使用しないという決定を行っ
たため、減損を認識しております。
上記資産～について、使用されている範囲又は方法に関し、当該資産の使用可能性を
著しく低下させる変化が生じており、その全部（又は一部）の使用が想定されていないため、
減損を認識しております。
上記資産～(xi)について、当事業年度に用途変更を行ったため、減損を認識しておりま
す。
上記資産(xii)について、固定資産の全部につき、前事業年度以前に使用しないという決

定を行ったため、減損を認識しております。
 回収可能サービス価額

上記資産、～および(xii)について、売却見込がないため使用価値相当額により回
収可能サービス価額を算定しております。その全部につき今後の使用が想定されていないた
め、備忘価額１円まで帳簿価額を減額しております。
上記資産～、および(xi)について、売却見込がないため使用価値相当額により回収
可能サービス価額を算定しております。使用価値相当額は、当該資産の帳簿価額に建設工事
費デフレーターと当該資産につき「使用が想定されていない部分」以外の部分の割合を乗じ
て算出した価額を用いて算定しておりますが、算定額が帳簿価額を上回っていたため、減損
額は生じておりません。

 認められた減損の兆候の概要
上記資産については、稼働率が著しく低下したため、減損の兆候が認められました。なお、
設備としての機能を現に有しており今後の使用も見込まれることから減損を認識しておりま
せん。
各資産の詳細は以下の通りです。
上記資産～については、期末における入居率が50％未満となっていることから減損の
兆候が認められました。本資産は職員宿舎としての機能は引き続き有しており、今後の使用
も見込まれるものです。
上記資産～については、ＨＩＩＡロケットの運用が終了しその後の建屋の運用につ
いて検討中であることから減損の兆候が認められました。本資産は観測棟・送信棟としての
機能は引き続き有しており、今後の使用も見込まれるものです。
上記資産～については、研究計画が見直されたことにより減損の兆候が認められまし
た。本資産は研究用部品としての機能は引き続き有しており、今後の使用も見込まれるもの
です。
上記資産については、建屋への設置が延期していることから減損の兆候が認められまし
た。本資産は照明器具としての機能は引き続き有しており、今後の使用も見込まれるもので
す。
上記資産(xi)については、沖縄宇宙通信所における改修工事が延期していることから減損
の兆候が認められました。改修工事は本設計に基づいて実施予定であることから、機能は引
き続き有しており、今後の使用も見込まれるものです。
上記資産(xii)については、移設の計画に見直しの可能性が生じたことにより減損の兆候

が認められました。移設作業は本設計に基づいて実施予定であることから、機能は引き続き
有しており、今後の使用も見込まれるものです。
上記資産(xiii)については、ロシア天文学研究所の国際紫外線天文衛星計画に参画して開
発しているものですが、国際情勢の影響により開発活動を停止しているため、減損の兆候が
認められました。本資産は人工衛星部品としての機能は引き続き有しており、今後の使用も
見込まれるものです。

２．国際宇宙ステーション計画では、国際宇宙ステーション協力に関する多国間協定及び日本国政
府とアメリカ合衆国政府との了解覚書において「交換を利用することにより、資金の授受を最小
限にとどめる」ことが規定されております。これを受け国際宇宙ステーションの運用に必要な共
通システム運用経費の分担等のために、当機構が一定のサービスを提供することとされておりま
す。この際、当機構とＮＡＳＡの双方が行う提供済みサービスに、一定期間差異額が生じること
となりますが、この差異額を、貸借対照表の負債の部に「国際宇宙ステーション未履行債務」と
して計上しております。
３．金融商品に関する事項
 金融商品の状況に関する事項

当機構は、機構法第21条第３項において準用する独立行政法人通則法第47条の規定に基づ
き、資金運用については短期又は長期の預金等に限定しております。また、投資有価証券は
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構法第18条第11項及び第18条の２等に基づき、株式等
を保有しております。
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なお、市場価格のない株式等は次のとおりです。
（単位：円）

区 分 貸 借 対 照 表 計 上 額

非上場株式 2

 時価をもって貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債
（単位：円）

区 分
時 価

合 計
レベル１ レベル２ レベル３

長期性預金  98968082856  98968082856

 時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明については、「金融商品の時価等に関す
る事項（注１）」をご参照ください。

５．不要財産に係る国庫納付等
当期に国庫納付した資産は以下のとおりであります。
 第４期中長期目標期間における運営費交付金の精算収益化額に相当する額の資金

 資産種類 現金及び預金

 帳簿価額  帳簿価額 1248135406円

 不要財産となった理由 将来にわたり業務を実施するうえで必要が
なくなったと認められたため。

 国庫納付等の方法 現物納付

 国庫納付額 1248135406円

 納付年月日 令和８年２月27日

 備考

 松戸宿舎譲渡収入の国庫納付

 資産種類 土地、建物及び構築物

 資産名称 松戸宿舎

 帳簿価額  取得価額 872360435円

 減価償却 187293994円

 減損損失 174610268円

 帳簿価額 510456173円

 不要財産となった理由 「独立行政法人整理合理化計画」により不
要財産と認められるため。

 国庫納付等の方法 譲渡収入による国庫納付

 譲渡収入額 1111000000円

 控除した費用の額 510000円

 国庫納付額 1110490000円
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（注１） 時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
【長期性預金】
長期性預金の時価は、満期日に基づく区分ごとに、将来キャッシュ・フローを残存期間に応
じた市場金利（国債利回り）で割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に
分類しております。

また、その他有価証券（投資事業有限責任組合出資）は、組合契約に規定される決算報告
日に応じて入手可能な最近の決算書を基礎とし、持分相当額を純額で取り込む取扱いを適用
しており、上表には含めておりません。当該取扱いを適用した投資事業有限責任組合出資の
貸借対照表計上額は34976811円です。

 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以
下の三つのレベルに分類しております。
レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により

算定した時価
レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを

用いて算定した時価
レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのイン
プットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時
価を分類しております。
 時価をもって貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債
該当ありません。

４．資産除去債務に関する事項
当機構は、石綿障害予防規則に基づき、当該法令に定める範囲の撤去に要する費用を合理的
に見積り、資産除去債務を計上しております。
当機構は、フロン回収破壊法に基づき、当該法令に定める範囲の除去に要する費用を合理的
に見積り、資産除去債務を計上しております。
当機構は、事務所の用に供している不動産等の賃貸契約に基づき、原状回復に要する費用を
合理的に見積り、資産除去債務を計上しております。
資産除去債務の見積りにあたり、支出までの見込期間は取得時からの耐用年数（６年から18
年）によっており、割引率は0186％から1755％を採用しております。

当事業年度における資産除去債務の残高の推移は次のとおりです。
期首残高 142932868円
有形固定資産の取得に伴う増加額 
時の経過による調整額 1106564円
見積りの変更による増減額 
資産除去債務の履行による減少額 

        

期末残高 144039432円

        

当機構は、事業用地等の賃貸借契約に基づき、事業終了時又は退去時における原状回復に係
る債務を有しておりますが、当該債務に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、将来移転
する予定がないものについては、資産除去債務を合理的に見積もることができません。そのた
め、当該債務に見合う資産除去債務を計上しておりません。
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 納付年月日 令和７年12月10日／12月25日

 減資額 838559017円

 備考
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６．退職給付に関する事項
 採用している退職給付制度の概要

当機構は、役職員の退職給付に充てるため、積立型、非積立型の確定給付制度を採用して
おります。確定給付企業年金制度（積立型制度）では、給与と勤務期間に基づいた一時金又
は年金を支給しております。退職一時金制度（非積立型制度）では、退職給付として、給与
と勤務期間に基づいた一時金を支給しております。

 確定給付制度
 退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表

（単位：円）
期首における退職給付債務 31980107004
勤務費用 1386512705
利息費用 351781177
数理計算上の差異の当期発生額  5150085692
退職給付の支払額  1036293399
過去勤務費用の当期発生額 
制度加入者からの拠出額 109881700

       

期末における退職給付債務 27641903495

       

 年金資産の期首残高と期末残高の調整表
（単位：円）

期首における年金資産 13433671239
期待運用収益 268673425
数理計算上の差異の当期発生額 691187804
事業主からの支払額 533648300
退職給付の支払額  382504399
制度加入者からの拠出額 109881700

       

期末における年金資産 14654558069

       
 退職給付債務及び年金資産と貸借対照表に計上された退職給付引当金及び前払年金費用の
調整表

（単位：円）
積立型制度の退職給付債務 10499275280
年金資産  14654558069

       

積立型制度の未積立退職給付債務  4155282789
非積立型制度の未積立退職給付債務 17142628215

       

小計 12987345426
未認識数理計算上の差異 7192392452

       

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 20179737878

       

退職給付引当金 20474135668
前払年金費用  294397790

       

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 20179737878

       

 退職給付に関連する損益
（単位：円）

勤務費用 1386512705
利息費用 351781177
期待運用収益  268673425
数理計算上の差異の当期の費用処理額  558305294
過去勤務費用の当期の費用処理額 
臨時に支払った割増退職金 

       

合計 911315163

       

 年金資産の主な内訳
年金資産合計に対する主な分類ごとの比率は、次のとおりです。
債券 59％
株式 23％
その他 18％

       

合計 100％

       

 長期期待運用収益率の設定方法に関する事項
年金資産の長期期待運用収益率を決定するため、現在及び予想される年金資産の配分と、
年金資産を構成する多様な資産からの現在及び将来期待される長期の収益率を考慮しており
ます。
 数理計算上の計算基礎に関する事項
期末における主要な数理計算上の計算基礎
割引率 280％
長期期待運用収益率 200％

７．その他行政コスト累計額のうち、出資を財源に取得した資産に係る金額は476968452499円
です。

Ⅶ．行政コスト計算書関係
１．独立行政法人の業務運営に関して国民の負担に帰せられるコスト
行政コスト 288917954186円
自己収入等  68990231275円
法人税等及び国庫納付額  1316199449円
機会費用 3394312198円

                                         

独立行政法人の業務運営に関して国民の負担に帰せられるコスト 222005835660円
２．機会費用の計上方法
 国又は地方公共団体の財産の無償又は減額された使用料による貸借取引から生ずる機会費用
の計算方法
 近隣の地代や賃貸料等を参考に計算しております。
 無償貸付を受けている研究開発用資産に対し減価償却を行ったと仮定した場合の令和７年
度減価償却相当額を計上しております。

 政府出資又は地方公共団体出資等から生ずる機会費用の計算に使用した利率
10年利付国債の令和８年３月末利回りを参考に2345％で計算しております。

 国又は地方公共団体との人事交流による出向職員から生ずる機会費用の計算方法
当該職員が国又は地方公共団体に復帰後退職する際に支払われる退職手当のうち、独立行
政法人での勤務期間に対応する部分について、職員退職手当支給規程に定める支給基準を参
考に計算しております。
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Ⅹ．収益認識に関する注記
当機構は、以下に記載する内容を除き、会計基準第86における収益に重要性が乏しいため、注記を省略しております。

１．収益の分解情報
当機構は一定の事業等のまとまりごとの区分として６つのセグメントを構成しております。その上で、顧客との契約から生じる収益についての理解のため、顧客の種類及び財又はサービスの種類
に基づき区分した形で収益を分解しています。

セグメント

顧客の種類及び財又は
サービスの種類

Ａ．宇宙政策の目標達成に向けた宇宙プロジェクト及び研究開発の実施
Ｂ．官民共創での
宇宙利用拡大及び
産業振興に資する
研究開発等の取組

Ｃ．宇宙戦略基金
の活用

Ｄ．航空産業振興
及び社会課題解決
に資する航空科学
技術に関する取組

ａ．衛星測位・衛
星リモートセンシ
ング・衛星通信・
基盤技術

ｂ．宇宙科学・探
査 ｃ．有人宇宙活動 ｄ．宇宙輸送シス

テム 計

政府関係

衛星開発 40064276997 0 0 0 40064276997 0 0 0

受託研究開発 9205974968 67691467 202588383 0 9476254818 0 0 46112511

衛星運用維持 3694524568 0 0 0 3694524568 0 0 0

計 52964776533 67691467 202588383 0 53235056383 0 0 46112511

民間等

受託研究開発 655638502 1090450578 130336733 0 1876425813 120534797 0 5001348246

その他（施設利用等） 46202154 990819 0 1067807291 1115000264 1536717 0 161488265

計 701840656 1091441397 130336733 1067807291 2991426077 122071514 0 5162836511

合 計 53666617189 1159132864 332925116 1067807291 56226482460 122071514 0 5208949022
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Ⅷ．損益計算書関係
１．ファイナンス・リース取引が損益に与える影響額は、50183747円であり、当該影響額を除い
た当期総利益は9387655599円です。
２．オペレーティング・リース取引に係る未経過リース料
 貸借対照表日後一年以内のリース期間に係る未経過リース料

61925532円
 貸借対照表日後一年を超えるリース期間に係る未経過リース料

42799242円
３．ＰＦＩによるサービス部分の対価の支払予定額
 貸借対照表日後一年以内のＰＦＩ期間に係る支払予定額

18553186円
 貸借対照表日後一年を超えるＰＦＩ期間に係る支払予定額

61416032円
なお、サービス部分の対価の支払予定額は当該サービスのコスト削減成果により変動する可能
性があります。
４．国際宇宙ステーション計画では、国際宇宙ステーション協力に関する多国間協定及び日本国政
府とアメリカ合衆国政府との了解覚書において「交換を利用することにより、資金の授受を最小
限にとどめる」ことが規定されております。これを受け国際宇宙ステーションの運用に必要な共
通システム運用経費の分担等のために、当機構が一定のサービスを提供することとされておりま
す。これに伴い、当期において当該分担すべき経費が発生し、これを損益計算書の経常費用に「国
際宇宙ステーション分担等経費」として計上しております。なお、当該科目には、荷造運搬費、
役務費、消耗品費、水道光熱費、通信費が含まれております。

５．過年度の損益修正に関する事項
当事業年度におけるＮＡＳＡとの等価交換取引に基づくＨＴＶＸ１号機の打上げに際し、貯
蔵品として計上されていたＨＴＶＸ１号機等の内容を精査した結果、本来は資産（貯蔵品）計
上の対象とならない費用項目が含まれていたことが判明いたしました。
これに伴い、過年度の費用相当額6652483476円を「過年度損益修正損（臨時損失）」として計

上し、併せて対応する補助金等の見返勘定の取崩額6609244476円を「過年度損益修正益（臨時
利益）」として計上しております。

Ⅸ．キャッシュ・フロー計算書関係
１．資金の期末残高の貸借対照表科目別の内訳

現金及び預金 779136792979円

              

資金期末残高 779136792979円

              

２．重要な非資金取引
 寄附等による資産の取得

188433639円
 ファイナンス・リースによる資産の取得

1148584676円
 国際宇宙ステーション分担等経費等

20420921492円
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Ｅ．宇宙航空政策
の目標達成を支え
るための取組

計 法人共通 合 計

0 40064276997 0 40064276997

0 9522367329 0 9522367329

0 3694524568 0 3694524568

0 53281168894 0 53281168894

2345001 7000653857 0 7000653857

90420550 1368445796 0 1368445796

92765551 8369099653 0 8369099653

92765551 61650268547 0 61650268547

 残存履行義務に配分した取引価格に関する情報
当事業年度末における残存履行義務に配分された顧客の種類及び財又はサービスごとの取
引価格の総額は以下のとおりです。なお、顧客との契約から生じる対価の中に、取引価格に
含まれていない重要な変動対価の額等はありません。

顧 客 財又はサービス 残存履行義務に配分された取引価格

政府関係 衛星開発 263612132805

受託研究開発 16233775391

衛星運用維持 4516230479

民間等 受託研究開発 28404056506

その他（施設利用等） 1026584834

合 計 313792780015

勘定別の利益の処分（損失の処理）に関する明細
（単位：円）

一般勘定 宇宙戦略基金勘定 合 計

Ⅰ 当期未処分利益（当期未処
理損失）

 20839368454 0  20839368454

当期総利益（当期総損失） 9437839346 0 9437839346
前期繰越欠損金  30277207800 0  30277207800

Ⅱ 次期繰越欠損金  20839368454 0  20839368454
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２．収益を理解するための基礎となる情報
「重要な会計方針」に係る事項に関する注記の「収益及び費用の計上基準」に記載のとおり
であります。

３．当該事業年度及び翌事業年度以降の収益の金額を理解するための情報
 契約資産及び契約負債の残高等に関する情報

契約資産は、進捗度に応じて認識された収益のうち、期末日時点で進行中の受託業務等に
係る対価に対する機構の権利に関するものであり前受金を受領していないものであります。
契約負債は、貸借対照表上「前受金」に計上しており、契約の履行に先立ち顧客から受領
する前受対価であります。なお、「前受金」は全て契約負債であり、他の負債は含まれており
ません。

また、顧客の種類及び財又はサービスごとの残存履行義務は、当事業年度末から起算して
概ね次の期間内に完了し、収益として認識することを見込んでおります。
政府関係
・衛星開発：４年以内
・受託研究開発：４年以内
・衛星運用維持：４年以内
民間等
・受託研究開発：７年以内
・その他（施設利用等）：２年以内
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企業年金基金変更公告
大日本塗料企業年金基金の事務所の所在地に変
更があったので、確定給付企業年金法第15条及び
確定給付企業年金法施行令第９条の規定により、
次のように公告する。
１．新事務所の所在地 大阪市中央区平野町四丁
目２番３号
２．旧事務所の所在地 大阪市中央区南船場一丁
目18番11号
３．変更年月日 令和８年９月24日
令和８年 10 月１日

大日本塗料企業年金基金
理事長 永野 達彦

会 社 そ の 他 の 公 告

解 散 公 告

当 社 は 、 令 和 八 年 九 月 三 十 日 開 催 の 株 主 総 会 の

決 議 に よ り 解 散 い た し ま し た の で 、 当 社 に 債 権 を

有 す る 方 は 、 本 公 告 掲 載 の 翌 日 か ら 二 箇 月 以 内 に

お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 右 期 間 内 に お 申 し 出 が な い と き は 清 算 か

ら 除 斥 し ま す 。

令 和 八 年 十 月 一 日

北 海 道 帯 広 市 西 十 一 条 南 九 丁 目 七 番 地 一

株 式 会 社 加 藤 商 会

代 表 清 算 人 加 藤 道 博

解 散 公 告

当 社 は 、 令 和 八 年 八 月 三 十 一 日 株 主 総 会 の 決 議

に よ り 解 散 い た し ま し た の で 、 当 社 に 債 権 を 有 す

る 方 は 、 本 公 告 掲 載 の 翌 日 か ら 二 箇 月 以 内 に お 申

し 出 下 さ い 。

な お 、 右 期 間 内 に お 申 し 出 が な い と き は 清 算 か

ら 除 斥 し ま す 。

令 和 八 年 十 月 一 日

札 幌 市 中 央 区 南 二 条 西 九 丁 目 一 番 地 一 一

カ サ ト レ ス ネ オ 四 〇 三 号
株 式 会 社 メ カ ニ ス タ

代 表 清 算 人 小 野 寺 鉄

解 散 公 告

当 社 は 、 令 和 八 年 五 月 三 十 一 日 株 主 総 会 の 決 議

に よ り 解 散 い た し ま し た の で 、 当 社 に 債 権 を 有 す

る 方 は 、 本 公 告 掲 載 の 翌 日 か ら 二 箇 月 以 内 に お 申

し 出 下 さ い 。

な お 、 右 期 間 内 に お 申 し 出 が な い と き は 清 算 か

ら 除 斥 し ま す 。

令 和 八 年 十 月 一 日

札 幌 市 豊 平 区 豊 平 三 条 九 丁 目 三 番 一 二 号

有 限 会 社 フ ー バ ー

清 算 人 千 葉 恭 代

解 散 公 告

当 社 は 、 令 和 八 年 九 月 一 日 開 催 の 臨 時 株 主 総 会

の 決 議 に よ り 解 散 い た し ま し た の で 、 当 社 に 債 権

を 有 す る 方 は 、 本 公 告 掲 載 の 翌 日 か ら 二 箇 月 以 内

に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 右 期 間 内 に お 申 し 出 が な い と き は 清 算 か

ら 除 斥 し ま す 。

令 和 八 年 十 月 一 日

岩 手 県 八 幡 平 市 大 更 第 一 八 地 割 五 〇 番 地 三

九 八 株 式 会 社 一 心

代 表 清 算 人 伊 藤 保 己







〇

〇

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 (分冊の)
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

岩
手
県
一
関
市
大
東
町
摺
沢
字
上
堺
の
沢
二
九
番

地
二

株
式
会
社
及
友
技
建

代
表
清
算
人

及
川

雅
幸

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

仙
台
市
青
葉
区
北
山
三
丁
目
一
番
一
八

三
〇
一
号

株
式
会
社
テ
ッ
ク
・
ゼ
ロ
ワ
ン

代
表
清
算
人

大
野

一
裕

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
臨
時
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

仙
台
市
宮
城
野
区
二
の
森
四
番
一
五
号

株
式
会
社
シ
ス
テ
ム
リ
ン
ケ
ー
ジ

代
表
清
算
人

工
藤

正
美

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
臨
時
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
福
室
二
丁
目
八
番
一
七

号

福
室
マ
ン
シ
ョ
ン
三
一
四
号

株
式
会
社
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｎ

代
表
清
算
人

千
田

信
治

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

秋
田
県
大
館
市
沼
館
字
藤
蕪
六

合
同
会
社
う
さ
ぎ

清
算
人

虻
川

勝
彦

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

山
形
県
寒
河
江
市
大
字
西
根
字
下
堰
五
〇
七
番
地

の
四

有
限
会
社
サ
ン
・
メ
イ
ク

清
算
人

菊
地

輝
美

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
臨
時
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

山
形
県
最
上
郡
大
蔵
村
大
字
清
水
二
五
九
一
番
地

有
限
会
社
若
狭
屋

清
算
人

小
屋

和
也

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

山
形
県
天
童
市
老
野
森
二
丁
目
二
番
七
号

レ
ク
ポ
ー
ト
株
式
会
社

代
表
清
算
人

中
丸

孝
一

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

福
島
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字
貝
田
字
畑
中
一
二
番

地
の
一

有
限
会
社
佐
藤
左
官

清
算
人

佐
藤

司

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

福
島
県
伊
達
市
伏
黒
字
舘
ノ
内
二
四
番
地

有
限
会
社
浅
尾
設
備

清
算
人

浅
尾

真
也

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

福
島
県
郡
山
市
富
久
山
町
八
山
田
字
大
森
新
田
一

番
地

株
式
会
社
カ
ヌ
マ
ヤ

代
表
清
算
人

鈴
木

洋
平

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の

翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

福
島
県
福
島
市
南
沢
又
字
中
琵
琶
渕
三
四
番
地

株
式
会
社
ウ
ェ
ル
ズ
ホ
ー
ム
福
島

代
表
清
算
人

澤
田

実

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

福
島
県
郡
山
市
八
山
田
西
五
丁
目
八
番
地
の
二

に
ゃ
ん
ち
ょ
こ
商
店
合
同
会
社

清
算
人

上
蔀

美
緒

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

福
島
県
安
達
郡
大
玉
村
大
山
字
縫
戸
九
四
番
地

株
式
会
社
Ｍ
Ｙ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
清
算
人

織
田

裕
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

福
島
県
郡
山
市
堤
一
丁
目
一
二
五
番
地
内
藤
マ
ン

シ
ョ
ン
一
〇
三
号

株
式
会
社
fo
u
n
ta
in

代
表
清
算
人

今
泉

由
起

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

茨
城
県
龍
ケ
崎
市
南
中
島
町
六
二
番
五
号

出
雲
株
式
会
社

代
表
清
算
人

チ
ョ
ウ
ビ
ン

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
致
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

茨
城
県
守
谷
市
野
木
崎
一
六
一
四
番
地

有
限
会
社
野
口
左
官
工
業

清
算
人

野
口

純
市

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

茨
城
県
日
立
市
東
滑
川
町
四
丁
目
一
二
番
二
三
号

常
陽
開
発
株
式
会
社

代
表
清
算
人

荒
井

照
夫





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

茨
城
県
つ
く
ば
市
赤
塚
四
四
九

一

春
瀛
商
事
株
式
会
社

代
表
清
算
人

趙

莉
莉

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
四
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

茨
城
県
つ
く
ば
市
東
新
井
一
五
番
四
号

筑
波
リ
ー
ス
株
式
会
社

代
表
清
算
人

長
島

明
伸

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

茨
城
県
つ
く
ば
市
研
究
学
園
六
丁
目
八
番
地
二

慶
洋
商
行
株
式
会
社

代
表
清
算
人

石
田

哲
三

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
九
月
三

十
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

栃
木
県
下
都
賀
郡
野
木
町
大
字
友
沼
八
九
〇
番
地
三

リ
ー
ダ
ー
マ
シ
ン
株
式
会
社

代
表
清
算
人

山
下

恵

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

栃
木
県
鹿
沼
市
東
町
一
丁
目
二
番
六
号

株
式
会
社
５
８

代
表
清
算
人

阿
部

武
夫

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

埼
玉
県
川
口
市
上
青
木
一
丁
目
一
五
番
一
二
号

株
式
会
社
大
久
保
工
業
所

代
表
清
算
人

大
久
保
清
人

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

埼
玉
県
草
加
市
新
里
町
六
二
五
番
地
一
三

有
限
会
社
ス
ズ
シ
ン
塗
料

清
算
人

鈴
木
美
菜
子

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

埼
玉
県
狭
山
市
大
字
北
入
曽
一
三
〇
五
番
地
の
一

サ
ニ
ー
レ
ジ
デ
ン
ス
一
〇
五
号
室

株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ョ
ン

代
表
清
算
人

藤
平

誠
太

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
四
年
一
月
二
十
八
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

埼
玉
県
所
沢
市
山
口
五
〇
二
番
地
六

合
同
会
社
Ｙ
ｕ
ｋ
ｅ
ｌ
ｙ

清
算
人

髙
澤

祐
槻

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
解
散
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本

公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

埼
玉
県
三
郷
市
彦
江
一
丁
目
一
九
四
番
地
八

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ア

清
算
人

青
島

武
蔵

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

埼
玉
県
川
口
市
大
字
里
一
六
五
五
ル
ネ
サ
ン
ス

鳩
ヶ
谷
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ス
五
〇
四
室

旭
平
商
事
株
式
会
社

代
表
清
算
人

姜

文
平

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

埼
玉
県
草
加
市
北
谷
一
丁
目
二
〇
番
一
三
号

株
式
会
社
ウ
エ
ル
ア
イ

代
表
清
算
人

長
谷
﨑
律
子

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
十
二
日
開
催
の
社
員
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
松
伏
町
田
中
一
丁
目
七
番
地
六

特
定
非
営
利
活
動
法
人
松
伏
公
園
都
市
づ
く
り

協
会

清
算
人

若
盛

正
城

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
二
十
九
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
ヶ
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

埼
玉
県
越
谷
市
蒲
生
西
町
二
丁
目
一
三

四
ラ
イ

フ
ピ
ア
山
王
一
〇
一

Ｚ
Ｅ
Ｘ
Ｏ

Ａ
Ｉ
合
同
会
社

代
表
清
算
人

カ
イ
ー
レ

ラ
ジ
ャ
ッ
ト

チ
ャ
ン
ド
ラ
マ
ニ

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
上
小
町
一
四
五
〇
番

地
の
一

株
式
会
社
東
京
サ
ー
ビ
ス

清
算
人

竹
内

儀
治

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

千
葉
市
中
央
区
椿
森
一
丁
目
二
一
番
一
二
号

株
式
会
社
プ
レ
シ
ー
ド

代
表
清
算
人

松
戸

治
男

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

千
葉
県
我
孫
子
市
天
王
台
三
丁
目
九
番
九
号

株
式
会
社
松
山
ト
イ
メ
カ
ス
タ
ジ
オ

代
表
清
算
人

松
山

靖





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

千
葉
県
松
戸
市
六
実
五
丁
目
二
六
番
地
六

有
限
会
社
友
清

清
算
人

友
野

一

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

千
葉
県
市
川
市
相
之
川
一
丁
目
一
二
番
一
五
号

株
式
会
社
マ
イ
ン
マ
ー
ト

代
表
清
算
人

五
木
田
義
男

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

千
葉
県
旭
市
後
草
六
一
一
番
地

大
塚
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
株
式
会
社

代
表
清
算
人

大
塚
理
恵
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

千
葉
県
船
橋
市
海
神
町
西
一
丁
目
一
一
九
三

一

四
〇
五

合
同
会
社
ペ
コ
ワ

清
算
人

谷
藤

智
輝

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
令
和
八
年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
大
田
区
羽
田
四
丁
目
九
番
一
〇
号

株
式
会
社
マ
ニ
プ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム

代
表
清
算
人

川
崎

孝
司

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
四
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
付
で
解
散
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
府
中
市
宮
西
町
一
丁
目
一
三
番
地

株
式
会
社
池
田
商
事

代
表
清
算
人

朴

順

連

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
世
田
谷
区
八
幡
山
一

二

六
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ヂ
マ
ン
シ
ョ
ン
三
〇
七

合
同
会
社
遠
藤
住
建

清
算
人

遠
藤

寛

解
散
公
告

当
法
人
は
、
社
員
総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
丁
目
一
番
六
号

一
般
社
団
法
人
Ｋ
Ｌ
Ｆ
１

代
表
清
算
人

石
本

忠
次

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

日
光
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
１
６
合
同
会
社
１
６

清
算
人

内
山
隆
太
郎

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

ジ
ェ
イ
コ
ア
レ
ジ
４
合
同
会
社
９

清
算
人

内
山
隆
太
郎

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

ジ
ェ
イ
コ
ア
レ
ジ
４
合
同
会
社
１
１

清
算
人

内
山
隆
太
郎

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

ジ
ェ
イ
コ
ア
レ
ジ
５
合
同
会
社
１
１

清
算
人

内
山
隆
太
郎

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

Ｎ
ｅ
ｗ

Ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｇ
ｅ
特
定
目
的
会
社

代
表
清
算
人

内
山
隆
太
郎

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

フ
ロ
ッ
ク
ス
合
同
会
社

清
算
人

内
山
隆
太
郎

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｔ
小
城
蓄
電
所
合
同
会
社

清
算
人

内
山
隆
太
郎

解
散
公
告

当
法
人
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
第
二
〇
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

一
般
社
団
法
人
柏
ロ
ジ
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

代
表
清
算
人

内
山
隆
太
郎

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

柏
ロ
ジ
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
合
同
会
社

清
算
人

内
山
隆
太
郎





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
法
人
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
第
二
〇
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内一

般
社
団
法
人
ブ
ル
ー
レ
ジ
１

代
表
清
算
人

内
山
隆
太
郎

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

合
同
会
社
ブ
ル
ー
レ
ジ
１

清
算
人

内
山
隆
太
郎

解
散
公
告

当
法
人
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
四
丁
目
一
四
番
二
号
東

京
タ
イ
ム
ズ
タ
ワ
ー
一
〇
〇
九
号

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ク
セ
ル

清
算
人

柳

勉

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
足
立
区
中
央
本
町
一
丁
目
一
三
番
一
六
号

株
式
会
社
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ｃ

代
表
清
算
人

平
山

俊
容

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
江
東
区
東
砂
七
丁
目
一
八
番
一
〇

七
〇

一
号

株
式
会
社
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

代
表
清
算
人

田
中

道
章

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
四
丁
目
一
九
番
八
号
浅
草

橋
ビ
ル

ス
テ
ッ
プ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

関

義
博

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
の
社
員
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
二
二
番
一
一
号
銀
座

大
竹
ビ
ジ
デ
ン
ス
二
Ｆ

一
般
社
団
法
人
根
っ
こ
ワ
ー
ク
協
会

代
表
清
算
人

野
口

悦
子

解
散
公
告

当
社
は
、
総
社
員
の
同
意
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
六
丁
目
二
三
番
四
号
桑
野

ビ
ル
二
階

合
同
会
社
Ｐ
ｒ
ｏ
ｆ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ

Ｅ

ｎ
ｔ
ｉ
ｔ
ｌ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｅ
ｒ

清
算
人

若
林

善
直

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
小
平
市
上
水
本
町
三
丁
目
一
六
番
三
〇
号

カ
ス
ミ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

齋
藤

貴
子

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
丸
の

内
永
楽
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
二
四
階
東
京
共
同
会
計
事

務
所
内

ド
ム
ス
合
同
会
社

清
算
人

名
古
路
秀
和

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の

翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右

期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま

す
。令

和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
目
黒
区
上
目
黒
二
丁
目
六
番
一
〇
号

株
式
会
社
和
泉
屋
本
店

代
表
清
算
人

山
本

博
之

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
二
二
番
一
一
号
銀
座

大
竹
ビ
ジ
デ
ン
ス
二
階

合
同
会
社
ブ
ル
ー
ア
ベ
ル

清
算
人

倉
持
あ
か
ね

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
世
田
谷
区
下
馬
四
丁
目
一
三
番
一
九
号

株
式
会
社
オ
ー
ム

代
表
清
算
人

森
本

常
美

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
一
丁
目
一
六
番
六
号
二
葉

ビ
ル
八
ｂ

株
式
会
社
ツ
ー
テ
ィ
ー

代
表
清
算
人

山
田

慎
一

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
六
丁
目
二
九
番
四
号
原
宿

ｋ
ｏ
ｍ
ｉ
ｙ
ａ
ビ
ル
六
階

Ｑ
ｒ
ｅ
ｏ
ｓ
ｉ
ｔ
ｙ
合
同
会
社

清
算
人

小
林

大
輔

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
二
丁
目
一
一
番
八
号
ラ
ウ
ン

ド
ク
ロ
ス
銀
座
二
丁
目
一
一
階

赤
坂
ホ
テ
ル
合
同
会
社

清
算
人

丸
尾

知
弘

解
散
公
告

当
法
人
は
、
社
員
総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
丁
目
一
番
六
号

一
般
社
団
法
人
Ｋ
Ｒ
Ｆ
１
０
５

代
表
清
算
人

中
津

正
憲





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
社
員
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
港
区
元
赤
坂
一
丁
目
一
番
七
号

特
定
目
的
会
社
ロ
ン
ジ
ヴ
ィ
テ
ィ

代
表
清
算
人

野
坂

照
光

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
墨
田
区
両
国
四
丁
目
一
二
番
六
号

株
式
会
社
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｎ

代
表
清
算
人

安
田

尹
子

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
練
馬
区
関
町
北
三
丁
目
四
番
六
号

有
限
会
社
鬼
無
里
国
分
寺

清
算
人

岩
崎

無
我

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
臨
時
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
江
東
区
亀
戸
四
丁
目
二
二
番
一
号

大
木
商
工
株
式
会
社

代
表
清
算
人

北
尾

雄
士

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
西
二
丁
目
一
九
番
九
号
フ

ラ
ン
セ
ス
ビ
ル
一
階

株
式
会
社
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｃ
ｕ
ｓ

Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

代
表
清
算
人

沖
原

正
東

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
文
京
区
本
駒
込
二
丁
目
九
番
四
号
高
野
ビ
ル

有
限
会
社
タ
カ
ノ
・
リ
ア
ル
エ
ス
テ
ー
ト

清
算
人

髙
野

征
江

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
四
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
令
和
八
年
九
月
三
十
日
付
で
解
散
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の

翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
五
丁
目
四
番
地

株
式
会
社
フ
レ
ク
セ
ス

代
表
清
算
人

森

務

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
付
を
も
っ
て
解
散
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
渋
谷
区
南
平
台
町
一
六
番
一
七
号

株
式
会
社
T
o
k
y
o
A
n
im
e
A
rtifa

cts

代
表
清
算
人

早
田

拓
矢

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
社
員
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

南
二
条
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
２
一
般
社
団
法
人

代
表
清
算
人

粟
国

正
樹

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
社
員
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

南
二
条
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
１
一
般
社
団
法
人

代
表
清
算
人

粟
国

正
樹

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
文
京
区
本
郷
四
丁
目
八
番
三

二
二
一
号

株
式
会
社
ワ
イ
ズ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

代
表
清
算
人

保
澤

裕
子

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
三
丁
目
二
〇
番
二
号

ジ
ー
・
エ
イ
チ
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
東
日
本
株
式
会
社

代
表
清
算
人

岩
東

光
男

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
三
丁
目
二
〇
番
二
号

株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト

代
表
清
算
人

根
矢

透

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
小
平
市
仲
町
二
九
一
番
地

株
式
会
社
グ
ッ
ド
セ
レ
ク
ト

代
表
清
算
人

三
浦

務

解
散
公
告

当
組
合
は
、
令
和
八
年
九
月
十
一
日
、
総
組
合
員
の
同

意
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は

清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
丁
目
一
七
番
一
号

Ｂ
ｅ
ｎ
ｅ
ｖ
ｉ
ｔ
ａ

Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ

Ｂ
ｅ
ｉ
ｎ

ｇ

Ｆ
ｕ
ｎ
ｄ

Ｇ
Ｐ
有
限
責
任
事
業
組
合

清
算
人

ベ
ネ
ヴ
ィ
ー
タ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式
会
社

職
務
執
行
者

江
口

耕
三

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
付
で
解
散
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
港
区
六
本
木
三
丁
目
一
六
番
三
三
号
青
葉

六
本
木
ビ
ル
八
Ｆ株

式
会
社
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｌ
ａ
ｂ

代
表
清
算
人

中
川

強

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
台
東
区
今
戸
一
丁
目
一
八
番
一
〇
号

株
式
会
社
ア
ル
モ
ン
ド
・
ク
オ
ー
レ

代
表
清
算
人

糸
井

利
夫





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
丁
目
二

二
〇

株
式
会
社
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
総

合
研
究
所

代
表
清
算
人

野
村

朋
員

解
散
公
告

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
中
央
区
京
橋
二
丁
目
一
二
番
二
号
Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｓ
Ｘ
ビ
ル
四
Ｆ

一
般
社
団
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
研
究

機
構

代
表
清
算
人

勝
田

健
一

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
港
区
芝
二
丁
目
一
四
番
五
号

株
式
会
社
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
総
合
研
究
所

代
表
清
算
人

田
里

肇

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
港
区
赤
坂
五
丁
目
三
番
一
号

株
式
会
社
ス
ー
パ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
清
算
人

田
中

充

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
港
区
西
新
橋
三
丁
目
二
四
番
八
号
山
内
ビ

ル
七
Ｆ

株
式
会
社
ユ
ニ
ベ
ー
ル

代
表
清
算
人

林

秀
次

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
昭
島
市
昭
和
町
一
丁
目
四
番
六
号

有
限
会
社
総
合
経
営
サ
ー
ビ
ス

清
算
人

井
上

綾
子

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
港
区
南
青
山
二
丁
目
二
番
三
号

Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｎ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

宮
野

太
青

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
四
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
一
丁
目
一
一
番
一
二

号
日
本
橋
水
野
ビ
ル
七
階

株
式
会
社
も
く
ろ
み

代
表
清
算
人

町
田

貴
規

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
一
丁
目
八
番
三
号

お
お
ぞ
ら
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
清
算
人

村
井

繁
夫

解
散
公
告

当
社
は
令
和
八
年
九
月
三
十
日
付
け
で
解
散
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
六
番
一
号

特
定
目
的
会
社
Ｃ
ｅ
ｓ
ａ
ｒ

代
表
清
算
人

遠
山

壮
一

解
散
公
告

当
法
人
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
第
二
〇
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
五
丁
目
一
番
地
Ｎ
Ｋ
真
和

ビ
ル
九
階

一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ｄ
Ｉ
神
山

代
表
清
算
人

岡
本

哲
治

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
新
宿
区
中
落
合
二
丁
目
一
八
番
一
五
号

株
式
会
社
リ
フ
レ

代
表
清
算
人

鈴
木

徹

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
三
丁
目
二
一
番
一
四
号

株
式
会
社
ビ
ー
リ
ン
ク

代
表
清
算
人

髙
橋

翼

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い

と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
国
立
市
北
二
丁
目
六
番
の
八

有
限
会
社
テ
ィ
ー
・
エ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

清
算
人

齊
藤

時
広

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
一
丁
目
一
九
番
一
八
号

株
式
会
社
Ｆ
ｉ
ｒ
ｓ
ｔ
Ｌ

代
表
清
算
人

髙
木

潔

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
社
員
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
六
番
一
一
号
土
志
田

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
三
Ｆ

ア
ス
ト
ロ
・
ワ
ン
特
定
目
的
会
社

代
表
清
算
人

中
村

武

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一

五

一

株
式
会
社
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｕ
Ｒ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

代
表
清
算
人

王

軍
強

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
港
区
新
橋
二
丁
目
二
〇
番
一
五

三
〇
一
号

菊
地
商
事
株
式
会
社

代
表
清
算
人

菊
地

丘





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
四
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
一

二

一
〇
東
洋
ビ
ル

三
〇
一
Ｄ

S
h
in
K
a
i
Ja
p
a
n 株
式
会
社

代
表
清
算
人

李

立
実

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
江
東
区
新
砂
一
丁
目
二
番
一

五
〇
七
号

株
式
会
社
エ
ル
・
シ
ー
・
イ
ー
・
リ
サ
ー
チ

代
表
清
算
人

倉
田

充
之

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
一
一
番
一
号

代
々
木
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
特
定
目
的
会
社

代
表
清
算
人

粟
国

正
樹

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
一
一
番
一
号

ポ
セ
イ
ド
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
２
合
同
会
社

清
算
人

吉
岡

淳

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
一
一
番
一
号

ポ
セ
イ
ド
ン
特
定
目
的
会
社

代
表
清
算
人

松
澤

和
浩

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
丁
目
三
番
一
号

ア
ル
モ
リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
清
算
人

阿
部

鉄
雄

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
一
二
番
六
号

株
式
会
社
Ｋ

Ａ
ｓ
ｅ
ｅ
ｔ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｕ
ｌ

ｔ
ｉ
ｎ
ｇ

代
表
清
算
人

鈴
木

有
紀

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
日
付
を
も
っ
て
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
三
丁
目
九
番
一
号
日
本
橋

三
丁
目
ス
ク
エ
ア
一
一
階

Ｂ
ｉ
ｔ
Ｇ
ｏ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

川
畑
香
菜
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
葛
飾
区
東
新
小
岩
三
丁
目
一
六
番
一
〇
号

Ｏ
Ｅ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

代
表
清
算
人

中
原

弘
之

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い

と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
世
田
谷
区
太
子
堂
五
丁
目
一
六
番
九
号
茂

木
ビ
ル
一
階

株
式
会
社
Ｍ
Ｂ
Ｓ

代
表
清
算
人

ギ
ミ
レ
・
ラ
ム
・
ク
リ
シ
ュ
ナ

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
五
丁
目
一
番
四
号

合
同
会
社
ヴ
ィ
ヨ
ン

清
算
人

福
永

隆
明

解
散
公
告

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
五
丁
目
一
番
四
号

一
般
社
団
法
人
ヴ
ィ
ヨ
ン

代
表
清
算
人

福
永

隆
明

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
台
東
区
千
束
三
丁
目
二
八
番
二
号
ミ
ッ
テ

ド
ル
フ
一
〇
二
号

ｆ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

中
村

祝
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
中
野
区
沼
袋
四

二
四

五

有
限
会
社
モ
チ
ダ
原
ビ
ル

清
算
人

佐
和
田
礼
子

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
品
川
区
東
五
反
田
五
丁
目
一
〇
番
二
五
号

株
式
会
社
Ｓ
Ｂ
Ｘ

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ

ｅ
ｓ

代
表
清
算
人

サ
ミ
ッ
ク
・
ゴ
シ
ュ

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
新
宿
区
下
宮
比
町
二
番
二
八
号

マ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式

会
社

代
表
清
算
人

有
川
志
津
雄

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
新
宿
区
下
宮
比
町
二
番
二
八
号

日
本
土
地
委
託
保
証
株
式
会
社

代
表
清
算
人

有
川
志
津
雄

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
新
宿
区
下
宮
比
町
二
番
二
八
号

日
本
ビ
ル
バ
ン
ク
株
式
会
社

代
表
清
算
人

有
川
志
津
雄





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
五
番
地

国
際
化
工
商
事
株
式
会
社

代
表
清
算
人

有
川
志
津
雄

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
五
番
地

第
一
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社

代
表
清
算
人

有
川
志
津
雄

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
五
番
地

日
本
ビ
ル
委
託
株
式
会
社

代
表
清
算
人

有
川
志
津
雄

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
二
丁
目
二
番
一
七
号

株
式
会
社
釣

界

代
表
清
算
人

桂

一
生

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
七
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
令
和
八
年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
町
三
丁
目
一
番
一
一
号

株
式
会
社
繊
維
会
館

代
表
清
算
人

近
野

良

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
付
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
一
〇
番
一
号
株
式
会

社
シ
ー
ア
ー
ル
イ
ー
内

合
同
会
社
Ｃ
Ｒ
Ｅ
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
１

清
算
人

成
願

隆
史

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
四
日
会
社
法
第
三
一
九

条
第
一
項
に
基
づ
く
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る

株
主
全
員
の
書
面
に
よ
る
同
意
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の

翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
港
区
浜
松
町
二
丁
目
三
番
一
号

株
式
会
社
Ａ
Ｂ
Ｃ
ア
ー
ク

代
表
清
算
人

園
部

充

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
六
番
一
号
泉
ガ
ー
デ

ン
タ
ワ
ー
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
税
理
士
法
人
内

伊
吹
山
合
同
会
社

清
算
人

佐
伯

裕

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
六
番
一
号
泉
ガ
ー
デ

ン
タ
ワ
ー
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
税
理
士
法
人
内

五
竜
岳
合
同
会
社

清
算
人

佐
伯

裕

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
港
区
西
新
橋
三
丁
目
一
三
番
七
号

株
式
会
社
ユ
ニ
テ
ィ
・
ツ
ー
ワ
ン

代
表
清
算
人

北
島

清
一

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
目
黒
区
中
町
二
丁
目
四
八
番
六
号

合
同
会
社
Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ

Ｊ
ｅ
ｓ
ｕ
ｓ

清
算
人

園
田

香
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区
小
倉
五

二

一
五

株
式
会
社
ｄ
ａ
ｔ
ａ

ｂ
ｉ

代
表
清
算
人

呉

計
春

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

横
浜
市
鶴
見
区
鶴
見
中
央
二
丁
目
一
〇
番
二

八

〇
三
号

合
同
会
社
サ
プ
ラ
ス

清
算
人

グ
エ
ン
・
ド
ウ
・
ト
ア
ン

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

川
崎
市
多
摩
区
南
生
田
四
丁
目
二
四
番
一

一
三

五
号

ジ
ェ
イ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
有
限
会
社

清
算
人

各
務

仁
喜

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
柳
島
一
丁
目
七
番
八
号

有
限
会
社
シ
ー
マ

清
算
人

笠
原

正
已

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と

き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

横
浜
市
青
葉
区
市
ケ
尾
町
一
一
五
三
番
地
六

サ
ン
ビ
ュ
ー
ハ
イ
ツ
市
ヶ
尾
一
〇
二
号

株
式
会
社
Ｔ
・
Ｈ
・
Ｓ
・
Ａ

代
表
清
算
人

土
屋

崇
史

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

横
浜
市
戸
塚
区
上
倉
田
町
一
七
三
五
番
地
二
五

株
式
会
社
空
間
技
術
総
合
研
究
所

代
表
清
算
人

中
島

務





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

神
奈
川
県
相
模
原
市
南
区
東
林
間
四

三
六

一

〇
ガ
ー
デ
ン
Ｓ
六
号
室

株
式
会
社
リ
ン
ケ
ー
ジ

代
表
清
算
人

福
所
ま
ゆ
み

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

神
奈
川
県
平
塚
市
長
持
四
五
三
番
地

株
式
会
社
ル
ー
ス

代
表
清
算
人

喜
原

真

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

神
奈
川
県
平
塚
市
諏
訪
町
九
番
一
号

株
式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
タ
ッ
チ

代
表
清
算
人

喜
原

里
香

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

神
奈
川
県
横
浜
市
泉
区
領
家
二
丁
目
七
番
地
二
一

株
式
会
社
Ａ
Ｉ
Ｓ

Ｌ
ａ
ｂ

代
表
清
算
人

平
田

浩
二

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区
鶴
見
中
央
一
丁
目
二
三

番
一
四

一
一
〇
二
号

株
式
会
社
森
輝

代
表
清
算
人

沈

咏
天

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は

清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

神
奈
川
県
藤
沢
市
村
岡
東
二
丁
目
二
六
番
地
一

湘
南
ヘ
ル
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク

シ
ン
ク
レ
ス
ト
株
式
会
社

代
表
清
算
人

柴
田
祐
一
郎

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

横
浜
市
青
葉
区
青
葉
台
一
丁
目
一
八
番
地
二
九

株
式
会
社
Ｓ
Ｓ
ｆ
ｏ
ｒ
Ｔ

代
表
清
算
人

三
宅

弘
章

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

新
潟
県
糸
魚
川
市
寺
町
一
丁
目
六
番
三
五
号

有
限
会
社
中
央
商
事

清
算
人

福
田

紘
子

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
、
令
和
八
年
九
月

三
十
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

石
川
県
金
沢
市
駅
西
新
町
一
丁
目
三
九
番
八
号

株
式
会
社
あ
す
な
ろ
住
販

代
表
清
算
人

宮
田

拓
弥

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

福
井
県
三
方
郡
美
浜
町
南
市
第
六
号
九
番
地
二

株
式
会
社
﨑
元
組

代
表
清
算
人

﨑
元

正
克

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
二
十
二
日
開
催
の
総
社
員
の

同
意
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

山
梨
県
甲
府
市
大
里
町
三
一
五
七
番
地
一
一

合
同
会
社
農
栄
社

代
表
清
算
人

清
水

啓
太

解
散
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
三
日
会
社
法
第
四

百
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

山
梨
県
韮
崎
市
本
町
四
丁
目
三
番
九
号

株
式
会
社
ワ
ン
ズ
ド
リ
ー
ム

代
表
清
算
人

輿
石

秀
樹

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
三
丁
目
三
二
番
一
四
号

一
般
社
団
法
人
や
ま
な
し
ラ
ン
ド

代
表
清
算
人

鈴
木
由
紀
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

山
梨
県
都
留
市
つ
る
一
丁
目
五
番
一
三
号

有
限
会
社
や
ま
な
し
商
事

清
算
人

原
田
知
津
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

長
野
県
中
野
市
西
一
丁
目
四
番
三
二
号

株
式
会
社
鍋
良

代
表
清
算
人

小
林

敏
夫

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の

翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

長
野
市
大
字
栗
田
一
三
九
番
地
一

株
式
会
社
Ｍ
Ｙ

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｙ

代
表
清
算
人

矢
島

善
紀

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
七
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
に
解
散
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

長
野
県
岡
谷
市
神
明
町
二
丁
目
八
番
四
号

株
式
会
社
第
二
商
会

代
表
清
算
人

春
日

豊





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

岐
阜
県
山
県
市
高
富
三
五
七
番
地
三
九

合
同
会
社
長
村
電
気

清
算
人

長
村

重
義

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

静
岡
県
島
田
市
志
戸
呂
四
番
地
の
一

有
限
会
社
森
田
酸
素

清
算
人

杉
田

英
二

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

静
岡
県
浜
松
市
浜
名
区
本
沢
合
五
五
番
地
の
一

は
な
ぶ
ら
ん
ど
株
式
会
社

代
表
清
算
人

松
下

真
弓

解
散
公
告

当
法
人
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
第
二
〇
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

静
岡
県
田
方
郡
函
南
町
柏
谷
七
三
〇
番
地
の
一
八

一
般
社
団
法
人
伊
豆
あ
た
ら
し
き
村

代
表
清
算
人

前
田

純

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

静
岡
県
伊
豆
の
国
市
守
木
二
〇
八
番
地
の
一

株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

代
表
清
算
人

髙
橋

正
実

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
解
散
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

名
古
屋
市
港
区
小
碓
一
丁
目
三
八
一
番
地

有
限
会
社
神
野
管
財

清
算
人

神
野

征
治

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
総
会
の
決
議

に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
出
下
さ

い
。
右
期
間
内
に
お
申
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥

し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

愛
知
県
額
田
郡
幸
田
町
野
場
上
市
場
三
三

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ブ
プ
ラ
ス

清
算
人

平
内

優
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
五
丁
目
一
六
番
一

七
号

合
同
会
社
や
ま
だ
や

清
算
人

合
同
会
社
や
ま
た
け

職
務
執
行
者

山
田

武
弥

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
九
月
三

十
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

名
古
屋
市
中
区
新
栄
三
丁
目
一
六
番
七
号

有
限
会
社
コ
ー
キ
ュ
ー
ビ
ル

清
算
人

渡
辺
晃
太
郎

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
五
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

愛
知
県
春
日
井
市
瑞
穂
通
二
丁
目
四
八
番
地
二

イ
ン
ス
パ
イ
ア
株
式
会
社

代
表
清
算
人

吉
岡

希
望

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

愛
知
県
知
多
市
新
刀
池
二
丁
目
二
二
番
地

有
限
会
社
栄
洋
印
刷

清
算
人

竹
内

徳
也

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

愛
知
県
小
牧
市
大
字
西
之
島
三
八
九
番
地
の
四

株
式
会
社
マ
ツ
イ
精
工

代
表
清
算
人

松
井

俊
弘

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

名
古
屋
市
西
区
長
先
町
一
一
番
地

株
式
会
社
レ
ス
ト
ラ
ス
ト

代
表
清
算
人

糸
瀬

裕

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
一
日
開
催
の
臨
時
株
主

総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
を
も
っ
て

解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
三
丁
目
五
番
二
四
号

株
式
会
社
セ
リ
シ
ス

代
表
清
算
人

小
林

利
行

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

三
重
県
桑
名
郡
木
曽
岬
町
大
字
富
田
子
一
九
番
地
一

合
同
会
社
稲
垣
電
気

清
算
人

稲
垣

安
宣

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

三
重
県
伊
賀
市
平
野
蔵
垣
内
二
〇

一

株
式
会
社
キ
ャ
リ
ア
テ
ッ
ク
三
重

代
表
清
算
人

坂
本

龍
夫

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

滋
賀
県
東
近
江
市
芝
原
町
一
二
六
八
番
地
二

株
式
会
社
葵
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

代
表
清
算
人

奥
田

忠
和





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

京
都
市
上
京
区
河
原
町
今
出
川
上
ル
青
龍
町
二
一

一
番
地

有
限
会
社
珈
琲
店
ま
き

清
算
人

牧
野

久
美

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

京
都
市
西
京
区
嵐
山
山
田
町
五
番
地
一
九

グ
リ
ュ
ッ
ク
ワ
ー
ク
シ
ュ
タ
ッ
ト
合
同
会
社

清
算
人

石
山

幸
風

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

京
都
市
伏
見
区
深
草
西
浦
町
二
丁
目
五
八
番
地

株
式
会
社
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

代
表
清
算
人

上
田

安
彦

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

京
都
市
伏
見
区
土
橋
町
三
五
〇
番
地

株
式
会
社
妙
左
京

代
表
清
算
人

齊
藤

繁
樹

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

京
都
市
伏
見
区
深
草
西
浦
町
六
丁
目
七
九
番
地

五
、
Ｅ
Ｄ
Ａ
ア
ド
バ
ン
ス
ビ
ル
一
〇
二

株
式
会
社
黒
馬
研
究
院

代
表
清
算
人

喬

彬

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
市
北
区
梅
田
一
丁
目
二
番
二
号
大
阪
駅
前
第

二
ビ
ル
二
階
五

六
号

株
式
会
社
ｅ
ａ
ｇ
ｅ
ｒ

ｂ
ｅ
ａ
ｖ
ｅ
ｒ

代
表
清
算
人

鳥
羽

悠
司

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
に
解
散
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の

翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
野
中
北
二
丁
目
一
一
番
一

五
号

コ
ー
ナ
ン
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

原

恭
平

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
府
寝
屋
川
市
対
馬
江
西
町
一
〇
番
一
二
号

株
式
会
社
玉
岡
製
作
所

代
表
清
算
人

玉
岡

初
江

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
市
生
野
区
中
川
六
丁
目
一
〇
番
一
三
号

Ｇ
販
売
株
式
会
社

代
表
清
算
人

住
本

一

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ
り

解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
府
東
大
阪
市
山
手
町
八
番
二
四
号

合
同
会
社
六
花

清
算
人

藤
林

永
悟

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
市
住
吉
区
我
孫
子
東
二
丁
目
八
番
二
七
号

有
限
会
社
グ
ラ
ン
ド
ー
ル

清
算
人

髙
田

朋
之

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
府
摂
津
市
千
里
丘
新
町
五
番
二
二

八
一
〇
号

株
式
会
社
保
険
サ
ー
ビ
ス

代
表
清
算
人

平
田

篤

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
市
西
区
北
堀
江
一
丁
目
一
八
番
一
四
号

有
限
会
社
ヒ
ハ
カ
イ
ク
ラ
ブ

清
算
人

山
口
多
賀
幸

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
府
岸
和
田
市
下
松
町
五
丁
目
五
番
一
五
号

株
式
会
社
Ｔ
Ｍ

代
表
清
算
人

田
中

優
宏

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
府
東
大
阪
市
長
田
東
三
丁
目
一
番
三
号

株
式
会
社
Ｓ
Ｄ

代
表
清
算
人

岡

孝

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
府
堺
市
北
区
金
岡
町
一
五
九
〇
番
地
の
一

有
限
会
社
大
塔
住
宅

清
算
人

中
田
佐
智
子

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
府
大
阪
市
西
成
区
津
守
二
丁
目
六
番
七
号

二
〇
一
号
室

株
式
会
社
平
成
工
業

代
表
清
算
人

田
中

公
治





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
府
堺
市
北
区
南
花
田
町
四
一
七
番
三

二
二

七
号

日
本

盈
貿
易
株
式
会
社

代
表
清
算
人

林

思
敏

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
府
松
原
市
上
田
三
丁
目
六
番
一
号

有
限
会
社
正
文
堂
書
店

清
算
人

上
野

史
郎

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
府
大
阪
市
港
区
田
中
二
丁
目
一
一
番
五
号

Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ

Ｈ
ｏ
ｓ
ｐ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ

Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ

Ｒ
ｅ
ｔ
ａ
ｉ
ｌ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

中
山
麻
紀
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
付
け
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
府
門
真
市
常
称
寺
町
一
二
番
二
九

二
号

株
式
会
社
Ｎ
Ｓ
Ｙ

代
表
清
算
人

西
島

庸
介

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
致
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
市
福
島
区
玉
川
二
丁
目
四
番
七
号

有
限
会
社
野
田
水
産

清
算
人

杉
本

守
正

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
市
北
区
梅
田
一
丁
目
三
番
一

八
〇
〇
号

徳
洲
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
株
式

会
社

代
表
清
算
人

尾
﨑

勝
彦

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
府
羽
曳
野
市
駒
ヶ
谷
字
北
垣
外
一
四
番
一

茶
円
金
属
株
式
会
社

代
表
清
算
人

茶
円
千
恵
美

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
三
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
府
大
阪
市
東
淀
川
区
菅
原
四
丁
目
一
一
番
一

三
号
グ
レ
ー
ス
東
淀
川
四
〇
二
号

合
同
会
社
ア
セ
ッ
ト
プ
ラ
ス

代
表
清
算
人

櫛
笥

順
也

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
三
丁
目
二
番
二
二
号
お
お

き
に
南
船
場
ビ
ル
二
〇
五株

式
会
社
Ｃ
Ｒ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ｅ

代
表
清
算
人

竹
内

解

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

大
阪
府
大
阪
市
西
成
区
鶴
見
橋
二

一
一

一
五

ド
リ
ー
ム
合
同
会
社

清
算
人

ホ
ァ
ン

ヴ
ァ
ン

フ
ォ
ン

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

神
戸
市
東
灘
区
本
山
中
町
三
丁
目
四
番
八

一
〇
一

株
式
会
社
オ
フ
ィ
ス
ク
リ
ス
タ
ラ
イ
ン

代
表
清
算
人

片
岡

晶
子

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

兵
庫
県

屋
市
東

屋
町
五

一
ラ
フ
ァ
エ
ラ

屋
川
二
〇
三

株
式
会
社
ツ
ウ
イ
ン
ク
ル
フ
ォ
ト

代
表
清
算
人

萬
田

里
美

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

神
戸
市
長
田
区
浪
松
町
二
丁
目
二
番
三
号

有
限
会
社
後
藤
工
作
所

清
算
人

後
藤

清
一

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

兵
庫
県
西
宮
市
す
み
れ
台
一
丁
目
二
二
番
地
の
四

有
限
会
社
才
本
建
築
事
務
所

清
算
人

才
本

謙
二

解
散
公
告

当
法
人
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
第
二
〇
六
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

兵
庫
県
川
西
市
新
田
三
丁
目
一
〇
番
一
四
号

一
般
社
団
法
人
日
本
ヨ
ガ
ラ
イ
フ
協
会

代
表
清
算
人

西
薗
小
百
合

解
散
公
告

当
組
合
は
、
令
和
八
年
九
月
十
六
日
開
催
の
臨
時
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
東
町
一
二
六
番
地
神
戸
シ

ル
ク
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
八
階ま

ち
の
、
い
え
協
同
組
合

代
表
清
算
人

早
川

義
則

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
臨
時
株
主
総

会
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

兵
庫
県
宝
塚
市
中
筋
一
丁
目
三
番
二
五
号

株
式
会
社
テ
ィ
ム
ス

代
表
清
算
人

瀧
内

明
美

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

兵
庫
県
西
宮
市
西
宮
浜
一
丁
目
二
九
番
地
一

株
式
会
社
松
原
屋
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
清
算
人

岡
﨑

誠





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

兵
庫
県
三
田
市
上
内
神
六
八

株
式
会
社
長
尾
工
業

代
表
清
算
人

平
井

久
夫

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
七
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

兵
庫
県
姫
路
市
五
軒
邸
四
丁
目
八
四
番
地
シ
ャ

ト
ー
東
洋
五
一
一
号

合
同
会
社
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

清
算
人

山
口

隆

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
臨
時
株
主

総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
六
丁
目
八
番
一

株
式
会
社
ピ
ン
ク
ラ
テ

代
表
清
算
人

池
田

武
史

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

奈
良
市
押
熊
町
一
四
〇
一
番
地
の
一

有
限
会
社
メ
デ
ィ
カ
ル
エ
ッ
セ
ン
ス

清
算
人

中
野

司
朗

解
散
公
告

当
法
人
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
第
二
〇
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

鳥
取
県
米
子
市
西
倉
吉
町
八
三
番
地
二

一
般
財
団
法
人
あ
る
ま
ち
基
金

代
表
清
算
人

井
上

徹

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

鳥
取
県
東
伯
郡
湯
梨
浜
町
大
字
宇
谷
一
二
五
二
番

地

株
式
会
社
釣
人

清
算
人

八
木

倫
春

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
の
株
主
総
会
の
決
議

に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

島
根
県
松
江
市
西
川
津
町
六
二
二
番
地
九

株
式
会
社
ジ
ャ
ス
タ
ウ
ェ
イ
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

代
表
清
算
人

大
西

直
已

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

岡
山
市
中
区
中
島
二
八
七
番
地

岡
山
特
殊
塗
装
株
式
会
社

代
表
清
算
人

香
山

輝
恵

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

広
島
県
廿
日
市
市
下
平
良
一
丁
目
三
番
四
一
号

宮
島
ア
ク
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

瀬
尾

正
幸

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

広
島
県
呉
市
広
本
町
三
丁
目
三
番
一
号

有
限
会
社
串
山
鉄
工
所

清
算
人

津
々

之

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

広
島
市
西
区
南
観
音
町
二
一
番
三
号

有
限
会
社
カ
ル
テ
ッ
ク

清
算
人

瀬
戸

清

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

広
島
県
安
芸
郡
海
田
町
南
堀
川
町
六
番
一
二

一

〇
四
号

有
限
会
社
Ｋ
＆
Ｙ

清
算
人

山
本

良
子

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

広
島
市
安
佐
北
区
落
合
四
丁
目
一
一
番
一
九
号

株
式
会
社
エ
ス
・
ブ
イ
・
エ
ス

代
表
清
算
人

山
下
美
代
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

山
口
県
岩
国
市
川
口
町
二
丁
目
四
番
二
号
川
口
ハ

イ
ツ
一
〇
三

株
式
会
社
パ
ナ
ス
ポ
ッ
ト

代
表
清
算
人

佐
伯

和
哉

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

山
口
県
下
関
市
一
の
宮
本
町
二
丁
目
六
番
二
九
号

有
限
会
社
ワ
ー
ル
ド
技
工

代
表
清
算
人

森
岡

江

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

山
口
県
柳
井
市
余
田
一
四
八
五
番
地
六
一

株
式
会
社
森
兼
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

代
表
清
算
人

森
兼

一
臣

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

山
口
県
下
関
市
一
の
宮
町
二
丁
目
一
五
番
三
七
号

不
二
興
産
有
限
会
社

清
算
人

藤
村

ミ
チ





第 23 期決算公告 令和８年10月１日
東京都千代田区内幸町一丁目１番１号
株式会社風力エネルギー研究所

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 195,364
固 定 資 産 77,241
繰 延 資 産 17,547
合 計 290,152

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 40,574
固 定 負 債 51,294
株 主 資 本 198,284
資 本 金 30,000
資 本 剰 余 金 92,780
資 本 準 備 金 49,140
その他資本剰余金 43,640
利 益 剰 余 金 75,504
その他利益剰余金 75,504
(うち当期純損失) (80,406)
合 計 290,152

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

愛
媛
県
松
山
市
石
手
三
丁
目
二
番
四
二
号
帝
商
ビ

ル
３
Ｆ

株
式
会
社
帝
商
不
動
産

代
表
清
算
人

大
脇

一
史

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

福
岡
県
福
岡
市
早
良
区
荒
江
三
丁
目
二
〇
番
一

七

一
〇
一
号

有
限
会
社
城
陽

清
算
人

松
﨑

浩
之

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
株
主
総
会
の
決
議
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

福
岡
県
糟
屋
郡
粕
屋
町
長
者
原
東
二
丁
目
一
番
二

八

株
式
会
社
ｔ
ｏ
ｌ
ｖ

代
表
清
算
人

宍
戸

菜
穂

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

福
岡
市
中
央
区
平
尾
三
丁
目
二
三
番
四
号

有
限
会
社
平
尾
企
画

清
算
人

土
田

博
之

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目
四
番
一
号
西
日
本
新

聞
会
館

株
式
会
社
西
日
本
新
聞
旅
行

代
表
清
算
人

大
井

宇
亮

解
散
公
告

当
公
社
は
、
令
和
八
年
八
月
六
日
福
岡
県
知
事
の
認
可

に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
公
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は

清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

福
岡
県
小
郡
市
小
郡
二
五
五
番
地
一

小
郡
市
土
地
開
発
公
社

代
表
清
算
人

見
城

俊
昭

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

北
九
州
市
小
倉
北
区
紺
屋
町
二
番
一
七
号
坂
井
ビ

ル
三
Ｆ

旦
過
都
市
開
発
株
式
会
社

代
表
清
算
人

古
場

泰
憲

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

福
岡
県
筑
後
市
大
字
野
町
三
七
六
番
地
一

株
式
会
社
大
靍
交
通

代
表
清
算
人

大
靍

司
朗

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
五
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

福
岡
県
朝
倉
市
甘
木
一
〇
七
四
番
地

有
限
会
社
平
井
進
物
店

清
算
人

平
井

純
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

福
岡
県
朝
倉
市
甘
木
一
一
九
一
番
地
の
九

株
式
会
社
三
和
繊
維

代
表
清
算
人

柿
原

浩
一

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

長
崎
県
平
戸
市
戸
石
川
町
七
〇
五
番
地
五

有
限
会
社
西
海
堂

清
算
人

久
田

岱
介

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
解
散
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

長
崎
市
栄
町
五
番
五
号

株
式
会
社
東
美
友
の
会

代
表
清
算
人

黒
田

美
世

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
九
月
三

十
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

長
崎
県
諫
早
市
白
岩
町
三
七
番
地
九

有
限
会
社
長
崎
ア
ル
ミ

清
算
人

開
田

洋
子

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

宮
崎
県
宮
崎
市
天
満
一
丁
目
三
番
二
三
号

緑
陽
Ｇ
Ｉ
Ｓ
有
限
会
社

清
算
人

久
保
田
良
裕

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

鹿
児
島
県
姶
良
市
加
治
木
町
新
生
町
五
四
四
番
地
三

株
式
会
社
三
松

代
表
清
算
人

松
本

洋
祐





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
八
月
五
日
岐
阜
地
方
裁
判
所
大

垣
支
部
の
命
令
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
九
月

二
十
九
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除

斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

岐
阜
県
養
老
郡
養
老
町
鷲
巣
一
六
三
九
番
地
の
一

宗
教
法
人
金
龍
山
観
音
寺

清
算
人

弁
護
士

島
田

貴
士

連
絡
先

岐
阜
県
大
垣
市
丸
の
内
二

二
四
サ
ン

ビ
リ
ア
ン
ビ
ル
三
階
南

島
田
法
律
事
務
所

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
組
合
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
石
川
県
知
事
の
認
可

に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、当
組
合
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
九
月
十
七
日
）
の
翌
日

か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お

申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

石
川
県
白
山
市
北
安
田
町
一
〇
五
六
番
地
一

白
山
市
松
任
北
安
田
南
部
地
区
土
地
区
画
整
理

組
合

代
表
清
算
人

信
作
喜
久
雄

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
九

月
二
十
九
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下

さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

沖
縄
県
那
覇
市
首
里
汀
良
町
一
丁
目
八
番
地
二

医
療
法
人
愛
聖
会

清
算
人

伊
波

一
郎

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

鹿
児
島
県
姶
良
市
平
松
六
三
二
〇
番
地
四

合
同
会
社
み
の
り

清
算
人

福
迫

智
広

解
散
公
告

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

鹿
児
島
市
下
荒
田
三
丁
目
五
番
一
一
号

一
般
社
団
法
人
財
産
事
故
防
止
安
全
普
及
協
会

代
表
清
算
人

松
本

洋
祐

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

沖
縄
県
名
護
市
東
江
五

一
八

七

有
限
会
社
環
境
ア
ー
ト
研
究
所

清
算
人

小
松

幾
代

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の

翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

沖
縄
県
那
覇
市
安
謝
二
丁
目
四
番
九
号
メ
ゾ
ン
４

０

三
〇
五

株
式
会
社
白
水
堂

代
表
清
算
人

島
袋

清
吾

解
散
公
告

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

沖
縄
県
島
尻
郡
与
那
原
町
字
与
那
原
六
七
番
三

マ
ン
シ
ョ
ン
嶺
二
〇
一
号
室

一
般
社
団
法
人
よ
な
ば
ー
る

代
表
清
算
人

小
倉

俊
平

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

沖
縄
県
宜
野
湾
市
野
嵩
三
丁
目
二
六
番
六
号

有
限
会
社
源
河
後
原
農
園

清
算
人

玉
木

正
邦

解
散
公
告

当
社
は
、
総
社
員
の
同
意
に
よ
り
令
和
八
年
九
月
十
四

日
付
で
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

沖
縄
県
石
垣
市
平
得
五
五
四
番
地
株
式
会
社
ケ
レ

ス
沖
縄
内

合
同
会
社
Ｓ
ａ
ｆ
ｕ
ｎ

代
表
清
算
人

森
岡

一
輝

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

沖
縄
県
中
頭
郡
北
谷
町
美
浜
三
丁
目
四
番
地
二
ベ

ア
ー
ズ
コ
ー
ト
美
浜
サ
ン
セ
ッ
ト
Ｂ
棟
九
〇
七
室

合
同
会
社
Ｗ
Ｂ
Ｔ

ｂ
ｌ
ｉ
ｓ
ｓ
京
都
秋
築

清
算
人

ウ
ェ
ル
ビ
ー
ン
グ
ツ
ー
リ
ズ
ム
株

式
会
社職

務
執
行
者

吉
田

満

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
四
月
二
十
日
開
催
の
社
員
総
会

の
決
議
並
び
に
北
海
道
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
八
年

九
月
十
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人

に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八

年
九
月
二
十
九
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き

は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

北
海
道
恵
庭
市
栄
恵
町
一
二
六
番
地
ア
ル
フ
ァ
メ

デ
ィ
カ
ル
ビ
ル
二
Ｆ

医
療
法
人
社
団
高
橋
耳
鼻
咽
喉
科

清
算
人

高
橋

国
広

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
日
開
催
の
社
員
総

会
決
議
並
び
に
東
京
都
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
八
年

八
月
二
十
五
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当

法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令

和
八
年
九
月
十
七
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と

き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
豊
島
区
駒
込
二
丁
目
一
二
番
一
一
号
古
川

ビ
ル
二
階

医
療
法
人
社
団
至
仁
望
信
会

清
算
人

髙
橋

望

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
組
合
は
、
令
和
八
年
九
月
八
日
石
川
県
知
事
の
認
可

に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、当
組
合
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
九
月
二
十
四
日
）
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に

お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

石
川
県
白
山
市
番
匠
町
一
五
六
二
番
地

白
山
市
番
匠
町
土
地
区
画
整
理
組
合

代
表
清
算
人

熊
谷

重
喜

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

香
川
県
高
松
市
天
神
前
六
番
地
六
号

医
療
法
人
社
団
ア
歯
会

清
算
人

大
澤

英
司





第４期決算公告 令和８年８月28日
東京都港区赤坂四丁目３番15号

株式会社クロスウィン
代表取締役 杉本 茂愼

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 874,982
固 定 資 産 52,715
繰 延 資 産 2,893
合 計 930,591

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 335,918
固 定 負 債 203,973
株 主 資 本 390,699
資 本 金 100,000
利 益 剰 余 金 415,679
利 益 準 備 金 1,330
その他利益剰余金 414,349
(うち当期純利益) (109,267)
自 己 株 式 124,980
合 計 930,591

第 39 期決算公告 令和８年６月30日
神奈川県相模原市中央区
南橋本三丁目９番３号
アセック株式会社

代表取締役社長 林 恩鍵
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資

産

の

部

流 動 資 産 633,067
固 定 資 産 61,486
繰 延 資 産 955
合 計 695,510

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 320,088
固 定 負 債 37,192
株 主 資 本 338,229
資 本 金 90,000
利 益 剰 余 金 248,229
利 益 準 備 金 600
その他利益剰余金 247,629
(うち当期純利益) (52,593)
合 計 695,510

第 54 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日

横浜市南区高砂町２丁目24番地
株式会社東日本セレモニー

代表取締役 渡邊 正典
貸借対照表の要旨

(令和８年６月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 1,491,835
固 定 資 産 2,579,895
合 計 4,071,730

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 778,198
固 定 負 債 5,285,156
株 主 資 本 1,991,624
資 本 金 70,000
利 益 剰 余 金 2,061,624
その他利益剰余金 2,061,624
(うち当期純損失) (123,132)
合 計 4,071,730

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



第 75 期 決 算 公 告
令和８年６月 18 日

新潟県新潟市中央区万代三丁目１番１号
株式会社ＢＳＮウェーブ
代表取締役社長 金田 博幸

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 528,867 流 動 負 債 322,202
固 定 資 産 1,209,708 固 定 負 債 249,042

株 主 資 本 1,165,048
資 本 金 85,000
資 本 剰 余 金 105,809
資 本 準 備 金 105,809
利 益 剰 余 金 974,238
利 益 準 備 金 21,250
その他利益剰余金 952,988
(うち当期純利益) (64,193)

評価・換算差額等 2,281
資 産 合 計 1,738,575 負債・純資産合計 1,738,575

資金決済に関する法律第20条第１項に基づく前払式支払
手段の払戻しの公告
株式会社文化堂は、令和７年12月31日に利用を終了した自家型
前払式支払手段「スマイルワンカード」について、以下の通り未
使用残高の払戻しをいたします。
１．払戻しを行う前払式支払手段発行者の商号
株式会社文化堂

２．払戻しを行う前払式支払手段の種類
スマイルワンカード

３．払戻しの申出期間
令和８年10月１日午前10時00分から令和９年１月29日午後６
時00分まで
※当該期間内に申出がない場合は、本払戻し手続きから除斥
されます。

４．申出および問合せ先
住所：東京都品川区二葉４丁目２番14号
株式会社文化堂 払戻し窓口
電話：0337850226

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



令
和

年


月

日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







第 37 期 決 算 公 告
令和８年８月 25 日 滋賀県大津市上田上平野町337番地３

株式会社犀工房
代表取締役社長 伊藤 順也

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 760,300 流 動 負 債 196,091
固 定 資 産 919,183 賞 与 引 当 金 23,219

固 定 負 債 105,008
退職給付引当金 105,008
株 主 資 本 1,378,384
資 本 金 20,000
資 本 剰 余 金 4,657
資 本 準 備 金 4,657
利 益 剰 余 金 1,353,726
その他利益剰余金 1,353,726
(うち当期純利益) (133,879)

資 産 合 計 1,679,483 負債・純資産合計 1,679,483

第 67 期 決 算 公 告
2026 年 10 月１日 大阪市北区中之島三丁目２番４号

株式会社ナイキ
代表取締役 仲里 彰夫

貸借対照表の要旨 (2026年６月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 5,625,849 流 動 負 債 3,894,862
固 定 資 産 3,418,995 固 定 負 債 1,137,039

株 主 資 本 3,955,005
資 本 金 300,000
資 本 剰 余 金 54,825
資 本 準 備 金 3,800
その他資本剰余金 51,025
利 益 剰 余 金 3,600,180
利 益 準 備 金 71,200
その他利益剰余金 3,528,980
(うち当期純利益) (673,666)

評価・換算差額等 57,937
資 産 合 計 9,044,844 負債・純資産合計 9,044,844

第 48 期 決 算 公 告
令和８年８月 27 日 福岡県大牟田市山上町２番地の２

西日本メンテナンス株式会社
代表取締役社長 清水 進

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 1,509,491 流 動 負 債 114,910
固 定 資 産 135,993 固 定 負 債 110,534

負 債 合 計 225,444
株 主 資 本 1,420,040
資 本 金 64,250
資 本 剰 余 金 27,901
資 本 準 備 金 27,901
利 益 剰 余 金 1,619,264
利 益 準 備 金 19,350
その他利益剰余金 1,599,914
(うち当期純利益) (66,349)
自 己 株 式 291,375
純資産合計 1,420,040

資 産 合 計 1,645,484 負債・純資産合計 1,645,484

資金決済に関する法律第20条第１項に基づく前払式支払
手段の払戻しの公告
協同組合若松商連は、令和８年10月15日で利用終了したＮＣ商
品券について、資金決済に関する法律第20条第１項に基づき、次
のとおり払戻しを行います。
＜払戻しを行う前払い式支払手段の種類＞
ＮＣ商品券
＜払戻しの申出期間＞
令和８年10月16日～令和９年１月29日
※当該期間内に払戻しの申出が無い場合は、この払戻し手続き
から除斥されます。

＜お問合せ先＞
協同組合若松商連
〒8080034 北九州市若松区本町２丁目３番19号
電話093（771）2351
受付時間は午前９時30分～午後３時30分まで
（土日祝日、年末年始休業日は除く）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



資金決済に関する法律第20条第１項に基づく前払式支払
手段の払戻しの公告
「株式会社三交クリエイティブ・ライフ」の会社解散にあたり、
資金決済に関する法律第20条第１項に基づき、未使用のハンズギ
フトカードの払戻しをいたします。
＜払戻しを行う前払式支払手段の発行者の商号＞
株式会社三交クリエイティブ・ライフ
＜払戻しに係る前払式支払手段の種類＞
ギフトカード 500円、1,000円
＜払戻しの申出期間＞
令和８年10月１日～令和８年12月31日
上記の申出期間内にお申し出頂けない場合には、この払戻し手
続きから除斥されます。
＜払戻しの申出方法＞
ハンズ名古屋店の店頭にて券面と同額の現金をご返金
＜本件に関するお問い合わせ＞
ＴＥＬ：0528571561
令和８年 10 月１日 愛知県名古屋市中区錦三丁目５番27号

株式会社三交クリエイティブ・ライフ

第 ９ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 北海道旭川市永山三条十四丁目１番６号

北北海道三菱自動車販売株式会社
代表取締役 益満 誠司

貸借対照表の要旨 (令和８年３月31日現在) (単位：百万円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 1,565 流 動 負 債 1,199
固 定 資 産 1,062 固 定 負 債 800
繰 延 資 産 1 貸 倒 引 当 金 0

退職給付引当金 137
株 主 資 本 489
資 本 金 50
資 本 剰 余 金 40
資 本 準 備 金 40
利 益 剰 余 金 399
その他利益剰余金 399
(うち当期純利益) (54)

合 計 2,629 合 計 2,629

第 15 期 決 算 公 告
令和８年８月 26 日 東京都港区北青山２丁目12番42号

株式会社ｇｒｏｏｖｅ ａｇｅｎｔ
代表取締役 鰭沼 悟

貸借対照表の要旨 (令和８年５月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 1,275,257 流 動 負 債 671,104
固 定 資 産 350,405 賞 与 引 当 金 52,451

完成工事補償引当金 4,351
固 定 負 債 356,368
株 主 資 本 595,955
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 590,956
その他利益剰余金 590,956
(うち当期純利益) (18,598)
自 己 株 式 0
評価・換算差額等 2,234
その他有価証券評価
差額金 2,234

資 産 合 計 1,625,663 負債・純資産合計 1,625,663

第 11 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 東京都港区芝五丁目29番11号

株式会社Ｈａｃｏｂｕ
代表取締役 佐々木太郎

貸借対照表の要旨 (令和８年５月31日現在) (単位：百万円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 3,348 流 動 負 債 1,853
固 定 資 産 75 賞 与 引 当 金 79

ポイント引当金 1
固 定 負 債 960
株 主 資 本 609
資 本 金 49
資 本 剰 余 金 4,448
資 本 準 備 金 4,448
利 益 剰 余 金 3,889
その他利益剰余金 3,889
(うち当期純損失) (282)
新 株 予 約 権 1

資 産 合 計 3,424 負債・純資産合計 3,424

第 ９ 期 決 算 公 告
令和８年９月 30 日 福島県伊達市保原町字十一丁目19番地１

株式会社リビングロボット
代表取締役 川内 康裕

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 250,706 流 動 負 債 160,576
固 定 資 産 147,250 固 定 負 債 171,204

株 主 資 本 63,569
資 本 金 45,000
資 本 剰 余 金 955,000
資 本 準 備 金 472,500
その他資本剰余金 482,500
利 益 剰 余 金 936,430
その他利益剰余金 936,430
(うち当期純利益) (2,014)
新 株 予 約 権 2,606

資 産 合 計 397,956 負債・純資産合計 397,956

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
第
二
十
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第
一
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に
基
づ

く
前
払
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戻
し
の
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十
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ら
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月
四
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第 30 期決算公告 2026年８月20日
名古屋市西区こも原町23番地

東海桜井株式会社
代表取締役 早川 豊

貸借対照表の要旨(2026年６月20日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 135,634
固 定 資 産 19,481
合 計 155,115

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 59,735
固 定 負 債 17,500
株 主 資 本 77,880
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 67,880
利 益 準 備 金 1,250
その他利益剰余金 66,630
(うち当期純利益) (12,658)
合 計 155,115

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 425,801
固 定 資 産 219,670
繰 延 資 産 120
資 産 合 計 645,592

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 417,038
固 定 負 債 154,535
株 主 資 本 74,019
資 本 金 150,011
資 本 剰 余 金 595,854
資 本 準 備 金 367,432
その他資本剰余金 228,421
利 益 剰 余 金 671,846
その他利益剰余金 671,846
(うち当期純損失) (191,594)

負債・純資産合計 645,592
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役

伊
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寿

第７期決算公告 令和８年10月１日
仙台市青葉区一番町一丁目９番１号
ＡＺＵＬ Ｅｎｅｒｇｙ株式会社

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 
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鈴
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第 16 期決算公告 令和８年10月１日
福島県福島市新町３20

株式会社ＡＣ福島ユナイテッド
代表取締役 鈴木 勇人

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 307,010
固 定 資 産 47,022
合 計 354,032

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 231,755
固 定 負 債 74,201
株 主 資 本 48,076
資 本 金 148,460
資 本 剰 余 金 532,460
資 本 準 備 金 532,460
利 益 剰 余 金 632,844
その他利益剰余金 632,844
(うち当期純損失) (57,297)
合 計 354,032

第 32 期 決 算 公 告
令和８年９月 25 日
兵庫県神戸市中央区栄町通３丁目５番４号

株式会社トライスル
代表取締役 柴崎 靖人

貸借対照表の要旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 36,441
資 産 合 計 36,441

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 13,044
負 債 合 計 13,044
株 主 資 本 23,397
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 13,397
その他利益剰余金 13,397
(うち当期純損失) (1,317)
純資産合計 23,397
負債・純資産合計 36,441

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
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表
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俊

決算公告 2026年10月１日
静岡市清水区北矢部777番地
ワイズエレトリー株式会社

代表取締役 望月 秀俊
貸借対照表の要旨(2025年９月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 55,582
固 定 資 産 5,776
資 産 合 計 61,359

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 50,235
固 定 負 債 247,755
株 主 資 本 236,630
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 256,630
利 益 準 備 金 1,250
繰越利益剰余金 257,880
(うち当期純損失) (14,020)

負債・純資産合計 61,359

第 67 期決算公告 令和８年10月１日
広島市東区光町二丁目10番11号

復建調査設計株式会社
代表取締役社長 藤井 照久

貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 17,527,260
固 定 資 産 8,983,535
合 計 26,510,795

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 5,850,753
固 定 負 債 99,212
株 主 資 本 20,560,830
資 本 金 300,000
資 本 剰 余 金 9,600
資 本 準 備 金 9,600
利 益 剰 余 金 20,251,230
利 益 準 備 金 100,000
その他利益剰余金 20,151,230
(うち当期純利益) (1,123,307)
合 計 26,510,795

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
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第 34 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日
愛知県岡崎市正名町字北イユ37番地の１

株式会社ユーライン
代表取締役 犬塚祐美子

貸借対照表の要旨
(令和８年２月28日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 123,745
固 定 資 産 16,292
合 計 140,038

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 46,704
固 定 負 債 63,392
株 主 資 本 29,941
資 本 金 25,000
利 益 剰 余 金 4,941
その他利益剰余金 4,941
(うち当期純利益) (2,446)
合 計 140,038

第 29 期決算公告 令和８年10月１日
広島市中区基町13番13号
株式会社アイディオー
代表取締役 井戸 道彦

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 12,065
固 定 資 産 1,592
合 計 13,658

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,969
固 定 負 債 4,969
株 主 資 本 5,718
資 本 金 50
資 本 剰 余 金 125
利 益 剰 余 金 5,549
利 益 準 備 金 3
その他利益剰余金 5,546
(うち当期純利益) (456)
自 己 株 式  6
合 計 13,658

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
六
千
五
百
万
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
六
千
五
百
万
円
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

滋
賀
県
甲
賀
市
信
楽
町
小
川
出
四
一
八
番
地

株
式
会
社
吉
澤
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

吉
澤

克
己

決 算 公 告
令和８年 10 月１日

滋賀県甲賀市信楽町小川出418番地
株式会社吉澤ホールディングス

代表取締役 吉澤 克己
貸借対照表の要旨

(令和７年12月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 201,964
固 定 資 産 577,198
合 計 779,163

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 911,263
固 定 負 債 13,768
株 主 資 本  145,868
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金  155,868
その他利益剰余金  155,868
(うち当期純損失) (29,202)
合 計 779,163

第 14 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日
福岡市博多区吉塚一丁目38番28号ジオビル

株式会社ジオメディ
代表取締役 丹治 直

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,582,650
固 定 資 産 569,670
合 計 2,152,320

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 512,715
固 定 負 債 808
株 主 資 本 1,638,796
資 本 金 61,900
利 益 剰 余 金 1,576,896
その他利益剰余金 1,576,896
(うち当期純利益) (357,988)
合 計 2,152,320

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



第 22 期決算公告 令和８年10月１日
福岡市博多区博多駅中央街８番１号８階

株式会社Ｍ・Ｅ・Ｍ
代表取締役 添野 雄三

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 2,335,294
固 定 資 産 3,219,613
資 産 合 計 5,554,907

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,905,136
固 定 負 債 2,878,801
株 主 資 本 770,969
資 本 金 71,600
資 本 剰 余 金 41,600
資 本 準 備 金 41,600
利 益 剰 余 金 657,769
利 益 準 備 金 300
その他利益剰余金 657,469
(うち当期純利益) (185,967)

負債・純資産合計 5,554,907

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
一
日

福
岡
県
筑
紫
野
市
大
字
筑
紫
五
九
九
番
地
一
三

（
甲
）
株
式
会
社
犬
眠
社

代
表
取
締
役

奥
元

雄
策

福
岡
県
筑
紫
野
市
大
字
筑
紫
五
九
九
番
地
一
三

（
乙
）
有
限
会
社
奥
元

代
表
取
締
役

奥
元

雄
策

第 26 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日

福岡県筑紫野市大字筑紫599番地13
株式会社犬眠社

代表取締役 奥元 雄策
貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)

科 目 金 額(円)
資
産
の
部
流 動 資 産 429,393
固 定 資 産 10,088,784
資 産 合 計 10,518,177

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 495,800
固 定 負 債 20,013,051
株 主 資 本 9,990,674
資 本 金 3,000,000
利 益 剰 余 金 12,990,674
その他利益剰余金 12,990,674
(うち当期純利益) (2,666,637)

負債・純資産合計 10,518,177

第 21 期決算公告 令和８年９月18日
福岡県福岡市中央区薬院三丁目３番31号

株式会社アイプラン
代表取締役 小村真理奈

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 204
固 定 資 産 17
資 産 合 計 221

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 92
固 定 負 債 21
(退職給付引当金) (3)
株 主 資 本 108
資 本 金 34
資 本 剰 余 金 30
資 本 準 備 金 30
利 益 剰 余 金 44
その他利益剰余金 44
(うち当期純利益) (33)

負債・純資産合計 221

第 22 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

GLP Japan DH２特定目的会社
取締役 関口 陽平

損益計算書の要旨
自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 5
営 業 費 用 3,953
営 業 損 失 3,948
営 業 外 収 益 5
営 業 外 費 用 
経 常 損 失 3,942
税引前当期純損失 3,942
法人税、住民税及び
事業税 180

当 期 純 損 失 4,122
前期繰越利益 0
当期未処理損失 4,122

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 1,000 流 動 負 債 564
投資その他の資産 1,000
特定資産合計 1,000 負 債 合 計 564
その他の資産 8,541 社 員 資 本 8,977
流 動 資 産 7,321 特 定 資 本 金 100
繰 延 資 産 1,219 優 先 資 本 金 13,000

剰 余 金 4,122
当期未処理損失 4,122

その他の資産合計 8,541 純資産合計 8,977
合 計 9,541 合 計 9,541
 端数は切り捨てて表示しております。

第 29 期決算公告 2026年９月25日
福岡市博多区博多駅前２丁目12番３号

株式会社メディアシステム
代表取締役 石井 光弘

貸借対照表の要旨(2026年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 167,313
固 定 資 産 39,751
資 産 合 計 207,065

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 93,083
固 定 負 債 43,481
株 主 資 本 70,500
資 本 金 18,000
資 本 剰 余 金 4,150
利 益 剰 余 金 48,600
利 益 準 備 金 1,592
その他利益剰余金 47,008
(うち当期純利益) (21,657)
自 己 株 式 250
負債・純資産合計 207,065

第 32 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

大阪ロジスティック特定目的会社
取締役 松澤 和浩

損益計算書の要旨
自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 5
営 業 費 用 3,641
営 業 損 失 3,635
営 業 外 収 益 32,662
経 常 利 益 29,026
税引前当期純利益 29,026
法人税、住民税及び
事業税 5,236
当 期 純 利 益 23,790
前期繰越損失 28,545
当期未処理損失 4,754

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 1,000 流 動 負 債 5,340
投資その他の資産 1,000
特定資産合計 1,000 負 債 合 計 5,340
その他の資産 36,935 社 員 資 本 32,595
流 動 資 産 36,935 特 定 資 本 金 8,200

優 先 資 本 金 29,150
剰 余 金 4,754
当期未処理損失 4,754

その他の資産合計 36,935 純資産合計 32,595
合 計 37,935 合 計 37,935
 端数は切り捨てて表示しております。

第 33 期決算公告 令和８年９月10日
福岡県久留米市東合川五丁目２番21号
コーシンビル２階

株式会社ニッコー
代表取締役 佐藤 一成

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 201,789,176
固 定 資 産 1,284,038
合 計 203,073,214

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 148,386,390
固 定 負 債 534,000
株 主 資 本 54,152,824
資 本 金 6,000,000
利 益 剰 余 金 48,152,824
その他利益剰余金 48,152,824
(うち当期純損失) (32,227,135)
合 計 203,073,214

第 26 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

深江浜ロジスティック特定目的会社
取締役 松澤 和浩 損益計算書の要旨

自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 5
営 業 費 用 2,435
営 業 損 失 2,430
経 常 損 失 2,430
税引前当期純損失 2,430
法人税、住民税及び
事業税 290

当 期 純 損 失 2,720
前期繰越損失 18,037
当期未処理損失 20,758

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 1,000 流 動 負 債 397
投資その他の資産 1,000
特定資産合計 1,000 負 債 合 計 397
その他の資産 149,239 社 員 資 本 149,841
流 動 資 産 149,239 特 定 資 本 金 169,600

優 先 資 本 金 1,000
剰 余 金 20,758
当期未処理損失 20,758

その他の資産合計 149,239 純資産合計 149,841
合 計 150,239 合 計 150,239
 端数は切り捨てて表示しております。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



第 １ 期 決 算 公 告

令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

あまロジスティクス特定目的会社
取締役 鈴木 勝也

損益計算書の要旨
自 令和８年４月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 費 用 284
営 業 損 失 284
営 業 外 収 益 
経 常 損 失 284
税引前当期純損失 284
法人税、住民税及び
事業税 17

当 期 純 損 失 301
前期繰越損失 
当期未処理損失 301

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

その他の資産 100 流 動 負 債 301
流 動 資 産 100 負 債 合 計 301

社 員 資 本 201
特 定 資 本 金 100
剰 余 金 301
当期未処理損失 301

その他の資産合計 100 純資産合計 201
合 計 100 合 計 100
 端数は切り捨てて表示しております。

第 ６ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日

東京都港区芝浦三丁目２番22号
一般社団法人ともにつくるゆめ基金

代表理事 横井 千秋
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 10,037
固 定 資 産 46,890
資 産 合 計 56,927

負
債
及
び
正

味
財
産
の
部

流 動 負 債 
固 定 負 債 
負 債 合 計 
一般正味財産 56,927
正味財産合計 56,927
負債正味財産合計 56,927

第 １ 期 決 算 公 告

令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

ＪＤＰ開発ロジスティック２特定目的会社
取締役 鈴木 勝也

損益計算書の要旨
自 令和７年８月21日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 費 用 54
営 業 損 失 54
営 業 外 収 益 0
経 常 損 失 54
税引前当期純損失 54
法人税、住民税及び
事業税 58

当 期 純 損 失 112
前期繰越損失 
当期未処理損失 112

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

その他の資産 193 流 動 負 債 206
流 動 資 産 193 負 債 合 計 206

社 員 資 本 12
特 定 資 本 金 100
剰 余 金 112
当期未処理損失 112

その他の資産合計 193 純資産合計 12
合 計 193 合 計 193
 端数は切り捨てて表示しております。

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
二
十
条
第
一
項
に
基
づ
く

前
払
式
支
払
手
段
の
払
戻
し
の
公
告

令
和
八
年
九
月
三
十
日
で
利
用
終
了
し
ま
し
た
当

組
合
発
行
の
商
品
券
に
つ
き
ま
し
て
、
資
金
決
済
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
払
戻
し
を
行
い
ま
す
。

未
使
用
の
商
品
券
を
保
有
の
方
は
、
令
和
八
年
十

月
一
日
か
ら
令
和
八
年
十
二
月
三
十
一
日
迄
の
間

に
、
当
組
合
に
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
記
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
当
該
払

い
戻
し
の
手
続
き
か
ら
除
斥
さ
れ
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

広
島
県
庄
原
市
西
本
町
二
丁
目
一
九
番
一
号

電
話
〇
八
二
四

七
二

四
一
一
一

協
同
組
合

庄
原
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

代
表
理
事

西
田

昌
史

第 ５ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

ＧＬＰ八千代６ロジスティック特定目的会社
取締役 北川 久芳

損益計算書の要旨
自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 
営 業 費 用 9,494
営 業 損 失 9,494
営 業 外 収 益 340
営 業 外 費 用 644
経 常 損 失 9,798
税引前当期純損失 9,798
法人税、住民税及び
事業税 950

当 期 純 損 失 10,748
前期繰越損失 23,899
当期未処理損失 34,647

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 3,912,861流 動 負 債 5,829
有形固定資産 3,033,747固 定 負 債 3,121,454
無形固定資産 879,113
特定資産合計 3,912,861 負 債 合 計 3,127,283
その他の資産 396,875社 員 資 本 1,182,452
流 動 資 産 324,855 特 定 資 本 金 100
固 定 資 産 67,692 優 先 資 本 金 1,217,000
繰 延 資 産 4,327 剰 余 金 34,647

当期未処理損失 34,647
その他の資産合計 396,875 純資産合計 1,182,452
合 計 4,309,736 合 計 4,309,736
 端数は切り捨てて表示しております。

第 １ 期 決 算 公 告
令和８年６月 25 日
北海道室蘭市中島本町一丁目４番４号

日鉄興和不動産農業株式会社
代表取締役 鈴木 誠治

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 145,317
固 定 資 産 48,054
繰 延 資 産 4,236
資 産 合 計 197,608

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,284
株 主 資 本 195,324
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 100,000
資 本 準 備 金 100,000
利 益 剰 余 金 4,675
その他利益剰余金 4,675
(うち当期純損失) (4,675)

負債・純資産合計 197,608

第 ３ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

ＧＬＰ厚木酒井ロジスティック特定目的会社
取締役 北川 久芳

損益計算書の要旨
自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 
営 業 費 用 11,926
営 業 損 失 11,926
営 業 外 収 益 219
営 業 外 費 用 539
経 常 損 失 12,246
税引前当期純損失 12,246
法人税、住民税及び
事業税 950

当 期 純 損 失 13,196
前期繰越損失 6,890
当期未処理損失 20,087

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 5,006,945流 動 負 債 1,346
有形固定資産 4,914,496固 定 負 債 4,001,082
無形固定資産 92,449
特定資産合計 5,006,945 負 債 合 計 4,002,428
その他の資産 421,596社 員 資 本 1,426,112
流 動 資 産 59,206 特 定 資 本 金 200
固 定 資 産 360,392 優 先 資 本 金 1,446,000
繰 延 資 産 1,997 剰 余 金 20,087

当期未処理損失 20,087
その他の資産合計 421,596 純資産合計 1,426,112
合 計 5,428,541 合 計 5,428,541
 端数は切り捨てて表示しております。

第 14 期決算公告 令和８年10月１日
北海道檜山郡厚沢部町字上里92番地１

株式会社キッチハイク
代表取締役 山本 雅也

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,256,713
固 定 資 産 88,181
資 産 合 計 1,344,894

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 428,166
固 定 負 債 390,006
株 主 資 本 526,721
資 本 金 50,000
資 本 剰 余 金 548,427
資 本 準 備 金 543,427
自己株処分差益 5,000
利 益 剰 余 金 71,705
その他利益剰余金 71,705
(うち当期純利益) (14,717)

負債・純資産合計 1,344,894

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



第３期決算公告 令和７年４月30日
東京都港区元麻布三丁目１番６号
Verkada Japan株式会社

代表取締役 カメロン・マイケル・レザイ
貸借対照表の要旨(令和７年１月31日現在)

科 目 金 額(円)
資
産
の
部
流 動 資 産 79,945,395
固 定 資 産 48,680,268
資 産 合 計 128,625,663

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 82,560,917
固 定 負 債 24,585,113
負 債 合 計 107,146,030

株 主 資 本 21,479,633
資 本 金 1
利 益 剰 余 金 21,479,632
その他利益剰余金 21,479,632
(うち当期純利益) (12,680,752)
純資産合計 21,479,633
負債・純資産合計 128,625,663

第 ２ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

熊本菊池ロジスティック特定目的会社
取締役 北川 久芳

損益計算書の要旨
自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 
営 業 費 用 11,531
営 業 損 失 11,531
営 業 外 収 益 211
営 業 外 費 用 123
経 常 損 失 11,444
税引前当期純損失 11,444
法人税、住民税及び
事業税 290

当 期 純 損 失 11,734
前期繰越損失 1,728
当期未処理損失 13,462

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 2,651,582流 動 負 債 105,176
有形固定資産 2,651,582固 定 負 債 1,797,000
特定資産合計 2,651,582 負 債 合 計 1,902,176
その他の資産 61,232社 員 資 本 810,637
流 動 資 産 47,119 特 定 資 本 金 100
固 定 資 産 11,441 優 先 資 本 金 824,000
繰 延 資 産 2,671 剰 余 金 13,462

当期未処理損失 13,462
その他の資産合計 61,232 純資産合計 810,637
合 計 2,712,814 合 計 2,712,814
 端数は切り捨てて表示しております。

第４期決算公告 令和８年４月30日
東京都渋谷区道玄坂一丁目10番８号
渋谷道玄坂東急ビル２ＦＣ

Verkada Japan株式会社
代表取締役 カメロン・マイケル・レザイ
貸借対照表の要旨(令和８年１月31日現在)

科 目 金 額(円)
資
産
の
部
流 動 資 産 94,508,416
固 定 資 産 26,670,728
資 産 合 計 121,179,144

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 86,226,259
負 債 合 計 86,226,259
株 主 資 本 34,952,885
資 本 金 1
利 益 剰 余 金 34,952,884
その他利益剰余金 34,952,884
(うち当期純利益) (13,473,252)
純資産合計 34,952,885
負債・純資産合計 121,179,144

第 ２ 期 決 算 公 告

令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

ＧＬＰ小牧舟津１ロジスティック特定目的会社

取締役 北川 久芳

損益計算書の要旨
自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 
営 業 費 用 1,515
営 業 損 失 1,515
営 業 外 収 益 0
営 業 外 費 用 
経 常 損 失 1,515
税引前当期純損失 1,515
法人税、住民税及び
事業税 70

当 期 純 損 失 1,585
前期繰越損失 420
当期未処理損失 2,006

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

その他の資産 79 流 動 負 債 1,685
流 動 資 産 79 負 債 合 計 1,685

社 員 資 本 1,606
特 定 資 本 金 400
剰 余 金 2,006
当期未処理損失 2,006

その他の資産合計 79 純資産合計 1,606
合 計 79 合 計 79
 端数は切り捨てて表示しております。

第 28 期決算公告 令和８年10月１日
東京都港区港南二丁目13番40号
エスディーテック株式会社

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 698,322
固 定 資 産 199,802
合 計 898,125

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 347,315
賞 与 引 当 金 71,912
固 定 負 債 154,404
株 主 資 本 396,405
資 本 金 311,000
資 本 剰 余 金 366,090
資 本 準 備 金 311,000
その他資本剰余金 55,090
利 益 剰 余 金 280,684
その他利益剰余金 280,684
(うち当期純利益) (15,864)
合 計 898,125

第 ２ 期 決 算 公 告

令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

ＧＬＰ小牧舟津２ロジスティック特定目的会社

取締役 篠原 涼太

損益計算書の要旨
自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 
営 業 費 用 1,514
営 業 損 失 1,514
営 業 外 収 益 0
営 業 外 費 用 
経 常 損 失 1,514
税引前当期純損失 1,514
法人税、住民税及び
事業税 70

当 期 純 損 失 1,584
前期繰越損失 420
当期未処理損失 2,005

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

その他の資産 21 流 動 負 債 1,526
流 動 資 産 21 負 債 合 計 1,526

社 員 資 本 1,505
特 定 資 本 金 500
剰 余 金 2,005
当期未処理損失 2,005

その他の資産合計 21 純資産合計 1,505
合 計 21 合 計 21
 端数は切り捨てて表示しております。

第 ２ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日
東京都渋谷区恵比寿四丁目20番３号
恵比寿ガーデンプレイスタワー18階

TriNetX Japan株式会社
代表取締役 若林 昭吾

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 127,505
固 定 資 産 196,584
資 産 合 計 324,090

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 95,411
株 主 資 本 228,679
資 本 金 230,000
資 本 剰 余 金 230,000
資 本 準 備 金 230,000
利 益 剰 余 金 231,320
その他利益剰余金 231,320
(うち当期純損失) (231,320)

負債・純資産合計 324,090

第 ２ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

福岡ロジスティックＳ特定目的会社
取締役 北川 久芳

損益計算書の要旨
自 令和７年９月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 
営 業 費 用 9,179
営 業 損 失 9,179
営 業 外 収 益 313
営 業 外 費 用 7
経 常 損 失 8,873
税引前当期純損失 8,873
法人税、住民税及び
事業税 791

当 期 純 損 失 9,665
前期繰越損失 110
当期未処理損失 9,775

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 4,240,779流 動 負 債 830
有形固定資産 3,854,054固 定 負 債 3,174,115
無形固定資産 386,725
特定資産合計 4,240,779 負 債 合 計 3,174,946
その他の資産 444,391社 員 資 本 1,510,224
流 動 資 産 174,405 特 定 資 本 金 1,000
固 定 資 産 259,644 優 先 資 本 金 1,519,000
繰 延 資 産 10,340 剰 余 金 9,775

当期未処理損失 9,775
その他の資産合計 444,391 純資産合計 1,510,224
合 計 4,685,170 合 計 4,685,170
 端数は切り捨てて表示しております。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



第 ２ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

福岡ロジスティックＥ特定目的会社
取締役 北川 久芳

損益計算書の要旨
自 令和７年９月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 
営 業 費 用 4,172
営 業 損 失 4,172
営 業 外 収 益 13
営 業 外 費 用 4
経 常 損 失 4,164
税引前当期純損失 4,164
法人税、住民税及び
事業税 150

当 期 純 損 失 4,314
前期繰越損失 80
当期未処理損失 4,394

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 12,787 流 動 負 債 147
有形固定資産 12,787
特定資産合計 12,787 負 債 合 計 147
その他の資産 5,166 社 員 資 本 17,805
流 動 資 産 4,769 特 定 資 本 金 200
繰 延 資 産 397 優 先 資 本 金 22,000

剰 余 金 4,394
当期未処理損失 4,394

その他の資産合計 5,166 純資産合計 17,805
合 計 17,953 合 計 17,953
 端数は切り捨てて表示しております。

第 46 期決算公告 令和８年10月１日
東京都港区西新橋一丁目６番11号
株式会社カーヴ・ド・リラックス
代表取締役社長 山本 浩正

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 283,648,924
固 定 資 産 171,229,928
資 産 合 計 454,878,852

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 275,007,967
(賞与引当金) (10,789,138)
固 定 負 債 25,395,126
(退職給付引当金) (23,182,000)
株 主 資 本 154,475,759
資 本 金 40,000,000
利 益 剰 余 金 114,475,759
利 益 準 備 金 10,447,916
その他利益剰余金 104,027,843
(うち当期純利益) (14,380,894)

負債・純資産合計 454,878,852

第 １ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

三郷４ロジスティック特定目的会社
取締役 北川 久芳

損益計算書の要旨
自 令和７年８月21日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 
営 業 費 用 2,741
営 業 損 失 2,741
営 業 外 収 益 84
営 業 外 費 用 
経 常 損 失 2,656
税引前当期純損失 2,656
法人税、住民税及び
事業税 241

当 期 純 損 失 2,898
当期未処理損失 2,898

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 418,960 流 動 負 債 228
有形固定資産 418,960
特定資産合計 418,960 負 債 合 計 228
その他の資産 81,570 社 員 資 本 500,301
流 動 資 産 81,157 特 定 資 本 金 200
繰 延 資 産 412 優 先 資 本 金 503,000

剰 余 金 2,898
当期未処理損失 2,898

その他の資産合計 81,570 純資産合計 500,301
合 計 500,530 合 計 500,530
 端数は切り捨てて表示しております。

第 10 期決算公告 令和８年６月24日
東京都港区虎ノ門三丁目17番１号
株式会社ＤＦＡ Ｒｏｂｏｔｉｃｓ

代表取締役 松林 大悟
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(円)
資
産
の
部
流 動 資 産 1,288,105,529
固 定 資 産 36,201,680
資 産 合 計 1,324,307,209

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 820,896,217
賞 与 引 当 金 15,000,000
固 定 負 債 32,013,816
株 主 資 本 471,397,176
資 本 金 56,835,500
資 本 剰 余 金 50,111,500
資 本 準 備 金 50,111,500
利 益 剰 余 金 364,450,176
その他利益剰余金 364,450,176
(うち当期純利益) (137,479,775)

負債・純資産合計 1,324,307,209

第 １ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

圏央境古河２ロジスティック特定目的会社
取締役 関口 陽平

損益計算書の要旨
自 令和７年８月21日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 
営 業 費 用 8,815
営 業 損 失 8,815
営 業 外 収 益 70
営 業 外 費 用 
経 常 損 失 8,745
税引前当期純損失 8,745
法人税、住民税及び
事業税 241

当 期 純 損 失 8,987
当期未処理損失 8,987

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 2,256,748流 動 負 債 1,980
有形固定資産 2,256,748固 定 負 債 1,464,000
特定資産合計 2,256,748 負 債 合 計 1,465,980
その他の資産 121,445社 員 資 本 912,212
流 動 資 産 117,730 特 定 資 本 金 200
固 定 資 産 3,286 優 先 資 本 金 921,000
繰 延 資 産 427 剰 余 金 8,987

当期未処理損失 8,987
その他の資産合計 121,445 純資産合計 912,212
合 計 2,378,193 合 計 2,378,193
 端数は切り捨てて表示しております。

第 12 期 決 算 公 告
令和８年６月 26 日

東京都港区六本木三丁目16番33号
株式会社ライブエグザム
代表取締役社長 宮崎 雅史

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 8,244,858
固 定 資 産 15,342
資 産 合 計 8,260,200

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 7,338,694
固 定 負 債 0
株 主 資 本 921,506
資 本 金 49,000
資 本 剰 余 金 49,000
資 本 準 備 金 49,000
利 益 剰 余 金 823,506
その他利益剰余金 823,506
(うち当期純利益) (137,892)

負債・純資産合計 8,260,200

第 １ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

八幡１蜻蛉尻ロジスティック特定目的会社
取締役 北川 久芳

損益計算書の要旨
自 令和７年８月21日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 
営 業 費 用 2,358
営 業 損 失 2,358
営 業 外 収 益 209
営 業 外 費 用 
経 常 損 失 2,148
税引前当期純損失 2,148
法人税、住民税及び
事業税 791

当 期 純 損 失 2,940
当期未処理損失 2,940

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 145,988流 動 負 債 924
有形固定資産 145,988
特定資産合計 145,988 負 債 合 計 924
その他の資産 1,010,545社 員 資 本 1,155,609
流 動 資 産 996,617 特 定 資 本 金 200
固 定 資 産 13,469 優 先 資 本 金 1,158,350
繰 延 資 産 458 剰 余 金 2,940

当期未処理損失 2,940
その他の資産合計 1,010,545 純資産合計 1,155,609
合 計 1,156,533 合 計 1,156,533
 端数は切り捨てて表示しております。

第 18 期決算公告 令和８年８月７日
東京都中央区日本橋浜町三丁目３番２号
エヌビービーソールズベリーリース

株式会社
代表取締役 大江 裕士

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 45,540
固 定 資 産 8,321,097
資 産 合 計 8,366,637

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 849,570
固 定 負 債 7,515,506
株 主 資 本 1,561
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 1,439
その他利益剰余金 1,439
(うち当期純損失) (98)

負債・純資産合計 8,366,637

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



第８期決算公告 令和８年８月７日
東京都中央区日本橋浜町三丁目３番２号
エヌビービートーントンリース株式会社

代表取締役 大江 裕士
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 31,157
固 定 資 産 6,612,832
資 産 合 計 6,643,989

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 304,415
固 定 負 債 6,338,591
株 主 資 本 983
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 2,017
その他利益剰余金 2,017
(うち当期純損失) (207)

負債・純資産合計 6,643,989

第 １ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

鳴尾浜２ロジスティック特定目的会社
取締役 北川 久芳

損益計算書の要旨
自 令和７年９月19日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 
営 業 費 用 2,220
営 業 損 失 2,220
営 業 外 収 益 75
営 業 外 費 用 
経 常 損 失 2,144
税引前当期純損失 2,144
法人税、住民税及び
事業税 217

当 期 純 損 失 2,362
当期未処理損失 2,362

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 7,310 流 動 負 債 205
有形固定資産 7,310
特定資産合計 7,310 負 債 合 計 205
その他の資産 170,832 社 員 資 本 177,937
流 動 資 産 170,389 特 定 資 本 金 100
繰 延 資 産 443 優 先 資 本 金 180,200

剰 余 金 2,362
当期未処理損失 2,362

その他の資産合計 170,832 純資産合計 177,937
合 計 178,143 合 計 178,143
 端数は切り捨てて表示しております。

第 10 期決算公告 令和８年８月７日
東京都中央区日本橋浜町三丁目３番２号
エヌビービーピーターバラリース株式会社

代表取締役 大江 裕士
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 19,781
固 定 資 産 3,187,203
資 産 合 計 3,206,984

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 359,928
固 定 負 債 2,846,001
株 主 資 本 1,055
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 1,945
その他利益剰余金 1,945
(うち当期純利益) (57)

負債・純資産合計 3,206,984

第 21 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

三郷３ロジスティック特定目的会社
取締役 関口 陽平

損益計算書の要旨
自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 9
営 業 費 用 14,075
営 業 損 失 14,065
営 業 外 収 益 6
営 業 外 費 用 
経 常 損 失 14,059
税引前当期純損失 14,059
法人税、住民税及び
事業税 950

当 期 純 損 失 15,009
前期繰越損失 4,208
当期未処理損失 19,217

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 3,887,872流 動 負 債 3,526
投資その他の資産 3,887,872
特定資産合計 3,887,872 負 債 合 計 3,526
その他の資産 11,486社 員 資 本 3,895,832
流 動 資 産 9,826 特 定 資 本 金 6,900
繰 延 資 産 1,659 優 先 資 本 金 3,908,150

剰 余 金 19,217
当期未処理損失 19,217

その他の資産合計 11,486 純資産合計 3,895,832
合 計 3,899,359 合 計 3,899,359
 端数は切り捨てて表示しております。

第 15 期決算公告 令和８年８月７日
東京都中央区日本橋浜町三丁目３番２号
エヌビービーブリストルリース株式会社

代表取締役 大江 裕士
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 86,849
固 定 資 産 12,446,175
資 産 合 計 12,533,024

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,075,118
固 定 負 債 11,456,456
株 主 資 本 1,450
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 1,550
その他利益剰余金 1,550
(うち当期純損失) (107)

負債・純資産合計 12,533,024

第 19 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

綾瀬ロジスティック特定目的会社
取締役 三品 貴仙

損益計算書の要旨
自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 5
営 業 費 用 2,176
営 業 損 失 2,170
営 業 外 収 益 9
経 常 損 失 2,161
税引前当期純損失 2,161
法人税、住民税及び
事業税 180

当 期 純 損 失 2,341
前期繰越損失 7,097
当期未処理損失 9,438

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 1,000 流 動 負 債 285
投資その他の資産 1,000
特定資産合計 1,000 負 債 合 計 285
その他の資産 4,446 社 員 資 本 5,161
流 動 資 産 4,188 特 定 資 本 金 11,600
繰 延 資 産 258 優 先 資 本 金 3,000

剰 余 金 9,438
当期未処理損失 9,438

その他の資産合計 4,446 純資産合計 5,161
合 計 5,446 合 計 5,446
 端数は切り捨てて表示しております。

第 14 期決算公告 令和８年８月７日
東京都中央区日本橋浜町三丁目３番２号
エヌビービーホワイトクリフリース

株式会社
代表取締役 大江 裕士

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 87,942
固 定 資 産 12,873,852
資 産 合 計 12,961,794

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,117,106
固 定 負 債 11,843,683
株 主 資 本 1,005
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 1,995
その他利益剰余金 1,995
(うち当期純損失) (116)

負債・純資産合計 12,961,794

第 19 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

厚木ロジスティック特定目的会社
取締役 三品 貴仙

損益計算書の要旨
自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 5
営 業 費 用 2,176
営 業 損 失 2,170
営 業 外 収 益 4
経 常 損 失 2,165
税引前当期純損失 2,165
法人税、住民税及び
事業税 70

当 期 純 損 失 2,235
前期繰越損失 5,071
当期未処理損失 7,307

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 1,000 流 動 負 債 176
投資その他の資産 1,000
特定資産合計 1,000 負 債 合 計 176
その他の資産 4,468 社 員 資 本 5,292
流 動 資 産 4,210 特 定 資 本 金 6,600
繰 延 資 産 258 優 先 資 本 金 6,000

剰 余 金 7,307
当期未処理損失 7,307

その他の資産合計 4,468 純資産合計 5,292
合 計 5,468 合 計 5,468
 端数は切り捨てて表示しております。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



第 18 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

鳴尾浜ロジスティック特定目的会社
取締役 北川 久芳

損益計算書の要旨
自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 5
営 業 費 用 1,971
営 業 損 失 1,966
営 業 外 収 益 7
営 業 外 費 用 
経 常 損 失 1,958
税引前当期純損失 1,958
法人税、住民税及び
事業税 180

当 期 純 損 失 2,138
前期繰越損失 5,325
当期未処理損失 7,464

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 1,000 流 動 負 債 286
投資その他の資産 1,000
特定資産合計 1,000 負 債 合 計 286
その他の資産 4,621 社 員 資 本 5,335
流 動 資 産 4,158 特 定 資 本 金 8,800
繰 延 資 産 463 優 先 資 本 金 4,000

剰 余 金 7,464
当期未処理損失 7,464

その他の資産合計 4,621 純資産合計 5,335
合 計 5,621 合 計 5,621
 端数は切り捨てて表示しております。

第 10 期決算公告 令和８年８月７日
東京都中央区日本橋浜町三丁目３番２号
エヌビービームルシアリース株式会社

代表取締役 大江 裕士
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 396,718
固 定 資 産 17,589,071
資 産 合 計 17,985,789

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,095,002
固 定 負 債 16,889,074
株 主 資 本 1,713
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 1,287
その他利益剰余金 1,287
(うち当期純損失) (125)

負債・純資産合計 17,985,789

第 18 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

千葉ニュータウン特定目的会社
取締役 北川 久芳

損益計算書の要旨
自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 －
営 業 費 用 58,385
営 業 損 失 58,385
営 業 外 収 益 545
営 業 外 費 用 314
経 常 損 失 58,154
税引前当期純損失 58,154
法人税、住民税及び
事業税 1,210
当 期 純 損 失 59,364
前期繰越損失 129,165
当期未処理損失 188,530

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 13,060,018流 動 負 債 4,731,358
有形固定資産 13,060,018
特定資産合計 13,060,018 負 債 合 計 4,731,358
その他の資産 692,809社 員 資 本 9,021,469
流 動 資 産 687,632 特 定 資 本 金 1,300
繰 延 資 産 5,176 優 先 資 本 金 9,208,700

剰 余 金 188,530
当期未処理損失 188,530

その他の資産合計 692,809 純資産合計 9,021,469
合 計 13,752,828 合 計 13,752,828
 端数は切り捨てて表示しております。

第 34 期決算公告 令和８年８月26日
東京都千代田区神田猿楽町二丁目２番13号

株式会社テクノプラン
代表取締役 深澤 芳雄

貸借対照表の要旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 396,374
固 定 資 産 7,908
合 計 404,282

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 399
固 定 負 債 0
株 主 資 本 403,883
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 373,883
(利益準備金) (7,500)
(その他利益剰余金) (366,383)
合 計 404,282

 当期純損失 26,381千円

第 ３ 期 決 算 公 告

令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

生駒２特定目的会社

取締役 名古路秀和

損益計算書の要旨
自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 
営 業 費 用 838
営 業 損 失 838
営 業 外 収 益 20
営 業 外 費 用 
経 常 損 失 817
税引前当期純損失 817
法人税、住民税及び
事業税 70

当 期 純 損 失 887
前期繰越損失 3,102
当期未処理損失 3,990

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

その他の資産 13,237 流 動 負 債 16,228
流 動 資 産 13,237 負 債 合 計 16,228

社 員 資 本 2,990
特 定 資 本 金 1,000
剰 余 金 3,990
当期未処理損失 3,990

その他の資産合計 13,237 純資産合計 2,990
合 計 13,237 合 計 13,237
 端数は切り捨てて表示しております。

第 13 期決算公告 令和８年９月30日
東京都港区新橋五丁目10番５号
ＰＭＯ新橋Ⅱ４階
株式会社コマースロボティクス

代表取締役 伊藤 彰弘
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 786,805
固 定 資 産 584,330
資 産 合 計 1,371,136

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 276,932
固 定 負 債 45,842
株 主 資 本 1,046,947
資 本 金 345,939
資 本 剰 余 金 319,989
利 益 剰 余 金 381,018
その他利益剰余金 381,018
(うち当期純利益) (41,925)

新 株 予 約 権 1,414
負債・純資産合計 1,371,136

第 ３ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

ＧＬＰ白井３特定目的会社
取締役 北川 久芳

損益計算書の要旨
自 令和７年８月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 －
営 業 費 用 3,904
営 業 損 失 3,904
営 業 外 収 益 29
営 業 外 費 用 －
経 常 損 失 3,874
税引前当期純損失 3,874
法人税、住民税及び
事業税 265

当 期 純 損 失 4,140
前期繰越損失 1,834
当期未処理損失 5,974

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 801,844 流 動 負 債 156,078
有形固定資産 801,844
特定資産合計 801,844 負 債 合 計 156,078
その他の資産 77,359 社 員 資 本 723,125
流 動 資 産 72,570 特 定 資 本 金 100
固 定 資 産 3,991 優 先 資 本 金 729,000
繰 延 資 産 797 剰 余 金 5,974

当期未処理損失 5,974
その他の資産合計 77,359 純資産合計 723,125
合 計 879,204 合 計 879,204
 端数は切り捨てて表示しております。

第３期決算公告 令和８年10月１日
東京都千代田区内神田一丁目２番６号
産広美工ビル４階
日本持続可能エネルギー株式会社

代表取締役 沢登 健
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 260,420
固 定 資 産 5,501
資 産 合 計 265,921

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 32,291
固 定 負 債 268,376
株 主 資 本 34,746
資 本 金 20,000
資 本 剰 余 金 10,000
資 本 準 備 金 10,000
利 益 剰 余 金 64,746
その他利益剰余金 64,746
(うち当期純損失) (180)

負債・純資産合計 265,921

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



第 10 期決算公告 令和８年10月１日
東京都目黒区中目黒三丁目３番２号
ＥＧビル８階

クレビアス株式会社
代表取締役 深澤 和重

貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 403,544
固 定 資 産 522,602
資 産 合 計 926,146

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 117,601
固 定 負 債 439,527
株 主 資 本 369,018
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 359,018
利 益 準 備 金 600
その他利益剰余金 358,418
(うち当期純利益) (122,207)

負債・純資産合計 926,146

第 ３ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

ＧＬＰ白井４特定目的会社
取締役 北川 久芳

損益計算書の要旨
自 令和７年８月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 
営 業 費 用 3,915
営 業 損 失 3,915
営 業 外 収 益 29
営 業 外 費 用 
経 常 損 失 3,885
税引前当期純損失 3,885
法人税、住民税及び
事業税 265

当 期 純 損 失 4,150
前期繰越損失 1,834
当期未処理損失 5,984

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 820,087 流 動 負 債 159,523
有形固定資産 820,087
特定資産合計 820,087 負 債 合 計 159,523
その他の資産 78,550 社 員 資 本 739,115
流 動 資 産 73,671 特 定 資 本 金 100
固 定 資 産 4,082 優 先 資 本 金 745,000
繰 延 資 産 797 剰 余 金 5,984

当期未処理損失 5,984
その他の資産合計 78,550 純資産合計 739,115
合 計 898,638 合 計 898,638
 端数は切り捨てて表示しております。

第 19 期 決 算 公 告
令和８年８月 26 日
神奈川県横浜市神奈川区新子安二丁目14番
14317号

株式会社コムウェル
代表取締役 篠澤 威夫

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 130,902
固 定 資 産 3,343
資 産 合 計 134,245

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 64,495
固 定 負 債 21,650
株 主 資 本 48,100
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 43,100
その他利益剰余金 43,100
(うち当期純利益) (18,519)

負債・純資産合計 134,245

第 ５ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

ＧＬＰ白井特定目的会社
取締役 北川 久芳

損益計算書の要旨
自 令和７年８月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 
営 業 費 用 137,067
営 業 損 失 137,067
営 業 外 収 益 45
営 業 外 費 用 121
経 常 損 失 137,143
税引前当期純損失 137,143
法人税、住民税及び
事業税 870

当 期 純 損 失 138,014
前期繰越損失 4,538
当期未処理損失 142,553

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 17,977,195流 動 負 債 16,261,726
有形固定資産 17,977,195
特定資産合計 17,977,195 負 債 合 計 16,261,726
その他の資産 2,881,077社 員 資 本 4,596,546
流 動 資 産 2,870,225 特 定 資 本 金 100
固 定 資 産 9,311 優 先 資 本 金 4,739,000
繰 延 資 産 1,540 剰 余 金 142,553

当期未処理損失 142,553
その他の資産合計 2,881,077 純資産合計 4,596,546
合 計 20,858,273 合 計 20,858,273
 端数は切り捨てて表示しております。

第 ９ 期 決 算 公 告
令和８年９月 30 日

東京都渋谷区神南一丁目11番３号
PORTALPOINTSHIBUYA504
double jump．tokyo株式会社

代表取締役 上野 広伸
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 290,235
固 定 資 産 627,716
合 計 917,952

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 31,907
株 主 資 本 805,632
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 4,654,969
利 益 剰 余 金 3,949,337
(うち当期純損失) (311,169)

新 株 予 約 権 80,413
合 計 917,952

第 ３ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

ＧＬＰ白井２特定目的会社
取締役 北川 久芳

損益計算書の要旨
自 令和７年８月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 
営 業 費 用 136,456
営 業 損 失 136,456
営 業 外 収 益 48
営 業 外 費 用 
経 常 損 失 136,408
税引前当期純損失 136,408
法人税、住民税及び
事業税 870

当 期 純 損 失 137,279
前期繰越損失 1,834
当期未処理損失 139,113

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 6,313,402流 動 負 債 5,145,091
有形固定資産 6,313,402
特定資産合計 6,313,402 負 債 合 計 5,145,091
その他の資産 232,674社 員 資 本 1,400,986
流 動 資 産 223,244 特 定 資 本 金 100
固 定 資 産 8,632 優 先 資 本 金 1,540,000
繰 延 資 産 797 剰 余 金 139,113

当期未処理損失 139,113
その他の資産合計 232,674 純資産合計 1,400,986
合 計 6,546,077 合 計 6,546,077
 端数は切り捨てて表示しております。

第 19 期決算公告 令和８年10月１日
東京都渋谷区代々木２４９
野村不動産新宿南口ビル２Ｆ

株式会社イデアル
代表取締役 濱 恵介

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,519,800
固 定 資 産 2,559,216
合 計 4,079,016

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 640,973
固 定 負 債 1,878,601
株 主 資 本 1,559,441
資 本 金 63,632
資 本 剰 余 金 2,832
資 本 準 備 金 2,832
利 益 剰 余 金 1,492,976
その他利益剰余金 1,492,976
(うち当期純利益) (397,515)
合 計 4,079,016

第 32 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

ライトイヤー特定目的会社
取締役 三品 貴仙

損益計算書の要旨
自 令和８年１月１日
至 令和８年６月30日

(単位：百万円)
科 目 金 額
営 業 収 益 3,997
営 業 費 用 2,774
営 業 利 益 1,222
営 業 外 収 益 9
営 業 外 費 用 0
経 常 利 益 1,232
税引前当期純利益 1,232
法人税、住民税及び
事業税 0

当 期 純 利 益 1,231
前期繰越利益 0
当期未処分利益 1,231

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)(単位：百万円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

特 定 資 産 101,654 流 動 負 債 103,509
有形固定資産 64,854 固 定 負 債 2,764
投資その他の資産 36,800
特定資産合計 101,654 負 債 合 計 106,273
その他の資産 7,092 社 員 資 本 2,472
流 動 資 産 6,549 特 定 資 本 金 1,141
固 定 資 産 541 優 先 資 本 金 100
繰 延 資 産 2 剰 余 金 1,231

当期未処分利益 1,231
その他の資産合計 7,092 純資産合計 2,472
合 計 108,746 合 計 108,746
 端数は切り捨てて表示しております。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



第28期決算公告
令和８年 10 月１日

大阪府豊中市蛍池東町二丁目２番18号

株式会社ウェブベース

代表取締役 野口 聡之

貸借対照表の要旨
(令和８年７月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 841,336
固 定 資 産 16,946

資 産 合 計 858,282

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 92,578
固 定 負 債 40,901
うち退職給付引当
金  (37,971)

負 債 合 計 133,480

株 主 資 本 724,802
資 本 金 50,000
資 本 剰 余 金 45,617
その他資本剰余金 45,617
利 益 剰 余 金 629,185
利 益 準 備 金 12,500
その他利益剰余金 616,685
(うち当期純利益) (50,750)

純資産合計 724,802

負債・純資産合計 858,282

第 ７ 期 決 算 公 告

令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号
ＪＤＰ３ロジスティック２特定目的会社

取締役 北川 久芳

損益計算書の要旨
自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 
営 業 費 用 5,098
営 業 損 失 5,098
営 業 外 収 益 483
営 業 外 費 用 
経 常 損 失 4,614
特 別 損 失 787
税引前当期純損失 5,402
法人税、住民税及び
事業税 290

当 期 純 損 失 5,692
前期繰越損失 24,082
当期未処理損失 29,774

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

その他の資産 232,497 流 動 負 債 221
流 動 資 産 232,068 負 債 合 計 221
繰 延 資 産 429 社 員 資 本 232,275

特 定 資 本 金 100
優 先 資 本 金 261,950
剰 余 金 29,774
当期未処理損失 29,774

その他の資産合計 232,497 純資産合計 232,275
合 計 232,497 合 計 232,497
 端数は切り捨てて表示しております。

第 ８ 期 決 算 公 告

令和８年 10 月１日 東京都中央区八重洲二丁目２番１号

八千代４ロジスティック特定目的会社

取締役 北川 久芳

損益計算書の要旨
自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 
営 業 費 用 5,155
営 業 損 失 5,155
営 業 外 収 益 5,833
営 業 外 費 用 27
経 常 利 益 650
特 別 利 益 
特 別 損 失 155,042
税引前当期純損失 154,392
法人税、住民税及び
事業税 715

当 期 純 損 失 155,107
前期繰越利益 15
当期未処理損失 155,092

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

その他の資産 308,457社 員 資 本 308,457
流 動 資 産 307,536 特 定 資 本 金 400
繰 延 資 産 920 優 先 資 本 金 463,150

剰 余 金 155,092
当期未処理損失 155,092

その他の資産合計 308,457 純資産合計 308,457
合 計 308,457 合 計 308,457
 端数は切り捨てて表示しております。

第77期決算公告
令和８年９月 25 日

兵庫県神戸市中央区栄町通３丁目５番４号

兵庫飼料株式会社
代表取締役 柴崎 靖人

貸借対照表の要旨
(令和８年６月30日現在)(単位：百万円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 746
固 定 資 産 447

資 産 合 計 1,194

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 239
固 定 負 債 25

負 債 合 計 265

株 主 資 本 752
資 本 金 10
資 本 剰 余 金 142
その他資本剰余金 142
利 益 剰 余 金 880
利 益 準 備 金 2
その他利益剰余金 878
(うち当期純利益) (73)
自 己 株 式  280
評価・換算差額等 176
その他有価証券評価
差額金 176

純資産合計 929

負債・純資産合計 1,194

第 29 期 決 算 公 告
2026 年９月 30 日 東京都江東区猿江二丁目15番10号

東京フットボールクラブ株式会社
代表取締役社長 白井 英介 損益計算書の要旨

自 2026年２月１日
至 2026年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 3,331,485
営 業 費 用 3,278,627
営 業 利 益 52,858
営 業 外 収 益 6,787
営 業 外 費 用 1,200
経 常 利 益 58,446
特 別 損 失 253
税引前当期純利益 58,193
法人税、住民税及び
事業税 12,013
法人税等調整額 11,880
当 期 純 利 益 58,060

貸借対照表の要旨


(2026年６月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
（資 産 の 部） （負 債 の 部）

流 動 資 産 3,334,813流 動 負 債 2,227,163
固 定 資 産 1,359,204固 定 負 債 43,792
有形固定資産 209,875 負 債 合 計 2,270,955
無形固定資産 43,386 （純 資 産 の 部）
投資その他の資産 1,105,942株 主 資 本 2,423,062

資 本 金 1,762,000
資 本 剰 余 金 575,000
資 本 準 備 金 575,000
利 益 剰 余 金 86,062
その他利益剰余金 86,062
純資産合計 2,423,062

資 産 合 計 4,694,018負債・純資産合計 4,694,018

第 ５ 期 決 算 公 告
令和８年９月４日

東京都中央区銀座一丁目６番11号
米里ロジ特定目的会社

取締役 中村 武

損益計算書の要旨
自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 費 用 242,687
営 業 損 失 242,687
経 常 損 失 242,497
税引前当期純損失 242,497
法人税、住民税及び
事業税 950

当 期 純 損 失 243,447

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
特 定 資 産 3,777,069流 動 負 債 40,005
流 動 資 産 137,865固 定 負 債 2,234,867
固 定 資 産 3,639,203 負 債 合 計 2,274,873
そ の 他 資 産 180,584社 員 資 本 1,682,779
流 動 資 産 167,966 特 定 資 本 金 500
固 定 資 産 10,882 優 先 資 本 金 2,191,000
投資その他の資産 10,882 剰 余 金 508,720
繰 延 資 産 1,735 当期未処理損失 508,720

純資産合計 1,682,779
資 産 合 計 3,957,653負債・純資産合計 3,957,653

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



第 ６ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日
東京都新宿区市谷本村町２番３号
NOVEL WORK Ichigaya ８階
ベルジャヤジャパン株式会社

代表取締役 吉川 美枝
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 43,869
固 定 資 産 2,431,433
合 計 2,475,302

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,518,590
固 定 負 債 0
株 主 資 本 43,288
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 46,288
その他利益剰余金 46,288
(うち当期純損失) (6,418)
合 計 2,475,302

第 28 期 決 算 公 告
2026 年 10 月１日 東京都千代田区有楽町一丁目１番２号
ＥＹストラテジー・アンド・コンサルティング株式会社

代表取締役 近藤 聡

損益計算書の要旨
自 2025年７月１日
至 2026年６月30日

(単位：百万円)
科 目 金 額
営 業 収 益 131,239
営 業 費 用 129,700
営 業 利 益 1,540
営 業 外 損 益 704
経 常 利 益 2,243
税引前当期純利益 2,243
法人税、住民税及び
事業税 2,648
法人税等調整額 2,605
当 期 純 利 益 2,201

貸借対照表の要旨 (2026年６月30日現在) (単位：百万円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 48,414 流 動 負 債 35,972
固 定 資 産 13,422 賞 与 引 当 金 20,995

受注損失引当金 199
固 定 負 債 7,996
退職給付引当金 6,899
株 主 資 本 17,867
資 本 金 450
資 本 剰 余 金 2,588
資 本 準 備 金 516
その他資本剰余金 2,071
利 益 剰 余 金 14,830
利 益 準 備 金 2
その他利益剰余金 14,827

資 産 合 計 61,836 負債・純資産合計 61,836

第 40 期決算公告 2026年10月１日
大阪府箕面市船場東一丁目12番５号

株式会社アラミック
代表取締役 佐藤 宏彦

貸借対照表の要旨(2026年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 2,481,088
固 定 資 産 2,131,622
合 計 4,612,710

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,708,322
固 定 負 債 980,692
株 主 資 本 1,923,696
資 本 金 80,000
資 本 剰 余 金 130,000
資 本 準 備 金 45,000
その他資本剰余金 85,000
利 益 剰 余 金 1,713,696
その他利益剰余金 1,713,696
(うち当期純損失) (222,892)
合 計 4,612,710

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
、
一
〇
〇
万
円
減
少

し
一
、〇
〇
〇
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
二
丁
目
二
八

番
地

株
式
会
社
デ
ィ
ー
ラ
ボ

代
表
取
締
役

吉
岡

久
博

第 ３ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日
東京都千代田区神田神保町二丁目28番地

株式会社ディーラボ
代表取締役 吉岡 久博

貸借対照表の要旨(令和８年２月28日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 8,567,441
固 定 資 産 5,817,448
資 産 合 計 14,384,889

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,159,239
負 債 合 計 1,159,239
株 主 資 本 13,225,650
資 本 金 21,000,000
利 益 剰 余 金 7,774,350
その他利益剰余金 7,774,350
(うち当期純利益) (348,257)
純資産合計 13,225,650
負債・純資産合計 14,384,889

第 ３ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日

岡山県倉敷市新田2403番地１
株式会社未来通信

代表取締役 藤森 健
貸借対照表の要旨

(令和８年６月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 6,726
固 定 資 産 7,225
合 計 13,951

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 4,151
固 定 負 債 21,228
株 主 資 本 11,428
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 12,428
その他利益剰余金 12,428
(うち当期純損失) (3,051)
合 計 13,951

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
百
万
円
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
三
鷹
市
下
連
雀
三
丁
目
六
番
五
四

三
〇
一
号

三
鷹
の
杜
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式

会
社

代
表
取
締
役

山
口

萌
佳

第 76 期決算公告 令和８年10月１日
東京都三鷹市下連雀三丁目６番54301号
三鷹の杜アセットマネジメント株式会社

代表取締役 山口 萌佳
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 175,563
固 定 資 産 0
合 計 175,563

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 39,497
固 定 負 債 0
株 主 資 本 136,065
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 1,000
資 本 準 備 金 1,000
利 益 剰 余 金 125,065
その他利益剰余金 125,065
(うち当期純利益) (64,594)
合 計 175,563

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
一
月
一
日
で
あ
り
、
両

社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
（
会
社
法
第
三
一
九
条

第
一
項
に
よ
る
み
な
し
決
議
）
は
令
和
八
年
八
月
三

日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
合
併
に
伴
い
、
甲
は
そ
の
商
号
を
コ

ン
ビ
株
式
会
社
と
変
更
い
た
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
十
日

掲
載
頁

一
〇
九
頁
（
号
外
第
八
十
五
号
）

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
台
東
区
元
浅
草
二
丁
目
六
番
七
号

（
甲
）
コ
ン
ビ
ウ
ィ
ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山
﨑
浩
二
郎

東
京
都
台
東
区
元
浅
草
二
丁
目
六
番
七
号

（
乙
）
コ
ン
ビ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

松
浦

康
詞

第 46 期決算公告 令和８年10月１日
東京都台東区元浅草二丁目６番７号

コンビウィズ株式会社
代表取締役 山﨑浩二郎

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 2,943,300
固 定 資 産 508,557
資 産 合 計 3,451,857

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 939,626
賞 与 引 当 金 74,059
固 定 負 債 153,879
退職給付引当金 13,417
株 主 資 本 2,358,351
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 2,328,351
利 益 準 備 金 7,500
その他利益剰余金 2,320,851
(うち当期純利益) (190,268)

負債・純資産合計 3,451,857

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



第 13 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日
長野県松本市野溝西３丁目４番５号

株式会社プレイフ
代表取締役 原 一宏

貸借対照表の要旨
(令和８年２月28日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資

産

の

部

流 動 資 産 26,791
固 定 資 産 6,293
繰 延 資 産 637
合 計 33,721

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 6,986
固 定 負 債 7,316
株 主 資 本 19,419
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 16,419
その他利益剰余金 16,419
(うち当期純利益) (3,439)
合 計 33,721

第 13 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日
長野県松本市野溝西三丁目４番18号

株式会社ヴェルデ
代表取締役 原 一宏

貸借対照表の要旨
(令和７年10月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 48,327
固 定 資 産 5,533
合 計 53,860

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 11,317
固 定 負 債 37,060
株 主 資 本 5,481
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 4,481
その他利益剰余金 4,481
(うち当期純利益) (2,795)
合 計 53,860

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

長
野
県
松
本
市
野
溝
西
三
丁
目
四
番
五
号

（
甲
）
株
式
会
社
プ
レ
イ
フ

代
表
取
締
役

原

一
宏

長
野
県
松
本
市
野
溝
西
三
丁
目
四
番
一
八
号

（
乙
）
株
式
会
社
ヴ
ェ
ル
デ

代
表
取
締
役

原

一
宏

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

滋
賀
県
栗
東
市
川
辺
五
六
二

二
イ
ー
ス
ト

ピ
ー
ス
栗
東
一
〇
三

（
甲
）
株
式
会
社
Ｇ
４

代
表
取
締
役

大
河
内

瑛

滋
賀
県
栗
東
市
川
辺
五
六
二
番
地
二
イ
ー
ス

ト
ピ
ー
ス
栗
東
一
〇
三

（
乙
）
株
式
会
社
Ｂ
ｕ
ｄ
ｄ
ｙ

代
表
取
締
役

大
河
内

瑛

決 算 公 告
令和８年 10 月１日

滋賀県栗東市川辺562２
イーストピース栗東103

株式会社Ｇ４
代表取締役 大河内 瑛

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 82,814
固 定 資 産 7,055
合 計 89,870

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 69,989
株 主 資 本 19,880
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 16,880
その他利益剰余金 16,880
(うち当期純利益) (13,493)
合 計 89,870

決 算 公 告
令和８年 10 月１日

滋賀県栗東市川辺562番地２
イーストピース栗東103

株式会社Ｂｕｄｄｙ
代表取締役 大河内 瑛

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 3,204
固 定 資 産 5,569
合 計 8,774

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 11,217
株 主 資 本  2,443
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金  5,443
その他利益剰余金  5,443
(うち当期純損失) (5,443)
合 計 8,774

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
第
二
十
条
第
一
項
に
基
づ

く
前
払
式
支
払
手
段
の
払
戻
し
の
公
告

平
素
よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
協
同
組
合
吉
岡
専
門
店
会
は
令
和
八
年

九
月
三
十
日
で
利
用
終
了
し
ま
し
た
共
通
商
品
券
に

つ
き
ま
し
て
、
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
第
二
十
条

第
一
項
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
払
戻
し
を
行
い
ま

す
。

一

払
戻
し
を
行
う
前
払
式
支
払
手
段
発
行
者
の
商

号
（
ま
た
は
名
称
）

協
同
組
合
吉
岡
専
門
店
会

二

払
戻
し
の
対
象
と
な
る
前
払
式
支
払
手
段
の
種

類共
通
商
品
券
（
一
枚

五
百
円
）

三

払
戻
し
の
申
出
期
間

令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
十
二
月
二

十
五
日
ま
で

受
付
時
間
は
、
午
前
十
時
〜
午
後
四
時

（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

※
当
該
期
間
内
に
払
戻
し
の
申
出
が
な
い
場
合

は
、
こ
の
払
戻
し
の
手
続
き
か
ら
除
斥
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

四

申
出
及
び
払
戻
し
の
方
法

く
ろ
か
わ
商
工
会
大
和
事
務
所
に
未
使
用
の
「

共
通
商
品
券
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

確
認
の
上
、
そ
の
場
で
現
金
と
交
換
い
た
し
ま

す
。

※
持
参
出
来
な
い
場
合

お
申
出
さ
れ
る
方
の
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を

く
ろ
か
わ
商
工
会
大
和
事
務
所
ま
で
お
電
話
に

て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、
返
信
用
封
筒
と

「
共
通
商
品
券
払
戻
申
請
書
」
を
送
付
い
た
し

ま
す
。

必
要
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
返
信
用
封
筒

に
未
使
用
の
共
通
商
品
券
を
同
封
の
上
、
返
信

し
て
く
だ
さ
い
。
返
信
さ
れ
た
払
戻
申
請
書
の

記
載
内
容
と
未
使
用
の
共
通
商
品
券
を
確
認
し

指
定
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。（
振
込
手
数
料
は

当
社
に
て
負
担
い
た
し
ま
す
。）

な
お
、
郵
送
で
の
申
出
の
場
合
は
、
払
戻
し

期
間
の
最
終
日
の
消
印
ま
で
が
有
効
と
な
り
ま

す
。ま

た
、
明
記
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
本
件
払

戻
し
に
関
す
る
事
項
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。

五

お
問
い
合
わ
せ
先

協
同
組
合
吉
岡
専
門
店
会

（
く
ろ
か
わ
商
工
会
大
和
事
務
所
内
）

〒
九
八
一

三
六
二
六

宮
城
県
黒
川
郡
大
和

町
吉
岡
南
二
丁
目
四
番
一
〇
号

電
話
番
号

〇
二
二

三
四
五

三
一
〇
六

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
決
済
シ
ス

テ
ム
の
開
発
及
び
運
営
管
理
事
業
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
番
号
等
取
扱
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承

継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
一
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
六
番
一
号

（
甲
）
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ

Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
株

式
会
社代

表
取
締
役

神
崎

誠
一

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
六
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
ア
イ
キ
タ
ス

代
表
取
締
役

神
崎

誠
一

第 17 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日
東京都新宿区西新宿二丁目６番１号

ＴＥＣＨ ＨＯＲＩＺＯＮ株式会社
代表取締役 神崎 誠一

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 95,481
固 定 資 産 33,498
合 計 128,980

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 70,840
株 主 資 本 58,139
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 53,139
利 益 準 備 金 1,250
その他利益剰余金 51,889
(うち当期純利益) (1,814)
合 計 128,980

第 17 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日
東京都新宿区西新宿二丁目６番１号

株式会社アイキタス
代表取締役 神崎 誠一

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 306,366
固 定 資 産 104,788
合 計 411,155

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 177,175
株 主 資 本 233,980
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 223,980
その他利益剰余金 223,980
(うち当期純利益) (8,163)
合 計 411,155

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



第 21 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日

東京都港区南青山三丁目１番30号

株式会社パソナＪＯＢ ＨＵＢ
代表取締役 髙木 元義

貸借対照表の要旨
(令和８年５月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 2,359,742
固 定 資 産 268,502

資 産 合 計 2,628,245

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 890,819
賞 与 引 当 金 133,969
返 金 引 当 金 689
そ の 他 756,161
固 定 負 債 8,183
役員株式給付引当金 1,776
そ の 他 6,407

負 債 合 計 899,003

株 主 資 本 1,729,242
資 本 金 50,000
資 本 剰 余 金 788,973
資 本 準 備 金 50,000
その他資本剰余金 738,973
利 益 剰 余 金 890,268
その他利益剰余金 890,268
(うち当期純利益) (281,863)

純資産合計 1,729,242

負債・純資産合計 2,628,245

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。令

和
八
年
十
月
一
日

大
阪
市
中
央
区
城
見
二
丁
目
一
番
六
一
号

（
甲
）
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
株

式
会
社

代
表
取
締
役

今
福

太
一

東
京
都
台
東
区
根
岸
三

二
五

六
タ
ブ
レ
ッ

ト
根
岸
三
階（

乙
）
株
式
会
社
ネ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス

代
表
取
締
役

今
福

太
一

第 12 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日

東京都台東区根岸３25６
タブレット根岸３階

株式会社ネットスペース
代表取締役 今福 太一

貸借対照表の要旨
(令和７年11月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 109,733
固 定 資 産 7,749
資 産 合 計 117,482

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 17,258
株 主 資 本 100,224
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 80,224
繰越利益剰余金 80,224
(うち当期純利益) (3,791)

負債・純資産合計 117,482

第 53 期 決 算 公 告

令和８年 10 月１日

大阪市中央区城見二丁目１番61号

ユニバーサルコンピューター株式会社

代表取締役 今福 太一

貸借対照表の要旨
(令和７年11月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 3,450,079
固 定 資 産 1,031,853

資 産 合 計 4,481,933

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,300,850
固 定 負 債 704,767
退職給付引当金 520,267
株 主 資 本 2,476,052
資 本 金 100,000
利 益 剰 余 金 2,406,310
利 益 準 備 金 25,000
その他利益剰余金 2,381,310
(うち当期純利益) (150,198)
自 己 株 式 30,258
評価・換算差額等 262
その他有価証券評価
差額金 262

負債・純資産合計 4,481,933

第 70 期 決 算 公 告
令和８年 10 月１日

名古屋市中区金山五丁目14番２号

大有建設株式会社
代表取締役社長 川中 雅雄
貸借対照表の要旨

(令和８年６月30日現在)(単位：百万円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 16,787
固 定 資 産 16,178

資 産 合 計 32,965

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 5,083
役員賞与引当金 25
完成工事補償引当金 22
工事損失引当金 28
固 定 負 債 4,200
退職給付引当金 1,745
役員退職慰労引当金 355

負 債 合 計 9,283

株 主 資 本 19,793
資 本 金 100
資 本 剰 余 金 560
その他資本剰余金 560
利 益 剰 余 金 21,195
利 益 準 備 金 165
その他利益剰余金 21,030
(うち当期純利益) (1,328)
自 己 株 式 2,062
評価・換算差額等 3,888
その他有価証券評価
差額金 3,888

純資産合計 23,681

負債・純資産合計 32,965

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
一
月
一
日
で
あ
り
、
両
社

の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
九
月
四
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。令

和
八
年
十
月
一
日

大
分
県
大
分
市
乙
津
町
一
番
一
八
号

（
甲
）
江
藤
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

江
藤

康
之

大
分
県
大
分
市
乙
津
町
一
番
一
八
号

（
乙
）
株
式
会
社
ア
リ
マ
ン
未
来

代
表
取
締
役

石
田

裕
一

第 26 期決算公告 令和８年10月１日
大分県大分市乙津町１番18号
株式会社アリマン未来
代表取締役 石田 裕一

貸借対照表の要旨
(令和７年12月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 157,807
固 定 資 産 39,285
合 計 197,092

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 94,343
固 定 負 債 27,552
退職給付引当金 27,552
株 主 資 本 75,197
資 本 金 25,000
利 益 剰 余 金 50,197
利 益 準 備 金 500
その他利益剰余金 49,697
(うち当期純利益) (1,509)
合 計 197,092

第 52 期 決 算 公 告

令和８年 10 月１日

大分県大分市乙津町１番18号

江藤産業株式会社

代表取締役 江藤 康之
貸借対照表の要旨

(令和７年12月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 1,881,817
固 定 資 産 1,544,174

合 計 3,425,991

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,281,382
役員報酬調整引当
金  (18,800)
固 定 負 債 514,776
(退職給付引当金) (198,417)

負債の部合計 1,796,158

株 主 資 本 1,629,833
資 本 金 75,000
資 本 剰 余 金 9,153
資 本 準 備 金 9,153
利 益 剰 余 金 1,557,642
利 益 準 備 金 12,500
その他利益剰余金 1,545,142
(うち当期純利益) (80,061)
自 己 株 式  11,962

純資産の部合計 1,629,833

合 計 3,425,991

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 
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